
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    俺が生きる意味６　新世界のレゾンデートル


    
      赤月カケヤ

    


    
      イラスト　しらび

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    プロローグ


    第一章　その薄うす桃ももは膝ひざ枕まくらをす


    第二章　その瞬しゆん刻こくは涙を流す


    第三章　その銀色は混乱する


    第四章　その金色は歓喜する


    第五章　その鬼は絶望を知る


    第六章　その鬼き女じよは覚悟を決める


    第七章　その天才はすべてを明かす


    第八章　その永遠は新世界を創る


    エピローグ

  


  [image: ]


  [image: ]


  
    



    　　　プロローグ


    



    『──地球の皆さん、聞こえ……。このメッセージは……か国語に翻訳され超時空跳躍通信にて……、到達時間誤差は過去に一年、未来に十年ほど……。私は……で通信士をしています。イチカ・シエル・ア……。新天地を目指して……、順調に宇宙航路を──』


    　宝石のような光を放つ無機質な壁で囲まれた『降こう臨りん都市』のコンピュータルームに、若い女性の声が響いている。再生されたその録音メッセージは雑音が酷ひどく、意識を集中させなければ内容を聞き取ることは難しかった。


    「この到達誤差ってなんですか？　過去とか未来とか言っているようですが」


    　メッセージの再生が終了すると同時に、やけに飄ひよう々ひようとした、こちらも若い女性の声が響く。神しん悠ゆう言げんの八や社め巫み女こが第一席、睦む月つきだ。


    　神悠言とは日本に古くから存在する宗教団体で、最大の特徴は神の声を聴くことができるチャネリング能力。その〈神かみ聴きき〉の能力を持つ者は八社巫女と呼ばれ、そこから神と対話する権利を持つ者──《姫ひめ巫女》が選出される。


    「なんだ、人間。おまえは『先進波』も『遅延波』も知らないんだ？　物質は光の速さを超えることはないけど、非物質にはそもそも時空の概がい念ねんすらない。文字どおり、過去にも未来にも行くことが可能なんだよ」


    　侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しようを含んだ女性の声が返ってくる。燃えるような赤い唇くちびるに眼鏡めがね、青い髪を後ろで三つ編みにした女性の姿。名はステファニー・エジソン。神悠言が神と崇あがめる存在である。


    「へぇ～、勉強になります。それにしても、これが宇宙から届いた人類最後のメッセージってやつですか。いやぁ～、何かと感かん慨がい深いですねぇ」


    　睦月が大おお仰ぎように頷うなずきながら言った。褐かつ色しよくの肌はだに翡ひ翠すいの瞳ひとみ、土色の髪を一本にまとめて肩口から前に垂らしている。


    　日本人特有の生物的特徴《個カ人ラ色ー》。二千年前に起こったとされる「世界大災害」から生き残った日本人の遺い伝でん子しに突然変異が起こり、髪と目がカラフルな色彩を持った今の日本人が誕生したと世間一般には認識されていた。


    　だがそれは、真実と異なっている。百貨店の惨さん劇げきで斗と和わが見た前世の記憶の中に、その答えはあった。個カ人ラ色ーは、前世の斗和の子孫たちに継承された遺伝的特質だったのだ。


    「どうでもいいけど、人間。勝手に端末をいじるのはやめろよ。いくらシュレディンガー様の客人とはいえ、そこまで許されてはいないだろ？」


    　神の世界には、物質界アツシヤーで肉体を得ること──《受肉》を目的とする〝降臨派〟と呼ばれる一大勢力が存在する。彼らは積極的に物質界アツシヤーと接触を持ち、神悠言に対し強い影響力を持っていた。その降臨派の筆頭が猫のシュレディンガーと悪魔のラプラスの二柱だ。


    　無論、降こう臨りん派はに属していない神もわずかながら存在する。シュレディンガーに『降臨都市』の解かい析せきを依頼されている天才フェルマーなどは、その最たるものだ。受肉という、神にとって至し極ごく当然の欲求を持たない。降臨派からは、頭のイカれた変質イレギユラーと軽けい蔑べつされている。


    「いえいえ。邪魔しない限りは自由にしてよいと、一応許可は頂いていますよ。うわっ、なんですか、この生き物？　新あら手ての魂を狩る幻想生物ソウルテイカーですか？」


    　端末をいじっていた睦む月つきが、そこから映写される立体映像を見て眉まゆをひそめた。


    「それ、未来のおまえたちだよ。未来の人間が五つの種しゆに分ぶん岐きしたのは知っている？」


    「初耳ですねぇ」


    　エジソンは見下したように鼻で笑うと、滔とう々とうと説明をはじめる。知識をひけらかすのが好きな性分らしい。


    　最初に分岐したのがαアルフア種。科学の力で子供をつくることを拒否した彼らは、自力で子供を産めなくなると同時に絶ぜつ滅めつしてしまった。次に分岐したのが宇宙で暮らしはじめ、宇宙に適応したβベータ種。先ほどメッセージを残したのは、この種に当たる。


    　そして地球環境の悪化に伴い、遺い伝でん子し改造で生きる道を選択したのが、立体映像で現れているγガンマ種だ。人間とは似ても似つかない姿をしている。γガンマ種のうち、感情と知性が退化した種は新たにδデルタ種と呼ばれ、γ種が絶滅した後も生き続けた。未来の環境においては、感情と知性は不要だったのだ。


    「へぇ～、進化って奥深いんですねぇ。じゃあ、もしかしてこの降臨都市は、残った最後の一種が造り上げたモノだったりします？」


    「そうだよ、人間。なかなか鋭するどいじゃないか」


    「それで、この都市を造った人類はどうなったんです？」


    「それ以上答えるなよ、エジソン」


    　不意に鋭い声が割って入った。いつもは飄ひよう々ひようとしている睦月の表情にも、わずかに動揺の色が浮かぶ。


    　すらりとした体型の裸ら体たいの少女を模した姿。頭部には白と黒の猫耳、腰まである長いクリーム色の髪に、猛もう禽きん類るいのような殺気を放つ勝ち気な金色の瞳ひとみが燦さん然ぜんと輝かがやいている。猫のシュレディンガーだ。


    「シュレディンガー様。これは、あのっ」


    　エジソンが戸惑い気味に視線を揺らす。遅ればせながら、自分がしゃべりすぎていることに気づいたのだろう。


    「俺おれはそんなくだらない世間話をさせるために、おまえさんを送ったんじゃないぜ」


    　シュレディンガーがぎろりと睨にらみを効かせて睦月に言う。


    「いやぁ、すみません。こう見えて話を切り出すタイミングを見計らっていたんですよ。急がば回れ、犬わんわんって言うじゃないですか」


    「あの……、どういう意味です？」


    　エジソンが戸惑いながらシュレディンガーに視線を送る。


    「フェルマー様が拒否した『コアシステムの並列連結』を、ぜひエジソン様に実現して頂きたいのですよ」


    　答えたのは睦む月つきだ。彼女の科白せりふに、エジソンは目を見開いた。


    　降こう臨りん都市の頭脳ともいえるコアシステムは、全部で四機ある。それぞれが物理的に独立しており、メイン・サブのアクティブ・スタンバイ構成をとっている。コアシステムの並列連結とは、その四機を一度に動かすことで、通常の六倍近い演算能力を実現できる。だが同時に、高負ふ荷かなどによるフリーズで、システムダウンするというデメリットも併せ持っていた。


    「ですが、それは大変リスクのあることでして……」


    「リスク？　それは何に対するリスクだ？　今回の計画は、受肉できる最後のチャンスかもしれないんだぞ。降臨都市の演算能力が低ければ、そのぶん失敗の可能性も高くなる。リスクを恐れて目的を達成できなければ、そこに意味はない」


    　エジソンは言葉に詰まる。確かにシュレディンガーの言うとおりだ。降臨都市の機能を使って受肉を果たすという今回の計画では、メイン・サブ二機のシステムをフル稼か働どうして、ぎりぎりその到達ラインを満たす計算なのだ。


    「ですが、あの……並列連結は技術的にも非常に難しく、その……」


    「やはりか。それがフェルマーが拒否した本当の理由なんだな？」


    「え？」


    「つまりは、フェルマーには並列連結を成せるほどの技術力がない。それをごまかすために、リスクうんぬんと言い訳をしたんだ。違うか？」


    　エジソンは答えられなかった。フェルマーならできそうな気もするが、実際はどうだろう？


    「可能性は高いでしょうね。なんせフェルマー様は、ほとんど現場にはいらっしゃらない。それに比べエジソン様はとても勤勉で、さらにはフェルマー様に勝まさるとも劣おとらない知能をお持ちです。降臨都市のことをもっとも熟知されているのは、フェルマー様ではなく、エジソン様ではありませんか？」


    　睦月の言葉が胸に染み入ってくる。それは自分が睦月に対し、いつも愚ぐ痴ちっていたことでもあった。正直、自信はある。それ以前に、フェルマーに負けたくないという気持ちもあった。彼女が成しえなかった難題を、自分の手で成功させられれば、どんなに鼻の高いことか。


    　だがしかし、たまに来て一いち瞥べつしただけで、エジソンが考えもしない鋭するどい指摘をしてくる彼女と比べると、天才という点においては、遙はるかにフェルマーには及ばないことを自覚させられる。


    「大丈夫ですよ。エジソン様なら絶対にやれます。天才とは１％のひらめきと99％の努力みたいなモノですから」


    「……人間。その１％のひらめきと99％の努力って誰の科白？　なんか気に入った」


    「あ、いえ。たった今、私が適当に言ったことです。すいません。気に入ったのなら、どうぞエジソン様のお言葉としてお使いください」


    「わかった。で、結局はひらめきと努力、どっちが大事って話なの？」


    「適当に言っただけなので、それを聞かれると困りますね。でも、逆に曖あい昧まいなほうがいいかもしれません。エジソン様のような偉大な天才がおっしゃると、言葉は深い意味を持ちます。心理学におけるハロー効果ってやつですよ。愚おろかな群衆ほど、自分にとって都合のよい解釈を求めるモノですから」


    「エジソン。おまえさんなら、きっとこの難題を成し遂げることができる。俺おれたちの長年の悲願であった受肉を成功させるんだ。それができるのはフェルマーじゃない。エジソン、おまえなんだ」


    　シュレディンガーの言葉が、揺らいでいたエジソンの心を決定づける。そう、天才という称号を受けるに相応ふさわしいのは自分のほうだ。


    「わかりました。シュレディンガー様。必ずやご期待に応こたえてみせます」


    



    　エジソンが出ていった室内には、シュレディンガーと睦む月つきの二人だけが残っていた。


    「ふぅ、これで大きな仕事が終わりましたね。長い間エジソン様の愚ぐ痴ちを聞いていた甲か斐いがありました」


    　言って、睦月も部屋を出ていこうとする。だがそんな睦月の首を、シュレディンガーの手が摑つかみ上げた。


    「ど、どういうことです？　シュレディンガー様？」


    　睦月は彼の腕を必死に引き離そうとするが、ビクともしない。一気に首を切断してこないことから、まだ交渉の余地はあるのだと判断する。


    「これは、あれですか？　私はもう用済みってやつですか？」


    　息が詰まる苦しみに堪たえながら、睦月は必死に言葉を紡つむいだ。


    「俺は今からいくつか質問をする。その答えによっては、このままおまえは跡あと形かたもなく消え去ることになる」


    　戦せん慄りつがぞわりと肌はだを舐なめていく。濃厚な死の気配だけで窒ちつ息そくしそうになった。


    「まず一つ目だ。おまえは降こう臨りん都市について、どの程度知っている？」


    「……二つの可能性を想定しています。一つは未来からタイムスリップしてきた未来都市。もう一つは、遙はるか昔に滅ほろんだ人類が残した遺産」


    「どちらだと思う？」


    「た、たぶん、前者です。つまり今の私たちの世界は、過去改変が行おこなわれた二周目以降の世界」


    「降臨都市とは？」


    「……推測ですが、肉体的に絶ぜつ滅めつを免まぬかれないと考えた人類が、コンピュータの中に自分たちの精神と魂たましいを保存し、電子的に生き永らえるための設備かと。しかしそれだと、なぜ〝降こう臨りん〟などと名付けたのかがわかりません」


    「……次の質問だ。世界は近々滅ほろびるそうだな？　なぜそんな話になっている？」


    　やはりその情報を摑つかんでいたか、と内心で焦あせる。下へ手たな噓うそは命取りだ。


    「……我々が神しん託たくであると噓をつき、信者たちに流る布ふさせたからです」


    「なぜ、そんな噓をついた？」


    　シュレディンガーの金色の瞳ひとみに、こちらの心を見定めるような鋭するどい光が灯ともる。睦む月つきは直感的に悟った。これが彼のもっとも知りたいことであると。


    「……神しん悠ゆう言げんには、元来そういうことをやってきたという歴史的事実があります。神託であると噓をついて信者や世界を騙だまし、神悠言にとって有利に働くよう情報操作をしていました」


    「世界が滅びるという話は、まったくの作り話だと言うのか？」


    「……いえ。それは今から三年前に、姫ひめ巫み女こ様の〝固有神しん代だい〟で得た情報です」


    　固有神代とは、姫巫女が生せい来らい持っている異能力のことだ。姫巫女は〈紡がれしアルカの祈りエターナル・クロニクル〉と呼ばれる、先代の姫巫女たちが持っていた固有神代を一つに束ねた「系けい譜ふ系けい」の神代を引き継ぐ。それと区別するため、固有神代という単語が生まれたのだ。


    「そういえば、姫巫女の異能力がどんなモノかは聞いたことがなかったな」


    　シュレディンガーの科白せりふは別に不思議ではない。百近い神代を引き継ぐ姫巫女の固有神代を、わざわざ気にする神はいない。神にとって大切なのは〈神かみ聴きき〉の才のほうだからだ。


    「姫巫女──摩ま響ゆら様の固有神代の名は〈虚空なる蛇の憂いアカシツクレコード〉。つまりは未来予知です」


    　睦月よりも〈神聴き〉の能力が低い摩響が姫巫女になった背景には、この固有神代が大きく関わっている。姫巫女の固有神代は、〈紡がれしアルカの祈りエターナル・クロニクル〉の一部となって、多少劣れつ化かした状態ではあるが後世の姫巫女へと引き継がれる。つまり神悠言は、未来予知という能力を永遠に手に入れたことになるのだ。


    　それは同じく未来の情報を伝える神託と、真っ向から対立する情報。別の神を信しん奉ぽうするに等しい背はい信しん行為だった。


    「ずいぶんと舐なめられたモノだな。まあ、おまえたちの異能力に興味を持たなかった俺おれたちにも責任はあるがな。で、その未来予知とやらの内容は？」


    「『彼かの空より魂を狩る肉体なき魔物が降りてくる。ひび割れた空はその意に反し、幻げん想そうの未来都市に封じられし、新しき古いにしえ神がみを目覚めさせるだろう。……その者は破壊神。すべてを滅ぼし無に返す存在なり』」


    「くくく、くはははははははははははッッッ!!」


    　唐突に、シュレディンガーの笑い声が響く。まさか、と睦月は血の気が引いた。予知の内容をごまかしたのがバレたのかもしれない。ぎゅっと全身の毛穴が竦すくみ上がる。あの男を殺すためにと、七年もの間、自分の肉体に刻みつけてきた呪のろいが無駄になってしまう。だが──。


    「最後の質問だ」


    　シュレディンガーが言葉を続けた。どうやら今すぐ殺す気はないみたいだ。先ほどの笑いはなんだったのだろう、と睦む月つきは訝いぶかしむ。


    　──睦月は知らなかった。シュレディンガーの目的が受肉ではないことを。彼はほかの神すらも欺あざむき、降こう臨りん都市に封じられている「彼女」を救い出そうとしていたのだ。


    「おまえの目的はなんだ？」


    「……無事に受肉を成功させることです。こう見えて私は、敬けい虔けんな神の信徒ですから」


    「ふっ、それは噓うそだな」


    　刹せつ那な、シュレディンガーの顔に、どす黒い殺意の念がくっきりと刻まれた。死の予感が無数の針となって睦月を貫つらぬいてくる。間違いない、自分はここで殺される。


    「私の目的は復ふく讐しゆうですッ！」


    　睦月は咄とつ嗟さに叫んでいた。予想外の言葉だったのだろう、シュレディンガーがびくりと動きを止める。訝しく思う心が、彼の殺意を鈍にぶらせた。


    「私は、私の人生をめちゃくちゃにした男に復讐するために生きています！　やっと奴やつの所在を摑つかむことができたんです。私の命なんて惜しくはないッ！　だけど、あいつを殺すまでは死ねません。どうかあと少しだけ、私に時間をくださいッ！」


    　熱い想おもいが、胸の内側から湧わき上がってくる。それは涙るい腺せんを刺激し、大粒の涙を浮かび上がらせた。


    「……初めて、おまえの本心を見た気がする」


    　不意に、睦月の喉のどを締め上げていた拘こう束そくが緩ゆるんだ。解放された睦月は、腰が抜けたように床ゆかにへたり込む。


    「復讐か。いい理由だな。もっとも気高く美しい感情だ。気が変わった。おまえは生かしておくに値あたいする人間だ」


    　言って、シュレディンガーは部屋を後にする。中には激しく咳せき込む睦月だけが残った。


    「……本心ですか。不思議な気持ちです。まさかこの年になって、泣くことがあるとは思いませんでしたよ」


    　睦月は這はうようにして壁まで移動すると、壁にもたれかかって、誰ともなしに呟つぶやいた。


    「実際、どっちなんでしょう。自分でもわからなくなってしまいました。ただ単に復讐したいだけなのか、あなたの願いを叶かなえたいだけなのか。まあ、やることは一緒なんですけどね」


    　睦月は翡ひ翠すいの瞳ひとみに、遙はるか未来に存在するはずの風景を映す。人類の叡えい智ちの結晶、降臨都市のコンピュータルーム。ここは最さい期ごの人類が目にした風景かもしれないのだ。


    　ずいぶんと遠くに来てしまったような気がする。神との邂かい逅こうとか、二周目の世界とか、すべてのスケールが大きすぎて、まるで夢でも見ているかのようだ。


    　もしかしたらあの日以来、覚めることのない悪夢を見続けているのかもしれない。このまま死んでしまえば、この悪夢から抜け出すことができるのだろうか？　ならばもうすぐだ。自分はあの男と差し違える運命にある。私から先代の姫ひめ巫み女こを永遠に奪い去った憎むべき相手。


    『睦む月つき、睦月』


    　唐突に声を思い出した。あの日、あの男によって瀕ひん死しの重傷を負った自分。そんな自分の前に現れた謎なぞの青年の声。大きな背中と、逆光でよく見えないが、整った横顔のシルエットが記憶に残っている。


    『近い未来、君はこの世界が滅めつ亡ぼうすることを知るだろう。その情報を世界に発信するといい。それを知った彼は必ずこの地に戻ってくる。だけどね、覚悟が必要だよ。君が彼と逢あえば、君は必ず死ぬ。それは確定された未来なんだ』


    　それでもいいと思った。あの方がいない今の世界にはなんの未練もない。自分が成すべきことは、ただ一つだけ──。


    「必ず殺してみせますよ。殺人鬼、山やま田だ喜き一いち郎ろう」

  


  
    



    　　　第一章　その薄うす桃ももは膝ひざ枕まくらをす


    



    　俺おれは夢を見る。


    　懐なつかしくて温かい、それでいて色いろ鮮あざやかな夢。いや違う。これは夢ではない。おそらくは過去の記憶。俺が俺である前の、もう一つの人生。


    『この世界は、つらくて悲しいことばかりかもしれない。痛くて苦しいだけかもしれない。だけど聞いて。私はあなたに生きてほしい。あなたには名前がある。それは望まれた証あかし。私の想おもい。あなたの真ま名なは──』


    　鮮せん明めいに残るこの声は、おそらくは胎たい児じの頃の記憶。真っ暗で低い音が鳴り響く世界で、あの方の優しい祈りに包まれている。


    　愛されている、と思った。まだ顔も知らない存在。言葉の意味すら理解していなかった。それでも大いなる愛で満たされていることだけはわかった。


    　──だから俺は、必死に産まれようとしたんだ。


    　次は幼おさない頃の記憶。大勢の人たちに傅かしずかれ、俺は自分が特別な存在であることを知った。開けた野道を走り、後ろからついてくるあの方の姿を見て歓喜する。


    「お母様、見ていてください」


    　言って俺おれは、近くに落ちていた石に飛ひ翔しようするイメージを与える。次の瞬間、石ころは桃もも色の流星となり、木の枝から慌あわてて逃げ出したキジを追尾して撃ち落とした。


    　侍女たちが騒ぎ、喝かつ采さいを送る。俺は得意気な表情で、あの方の賛美を待った。けれどもあの方は、困ったような照れたような笑みを浮かべ、優しく俺を抱き締める。


    「あなたは、お父様の偉大な力を持って生まれてきたのです。正しく民を導みちびく存在となるのですよ」


    　お父様。あの方やこの国の民たちが信しん奉ぽうする神。そして、俺の父親でもあるらしい。その御名をユグラル様という。だけど俺は、その姿を見たことも声を聞いたこともなかった。


    　──俺には、神と対話する能力が備わっていなかったのだ。


    　次は少年の頃の記憶。俺はサラスバディと武術の修しゆ行ぎように励はげんでいた。彼女は神の声を聴くことのできる命めい師しであると共に、オーラの使い手でもある。褐かつ色しよくの頰ほおには豊穣を願うアンナプルナの入れ墨ずみ、髪はクリーム色に染め上げている。


    「──ったく、情けねえな。最強の異能力使いも、異能力がなけりゃこのザマかよ」


    　大地に仰あお向むけに倒れる俺に向かって、サラスが挑ちよう発はつするように言う。俺はふっと視線を動かし、城のバルコニーを視界に入れた。


    　そこには瀟しよう洒しやなドレスに身を包んだあの方の姿。俺の視線を受けて、微笑ほほえみと共に優雅に手を振ってくれる。最近は俺とサラスの修行を見学なさるのが、あの方の日課となっている。


    「いいか、確かに異能力はすげえ。なんせお父様より授さずかった力だ。だけど最近は化け物あいつらの中にも異能力を無効化する奴やつが出てきている。そんなことじゃ、あの方を護まもることなんてできないぜ」


    　俺は右腕を顔の前に持ってきて、ぼんやりとそれを眺める。右腕が淡く輝かがやいているのは、すべての生命が持つという肉体ソーマの座第一位の力、オーラによるものだ。


    「なぁ、サラス。異能力とオーラはどう違うんだろう？」


    「は？　前にも教えただろ？　異能力はお父様より頂いた超常の力。選ばれし者の証あかしさ。オーラは生物が自分の体を動かすのに使う力」


    「でも、すべての生物はお父様によって創られたんだろ？　じゃあ、どうして異能力は人間のごく一部の者しか使えないんだろう？」


    「そりゃ、強すぎる力だからだろ？　だからお父様に選ばれた者にしか使うことはできない」


    「でも、魂を狩る幻想生物ソウルテイカーは異能力を使うことができる」


    「あいつらは邪じや悪あくな存在なんだよ。お父様の偉大な力を狙ねらって、この世界にやってきた。オレたちを喰くらうことでお父様の力を手に入れるんだ」


    「どうしてお父様は、この世界に現れて、俺たちを助けてくれないのだろう？」


    「おいっ！」


    　サラスが声を荒らげる。俺は慌てて上半身を起こし、自分が神に対する不敬を口にしようとしていた事実に気づく。


    「──ったく。頭の打ちどころでも悪かったか？　グチグチとくだらないこと言いやがって」


    「異能力を最初に使ったのは俺おれなんだよな？　それ以前は誰も使うことができなかった」


    「……ああ、そうだ」


    「だけど、そのせいでこの世界に魂を狩る幻想生物ソウルテイカーが現れるようになってしまった。奴やつらの出現は、俺が生まれてからだ」


    「あのなぁ。一部にそんなくだらないことを言う輩やからがいるのは知っている。全部おまえのせいだってな。だがな、あれは歪ゆがんだ嫉しつ妬と心しんからおまえを貶おとしめようとする輩の、つまらない戯ざれ言ごとさ。気にすんな」


    「気にはしてないよ。ただ、魂を狩る幻想生物ソウルテイカーが現れる危険を冒おかしてまで、お父様はどうして俺に異能力を与える選択をされたのだろう？　どうして俺には、命めい師しとしての資質をお与えにならなかったのだろう？」


    　自分に〈神かみ聴きき〉の才があれば、神と対話できた。異能力をお与えになった理由も尋ねることができたはず。俺の生まれた意味も。だけど──。


    　再び風景が変わる。木目の床ゆかに、獣けものの皮を敷いた広い部屋。中央には羽毛を詰め込んだ絹の布ふ団とんが敷いてある。今この部屋にいるのは、俺とあの方だけだ。寄り添うようにして布団に腰を下ろしている。


    　精せい通つうを迎えた俺は、成人として扱われることとなった。それはつまり、妻を娶めとることを意味する。


    　半神半人デミゴツドである俺に相応ふさわしい相手。それは神と契ちぎりを交わし、処しよ女じよ懐かい胎たいで俺を生んだあの方しかいなかった。これはずっと前から決まっていたことらしい。


    「緊張しているのですか？　大丈夫です。私に任せて」


    　あの方が俺の手をそっと握りながら言う。


    「お母様はご経験がないと伺うかがっています。お母様こそ俺に任せてください」


    　あの方はきょとんとした表情をしたあと、少女のようにくすくすと笑い、小刻みに肩を震わせる。俺は気恥ずかしいようなくすぐったいような気持ちとなった。


    　ややあって呼吸を整えたあの方が、真ま面じ目めな表情で囁ささやきかける。


    「もう、私はあなたの妻なのです。お母様は変ですよ。私のことはハリティでよいのです」


    　──この日からハリティは、俺の母から妻となった。


    



    　日ひの本もと斗と和わは唐突に夢から覚めた。季節は十二月。掛け布団がずり落ちて露出している肩に、ひんやりとした冷気が染み込んでくる。


    　指先にしっとりとした髪の感触を覚え、寝ぼけた頭のまま、それをすくって弄もてあそんだ。やがて指先がぷにっというやわらかいモノにぶつかり、同時に「んっ」と甘い声が耳に届く。


    　斗と和わは一気に頭が覚かく醒せいした。慌あわてて上半身を起こすと、勢いよく掛け布ぶ団とんをめくり上げる。


    　そこにあったのは、世にも珍しい構造色ストラクチユアル・カラーの髪。瑞みず々みずしい真しん紅くの唇くちびるからは、安らかな寝息が漏もれている。薄いブルーの寝間着は斗和のモノで、袖そでは肘ひじの部分まで捲まくってあり、そこからほっそりとした腕が伸びていた。ズボンは穿はいておらず、裾すその先から粉雪のように淡い光を放つ、すらりとした素足が露あらわになっている。


    　斗和の従姉いとこである少女、帝みかどかりもだ。


    　かりもの姿を見た斗和は諦あきらめたように嘆たん息そくする。彼女が斗和のベッドに潜もぐり込んできたのは、これが初めてではなかった。


    　かりもは家族と反そりが合わず、家を飛び出し、櫛くし灘なだ学園に引き取られた。そこへ惨さん劇げきのトラウマから葦あし原はら第二高校に通えなくなった斗和が編入してきて、二人は数年ぶりに再会を果たす。それ以来、かりもは斗和の家に遊びにきては、泊まることも多くなり、斗和のベッドに潜り込んでくることも増えたのだ。


    「かりも」


    　彼女の寝顔に見み蕩とれていた斗和は、ややあって思い出したように名前を呼ぶ。だが起きる気配はない。もう一度かりもの名を呼ぶが、結果は同じだった。


    　なので今度は、かりものつんと尖とがった形のいい鼻先を摘つまんだ。彼女に触れると、心臓の奥に痺しびれるような刺激を覚える。甘く、痛い感情。


    　しばらくすると、かりもが息苦しそうに眉まゆ根ねをひそめ、嫌がるように顔を振り、ぽんぽんと鼻を摘む斗和の腕を叩たたきはじめた。足もバタバタしている。


    「──ふえ？」


    　ややあって、間抜けな声と共に、かりもの瞼まぶたが開く。驚くほど長い睫まつ毛げの下、燃えるような紅玉ルビーの輝かがやきが現れる。数回瞬まばたきをして、目を擦こすりながら起きあがり、そのまま大きく背伸びをすると、穏やかな笑みを浮かべながら、当たり前のように挨あい拶さつしてくる。


    「斗和。おはよう」


    「かりも、おはようじゃない」


    　斗和がため息交じりに言うと、かりもはきょとんとした表情のまま、あたりを見回す。


    「今は朝だと思うのですが、違うのですか？」


    「そっちじゃない。俺おれのベッドに潜り込まないよう、言い聞かせていただろ？」


    「斗和、何を言ってるのです？　私は一度も了承していませんよ。それに斗和と一緒に寝ると懐なつかしい夢を見るのです」


    　どくんと斗和の心臓が高鳴った。おそらく彼女の言う「懐かしい夢」とは、彼女の幼おさない頃の記憶だろうが、斗和が咄とつ嗟さに思い描えがいたのは、自分の前世のほうだ。


    　はっきりとした証しよう拠こがあるわけではない。ただなぜか確信を持って、あの夢が自分の前世の記憶だと理解できた。それは決まって、かりもがベッドに潜り込んできた日に見るのだ。


    　と、そのときだ。ドタバタと激しく階段を踏み鳴らす音が響いてきた。斗と和わは次に起こる事態が容易に想像でき、頭を抱えるようにして再び嘆たん息そくする。


    「あーっ！　やっぱり今日きようも！　酷ひどいです最低です！　この性欲魔神ッ！」


    　ノックもなしにドアが開け放たれ、先端がツンと尖とがった流氷のような白びやく群ぐん色の髪と、涙で潤うるむ赤あか紫むらさきの瞳ひとみを持った少女が姿を現す。


    　神しん悠ゆう言げんの八や社め巫み女こで、名を霜しも月つきという。櫛くし灘なだ学園の中等部に所属しており、百貨店で見えない壁の世界に巻き込まれたときには、共に奮闘してくれた。その惨さん劇げきのなか、「神しん代だいに目覚めるまで」という条件付きで、彼女と付き合うことになったのだ。


    「おはようございます、霜月ちゃん」


    　かりもはベッドから降りると、軽く右手を上げて挨あい拶さつする。


    「『おはようございます』じゃないですよ、この泥棒猫ッ！」


    　霜月は声を荒らげると、つかつかと歩み寄って、かりものシャツを一気に捲まくり上げた。斗和の視界に、きゅっと引き締まった卵形のお尻しりと真っ白な素足が飛び込んでくる。もちろん下着は穿はいているが、布の面積が小さく、容易にお尻の形が想像できる。


    「よかった～。穿いてる～」


    　霜月は心底安あん堵どしたように呟つぶやくと、へなへなと座り込む。


    「霜月ちゃん。パンツは穿かないと女の子としてはしたないです」
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    「それくらい、わかっています！　事後か確かめただけですッ！　っていうか、かりも先輩に言われたくないですよッ！　斗と和わ先輩は私の彼氏なんです！　謹つつしんでください遠慮してください！　私なんか一緒に寝るどころか、手すらつないでもらってないんですからッ！」


    「霜しも月つきちゃん。もしかして羨うらやましい？」


    「う、羨ましくなんかないですよッ！　何言ってるんですか！　ただちょっと斗和先輩のパジャマ着たり、斗和先輩とねんねしたりできたら、一日中転げ回るくらいうれしいだけです！」


    「霜月。言ったはずだ。俺おれは君に対し恋愛感情はない。恋人になったのは成り行きで、結局は君の勘違いだったんだろ？　それに──」


    　言いかけて、斗和は口を噤つぐんだ。頭を過よぎったのは、三柱の神の姿。


    　猫のシュレディンガー、悪魔のラプラス、それに天才フェルマー。神しん悠ゆう言げんが神と崇あがめる存在。見えない壁の世界をつくり出し、多くの人々を昏こん睡すい状態にしている悪の元げん凶きようだ。


    　その事実が判明したのにもかかわらず、霜月をはじめ神悠言の人たちが、いまだにあいつらを信しん奉ぽうしている事実に、斗和は歯は痒がゆさを覚えていた。


    　ただ同じ八や社め巫み女こでも弥生やよいだけは、神に対する不信を斗和に打ち明けた。彼女の異能力は〈偉大なる聖母の愛マザー・エリクサー〉。怪け我がなどを回復させる聖なる母乳。非戦闘系の異能力を持つ弥生だからこそ、「神しん代だいに目覚めれば化け物に殺されない」という教えに懐かい疑ぎ的だった。


    「確かに先輩に告白したのは、私の勘違いでした。でも、先輩言ったじゃないですかっ！　男に二に言ごんはないって。それに、かりも先輩とねんねするのはいいんですか？　おっぱいが大きいからですか？　本当に先輩は大きいおっぱいに目がないんですね。この肉欲主義者おっぱい星人ッ！　──くっ、言ってて悲しくなってきたじゃないですかッ！」


    「霜月。俺と付き合う条件として、何でも言うことを聞くし、浮気しても構わないって言ったよな？」


    　面倒になった斗和は冷徹に言い放つ。途端に霜月は口をへの字に曲げ、大粒の涙を浮かべた。


    「い、言いました。言いましたけどぉ──」


    「斗和。女の子にそんな言い方、駄目ですよ」


    　かりもが霜月の頭をよしよしと撫なでながら、少し怒ったように注意してくる。


    「……悪かった。とりあえず、着替えるから部屋を出てくれ」


    



    　霜月が斗和の家にやってきた目的は、一緒に日課のロードワークを行おこなうためだ。斗和は中学生の頃から、毎日欠かすことなく体を鍛きたえている。


    　水族館の惨さん劇げきで山やま田だは、素す手でで化け物を倒してみせた。その演出パフオーマンスに魅了された斗和は、夏休みの間、気き功こう武術の道場で住み込みの修しゆ行ぎように励はげんでいたが、装備を充実させたほうが生存率が高くなるという考えにシフトし、過度なトレーニングはしなくなった。


    　それでも十キロ近い装備をつけて走り回るだけの体力は必要なので、今では装備を着用した状態でロードワークを行おこなっている。


    「朝から元気ねぇ」


    　暖房の暖かい空気が流れる居間に降りると、立りつ花かが新聞を片手にコーヒーを飲んでいた。


    「母さん、霜しも月つきを家に上げないでよ。騒がしくなるだけだってわかってるだろ？」


    　霜月は今、先に外に出て斗と和わが来るのを待っている。


    「新聞を取りにいったら、彼女がいたのよ。さすがに無視はできないでしょ？　斗和さんの彼女なのに」


    　立花は自分の子供にも敬称をつけるべきだと考えているため、斗和や斗和の妹である一いち花かを「さん」付けで呼ぶ。


    「かりもさんがまたベッドに潜もぐり込んでたみたいね。……私が何を心配しているかわかる？」


    「……間違いを起こさないことだろ？」


    　斗和はやや躊躇ためらいがちに答えた。母親に対し、このようなことを口にするのは抵抗がある。


    「違うわ」立花が新聞から視線を上げて言った。「最初はね、確かにそのことを心配したわ。だけど斗和さんの態度を見てたら、別のことが心配になったの。あなた、とても冷静すぎるわ。まるで心がないみたい」


    　斗和は言葉を失った。まさか母親からそんなことを言われるとは想像だにしていなかった。「ごめんなさい。酷ひどいことを言ったわね。だけど、かりもさんに対して、もう少し年頃の反応を見せたり、霜月さんが来たらうれしそうにしたりとか、そういうのが自然だと思うの」


    「……母さんも知ってるだろ？　俺おれや一花が経験したこと。まだ多くの人が昏こん睡すい状態に陥おちいっているんだ」


    　立花には、見えない壁の世界での出来事を話してあった。そこで死んだ者が、集団昏睡事件の被害者になることも。そもそもあれだけの大事件を隠し切れるわけがないし、立花の協力も必要としたからだ。


    　斗和たちは少しでも生存者を増やすために、水族館の惨さん劇げき以降、ネットなどを通じて情報を拡散させていたが、やはりテレビの影響力には敵かなわない。そこでニュースキャスターである立花に頼んで、テレビで特集を組んでもらうことにしたのだ。


    「母さんには感謝してるよ。テレビの件とか。だけど今は、恋愛とかそういう無駄なことに時間を費やすつもりはない」


    「恋愛はね、無駄なことじゃないわ。人間にとって、いえ、多くの生物にとってもそう。とても大切なことなの。だから間違いが起こらないか心配だし、その逆も心配なのよ」


    　そういえば最近、生物学系の本を読んでいないな、と斗和は思った。斗和の趣味は生物学だ。特に動物行動学や進化論には、強い興味と深い造ぞう詣けいを持っている。だから、立花の主張はよく理解できた。


    　人間以外の生物には感情がないと動物学的には定義されるため、恋愛感情は人間特有のモノだ。けれども子孫を残す行為を恋愛と呼ぶのなら、ほとんどの有性生物は恋愛を行おこなう。虫や鳥が鳴くのは雌めすを呼ぶためであり、鹿しかやライオンが雄おす同士で争うのも雌を獲得するためだ。


    　すべての生命は死を迎える。なればこそ永遠に生きるためには、恋愛は必須なのだ。恋愛は生物にとって究極の目的である、と言っても過言ではない。


    　だが恋愛は、世界の滅めつ亡ぼうよりも優先されるべきことなのだろうか？


    「……走ってくる。大丈夫だよ、すべてが元通りになれば、俺おれも元通りになれるから」


    　逃げ去るように玄関に向かう斗と和わの背中に、立りつ花かの科白せりふが投げかけられる。


    「斗和さんは今、本当に好きな人はいるの？」


    　不意に斗和の脳のう裏りに浮かんできたのは、かつて好きだった少女ではなく、ベッドに潜もぐり込んでくるあの少女の顔だった──。


    



    　赤あか峰みね寧ね々ね音ねの病室には現在、斗和、霜しも月つき、弥生やよい、それと斗和が中学時代から親しくしている女の先輩で、葦あし原はら第二高校の惨さん劇げきで共に生き残った婦ふ設樂しだら操みさおの四人が集まっていた。


    「ごめん……ね。何度か来てくれたのに、あんまりお話しできなくて……」


    　ベッドの端に腰かける寧々音が、申し訳なさそうに言う。特徴的な途切れ途切れのしゃべり方。薄うす桃もも色の髪に赤みがかった瞳ひとみを持つ、内気でおとなしい性格の斗和の元クラスメイト。


    　目覚めたときと比べて血色のよくなった肌はだに、あれから半年も過ぎたことを示す、背中まで伸びたやや癖くせっ毛の髪からは、ほのかにシャンプーの香りがしてくる。


    　寧々音は葦原第二高校の惨劇で昏こん睡すい状態となり、百貨店の惨劇のあと目を覚ました。看護師の茅ち茄な千ち夏なつの計らいで、何度か会うことはできたが、いまだ十分な話し合いの機会を持つことができないでいた。それが今日きよう、精密検査や警察の事情聴ちよう取しゆなどが一段落し、寧々音と正式に面会できるようになったのだ。


    「こちらこそ、ごめん。本当は退院してからのほうがよかったかもしれないけど」


    「ううん。今は経過入院中……だし、私も早く知りたかった……から」


    　寧々音は斗和の隣に座る霜月と弥生に、ちらりと不安そうな視線を向ける。事前に彼女たちのことはメールで伝えていたが、おとなしい性格の寧々音はどうにも落ち着かないようだ。


    「簡単に紹介だけでもしてあげたらどうかしら？」


    　そんな寧々音を見かねた操が提案してくる。斗和は頷うなずき、二人を紹介した。


    「奥が弥生さんで、手前が霜月。霜月は中学生だ」


    「寧々音ちゃん、初めまして～」


    　弥生はすぐに挨あい拶さつをしたが、霜月はムスッとして頰ほおを膨ふくらませている。


    「おい、霜月。赤峰が怖がっている」


    　斗和に注意されて、霜月がしぶしぶ口を開く。


    「初めまして。斗和先輩とお付き合いしています恋人の霜月です。──赤峰先輩は、斗和先輩とはどういった関係ですか？」


    「え？　恋……人？」


    　寧ね々ね音ねが目を丸くして、信じられないといった表情でこちらを見てくる。斗と和わはちくりと胸が痛んだ。


    「霜しも月つき、今はそんなくだらない話をするな」


    「くだらなくないですよ！　私にとって一大事です。斗和先輩、赤あか峰みね先輩のこと、とても心配しているし、今だって凄すごく優しげな顔でっ！　そんな表情、一度も私に見せてくれたことないじゃないですかッ！」


    「……浮気しても構わないって、約束だっただろう？　その話はするな」


    　霜月は「で、でも」と抗議の声をあげたものの、すぐに涙ぐんで押し黙った。


    「彼女とは百貨店の惨さん劇げきの際、誤解がもとで付き合うことにな──どうした？」


    　不意に斗和は、自分に向けられる寧々音の視線が気になった。怯おびえと訝いぶかしみを含みながらも、どこか哀れむように潤うるんだ瞳ひとみ。


    「斗和くんは、本当に斗和くん……なの？　私の知っている斗和くんは、そんな言い方しない……よ」


    「……そうかもな。変わったかも。今までの俺おれじゃ、あの惨劇を生き残れなかった」


    　重い沈黙が降りる。間違ったことは何一つ言っていないはずなのに、自分が途と轍てつもない過ちを犯してしまったのだと、そんな気持ちが煙を吸い込んだときのように胸を苦しめる。斗和はその重い沈黙を押しのけるように、いきなり本題に入った。


    「赤峰や俺たちが巻き込まれた集団昏こん睡すい事件。その首しゆ謀ぼう者しやは、神しん悠ゆう言げんが神と崇あがめる存在だ」


    　その目的は受肉。集合精神界アツイルトにいる神が、物質界アツシヤーで肉体を得ることだ。神悠言が誕生する二千年以上前から変わらない、神々の最終目的。


    　見えない壁の世界で死んだ者は、精神を奪い取られ、現実世界で昏睡状態となる。だがフェルマー曰いわく、これは受肉に必ずしも必要ではないらしい。その主な目的は、ただのエンターテインメント。化け物による殺さつ戮りくショーを見て楽しむという、フェルマーの悪趣味。


    　その見せ物を提供した見返りとして、ラプラスたちの受肉に協力する。どうやらそういう関係らしい。つまり自分たちは、接待用の余興として、あの惨劇の中に放り込まれたのだ。


    「……酷ひどい」


    　寧々音がぎゅっと唇くちびるを嚙かみ締める。温おん厚こうで臆おく病びようで他人に激怒する姿など見せたことのなかった彼女が、涙の粒を浮かべて本気で怒っていた。


    「この馬ば鹿かげた余興に協力している人間がいる。あの見えない壁の世界は、そいつの異能力なんだ。異能力の名は〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉」


    「異能……力？」


    　寧々音が恐る恐るといった感じで、ちらりと霜月たちに視線を向ける。寧々音の態度からなんとなく、霜しも月つきたちの異能力を見たがっているように感じられた。


    　寧ね々ね音ねが覚かく醒せいしたとき、周囲に異能力者はいなかった。彼女はこの現実離れした力を恐れ、自分一人が普通とは違うことに怯おびえていたのだ。仲間がいるという安心がほしいのだろう。


    「霜月は八や社め巫み女こだけど異能力が使えないんだ」


    「って、先輩ッ！　なんでバラすんですか！　酷ひどいです最低です！　本気で泣きますよッ！」


    「そして弥生やよいさんは、母乳を飲ませることで傷を回復させる異能力。ぱっと見せられるタイプじゃない」


    「そう、なん……だ」


    　落胆した声で寧々音が呟つぶやく。周囲に透明な壁を張り巡らせたような、そんな孤独を感じた。自分が異能力を使えたなら、と斗と和わは思った。百貨店の惨さん劇げきで斗和は異能力を発動させたが、あれは瞬しゆん刻こくの名を持つもの──雲うん流りゆう汐せ摘つ心なから一時的に力を借りただけだ。今はもう、使うことができない。


    「仕方ないわね。だったら私が見せるわ」


    　椅い子すから立ち上がった操みさおの科白せりふに、寧々音が訝いぶかしげな表情を向ける。


    「言い忘れてたけど、操先輩は神しん悠ゆう言げんの信徒になったんだ。そこで異能力に覚醒するための修しゆ行ぎようをしていた」


    　斗和の補足を受けながら、操がすっと右腕を伸ばす。


    「──〈執念深き赤雷の牙サラマンドラ〉」


    　彼女の全身から赤い燐りん光こうが発せられると同時に、一匹の巨大な存在が姿を現す。真しん紅くの稲いな妻ずまで形作られた三メートルほどもある蛇へびが、グラマラスな操の体に巻きついている。体型に比べ頭部が巨大で、毒蛇のような逆三角形の頭は操の顔より一回りも大きい。


    「って、神しん代だいに目覚めてるッ！　い、いつの間に!?　新入りのくせに！　酷いです理り不ふ尽じんです。後から来たのに追い越すなんてっ！」


    「私が覚醒したのも、つい先週のことよ。本当、もっと早く使えるようになっていれば、あの汚お物ぶつを入院させなくて済んだのに」


    　操がわずかに悲しげな表情を浮かべて、異能力を消去する。あの汚物とは、斗和の親友であり操の幼おさななじみである木き茂も辺べ卓たく二じのことだ。


    　卓二と操の関係。これを一言で言い表すことは難しい。恋愛感情や友情、腐れ縁とも違う特殊な関係。操は自分の過ちで実の母のように慕したっていた卓二の母親を死なせ、彼の家を焼失させてしまった。その日から操は卓二の母となり、彼を過度の監視下に置き、粘ねん着ちやく的な愛情を注いでいる。


    　唯ゆい一いつ、確かに言えることがある。操は卓二のためなら、自みずからの命を捨てることも、斗和を殺すことも厭いとわないだろう。操にとって卓二は、何よりも優先されるのだ。


    「話が逸それたけど、俺おれたちの目的は〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉の異能力者を捜し出して殺すことだ」


    　殺す、という単語に寧ね々ね音ねがびくりと反応する。彼女の心は斗と和わたちと比べ、まだ日常に近いほうにあった。


    「神しん悠ゆう言げんの姫ひめ巫み女こも〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉を使うことができる。だけどそれだけじゃ、あの世界を維い持じできない。神のいる世界──集合精神界アツイルトで、その異能力を発動させる必要がある。つまりは〈解げ脱だつ〉の才も併せ持っているんだ」


    　神の使徒たる命めい師しの才能。その中には〈神かみ聴きき〉の才のほかに、神を自分の身に降ろす〈神降ろし〉、神の世界に行ける〈解脱〉といったモノが存在する。前者はイタコや降こう霊れい術じゆつ師し、後者は臨りん死し体験などとして知られている。


    「神悠言の歴史の中でも、〈解脱〉の域に達したのは、たった数人なんです。睦む月つきお姉様もその一人なんですよ」


    　神悠言では新たな姫巫女に、姫巫女の証あかしたる〈紡がれしアルカの祈りエターナル・クロニクル〉という名の異能力を引き継ぐ儀式を行おこなう。だが七年前、その儀式の最中に大きな事故が起こり、睦月は瀕ひん死しの重傷を負ってしまった。そのときの臨死体験がもとで〈解脱〉の才能に目覚めたそうだ。


    　神と接する役割は姫巫女の役目。けれども睦月は神側からの要望もあり、姫巫女の許可を得て、何度か集合精神界アツイルトへ行っているらしい。当然、そこでの内容は伝でん聞ぶんになるため、姫巫女が直接知ることはない。


    　その話を聞いたとき、斗和はとても嫌な感じを覚えた。だがその嫌な感じを裏付けるモノは何も見つかっていない。


    「そういえば、初代姫巫女も〈解脱〉が使えたらしいわね。〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉も彼女の異能力。今の惨さん劇げきは、初代姫巫女とまったく同じ異能力と才能を持った人間が現れたことで起こっているのよ。幸いなのは、その〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉の異能力者が、戦闘面でそれほど脅きよう威いではないという点ね」


    「どうしてです……か？」


    　操みさおの科白せりふに、寧々音が疑問を返す。それには斗和が答えた。


    「異能力は一人につき、一つだけなんだ。複数の異能力を行こう使しできる『複数系』でもない限り。だから〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉の異能力者は、ほかの異能力を使えない可能性が高い」


    「これはあんまり言ったらいけないことなんだけど～、神様は物質界アツシヤーに影響を及ぼすことができないのよね～」


    　弥生やよいの科白を有あり体ていに言えば、神は人間を護まもることは疎おろか、危害を加えることさえもできないのだ。当然、天罰なんてモノも存在しない。物質界アツシヤー側、つまり人間の協力なしには極めて無力な存在。それが神の実態だった。


    「だからこそ〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉の異能力者は、単独行動していない者だと言える。きっと多くの人間に護られている人物だ。神が物質界アツシヤーに干渉できない以上、戦闘能力のない人間を無防備にしているとは思えない。交通事故で死んだだけでも計画が頓とん挫ざする」


    　その方面での調査は、弥生やよいたちにお願いしている。生まれつき良家だったのならまだしも、ここ数年で特に根こん拠きよもなく護衛が増えた人物がいれば、限りなく黒に近いはずだ。


    「斗と和わくんは、やっぱり凄すごい……ね。目が覚めたら、もうほとんど解決しちゃっ……てる。見えない壁の世界のことも、首しゆ謀ぼう者しやのことも、その目的も。みんなを助ける方法や、次に何をすべき……かも」


    　斗和は不思議な気持ちになった。葦あし原はら第二高校の惨さん劇げきを生き延びたときは、何もわからない状態だった。けれども今は、ほとんどの謎なぞは解明され、残るは〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉の異能力者の正体と、その人物が神に協力する理由くらいだ。


    　永遠と思えた霧の向こうに明確な道筋が見えている。いくつもの出会いと、たくさんの想おもいが複雑に絡み合い、斗和を終結へと導みちびいてくれた。自分一人では、決してここまでたどり着けなかったのだろう。


    「そこで赤あか峰みねさん、あなたに協力してほしいの。あなたは〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉の異能力者の中にずっといたわ。どんな些さ細さいなことでもいいの。何か思い出せることはないかしら？」


    　長い沈黙が降りた。寧ね々ね音ねは必死に思い出そうと、眉み間けんに皺しわを寄せている。時間が過ぎるたび、悪い想像がじりじりと胸を締めつけた。


    「ごめんな……さい」


    　消え去るような声で、寧々音が謝罪を口にする。ぎゅっとシーツを握り締める手が、彼女の無念を物語っている。続けて彼女が言うには、まったくと言っていいほど、昏こん睡すい状態のときの記憶はないらしい。当然、百貨店の惨劇で魂を狩る幻想生物ソウルテイカーと化した頃の記憶も。


    「そっちの動きはどうですか？」


    　落胆を隠すようにして、斗和は弥生に尋ねた。


    「それが進展ないのよね～。睦む月つきちゃんが何度か神様と面会しているらしいけど、その内容は極秘。摩ま響ゆらちゃんと〝後こう楼ろう会かい〟が情報を止めてるみたいで～。ただ例の〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉の神しん代だい使いを捜す許可だけは下りてるから～」


    　後楼会とは、かつて異能力者や巫み女こだった者たちの集団のことだ。異能力や命めい師しとしての才能は年をとると消えてしまうらしい。神しん悠ゆう言げんの考えでは、なんの能力もない彼らを役職につけるわけにはいかない。


    　だが神悠言に長年貢こう献けんしてきた実績とノウハウを持っているため、ぞんざいに扱うことはできず、後楼会という組織をつくり、神悠言のために働いてもらっているのだ。建前上はなんの権力も有していないことになっているが、実際は神悠言に対し大きな影響力を持っている。


    　だが七年前の事故で後楼会の半数以上が亡くなり、彼らの権力もだいぶ弱くなっているらしかった。霜しも月つきや弥生は摩響の代になって集められた八や社め巫女で、当時のことはよく知らないらしい。睦月などは先代の頃からいたそうだが。


    　斗と和わは内心で歯は痒がゆい思いを抱いだく。弥生やよいたちが協力してくれるおかげで、たくさんの情報が入ってきたことには感謝している。だが結局、彼らは首しゆ謀ぼう者しやである神に対して強気に出ることはできないのだ。


    　霜しも月つきを初めとした神しん悠ゆう言げん側の妥協点は、百貨店の惨さん劇げきで昏こん睡すい状態となった二人の八や社め巫み女この精神を返してもらうこと。事実、蒐しゆう集しゆうされた精神が神の目的である受肉に直接関係がないという話を理解させるまで、霜月は斗和たちへの協力に消極的だった。


    「これで一通り説明したつもりだけど、ほかに疑問点はあるかな？」


    「あの、できれば斗和くんと、二人っきりで話がした……い」


    「ななななんてことを言うんですか！　そんな危険デンジヤラスな状況、認められるわけないでしょ！　おとなしそうな顔して卑ひ猥わいです大胆エロスです！」


    　霜月が餌えさを取られた犬のように吠ほえ、寧ね々ね音ねが盛大にビクついた。けれども操みさおと弥生が強引に霜月を連れ出していき、部屋には斗和と寧々音だけが残される。


    「斗和くん。ここに……来て」


    　寧々音が布ふ団とんをめくって、薄ピンク色のパジャマに覆おおわれた肉付きの薄い太ふと股ももをさらけ出す。ややあって斗和は、彼女の意図を理解する。膝ひざ枕まくらだ。寧々音の膝枕。


    「悪い。赤あか峰みねのことは友達としか見られない」


    　斗和はすっとその科白せりふが出たことに、自分でも驚いていた。葦あし原はら第二高校の惨劇の直前、斗和は寧々音から図書館に呼び出しを受けた。おそらくは告白するつもりだったのだろう。あのときはそれを断ことわるのに酷ひどく悩んだモノだが、今はなんでもないことのように思えた。


    「うん、いいよ。私も斗和くんのこと、たぶん友達としてしか見られない……から。あのね、斗和くんに謝らないといけないことがある……の」


    　寧々音が打ち明けた内容は、萌も由ゆ里りと寧々音が斗和に同時に告白をした理由だった。


    　青あお葉ば萌由里。真夏の香りをふんだんに含んだような腰まで届く瑠る璃り色の髪に、菫すみれ色の大きな瞳ひとみの少女。葦原第二高校はじまって以来の絶世の美女で、生物学的な意味でしか女性に興味のなかった斗和も一瞬で恋に落ちた。彼女と寧々音は親友で、斗和が電車で痴漢に遭あっていた寧々音を助けたことで、斗和と仲良くなる。


    「萌由里ちゃんは、初めてできた私の親友……なの。そして斗和くんも。だから──」


    　寧々音は親友のために自分の心を偽いつわることにした。あくまで「友達としての好き」でしかなかった斗和に告白することで、萌由里と斗和を恋人にしようとする。


    　その代だい償しようとして、二人の親友を失ってしまう覚悟を胸に決めて──。


    「そっか。なんだか腑ふに落ちた。赤峰らしい」


    　斗和は得とく心しんする。寧々音の自分に対する気持ちは友情だと思っていたため、告白されることに疑問を抱いていたが、今聞いた寧々音の感情はとても彼女らしいモノだった。


    　蕾つぼみのように純情で恋心も知らず、ただ言葉を交わす相手がいるだけで幸せを感じる。けれども大胆で、芯しんの通った想おもいと覚悟を持つ少女。


    「だから、斗と和わくん。安心して、ここに……来て」


    　寧ね々ね音ねが再び、自分の太ふと股ももを叩たたく。彼女が自分を友達としか見ていないことは、間違いない事実だろう。そんな相手に対して、これ以上拒こばむのはどこかおかしな気がした。斗和は恐る恐るといった感じで寧々音の太股に顔を乗せる。


    「斗和くんはね。こうして触れ合うことで、私を助けてくれ……た。人はね、心と心を触れさせることが、できない……の。だから、こうして肉体を通して、触れ合うん……だよ。斗和くんは気づいていないかもしれない……けど、心が疲れたまんまなんだよ。だから、お返し……だね」


    　葦あし原はら第二高校の惨さん劇げきの際、寧々音は異能力に覚かく醒せいし、斗和の命を救った。けれども異能力に対する偏へん見けんのせいで、寧々音は心に深い傷を負ってしまう。


    　すなわち、異能力があれば生き延びることができる。異能力者が死ぬはずはない。戦う力を持っているのだから戦うのが当然だ。


    　なんとも愚おろかな考えだ。酷ひどく視野が狭く、思い込みの強い馬ば鹿かな人間の思考。


    　少し考えればわかる単純な問題。異能力に目覚めたとしても、人としてなんら変わらない。普通の人間が武器を持ったにすぎないのだ。戦うということは死に近づく行為。どんな理由があれ、他人に戦いを強いることは、自殺を強要するいじめの構図にほかならない。
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    　だから斗と和わは、震える彼女の体を抱き締め、弱り切った寧ね々ね音ねの心を慰なぐさめた。


    　性的な刺激は必ずしも生せい殖しよく的な意味を持たない。高次に発達した精神を持つ人間だからこそ、それは特別な意味を持つ。


    「俺おれを慰めてくれてるのか？」


    「うん。そのためなら私、なんだってする……よ。斗和くんは、大切な友達だもん。友達と抱き合ったりして、慰めあったりするのは、変……かな？」


    　斗和は答えなかった。人の倫りん理り観かんではおかしいとされているかもしれない。だが生物全体でみれば、そこまでおかしいことでもなかった。人の価値観と生物の価値観。その境界が曖あい昧まいになっている。


    「何を、話したらいい？」


    「うん。……斗和くんの、話を聞き……たい。どんな経験を、してきた……かを」


    　斗和は寧々音の匂においと温もりに抱かれたまま、懺ざん悔げするように口を開く。葦あし原はら第二高校の惨さん劇げきで、寧々音と最後に別れたところから話し、寧々音を殺したのは萌も由ゆ里りであることを伝えた。


    「青あお葉ばはすでに化け物に殺されていて、操あやつられていた状態だったんだ」


    　もしかしたら萌由里は、見えない壁の世界のことも、化け物がいたことも知らず、日常のまま死んでしまったのかもしれない。斗和に告白をしようと呼び出した気持ちのままで時間が止まっている。惨劇を知らない、ごく普通の女子高校生。


    　それが青葉萌由里だ。──彼女は、「日常」の象徴なのだ。


    「赤あか峰みねがいなくなって、俺たちは絶望した。けれど、卓二キタジが道を示してくれたんだ」


    　卓たく二じの言葉が、生物の規格を超えた化け物であっても、普通の生物と同様に観察と考察によって対処できることを教えてくれた。どんなときも思考を停止させては駄目なのだ。そうしてすべての化け物を倒し、斗和と操みさおは現実世界へと戻ってきた。何一つわからないままに──。


    　この惨劇で学んだことは、人は自分の両腕以下の数しか他人を救えないこと、化け物であってもきちんと観察することで対策を練れること、異能力者もただの人間だということだ。


    「さっき話題に出た睦む月つきさんに、日常を大切にするよう言われて、天あま音ね川がわや一いち花かの気持ちを知って、俺は水族館に行くことにしたんだ」


    　天音川銀ぎん河が。斗和の中学時代からの友人で、銀髪ツインテールの少女だ。彼女とやってきた水族館で、斗和は二度目の惨劇に巻き込まれた。妹の一花と、その親友の紺こん野の真ま湖こ。斗和を嫌けん悪おする笠かさ根ね木ぎ篤あつ志しとその友人たち、人類文化学のゼミに所属する大学生グループと一緒に。


    　そして最強の敵、山やま田だ喜き一いち郎ろうの登場。


    　素す手でで化け物を殺すほどの強さは、まさに鬼。もう一匹の化け物だ。


    　死体から武器を作り出す〈死者の願いは凶器を紡ぐデツドマンズ・スミス〉に目覚めた笠根木や、人型と認識できるものに憑ひよう依いできる〈奔放なる無垢スカイクラツド〉に覚かく醒せいした一花の協力を得るも、すべての異能力を無効化するチート級の異能力〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉を使う山田の前に、為なす術すべもなく敗退する。


    　そんな斗と和わたちを救ったのは、二人の少女の想おもいだった。


    　殺人犯の兄のせいで迫害を受け、それ故ゆえに誰よりも殺人を憎む銀ぎん河が。銀河の兄により母親を殺され、心に深い傷を受けた真ま湖こ。


    　そのトラウマ故に、山やま田だの傀かい儡らいと化していた真湖は、銀河の「勇気を出して」という熱い想いに動かされ、自みずからの命を代価として禁断の異能力を発動させる。


    〈時をかける接吻ダイ・トリツパー〉。時間を巻き戻すという驚異の力。


    　真湖は斗和と笠かさ根ね木ぎに記憶と想いを託し、永い眠りにつく。斗和が蘇よみがえらせると誓ったその日まで。彼女は今、昏こん睡すい状態となって、この櫛くし灘なだ総合病院に入院していた。


    〝未来の情報〟を手に入れた斗和は、無事に生還するための作戦を立てる。個人で戦っていたときは違う「戦術」という名の武器。人がより強大な存在と戦うために生み出した力。


    　二周目以降の世界では、《復元力》という宇宙の法則が成り立つ。すなわち前の世界で起こったことと、まったく同じ出来事が起こってしまうのだ。


    　そこで斗和がとった作戦。それは、山田とは戦わないことだ。勝てない相手とは戦わず、化け物だけを倒し、この世界から脱出する。結果、一いち花かや笠根木たちの奮闘のおかげで、見えない壁の世界から、多くの人と共に生還することができた。


    　斗和は、この惨さん劇げきでも多くのことを学んだ。戦術の重要性、仲間との協力、化け物の毒や死体を道具として使えること。そして異能力さえも、道具として利用できる事実。


    　また斗和の肉体にも変化があった。たび重なる右腕の喪そう失しつと復活の繰り返しで肉体が誤認したのか、ファントムリーフ現象が発現する。


    　生命エネルギーの結晶、オーラ。異能力とはまったく別物である肉体ソーマの座の力。オーラの塊かたまりを撃ち放つ〈金色に輝く俺の咆吼ゴルデイオン・ブラスター〉は、攻撃としては決定力に欠けるが、ファントムリーフ化した右腕は如い何かなる攻撃を受けても傷つくことがないため、究極の防御として重ちよう宝ほうする。


    　斗和はその力でもって、山田とのゲームに勝利し、昏睡状態の人々を救うためのヒントをもらう。すなわち、『〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉の異能力者を捜し出せ』だ。


    「その、山田……さんが、斗和くんに見えない壁の異能力者のことを、わざわざ伝えに来たのは、どうして……なの？」


    　水族館での惨劇から、一か月半後。櫛灘学園に編入した斗和の前に山田が現れたことを話したところ、寧ね々ね音ねが小さく首を傾かしげた。


    「……文字どおり、約束を果たしたんだと思う。奴やつは、山田はふざけた性格をしているし、噓うそも平気でつくけど、約束を破ることは決してないんだ。噓も、詐さ欺ぎというよりはジョークといった感じで、変な言い方だけど、その点は信頼できる」


    　山田という存在は理解不能のようでいて、もっとも単純なのではないか？　斗和はそのように分析していた。


    　有ゆう言げん実じつ行こう。奴は純粋に自らの言葉を実行しているにすぎない。ただそのすべてが、一般の常識からすると規格外なのだ。


    　自みずからを殺人鬼だと名乗れば、なんの躊躇ためらいもなく人を虐ぎやく殺さつし、魂を狩る幻想生物ソウルテイカーを雑ざ魚こと罵ののしればすぐさま瞬殺する。神を殺すと宣言すれば、奴やつは宣言どおり神さえも圧倒してしまった。人が冗談だと本気にしない荒こう唐とう無む稽けいな内容は、山やま田だにとっては実現しうる現実なのだ。


    　──山田の目的は、世界を救うこと。


    　殺人鬼が世界を救うというのは、一見するとおかしなことのように思えるが、歴史に鑑かんがみれば、戦争などで大量に敵を葬ほうむった殺人者ほど、国を発展させるのに貢こう献けんしている。英雄と殺人鬼とは、かつて同義だったのかもしれない。


    　そして山田が斗と和わにちょっかいを出してきた理由。それは師匠が原因らしい。


    　師匠とは、斗和が幼おさない頃に近所に住んでいた青年で、たくさんの言葉をくれた存在だ。判断に迷ったときは彼の言葉を思い出し、困難を乗り切ることができた。師匠の顔を、斗和は覚えていない。記憶にあるのは、大きな背中と振り返った横顔のシルエットだけだ。


    「水族館の惨さん劇げきを境にして、週に一、二回のペースで集団昏こん睡すい事件が起きるようになったんだ」


    　次に斗和は、霜しも月つきをはじめとする八や社め巫み女こたちと共に、百貨店の惨劇に巻き込まれたときのことを話す。


    　戦うための装備を整えていた斗和だったが、それを嘲あざ笑わらうかのように魂を狩る幻想生物ソウルテイカーはより多様化していき、依い然ぜんとして絶望で胸を押し潰つぶしてきた。さらには、斗和と同じように惨劇を生き延びた者も多数おり、状況はより混迷を増していく。


    　個から集団へ。凄せい惨さんな生存闘争は、単純な形態から複雑なかたちへと姿を変えた。


    　前回までの教訓を生かし、戦術を練り協力者を集める斗和だったが、事態は思うようにはいかなかった。人という集団は共通の目的を持っていても、敵対してしまうのだという現実を押しつけられる。


    　まるで小さな集団で優秀だった人間が外の世界に出て、自分と同じかそれ以上の者が存在することや、話の通じない相手がいる事実を知るように、斗和もまた、見えない壁の世界で、リーダーとしての資質を問われていた。


    　人を導みちびくのに必要な要素は大きく二つ。一つはそう、圧倒的な実力を見せつけること。山田喜き一いち郎ろうのように。百貨店で再び姿を現した山田は、皆がピンチのときに颯さつ爽そうと登場し、誰も倒せなかった化け物たちを芸術的なまで強さで圧倒し、一気に人心を掌しよう握あくした。


    　もう一つはカリスマ性。この人のためなら、命を懸かけてもいいと思える気持ち。斗和の幼なじみで、アイドルの茶さ々さ猫びよう瞬しゆん夏かのように──。


    　百貨店の惨劇では、誰もが瞬夏のファンとなる謎なぞの現象が起こる。心底から彼女に心しん酔すいし、彼女の言葉を絶対のモノとして殺人まで犯す者まで現れた。


    　他人から見たら異常な行動。けれどもそれは、熱烈なファンの行動としては至し極ごく当然の行おこないかもしれない。瞬夏は真の意味でアイドルとなった。だからこそ「好きな男がいる」というアイドルとしての禁きん忌きを犯し、ファンの反感を買ってしまったのだ。


    　山やま田だ曰いわく、瞬しゆん夏かのこの現象は異能力とは別モノらしい。おそらくは魂プシユケの座の力。


    　多くの心理学や宗教学において、人間は肉体のほかにも、精神や魂たましいを持つとされる。打撃や斬ざん撃げきを初めとした物質による攻撃は、肉体ソーマの座の力。そして想像や認識などの情報を扱う領域が精プネ神ウマの座の力だ。異能力と呼ばれる力が属する。


    　そして最後、魂プシユケの座の力。命やレゾンデートルが定義される階座。それがどんなモノなのかは誰も知らない。なぜならいまだ人類は、生命をゼロから創り出すことに成功していないからだ。


    「大変だったん……だね」


    　寧ね々ね音ねが優しく斗と和わの髪を撫なでる。彼女と話しているうちに、自分の中で硬く凝こり固まった何かが溶けていくような感覚を覚えた。まるで羊水に抱かれる胎たい児じのような気分だ。


    「ねえ？　斗和くんは、……今でも萌も由ゆ里りちゃんのことが……好き？」


    「……ああ」


    　けれども言葉に反して、斗和の心はなんら震えなかった。彼女の存在が遠い過去のように色褪あせている。


    　──いや、違う。葦あし原はら第二高校の惨さん劇げきの後に出会った人たちが、あまりにも鮮せん烈れつで濃かったのだ。たくさんの大切な人ができて、助けたい人ができて、萌由里もその中の一人でしかなかった。だけど、違う誰かを好きになることは、おそらく許されない感情。この惨劇が起こる前は、確かに自分は萌由里が好きだった。それなのに萌由里が昏こん睡すい状態に陥おちいっている状況で、ほかの誰かに心変わりするなんて、最低なことではないか？


    　心変わり自体は、人として自然な現象だ。しかし自分には、萌由里を救えなかった責任がある。最低だ、最低だ。萌由里を好きでいることは、課せられた義務なんだ。


    「……斗和くんは、どんなときも平等に、誰かを助けようとしてた……よね。萌由里ちゃんも例外じゃなく。……私はね、誰かに本気で恋をした経験はないよ。だけど、やっぱり本気で好きな人ができたら、ほかのすべてを放ってでも、……馬ば鹿かな結果になるってわかっていても、その人を大事にすると思……う」


    　斗和は無言で聞いていた。鈴の鳴るような寧々音の優しい声は、しっとりと胸に響いてくる。


    「斗和くんは真ま面じ目めだから、義務感や責任感で萌由里ちゃんのことを、好きでいようとして……いない？　だったら、そっちのほうが酷ひどいよ。萌由里ちゃんも悲しむと思……う」


    「そう、……かな？」


    「そうだよ。確かに、ほかに好きな人ができたら悲しい……よ。だけどね、その悲しいと、さっきの悲しいは全然別のモノなん……だよ。だからね、斗和くん。もしもそんな人ができたら、斗和くんにとって本当に好きな子ができたら、絶対、大切にしてあげるん……だよ」


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　神しん悠ゆう言げんの本殿の奥には、代々の姫ひめ巫み女こしか出入りできない汎ハン夢ム簾ス殿デンと呼ばれる宝ほう物もつ庫がある。そこで姫巫女・天あ名な地い鎮ち摩ま響ゆらは沈痛な面おも持もちで、透明な特殊素材に密封された一枚の和紙を眺めていた。


    　摩響の固有神しん代だい〈虚空なる蛇の憂いアカシツクレコード〉。未来を予知する能力。それは和紙の形で顕けん現げんし、そこに文章として現れる。だが摩響には、ここに書かれている文字を視認することができない。予知を行おこなった本人は、予知の内容を読むことができないのだ。


    　ちなみに顕現した和紙はただの紙なので、燃やしたり破ったりすることもできる。だが予言書が消えても、未来が変わることはない。和紙は予知の内容が回避できた際に消しよう滅めつするので、むしろ回避できたかどうかの判断ができなくなってしまう。


    　つまり、これがここに残っている間は、世界は滅ほろびの運命にあるということだ。ここに本当に、そのように書かれているのなら──。


    「我われは何を考えているのです。あの睦む月つきがそんなことをするはずが……」


    　けれども言葉は途切れてしまう。摩響に見ることができない以上、予知の内容を改かい竄ざんすることは可能なのだ。神悠言が神しん託たくと偽いつわり、多くの人を騙だました過去があることを知っている。自分も同じことをされている可能性は否定できない。


    　予知の内容を知っているのは、睦月のほかに二人。後こう楼ろう会かいの重じゆう鎮ちんだ。けれどもその二人は最近病死したため、この予知を実際に見たのは睦月だけとなる。


    　ふと摩響は、先代の姫巫女のことを思い浮かべた。歴代の姫巫女の中でも、もっとも優秀だと将来を期待された存在。高い〈神かみ聴きき〉の能力だけでなく、文ぶん武ぶに優れ、決断力や発想力もずば抜けており、勤勉で温おん雅がな人柄をしていた。


    　誰もがあの人を慕したい、憧あこがれ、仕つかえることを誇りに思った。血はつながっているが、人望も優れたところもない、お飾りのような自分などとは、すべてが違う完かん璧ぺきな存在。


    　先代の姫巫女ならば、こんなときどうしただろう？


    　摩響は深くため息をつくと、予知の和紙を元の位置に戻し、その隣の開き戸の錠じようを神代で解除する。ここにあるすべてのモノは、他人が開けられないよう神代で封印してあった。


    　取り出したのは一冊の書物。近くの机にそれを置くと、正座をして、先ほど考えた悩みを書き連ねる。「秘言の書」と呼ばれる、姫巫女が己おのれの悩みを書き綴つづる日記のようなモノ。摩響のもの以外にも、歴代の姫巫女の「秘言の書」が整然と保管してある。


    　最初に誰がはじめたのかは、今となっては判然としない。無論、最初の「秘言の書」を読めばすぐにわかることだが、誰にも打ち明けることのできなかった姫巫女たちの弱音を覗のぞき見るのは、礼儀に反する行為だと考えている。


    　それでも、たまに見たいという強い衝しよう動どうに駆かられるときがある。特に優秀だった先代姫巫女は、どんな悩みを抱えていたのだろうか？


    　摩ま響ゆらは忌いま忌ましげに頭を振ると、乱雑に「秘言の書」を戻す。そして部屋の奥にある扉とびらを解除し、地下へと続く階段を下りた。そこで服を脱ぎ白しろ襦じゆ袢ばんだけとなると、温泉のような石造りの沐もく浴よく場じようで禊みそぎを行おこなう。


    　ずぶ濡ぬれになったままでまっすぐに水の中を歩き、氷の結晶のような棺ひつぎの中で静かに目を閉じる女性の前で祈りを捧ささげる。


    「どうか、我われらを温かく見守りください。初代──ハリティ様」


    　そこで眠るのは、神しん悠ゆう言げんの創設者でこの日本の始祖たる初代姫ひめ巫み女こだ。その遺体は二千年もの間、神しん代だいにより保たれていた。


    　だが七年前の事故で、遺体を保存する神代に影響があり、ゆるやかに封印が解かれつつある。その神代自体は〈紡がれしアルカの祈りエターナル・クロニクル〉の中にまだ残っているが、長年護まもり続けてきた初代の肉体は、おそらく自分の代で腐り果ててしまうだろう。


    　そう思うと、摩響はやるせない気持ちになる。


    　──七年前のあの事故さえなければ、誰もがきっと幸せだったのだ。

  


  
    



    　　　第二章　その瞬しゆん刻こくは涙を流す


    



    　私は夢を見る。


    　懐なつかしく輝かがやかしい記憶。遙はるか昔、私の精神が別の肉体に宿っていたときの想おもい出。


    　命めい師したる〈神かみ聴きき〉の能力があるとわかって、ユグラル様と出会って、私の人生はまったく新しいモノへと変わった。夢のように幸せな時間。そして私は、かけがえのない大切な存在と出会う。私とユグラル様の子で、私の夫でもある愛いとおしい存在。


    　不思議だった。全然似てなんかいないのに、斗と和わと一緒のベッドで寝ると、いつも彼のことを思い出す。幸せな気持ちが、心を満たしていく。


    「何を笑っているノだ？」


    　まるで一音ずつ発声した単語をつなげて、無理やりに科白せりふをつくったかのような歪いびつな声。


    　部屋の入り口に視線を向けると、漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包んだ存在が立っていた。特徴だった悪魔の仮面はつけておらず、今は褐かつ色しよくの肌はだとクリーム色の髪を持つ女性の顔をさらけ出している。お父様──ユグラル様と同格の存在、ラプラス様だ。


    　サラスの姿を持つラプラス様を、私は懐かしい気持ちで見る。自みずから首を搔かき切って自殺した彼女だが、当然ラプラス様の首にはそのときの傷はない。あくまで精神データ上の存在なのだ。


    「昔のことを思い出していました。ある人間のことを考えると、恋をしていた頃の記憶を思い出すのです」


    　ベッドのシーツを撫なでながら答える。ここは櫛くし灘なだ財ざい閥ばつの女子寮にある自分の部屋。斗と和わのベッドで寝ることが多くなったため、冬の息い吹ぶきをじっとり浴びたように冷えている。


    「ラプラス様には、サラスだった頃の記憶は、やはりないのでしょうか？」


    「サラス、だト？」


    　まるで初めて名前を耳にするような反応だった。ラプラス様は記憶の混こん濁だくが激しい。神となったはずなのに、自分のことを「命めい師し」と言ったり、同格の存在なのにユグラル様のことを「お父様」と呼ぶことがある。


    「この肉体の持ち主──帝みかどかりもの精神は、ラプラス様の一部となっているのですよね？　その者の恋心が、肉体に残るということはあるのでしょうか？」


    　私はもう少し直接的な質問をぶつけてみた。


    「興味のナイことだ。恋など、完かん璧ぺきな存在である我われらには必要のないモノ」


    　私は急に悲しい気持ちになる。肯こう定ていと否定。どちらであっても、気持ちが楽になるような気がしていた。人を愛するのは大切なことだ。この世界はお父様の大いなる愛によって護まもられている。ならば私も、この世界に愛情を注ぐべきだ。そして一人の人間として、誰かに恋をして子を残すことも、またお父様の想おもいに応こたえるための重要な使命。


    　──たぶん、私は斗和が好きだ。だけど、その心が本当は誰のモノかがわからない。


    　この肉体を譲ゆずり受けたとき、スムーズに今の世界に溶け込むため、帝かりもの記憶データを譲り受けていた。斗和に対する想いは、彼女の記憶データを錯さつ覚かくしたモノかもしれない。


    「ラプラス様がこの肉体を選んだのには、理由がお有りなのでしょうか？　この者の名は、帝かりも。……訶か梨り帝てい母ものアナグラムとなります。そして訶か梨り帝てい母ものサンスクリット名は、ハリティ。私の名前なのです」


    　訶か梨り帝てい母も。別の名を、鬼き子し母も神じんという。他人の子供を好んで喰くい殺す邪じや悪あくな鬼。だが自分の子供を隠されて、初めて命の重さを知り、改心して子宝の神となった存在だ。


    　たぶん、これは私のことだと思う。人ひと柱ばしら信仰や王が崩ほう御ぎよするたびに多くの家臣や奴ど隷れいを生き埋めにする殉じゆん死し同どう葬そうが普通だったあの時代、私はそれらの制度を真っ先に廃止した。その話が大陸に伝わって、今のようなかたちで神話とされてしまったのだろう。


    「理由などナイ。いくつか放ったホムンクルスが接した人間のウち、もっとも汝なんじと相性がよい器うつわを選んだダケだ。単なる偶然に過ぎヌ」


    「偶然ですか……。偶然と運命はどう違うのでしょう」


    「ハリティよ。護衛をつけているかラといって、無む闇やみに出歩くのは感心しナイ。知ってのとおり、我らは物質界アツシヤーに干渉することハできヌ。いざというとき、汝の身を護れぬのダ」


    「わかっています。ただ、もう少しだけ。お父様を復活させるまでの間、斗和の近くにいさせてください」


    「我われらに逆らうノか？」


    「いえ、決してそのような──」


    　心臓が激しく高鳴っている。自分でも驚いていた。斗と和わに対する想おもいはここまで強くなっていたのか。神に意見するほどまでに。


    「シュレディンガーの言うとおり頑固な性格ダ。まあよい。我らは確かに忠告しタぞ」


    　そう言い残すとラプラス様は、溶けるようにしてこの世界を後にした。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　櫛くし灘なだ学園の生徒は、学校に通いながら職業訓練ＯＪＴを行おこなうことが義務づけられている。斗和はビジネス街の地下にある店で、接客業の訓練を受けていた。かつてここには八や社め巫み女この一人が働いていたのだが、百貨店での惨さん劇げきで命を落とし、今は昏こん睡すい状態となっている。


    　店には今、操みさおと一いち花か、銀ぎん河がと笠かさ根ね木ぎ、彼の友人で水族館では共に戦ってくれた宇う佐さ院いんと原はら田だが客として来ていた。宇佐院は笠根木に密ひそかな恋心を抱いだいているらしい。


    「そういや来週あたりだっけか？　赤あか峰みねさんの退院。盛大にお祝いしなきゃな」


    「え？　笠根木も参加するつもりなの？　キミは彼女と面識ないじゃない。やめなさいよ。赤峰さん、知らない人がいたら卒倒するから」


    　笠根木の科白せりふに、銀河が文句を言う。


    「なんだよ。悪いかよ？　同じ学校の生徒なんだぜ。それに斗和の友達なら、俺おれのダチでもあるだろ？」


    「ないわよ。何言ってんの？　キミはそういう無駄に思い込みが強いとこ改めたら？」


    「水を差すようで悪いけれども、先日赤峰さんに尋ねたら、天あま音ね川がわさんのことは知らないと言っていたわよ」


    　操がさらりと言って、紅茶に口をつけた。


    「うそ？　私、何度か話したことあるのにっ!?」


    「くくく。なんだよ、おまえも他人じゃねえかよ？　じゃあ、お祝いには参加できねえな」


    　笠根木が勝ち誇った表情で、銀河をからかう。


    「キミって、ほんと最低な性格。だから女にモテないのよ」


    「う、うるせーな」


    「で、そのお祝いパーティーはどこでやるのです？　笠根木のお家でなのですか？」


    　宇佐院が目を輝かがやかせて訊きいてきた。


    「なんで俺んちなんだよ。やるなら赤峰さんちか、斗和んちだろ？」


    「赤峰さんの家は、本人が嫌がるでしょうね」


    　操みさおが淡々と否定する。


    「う～ん、一いち花かんちかぁ。たぶん大丈夫だよ。かりもちゃんもいるし、霜しも月つきちゃんも参加しそうだから賑にぎやかだよ」


    「あ、あのさ。その……霜月って奴やつだけど、斗と和わの、かかか彼女なんだろ？　二人ってその、どどどんな感じなんだ？」


    「どうしてあなたが、そんなにしどろもどろに尋ねるのかしら？」


    　笠かさ根ね木ぎの態度に、操が冷静に突っ込みを入れる。


    「うんとね、一言で言うと『性せい奴ど隷れい』かな？」


    「「性奴隷ッ!?」」


    　笠根木と銀ぎん河がの素すっ頓とん狂きような声がハモった。


    「うん。恋人ってよりも、犬嫌いの人が落ち着きのない馬ば鹿か犬を躾しつけてる感じかなぁ」


    「私は斗和くんじゃないので、例のツッコミは入れられないのだけれども、たぶんそれは性奴隷じゃなくって、違う単語だと思うわ」


    「と、とにかく、その霜月って奴とは、実際は恋人でもなんでもないってことだな？」


    　笠根木がほっとしたように確認する。


    「それなんだけど、霜月ちゃん、しつこいねん。追っ払われても無視されても、お兄ちゃんにじゃれついてくるっていうか……」


    「それはマズい傾向ね」


    　一花の意を得た操は、呟つぶやくように同意した。


    「え？　どういう意味ですか？」


    　銀河が訝いぶかしげに尋ねる。


    「昔、木き茂も辺べ卓たく二じという汚お物ぶつよりも臭く、ゲロよりも近づきがたく、陸に揚げた深海魚よりも不細工な男がいたわ」


    「いや～。いくら婦ふ設樂しだら先輩でも、卓二さんのこと酷ひどく言いすぎっすよ」


    「「え？」」


    　操と銀河と一花の三人が驚いて、ケラケラと笑う笠根木を見た。笠根木は卓二が斗和の親友という事実だけで彼を素晴らしい人物だと思い込み、密ひそかに彼に憧あこがれていた。


    　そんな事情を露つゆほども知らない三人は、笠根木の態度に疑問しか浮かばない。


    「で、その深海魚がどうしたんだ？」


    　原はら田だが続きを促うながした。


    「え？　ええ。ごめんなさい、ちょっと固まっていたわ」操は一つ咳せき払ばらいをして「その卓二だけど、イジめられているのを斗和くんに助けられて以来、彼に──」


    「ちょっと待ってくれ！」遮さえぎったのは笠根木だ。「卓二さんがイジメに遭あっていただって!?　マジですか？」


    「何がそんなに疑問なのかは知らないけど、本当よ」


    「あ、いや……。少し驚いただけっす。すみません。卓たく二じさんのイメージからは想像もつかない気がして」


    「むしろそれ以外のイメージなんてない気がするのだけれども」


    「一いち花かのイメージだとね、キタじんはいずれ逮たい捕ほされると思うよ」


    「そうか！　卓二さんは不良なんだな？　タイマンじゃ敵かなわないから、卑ひ怯きようにも集団で──。くそっ！」


    「何が『そうか！』なの？　あなたの言葉からは、誰も口にしていない単語がぽんぽん飛び出してくるのだけれども、頭の中ではいったいどんな話が展開されているのかしら？」


    「つうか、続き続き。話が止まりすぎだぞ」


    　原はら田だが抑よく揚ようのない声で、焦じれるように言う。


    「そうね、ごめんなさい。要は卓二は斗と和わくんの親友でもなんでもなかったのだけれども、しつこく親友だと言い続けた結果、既成事実のように親友の座に納まっていたわ。つまり──、斗和くんは押しに弱い」


    「「ええええ──ッ!!」」


    　驚きよう愕がくの事実に、笠かさ根ね木ぎと銀ぎん河がの声が重なる。


    「そうなんすよ。お兄ちゃん、今は霜しも月つきちゃんのこと恋人じゃないって否定しているけど、そのうち普通に彼女扱いし出す気がするんだよね」
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    　少し手が空いた斗和は、奥のテーブルに座る一花たちに視線を向ける。話の内容までは聞き取れないが、やけに銀河と笠根木の仲がよい。いつの間に仲良くなったのだろうと時間の変化に感かん慨がいを覚えていると、目の間に二つの突起物が現れた。


    「うおっ！」


    　完全に予想外だったため、斗和は小さく悲鳴をあげた。それはウサギの耳のように、二つに長く伸びた宇う佐さ院いんのリボン。宇佐院がカウンターの下からにょきりと顔を出す。


    「びっくりしたよ、宇佐院。なんで普通に歩いてこないんだ？」


    　直前まで宇佐院の接近に気づかなかったのは、彼女がカウンターの陰に隠れるようにして移動してきたからだ。


    「そんなことはどうでもいいのです！　斗和、彼女ができたというのは本当なのですか？」


    　ちりちりと静電気のような苛いら立だちを覚えた。恋愛関係の話をされるたび、不ふ謹きん慎しんだと感じる自分がいる。


    「おまえは何をやってるのです！　そのせいであの性しよう悪わる恐きよう顔がんツインテが、笠根木といい雰ふん囲い気きになっているのです！　おまえの彼女じゃなかったのですか？」


    　──私はキミが好きだ。


    　斗と和わは唐突に、銀ぎん河がの告白を思い出す。水族館での惨さん劇げきの際、銀河は長い間胸に秘めていた想おもいを斗和に伝えた。けれどもそれは二周目の出来事。真ま湖この異能力により三周目の世界となって記憶が失われたため、銀河もその事実を知らない。


    「その、笠かさ根ね木ぎと天あま音ね川がわは付き合ってるのか？」


    「宇う佐さ院いんの勘で言えば、すでにダマテン状態なのです。この間も二人で映画とか観に行ってたのです。『ほかに誘う人がいなかった』とか笠根木は言ってましたが、宇佐院には声すらかけなかったし、あの性しよう悪わる恐きよう顔がんツインテも断ことわればいいのです！　くぅ、あのビッチめ！」


    　ダマテンとは麻雀用語だ。周囲には隠しているが、あと一つ何かきっかけがあれば、銀河と笠根木は恋人同士になるという意味だろう。


    『──ねえ？　斗和くんは今でも萌も由ゆ里りちゃんのことが好き？』


    　寧ね々ね音ねの言葉が強烈に思い出される。いまだ自分が過去の想いに縛しばられているのに対し、銀河は前に進んでしまった。好きな人が変わるという、人として自然な行為を受け入れている。だけど自分にはその資格がない。


    　そのときだ。チャリンと鈴が鳴り、入り口のドアが開く。数人の黒服と共に和装の老人が現れた。威風堂々とした態度と全身から漲みなぎる覇は気きは、彼がただの老人でないことを示す。


    　斗和は直感で、櫛くし灘なだ財ざい閥ばつのお偉いさんだろうな、と思った。「いらっしゃいませ」と声をかけ、ちらりと店長に視線を送る。糸目で姉あね御ご肌はだの女店長はガタガタと震えていた。


    　無理もないだろう。最近まで実感が薄かったが、この日本において櫛灘財閥の権力は絶大だ。目に映るほとんどのビルや店舗は櫛灘財閥の関連会社のモノであり、彼らの怒りを買えば、取引停止や即解雇などで路頭に迷い、あるいは勤め先が潰つぶれ、自分をはじめとした多くの同僚たちの人生を狂わせることになる。


    　櫛灘学園の在校生徒にも、櫛灘財閥の総そう帥すい・櫛灘金きん道どうの遠い遠い親しん戚せきがいるが、そんな遠縁でも櫛灘学園で教師すらも逆らえない存在となっている。


    　金道には子供がいないそうだが、もしもそんな存在が櫛灘学園にいれば、その権力は想像もつかない。文字どおり、神として崇あがめられるのだろう。神しん悠ゆう言げんがラプラスたちを神と崇め、どんなに理り不ふ尽じんで不ふ条じよう理りな命令でも聞くように──。


    　老人は斗和の前のカウンターに腰かけ、三人の黒服は少し離れたテーブルに着いた。宇佐院は老人の雰ふん囲い気きに気け圧おされてか、すごすごと自分の席に戻る。


    「儂わしには何か甘いモノを、後ろの連中にはホットミルクを頼む」


    　老人の注文を、凍こごえたように青ざめる店長に伝える。粗そ相そうをして店を取り潰されないかと常にびくびくしている店長は、偉そうな人が来るたびにこんな感じだ。


    「と、斗和。もしも私が売春宿に売り飛ばされたら、遊びに来いよ。サービスしてやるからな」


    　店長がどこか諦あきらめた表情で言う。手元もガタガタと震えていて、料理の盛りつけすらできないようだった。


    「店長、落ち着いてくださいよ。あの人はそんなに偉い人なんですか？」


    「もしかして知らないのか？」店長が驚いた声をあげる。「いや、逆にラッキーか。下へ手たに緊張して私みたいになるとマズいし。斗と和わ、いいか。あの方の料理と接客はおまえに一任するが、決して失礼なことはするなよ。違うと思うことを言われても、『そうですね』と同意しろ」


    「わかっていますよ。それに、それは誰であろうと、お客さんに対しては当然の接客です」


    　斗和は応こたえ、順調に必要な作業をこなす。そして注文の品を配り終えたタイミングで、老人に話しかけられた。


    「小僧、名前は何という？」


    　名前を訊きかれたことなど一度もなかったので、斗和は軽く驚いた。何か粗そ相そうをしてしまったのだろうか。


    「……日ひの本もと斗和です」


    「童どう貞ていか？」


    「はい。そうですが……」


    「ふっ。ずいぶんとつまらぬ男に育ったものだな、貴き様さまは。凄せい惨さんな体験をしてきたようだが、守るべき相手すらいないとは」


    　ガツン、と衝しよう撃げきが頭を揺さ振った。血管に熱した鉄を流されたように、全身がふつふつと煮立つ。本能的にそれを理解する。これは、図星というやつだ。


    「あなたはいったい何を知っている？　何者だっ！」


    　ばたんと何かが倒れる音。見ると店長が卒倒していた。自分が逆らってはいけない客に対し、失礼な態度をとったことを知る。だが──。


    「ほう、熱までは失っていないか。くくく。儂わしは何も知らんよ。なぁに簡単な心理テストだ」


    　老人は店内を見回し、こちらを訝いぶかしげに見る笠かさ根ね木ぎに目をつける。


    「そこのオレンジの小僧！　そうだ貴様だ。貴様は童貞か？」


    「なっ、なななななな何言ってやがんだっ！」


    　笠根木が激しく動揺する。


    「見ろ。あれが普通の人間の反応だ」老人は斗和に向き直ると言葉を続けた。「将来は価値のない、置き換えの利く人材にしかならない。人間もほかの生物と同様、子孫を残すことがその使命だ。常に自分の価値を推おし量り、相手を騙だまし、性せい淘とう汰たをされないようにする」


    　斗和は黙って聞いていた。進化論や生物学に強い興味を持つ斗和だからわかる。老人の言葉は真理だ。事実、人の努力はすべて性競争を有利にするためにある、という強引な理屈すら生物学の世界には存在する。


    「つまり童貞という言葉は、本人の価値に鋭するどく切り込む質問だ。だが貴様は心を揺さ振られることなく即答した。これは貴き様さまの年齢からすれば異常だ。心が凍りつくような凄せい惨さんな体験をしたのだと推測できる。さらには、まるでそんなくだらないことに構っている暇ひまはない、と言わんばかりの態度。生物としての生き方を見下し、些さ事じに心を押し潰つぶされている。だから、つまらぬ男だと言ったのだ」


    　斗と和わはぎゅっと唇くちびるを嚙かむ。反論できなかった。頭ではいくつか反論を思いつくが、心が認めてしまっている。


    　──恋愛なんてくだらない。寧ね々ね音ねの言うとおり、萌も由ゆ里りに対する気持ちは、恋愛感情より罪悪感や義務感のほうが勝っている。だが、それのどこが悪い！


    「小僧を好きな女はいるか？」


    　老人の言葉が斗和の記憶を刺激する。萌由里、銀ぎん河が、霜しも月つき、瞬しゆん夏か。だけど銀河はもう……。そして寧々音や弥生やよいや真ま湖こ。彼女たちの好きは、おそらく恋愛とは違う。そして、かりもの聖女のような顔が浮かび上がる。心臓がどくんと高鳴った。


    「ほう、何人かはいるようだな。しかも最後に思い浮かべたのが本命か。結構、結構！」


    　老人が愉快そうに破は顔がんする。ここまで心を見み透すかされると、相手の心を読む異能力者ではないかと疑ってしまう。しかし異能力発動時に特有の全身を包み込む燐りん光こうはない。


    「そいつらは全員、小僧の女にしてやったらどうだ？　どうせ甲乙つけられんのだろう？　それでいい。世の中にはいい女はたくさんいる。誰か一人に絞るという考え自体が間違いなのだ。小僧は知っているか？　理想の夫婦の象徴とされるオシドリでさえ、浮気をするのだぞ」


    　もちろん斗和は知っていた。事実、一いつ夫ぷ一いつ妻さい制をとるほとんどの動物では、浮気はごく当然のように行おこなわれている。


    「俺おれにはそんな、彼女たちの心を弄もてあそぶようなことはできません」


    「誰が弄べと言った？　自分の女にするとは、その人生に責任を持つということだ。真剣に愛し、子をつくり、生涯幸せにする。なぜそれを一人に絞らなければならん？」


    「当然じゃないですか。相手の女性からしたら、そんなの不徳でしかない」


    「違うな。それは、それだけの価値のない男の言い訳だ」


    「生活はどうするんです？　子供もつくれって話ですよね？」


    「そんなモノはできた後に考えろ。いいか、小僧。人間の最大の特徴は何か知っているか？　それは道なきところに道を作り、作物が育たぬところに作物を育て、弱き肉体に武器を持たせたことだ。つまり人間は、自分をはじめとした環境を変えることで進歩してきた。だが、その逆はない。金がなければ勉強できない、容よう姿しが悪ければモテない。環境を言い訳にする輩やからは、その時点で敗者だ。最近は少子化が問題になっているが、産む環境が整うまで待っている弊へい害がいだ。その結果、ほかの国より移民を増やさねば経済は成り立たず、近い将来日本人の血は途絶えてしまうだろう。生き残るには、未知の恐怖と不安に立ち向かう行動力と決断力が必要なのだ。環境とはその後ろについてくるモノにすぎぬ」


    　低く厳おごそかな声が、びりびりと空気を震わせる。荒こう唐とう無む稽けいな戯ざれ言ごとのはずなのに、この老人の口から出ると、それは強烈な説得力を持って心を鷲わし摑づかみにしてくる。


    　──人が守ることができるのは、自分の腕の数だけだ。


    　それは葦あし原はら第二高校の惨さん劇げきで学んだこと。だが、この老人は否定する。自分に惚ほれた女すべてを幸せにしろと。それは理想だ。だけど──。


    「おじいちゃん。あんまりお兄ちゃんに変なこと言ったら駄目だよ。お兄ちゃん、押しに弱いんだから、難しい顔になるよ」


    　一いち花かの声が割って入る。老人の横に、仁に王おう立だちする一花の姿があった。


    「ほう、この小僧の妹か？」


    「え？　なんで一花がお兄ちゃんの妹だとわかったの？」


    　心底驚いた顔をする一花に、老人は豪快に笑い返すと、彼女の頭の上に無ぶ骨こつな手を乗せる。


    「くははははっ！　なかなか意表を突くのがうまい。それに肝きもが据すわっているな」


    「──おじいちゃん。一花と前に会ったことある？」


    　老人の顔から笑いが消えた。代わりに一瞬だけ驚きに目を見開く。


    「一花さん。知らない人には撫なでられないようにと言い聞かせていたはずよ」


    「母さん!?」


    　斗と和わは、いつの間にか店内に現れていた立りつ花かに気づき、驚いた声をあげる。


    「珍しいですね。こんなところにお見えになるなんて」


    「それはお互い様だろ？」


    　どうやら、この老人と立花は知り合いらしい。


    「私は一花さんを迎えに来たんですよ。もう夕方ですから。そちらには理由がないはずです。もしかして斗和さんに、変な価値観を押しつけたりしてないでしょうね？」


    「なんかね、いろんな女の子を手て籠ごめにしろって言ってた」


    　一花の言葉に、立花の表情が露骨に引き攣つった。


    「一花。手籠めでなく、ハーレムな。手籠めって、シャレにならない間違いだからな」


    　斗和が慌あわててフォローする。いつもの一花の単語間違いだと気づいて、立花はほっと息をついた。


    「どちらにしろ、禄ろくなことじゃないわね。いい、斗和さん。そちらの方は生涯結婚できなかった人なの。恋愛うんぬんの話は聞いちゃ駄目ですよ」


    「結婚など、人が決めた恋愛の規則の一つに過ぎん。──小僧、迷惑をかけたな。詫わびに今ここにいる連中の分も儂わしが支払おう」


    　老人の科白せりふに黒服が応こたえ、百万円の小切手を手渡してきた。


    「こんな、いくらなんでも多すぎます！」


    「ならば使え。無駄遣いなどこの世に存在せぬ。金は流通させることで、酸さん素そを運ぶ血液のように全身を巡り、至るところに恩おん恵けいをもたらす。何気ない行動の一つ一つが世界に影響を与えておるのだ」


    　まるで舞台を去る名優のような余よ韻いんを残し、老人と黒服たちは店を去っていった。


    「母さん、あの人は？」


    「……昔、そうね、一いち花かさんが生まれる直前まで、彼の秘書をしていた時期があるの。それだけの関係よ」


    



    　夜の十一時となり、斗と和わは店を後にした。電車を降りて、のっぺりとした暗くら闇やみが覆おおう路地裏を進む。乾いた寒風が肌はだを突き刺してきて、斗和は思わず顔を背そむけた。まだ息が凍るほどではないが、冬の到来が早々に人々の往来を拒こばみ、あたりに人影はない。


    「しかし、母さんがあの櫛くし灘なだ金きん道どうと知り合いだったなんて……」


    　斗和はいまだ衝しよう撃げきが収まらなかった。あの後、立りつ花かの車で操みさおたちも送っていくことになり、笠かさ根ね木ぎたちの集まりは解散となった。そうして彼らを見送った斗和がバックヤードに戻ってくると、店長が土下座していたのだ。


    「どうしたんですか？　店長」


    「斗和様。斗和様が、あの櫛灘金道様の元秘書様のご子息とは知らず、数々の無礼どうかお許しください」


    　そこで斗和は絶句する。あの老人、ただ者ではないと感じていたが、まさか彼があの櫛灘財ざい閥ばつの総そう帥すい・櫛灘金道とは思いもよらなかった。


    　櫛灘財閥の権力を、肌身を通して理解したからこそわかる。立花はニュースキャスターという華のある仕事をしているが、それと比較しても、金道と直接顔見知りというのは絶大な影響力を持つ。もしかしたら今の職業に就つけたのも、元秘書という強力なコネを持っていたからかもしれない。


    　かりもの件もそうだ。いくら家出した子供に寛大といっても、その日のうちに寮に引き取ってもらえるのは、話が出来すぎのような気がする。けれども立花が元秘書だとすれば、その程度のことは朝飯前だろう。


    　──世界は噓うそで満たされている。違和感や矛む盾じゆんを感じとれ。他人が言ったからといって、それをそのまま信じるのは愚おろかなことだ。


    　山やま田だから教わった考え。今回の場合は噓ではなく、秘密の類たぐいだが、もっと注意深く常識に目を向ければ、かりもの件から立花と櫛灘財閥の関係に気づけたかもしれない。


    　斗和は知っている。この世にはたくさんの噓や秘密があふれていることを。だからといってすべてを疑い、何も信用しなかったら、行動を起こすことはできない。なぜなら本当のことも存在するからだ。それすら疑ってしまうのは、それもまた騙だまされるに等しい。


    　見定める必要がある。分析力、判断力、決断力、騙された場合のリスク計算。ときには損をする覚悟で、立ち向かわなければならないこともあるだろう。人生の成功者である金きん道どうも言っていたはずだ。不安や恐怖を押しのけ、何もない場所に最初の一歩を踏み出し、道なきところに道を作るのが人の在あり方だと。


    　──だからこそ常に神経を尖とがらせ、敏感に周囲の矛む盾じゆんを感じとることは重要だ。


    　斗と和わは無言で、竹刀しない袋ぶくろのような細長い包みの中から槍やりを取り出す。さらにはバッグを下ろして、中から銃じゆうを取り出し、ホルスターに装着した。槍と銃は霜しも月つきたちの協力により、神しん悠ゆう言げんから譲ゆずり受けた武器だ。ほかに爆ばく弾だんなどもホルスターに装着し、バッグを背負い直す。


    　──やはり、おかしい。


    　斗和は注意深くあたりを観察する。いくら冬場の深夜だからといっても、人の気配がなさすぎる。それに漠ばく然ぜんとした殺気が漂ただよっており、不気味な息づかいが聞こえるような気がする。


    　世界に変化はない。少なくとも、見えない壁の世界に転写させられたとき特有の耳鳴りはなかった。だが濃厚で不ふ穏おんな空気が、斗和の直感を弾はじくように刺激してくる。


    　ごくり、と喉のどが鳴った。槍を握る指先が芯しんから凍るように冷たくなっている。


    　前方から、キィコ、キィコと軋きしんだ車輪の音が聞こえてきた。誰もいない路地の向こう、等間隔に街灯が照らす下を、何か黒いモノがゆっくりとこちらに向かってきている。


    　斗和は瞬まばたきさえも忘れて、じっとそれを睨にらみつけていた。


    　街灯の下を通ったとき、それが乳う母ば車ぐるまだとわかった。じっとりとした汗が、全身から吹き出してくる。冬なのに暑い。


    　ふと、弥生やよいから聞いた乳母車の魂を狩る幻想生物ソウルテイカーのことを思い出した。人の精神に作用し、幻げん覚かくを見せたり操あやつったりする「精神系」の異能力を持つ。


    　もしも敵が「精神系」の異能力を持っているのなら、どうやったら防ぐことができるか想像もつかない。抗あらがう術すべを知らない斗和はあっさりとやられてしまうだろう。いや、もうその術中にあるのかもしれない。今見ている光景が幻覚でないと、どうして言えよう。


    　そればかりじゃない。強力な力を持つ異能力者が死ぬところを何度も見てきた。真っ向勝負でも負ける可能性は十分にあるのだ。常に油断はできない。


    「──ッ!!」


    　斗和は背後に気配を感じ、慌あわてて後ろを振り返った。そこには一匹の犬。中型犬くらいの大きさで、塀に沿うようにしてトコトコと歩いてくる。


    　──いや、違う。それに気づいた斗和は、胸の奥が押し上げられるような恐怖を覚えた。


    　犬の頭部は人間の顔。真ん中から分けた黒髪セミロングに、マスクをつけた若い女の顔だ。マスクの端からは耳まで裂けた口が見える。口裂け女と人面犬の化け物。


    「見てんじゃねえよ、ボケ！　あはははははははっ！」


    　斗和が槍の穂を向けると同時に、人面犬がハスキーな女性の声で文句を言い、走り去ってしまった。笑い声がサイレンのように遠ざかっていく。


    　斗と和わは呆ぼう然ぜんと、奴やつが逃げ去った方向を見つめる。心臓がバクバクと高鳴っていた。


    　──カサリ。


    　今度は逆方向からビニールの乾いた音。びくりとなって振り返ると、電柱の下でゴミ袋を漁あさる二匹の野の良ら猫ねこの姿がある。当然、そいつらも普通の猫などでない。二匹とも首から先がなかった。ピンク色の断面が暗くら闇やみの中でやけに生々しくテカっている。


    　猫も斗和が槍やりを向けたのに気づくと、「にゃ～！」と甘えるような声を出して逃げ出してしまった。頭部がないのに、どうして鳴き声を出せたのかはわからない。


    　心臓が痛いくらいに脈を打つ。おぞましい気配が血管にまとわりついていた。呼吸をするのも忘れて呆然としていた斗和は、それに気づく。


    　野良猫たちが漁っていたゴミ袋の隣に立つ電柱。どこか違和感があった。目を凝こらせばそれが、電柱ではないことがわかる。


    　長く伸びるそれは、背広を着た人間の男の脚。股また下しただけで二メートルはある。電柱ほどの太さで、夜の空にまっすぐに伸びていた。全長は五メートルほど。シルクハットをかぶったのっぺらぼうのそれは、都市伝説ネツトロアのスレンダーマンを彷ほう彿ふつとさせる。


    「うおぉおおおおっっ！」


    　身の危険を感じた斗和は、反射的に槍を振り払った。スレンダーマンの脚に真横から食い込む。と同時に、凄すさまじい衝しよう撃げきが腕を襲おそってきた。まるでコンクリートの壁を切りつけたかのような手て応ごたえ。思わず槍を手放してしまう。


    　痛みに呻うめきながらもすぐさま銃じゆうを装備した斗和は、はっと目を見開いた。目の前にあるのはスレンダーマンの脚などではなく、傷の入った街路灯。たった今、斗和がつけた傷だ。


    「……まさか」


    　斗和は自分が悪質な幻げん覚かくを見ていたことに気づく。おそらくは対象を違ったモノに見せる幻覚。人面犬も首のない野良猫も、本物のごく普通の犬猫だった可能性がある。しかし、なぜそんなことに？


    　──キィコ、キィコ。


    　そんな斗和の疑問に答えるように、車輪の音が響いてくる。


    　見ると、ほんの数メートルの距離に、先ほどの乳う母ば車ぐるまがあった。押している者はおらず、不気味な音を立てながら近づいてくる。


    　斗和はすぐさま銃口を向けながらも、引き金を引くのを躊躇ためらった。これは本物かもしれないのだ。独りでに動く乳母車の幻覚を見せられているだけで、実際は乳母車を押す普通の人間の可能性がある。


    　もしかしたら自転車などの可能性もあるが、おそらくスピードやこちらに近づいてきている点は現実と違わないだろう。


    （どうする？　これが本物の人間だったら、俺おれは──）


    　斗と和わの迷いを嘲あざけるように、乳う母ば車ぐるまは不気味な軋きしみをあげながらゆっくりと近づいてくる。


    　──そう、近づいてくるのだ。


    　その事実に気づいた瞬間、斗和は躊躇ためらうことなく引き金を引いた。先せん手て必勝。相手の出方を見ることなく、全弾叩たたき込む。中にいる赤子、そして乳母車自体にも。


    　悩む必要などなかった。赤子連れが深夜徘はい徊かいなどしない、という決めつけだけではない。相手の目に自分はどう映っているのか？　それを想像すれば、答えは簡単だ。


    　深夜に奇声をあげ、槍やりを振る男。しかも手には銃じゆうを持っている。そんな人物に近づく人間などいない。赤子連れならなおさらだ。つまり、こいつが幻げん覚かくの元げん凶きよう。


    　斗和は爆ばく弾だんの起爆スイッチを押し、乳母車に投げ入れると、すぐさま弾丸の補充を開始する。だが──。


    　次の瞬間、投げたはずの爆弾が戻ってきた。予想外の出来事に手元が狂う。装そう塡てんをミスり、弾丸を落としてしまう。けれどもそれを気にする余裕はない。


    　タイミング的に、こちらに戻ってきた時点で爆発するだろう。摑つかんで投げ返すことはできない。当然、回避もだ。ならば──。


    　斗和の精神が加速する。カチリと歯車が嚙かみ合うような感覚がして、斗和の右腕が光速の拳けんと化す。前世でサラスより教わったオーラを飛ばす必殺技、〈金色に輝く俺の咆吼ゴルデイオン・ブラスター〉だ。


    　斗和の右腕に集められたオーラは肉体の距離を超えて飛ひ翔しようし、空中で爆弾を撃ち返す。


    　衝しよう撃げきを受けた爆弾は撃ち戻される途中で爆発し、爆風が激しく斗和の体を殴おう打だする。それでも直撃を喰くらうよりは遙はるかにマシだ。


    「その技……、貴き様さまはあのときの人間なノか？」


    　声がした。どこか機械めいた無機質な声。忘れるはずもない。いくつもの異能力を操あやつり、悪魔の仮面をかぶる神しん悠ゆう言げんが神と崇あがめる存在。


    「その声。ラプラスだなッ！」


    　落らく雷らいのような戦せん慄りつが、痛みさえも忘れさせる。斗和は咄とつ嗟さに立ち上がり、新たに銃に弾丸を装塡して構えた。


    「然しかり」


    　そんな斗和の腕に、細い触しよく手しゆのようなモノが巻きついてくる。見た目に反して物もの凄すごい力だ。


    「くっ、しまった！」


    　右腕を封じられた斗和は、咄嗟に左手で護身服のポケットからナイフを取り出し、触手を切りつける。櫛くし灘なだ財ざい閥ばつが開発した最新の四型護身服。百貨店ではこの服を着ていたおかげで、何度も命拾いした。


    　触手はそれなりに強きよう靱じんだが、切れないほどではない。バイオリンを弾くようにして、触手を切断していく。だがそれ以上に巻きついてくる触手の数のほうが多かった。やがて左腕も絡め取られ、呆あつ気けなく全身を拘こう束そくされてしまう。


    「くそっ！　放せッ！　ラプラスッ！」


    　斗と和わはあらん限りの声で叫ぶ。惨さん劇げきをつくり出した張本人。斗和の憎むべき敵だ。そんな相手にあっさり拘こう束そくされた自分が無ぶ様ざまで情けない。


    「吼ほえるナ、見苦しき人間ヨ」


    　声の主ぬしは、斗和の知るラプラスの姿ではなかった。乳う母ば車ぐるまの中にいた赤子。その指先から伸びる指が無数の触しよく手しゆと化し、斗和の体を拘束している。


    「しかし奇遇ダな。貴き様さまがあのときの人間だトは」


    　その科白せりふに斗和は違和感を覚えた。百貨店の戦いで、奴やつの仮面を割ったことに対する報復として現れたのではないのか？　それ以前に、霜しも月つきたちが言っていたはずだ。神は物質界アツシヤーに影響を及ぼすことができないと。だが感覚が教えてくれる。ここは物質界アツシヤー。斗和たちにとっての現実だ。なのになぜ？


    「どういう意味だ？　俺おれを追って、報復のために現れたんじゃないのか？」


    「戯たわむれに費やす時間はナイ。それに我われらには貴様らの顔を区別することができヌ。貴様とて、嚙かみついた蟻ありの顔を見分けることなどできヌだろう」


    　ぎりっ、と斗和の奥歯が鳴る。その感覚で寧ね々ね音ねをはじめ、多くの人々に恐怖と絶望を与え、今もなお昏こん睡すい状態に貶おとしめているのか。


    　──力がほしい。こいつらを殺し尽くすほどの力が。


    「俺をどうするつもりだ！　これも貴様らの目的である受肉に関係することなのかっ！」


    「貴様の肉体をもらい受けル。じゃじゃ馬が貴様を所しよ望もうしているノでな。おとなしくさせるための玩がん具ぐダ。精神は別物になるが問題なかろウ。物質界アツシヤーの者は肉体にしか興味を持タぬ」


    　不ふ穏おんな単語が胸を締めつけてくる。もはや無事で済むとは思っていない。


    （師匠、俺はどうすれば──）


    　──ズン、という衝しよう撃げきが触手を通して伝わってくる。刹せつ那な、斗和の肉体を拘束する力が弱まった。宙に投げ出され、そのまま着地すると、よろけるように膝ひざをつく。


    「げほっ、げほっ、げほっ！」


    　斗和は体に力なく巻きつく触手を取り払い、異物を吐き出すように咳せき込む。


    「貴様ハ？」


    　驚きよう愕がくするようなラプラスの声。斗和は涙で濡ぬれた視界に、その後ろ姿を映し出す。思わず目を見開き、息を呑のんだ。


    　翼のように広がる六つの帯のようなマント。全身を漆しつ黒こくの鎧よろいで包み込み、至るところに金色の意匠が施ほどこされている。マスクの襟えり足あしから伸びるのは砂さ金きんのような輝かがやきを放つ金色の髪。両手には悪魔を彷ほう彿ふつとさせる禍まが々まがしい爪つめ。


    　──見間違えるはずがない。あれは、〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉だ。


    　しかし斗和は違和感を覚えていた。なんというか、山やま田だより遙はるかに小柄なのだ。斗和よりも一回り小さい。


    「くぅ！　再び、我われらが邪魔をすルか。壊れし者ヨ！」


    　ラプラスの触しよく手しゆが猛然と漆しつ黒こくの騎士へ迫り来る。だが身体機能を爆発的に上昇させる「強化系」の鎧よろいを前に、戦力差は歴然だった。漆黒の騎士は華麗に攻撃をかわし、鋭するどい爪つめで触手をバラバラに切り裂いていく。もはやラプラスに勝しよう機きがないのは明らかだ。


    「なれバっ！」


    　不利を悟ったラプラスがせめてもの足あ搔がきにと、再び斗と和わへと触手を伸ばしてくる。だがそれよりも速く漆黒の騎士が動き、斗和を抱き上げて大きく跳躍する。


    「赤子のホムンクルスに霊を憑ひよう依いさせたのか。邪じや道どう中の邪道だね」


    　斗和を安全な距離まで運んだ漆黒の騎士は、耳に心ここ地ちよく響く声で呟つぶやく。蜜みつを流し込んだように甘くて、どこか妖よう艶えんな感じのする少女の声だ。


    「きりがないなぁ。じゃあ、これならどう？　──〈今は遠きアルカの願いパーシヴアル・クロニクル〉、発動」


    　漆黒の騎士が左の人さし指を伸ばす。その先端が燦さん然ぜんとした赤い光を放つ。斗和はその異能力に見覚えがあった。そう、あれは百貨店でラプラスが使用した異能力。その名を──。


    「〈燦然なる赤き死棘クレセント・ノヴア〉」


    　刹せつ那な、真しん紅くの閃せん光こうが闇やみ夜よに一筋の線を伸ばす。行ゆく手を阻はばむような触手の森を突き抜け、寸分の狂いなく赤子の体を貫つらぬいていく。


    　一拍ぱくの間があった。次の瞬間、光の筋を追うようにして、ドリル状の衝しよう撃げき波はが空間を消し飛ばしていく。無数の触手も赤子の体も、攪かく拌はんされるようにして跡あと形かたもなく消え去った。


    「……おまえは、いったい」


    　唐突な出来事に、いまだ頭の中は混乱の嵐あらしが吹き荒れている。なんとか気力を振り絞り、たったそれだけの疑問符を吐き出す。


    　斗和の問いに答えるように、騎士はその正体を露あらわにした。漆黒の鎧が霧となって、風に連れ去られるように消えていく。


    　──夜の闇の中に、月の女王が降こう臨りんした。


    　幻げん想そう的な月の光を放つような金色の長い髪。淡く輝かがやく琥こ珀はく色の瞳ひとみは、好奇心の強い少年のように活発な印象を与え、けれども長い睫まつ毛げとくっきりとした目鼻立ちは、深しん窓そうの令嬢のような高貴さと洗練された美しさを表現する。


    　こんな美しい存在を、斗和はいまだかつて見たことがなかった。思わず、刻ときが止まったかのように見み蕩とれてしまう。痺しびれるような快感が、視覚を通って脳を蕩とろけさせていく。


    「斗和？　……斗和だよね？」


    「あ、ああ。助けてくれてありがとう」


    　斗和の本能が告げる。自分はこの少女と以前に会ったことがある。


    「斗和、斗和だ。あはははっ、うふふふっ！」


    　少女が幼おさない子供のようにはしゃいで抱きついてくる。あまりにも美しすぎる存在であるため、人間らしい態度を見せられると逆にどきまぎしてしまう。


    「ボクだよ、汐せ摘つ心なだよ、斗と和わ。雲うん流りゆう汐摘心。ずっと、斗和に逢あいたかったんだっ！」


    「汐摘心？　まさか──」


    　もはや記憶をたどるまでもない。百貨店で自分に異能力を貸してくれた、師匠が「瞬しゆん刻こくの名を持つ者」と謳うたう存在。まじまじと彼女の顔を見る。


    「本当に、斗和なんだね？　夢じゃないよね？」


    　声が潤うるんできている。感極まったとばかりに、汐摘心の目め尻じりに涙の玉が浮かぶ。笑え顔がおが泣き笑いのような表情となって、彼女の健けな気げで純真な心を伝えてくる。


    「嫌だなぁ。泣かないって決めてたのに。うれしいことなのに、幸せなことなのに、なんで泣いちゃう……かなぁ。──斗和、斗和ぁああああっ！」


    　汐摘心はまるで積もり積もった想おもいを吐き出すように、斗和に縋すがりつきながら涙を流す。しゃくりあげる彼女の肩に手を伸ばすと、なぜか懐なつかしい気持ちになった。


    　ずっとずっと遙はるか昔、まるで一つだった精神が別れて、再び出会ったかのような魂たましいの充足感を覚えている。きっと汐摘心は自分にとって、とても大事な人なのだ。

  


  
    



    　　　第三章　その銀色は混乱する


    



    「止めろ」


    　櫛くし灘なだ金きん道どうは短く言い放つ。彼にとって特段感情を込めない一言も、周囲の者にとっては生せい殺さつ与よ奪だつを握る重く鋭するどい言葉となる。


    　金道の言葉を受け、運転していた黒服が車を止めた。別の黒服が素早く後部座席のドアを開け、金道を下ろす。


    「久しいな。この街に帰ってきているという噂うわさは本当だったか？」


    　ここは繁華街に面した大通り。休日なのでそれなりに人通りは多いが、それでもその金髪金眼の青年の姿は目立った。


    「失礼ですが、どなたですか？」


    　青年が申し訳なさそうな愛あい想そ笑いを浮かべる。整った顔立ちに清涼感のある雰ふん囲い気き、優しげな瞳ひとみは、一瞬で女心を奪うほどの魔性の魅力を放つ。


    　彼が立ち止まると同時に、周囲にいた数人の男女も足を止める。どうやら彼の連れのようだ。


    　普通の人間には感じられない差かもしれないが、金道の鋭い感性は、全員がただ者でないことを感じとっていた。黒服も警戒した様子で金道の傍かたわらに立つ。


    「……貴き様さま、童どう貞ていか？」


    「え？　いきなりなんですか？　さすがに見ず知らずの人に言えることじゃないですよ」


    　青年が如じよ才さいない笑え顔がおで答える。


    「……すまん、邪魔したな。どうやら人違いだったようだ」


    　しばらく彼の表情を観察していた金きん道どうは、堂々たる態度で謝罪の言葉を述べると、車へと戻った。


    「今の方。もしかして久く遠おん様では？」


    　ややあって、再び車を発進させた黒服が問いかけてくる。


    「いや、違う」答える金道の顔色は悪い。「童貞かと問うたときの彼奴きやつの反応。まるで意味が理解できぬように、まったく感情に変化がなかった。自分の価値どころか、命そのものの価値が理解できぬのだろう。それにもかかわらず、まるで儂わしの問いを先読みしたかのように自然な態度で反応しておる。他人を謀たばかることも害することも恐れぬ、鬼の如ごとき存在。奴やつが突とつ如じよあの場で人を殺しはじめても、なんら不思議はない。儂の知る久遠という男とは、まるで別人よ」


    「御ご前ぜん、そのことですが。彼が連れていた者のうち、二人に見覚えがあります」


    　金道の隣に座る黒服が口を開く。ボディガードになるまでは裏の世界で生きてきた人間だ。


    「一人はトリガー。裏の世界では有名な殺し屋です。一人は茅ち茄な千ち夏なつ。この街で起きた連続殺人事件の犯人と外見的特徴が一致した女です。事件当時には完かん璧ぺきなアリバイがあったので、捜査対象から外れたようですが」


    　六月中旬から七月の頭にかけて、この街で猟りよう奇き的な連続殺人事件が起こっていた。ちょうど斗と和わたちが、水族館で惨さん劇げきに巻き込まれていた時期だ。犯人らしき者の目撃情報が出てからは、ぴたりと犯行が止まっている。


    「……神しん代だい使いか？」


    「おそらくは」


    　金道の問いに、黒服が頷うなずき返す。神代は世間一般ではオカルトの類たぐいだと思われているので、司法や警察がそれで動くことはない。


    「彼らに接したのはマズかったかもしれません。警備を厳重にするか、先せん手てを打つべきかと」


    「鬼に睨にらまれれば、人の力では抗あらがうことなどできぬ。こんな老いぼれのために、お主ぬしらを危険に晒さらすこともない。だがな──」


    　そうして押し黙った金道の脳のう裏りに浮かんだのは二人の人物、斗和と一いち花かの姿だった。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「いや～、お母様。良いお風ふ呂ろでした」


    　ドアを開けて居間に入ってきた汐せ摘つ心なを見て、場に硬直した空気が流れる。


    　お湯に優しく濡ぬれた金髪は、朝あさ露つゆのように幻げん想そう的な美しさを放ち、息を呑のむほどの容よう姿しは、まるで美の妖精が水浴びをしてきたかのようだ。


    　一いち花かも立りつ花かも霜しも月つきも、頰ほおを赤くして汐せ摘つ心なの姿に見み蕩とれていた。かりもは平常運転のようだが、表情が薄いため、その内心まではわからない。


    　そんな周囲の反応は、汐摘心にとっていつものことなのか、まるで気にした様子もなくソファに座る斗と和わの隣に腰を下ろす。


    「改めまして、お母様。ボクの名前は雲うん流りゆう汐摘心です。今け朝さはお騒がせして申し訳ありません」


    　汐摘心が丁てい寧ねいに頭を下げる。それに見蕩れていた立花は、若じやつ干かん反応が遅れて、「ど、どうも」と頭を下げ返した。


    　いつもは毅き然ぜんとした態度をとる立花の、見たこともない動揺した姿だ。立花は女優などにも会ったことがあるはずなのに、規格外の美のオーラに圧倒されていた。


    　昨晩、汐摘心に助けてもらった斗和は、汐摘心を家に連れて帰る。むこうがそれを強く望んだこともあるが、斗和もいろいろと話を聞きたかった。けれども汐摘心は「夜更かしはお肌はだに悪いんだよ。明日あした話すから」と言って、斗和のベッドで寝てしまう。後になって知ったことだが、汐摘心の異能力は「消費型」、回復手段は睡眠だった。


    　異能力には「系けい」と「型かた」が存在する。ゲームでたとえれば、「系」は能力の効果、「型」は消費ＭＰに該がい当とうする。


    　もっともポピュラーな型は「消費型」で、使用する量によりエネルギーが減っていき、エネルギーがゼロになると使えなくなるタイプだ。「消費型」で回復手段が睡眠の場合は、使うごとにだんだんと眠気が強くなるらしい。


    　汐摘心も斗和の家に着くまで必死に我慢していたのだろう。すぐに寝息を立てはじめた。


    　途方に暮れる斗和の前に現れたのは、かりもだった。いつものように斗和のベッドに潜もぐり込むためにやってきて、先客がいることを知る。


    　斗和は反射的に「いや、これは違うんだ。誤解なんだ」と口に出して、そんな恋愛的な科白せりふを言ってしまった自分に嫌けん悪おを覚えた。金きん道どうに、かりもに対する気持ちを言い当てられてしまったのが響いているのだろう。だけど今の自分には、責任がある。


    　かりもは驚いたように目を見開き、しばらくじっと汐摘心の寝顔を眺めたあと、「斗和、正座」と言って説教をはじめた。


    　かりもには、異能力や集団昏こん睡すい事件の話はしていない。なので、汐摘心を連れてきた理由を説明するのには骨を折った。けれども、かりもは予想だにしなかった科白を言い放つ。


    「斗和、この子は男です。つまり斗和は、…………なに？」


    　その後も、かりもの説教と斗和の言い訳は続き、就寝したのは午前三時。しかも汐摘心を部屋に残し、実質かりもの部屋となっている客室で、かりもと寝る結果に落ち着いてしまった。


    　騒がしくなったのは、朝。霜月がやってきてからだ。夜が遅かった斗和は寝過ごしたため、詳細を知らないが、どんな騒ぎが起こったのかは想像に難かたくない。


    　一いち花かや立りつ花かを巻き込み、霜しも月つきと汐せ摘つ心なの壮大な口くち喧げん嘩かが繰り広げられた。誰も斗と和わの居場所を知らず、混乱していたせいか、かりもの客室を確認しようという発想も出なかったらしい。


    　結局、斗和が起きてくるまで、この騒ぎは収まらなかった。しかも、かりもと一緒に起きてきたため、さらに火に油を注ぐ結果となってしまう。


    　その最中、汐摘心が吐と血けつする。──彼は重い心臓病を患わずらっているそうだ。


    



    「そ、その、汐摘心さん。お体のほうはもう大丈夫？」


    　立花が咳せき払ばらいをして、汐摘心に問うた。


    「はい。ボクにとってはいつものことなので、そう心配しないでください。昨日きのうはちょっと激しい運動をしてしまったから……」


    「は、激しい運動ってなんですッ！　卑ひ猥わいですエロです！」


    　動揺した霜月が、立ち上がって声を荒らげる。


    「霜月、その話は後だ」


    　斗和は静かに言い放つ。事情を知らないかりもの前では、この話をしたくなかった。


    「後ってなんですか！　ここでは言えない話ですかッ！」


    「霜月さん、落ち着いて。ここには一花さんもいるのよ」


    　言えない理由を誤解した立花が、慌あわてて霜月を止めに入る。


    「ふぇ？　どうして一花がいると駄目なの？」


    「二人ともいい加減にしてくれ。誤解だよ。汐摘心はこう見えて男なんだ」


    　斗和の科白せりふに、一花と立花と霜月の三人が驚きよう愕がくの表情を向ける。


    「斗和、どうしてそれを……。そっか、昨日堪たまらなくなってボクを襲おそおうとして──」


    「それはない」


    　妙に艶なまめかしい雰ふん囲い気きを放つ汐摘心の科白を、斗和は全力で否定する。


    「大丈夫だよ、斗和。ボクはね、全然嫌じゃないし、むしろうれしいくらいだよ。でもね、できればそういうことは、ボクが起きてるうちがいいかな、……て」


    　汐摘心が瞳ひとみを潤うるませて、頰ほおを赤らめる。絵になる表情だった。その小悪魔的な魅力に、まるで一家団だん欒らんでテレビを見ているとき、唐突にラブシーンがはじまったかのような気まずい空気が流れる。


    「違います。汐摘心が男だと気づいたのは、私」気まずい空気を押し流したのは、かりもだ。


    「喉のど仏ぼとけ。チョーカーで隠してるけど、よく見るとわかる」


    「……そっか、やっぱりバレちゃうよね」


    　汐摘心は鎖くさりのついた黒のチョーカーをいじりながら、落胆したように呟つぶやいた。


    「じゃ、じゃあ、本当に何もなかったんですね？」


    　霜しも月つきがほっと胸を撫なで下ろす。


    「でも汐せ摘つ心なの寝顔は、単身赴ふ任にんの夫が半年ぶりに帰ってきたときの若妻の寝顔にそっくりでした」


    「かりも、恣し意い的に誤解を招くような比ひ喩ゆを使うんじゃない！」


    「一いち花か、よくわからないけど、男ならなんの問題もないってことで、バッチこい？」


    　一花が難しい顔で腕組みしながら質問する。


    「そうとも限りません！　最近は性別を超えて恋愛感情を持つ、不届きな輩やからがいるのです腐っているのです！」


    「違うよ。ボクは斗と和わに恋愛感情を抱いだいてなんかいない」


    　霜月の科白せりふを、汐摘心がばっさりと断ち切る。予想外の言葉に、誰もが言葉を失った。


    「──ボクの斗和に対する想おもいを、ビッチどもが抱く低俗な感情に置き換えないでくれないかなぁ。ボクの斗和に対する想いは、この世界において唯ゆい一いつ特別な、究極の感情なんだ」


    「ききききき危険ですマジやばいですッ！　こいつの思考は百回まわってぶっ飛んでます！」


    「そういや、君。さっきからうるさいけど、君は斗和のいったいなんなの？」


    　汐摘心が冷めた眼めで霜月を見み据すえた。


    「何って、今け朝さも言ったじゃないですか。私は、斗和先輩の彼女です。恋人なんです！」


    「ふ～ん。じゃ、別れて」


    「──なっ！」


    「ボクはてっきり、そっちの子が斗和の彼女だと思ってた」


    　汐摘心が視線を向けたのは、かりもだ。周囲の視線もかりもに集まっていく。


    　しかし、かりもの態度はいつもと違った。泰たい然ぜん自じ若じやくとした反応をするでもなく、戸惑ったように睫まつ毛げを下げる。意外な態度を見せられて、斗和は激しく動揺した。懐なつかしい感情が刺激されたような感覚。駄目だ、と思った。その感情は今は不要だ。強引に怒りで押し殺す。


    「いい加減にしてくれ！　俺おれは恋愛とか、そんなくだらない話をするつもりはない。俺は汐摘心、おまえに聞きたいことがあるんだ！」


    　立ち上がって怒声を発する。かりもの前でも構わないと思った。よくよく考えれば、惨さん劇げきの話を、そこまでして彼女に隠す理由もない。下へ手たに心配させたくなかっただけだ。


    　ふと、かりもはどんな反応を見せるだろうと思った。


    　自分が集団昏こん睡すい事件に巻き込まれ、みんなを救うために見えない壁をつくり出す異能力者を捜し出し、殺そうとしている事実を、彼女に伝えたら──。


    「かりも、あのな──」


    「いいよ、斗和」答えたのは汐摘心だ。「ただし、デートしてくれたらね。ボクのこと、もっと知りたいんでしょ？」


    「なっ!?　デート？　駄目です先輩。彼女である私ともまだなのに！　酷ひどいです鬼き畜ちくですッ！」


    「元カノは黙っていてよ」


    「誰が元カノですかっ!?　この美び男だん婦ふッ！」


    　霜しも月つきが嚙かみつかんばかりの勢いで、汐せ摘つ心なに吠ほえる。


    「ねえ、お母様。いいでしょ？　ボクは男だから赤ちゃんができる心配もありません。健全なデートができます」


    「ちょっと、ごめんなさいね。今は少し混乱していて……」


    　立りつ花かが頭痛を堪こらえるように、右手で額ひたいを押さえている。母親としていろいろと思うことがあるのだろう。一いち花かはすでに限界らしく、アホの顔になっている。


    「わかった、汐摘心。明日あしたデートしよう」


    「本当、斗と和わ？」


    「そして、今日きようはもう解散だ。この話は一切なし。霜月、走りに行くぞ」


    　言い放って、斗和は席を立つ。そんな斗和の耳に、湿った汐摘心の声が届いてくる。


    「うれしい、うれしい。ボク、うれしい……よ」


    　喜びを嚙み締めるように、さめざめと涙を流す汐摘心。いじらしく、庇ひ護ご欲よくを搔かき立てられる仕草だ。胸が痛くなる。彼はいったい何者なのだろうか？


    



    「──さて、何から話そうかな」


    　薄暗い闇やみを彩いろどるようにして、人工的な明かりが燦さん々さんとあたりを照らしている。時刻は午後七時前。冬は日が落ちるのが早く、何かと急せかしてくるような焦しよう燥そうを覚える。


    　ここはショッピングセンターの敷地にある観覧車の中。目の前には、清潔感のあるカジュアルな服に身を包んだ汐摘心がいる。


    　おとなしめの服装にしたそうだが、あふれんばかりの美び貌ぼうは、それでも周囲の注目を惹ひきつけた。通るだけで誰もが足を止め、道を開き、うっとりとした表情で眺めてくる。


    　デートの最後にここを選んだのは、誰からも邪魔されず汐摘心と話をするためだ。ちなみに案の定というか、デートには霜月と弥生やよいの尾行があった。今日は学校があるので、おとなしく諦あきらめてくれるかと思ったが、斗和と同じでさぼったようだ。


    「汐摘心が何者なのか、まずはそれを教えてほしい」


    「難しい質問だね。いや、からかうつもりも、ごまかすつもりもないんだ。ただ、それはボクがもっとも知りたいことかもしれない。ボクの目的はね、斗和。君にボクの真の名前を思い出してもらうことなんだ」


    「俺おれに？」


    「そう。ボクにはね、斗和と一つになりたいという強い欲求があるんだ。そのためには、斗和に名前を思い出してもらう必要がある」


    「ふざけてるのか？　俺は恋愛なんて──」


    「ふざけてなんかいない！」汐せ摘つ心なは悲鳴のような声をあげた。「ふざけて、こんな大切なことを言わないよ！　……斗と和わ、信じてくれる？　ボクはね、もう二千年も生きているんだ」


    　汐摘心は何度も転てん生せいしていること、そのたびに斗和を捜し、出会うことができず絶望してきた過去を語る。その悲痛な想おもいには、身につまされるような気持ちがした。


    「……俺おれも最近、夢に見るんだ。昔の記憶を。たぶん、前世の記憶ってやつだと思う」


    　斗和は自然に漏もらしていた。誰にも言ったことのない秘密。


    「それ、二千年前の記憶？」


    　汐摘心には転生後の記憶はあるが、最初の人生の記憶はないそうだ。


    「いや、そこまではわからない」


    「きっとそうだよ。ボクと斗和は、二千年前に出会っていたんだっ！」


    　斗和はふと、夢で聞いた名前を伝えてみようと思った。


    「もしかして、……ハリティか？」


    　ハリティが自分にとって特別な存在であることは、漠ばく然ぜんと理解していた。ならば転生してまで現れた汐摘心が、そうである可能性は高い。


    「……どこか懐なつかしい感じがする。でも、ボクじゃない、と思う」


    　汐摘心は落胆したように首を振る。


    「ミィカ？　ヒミコ？　サラス……じゃないよな？」


    　斗和は次々に夢で聞いた名前を告げるが、どれも汐摘心の真の名前ではないようだ。


    「斗和の言った名前、懐かしい感じはするんだ。だけど、ボクの名前はない。きっとまだ思い出してない部分にあるんだと思う」


    「そっか。──じゃあ、次の質問だ。汐摘心、おまえと神しん悠ゆう言げん、あの神もどきたちとの関係はなんだ？」


    「え？　神もどき？」


    　汐摘心はきょとんとした表情をする。詳しく話を聞いてみると、汐摘心はラプラスたちのことは露つゆほども知らず、神悠言についても一般人程度の知識しかなかった。


    「日本に転生したときは、そのたびに名を聞いたことはあるよ。でも、斗和に関係ないことはあまり興味がなかった。それに神様と交信できる宗教なんて話、いつの時代にもあるしね」


    「正確には、本物の神ではなく、人間によって創られた〝神もどき〟らしいけど」


    「人間によって？　それってどんな意味？」


    「……いや、俺も詳しくはわからないんだ」


    「ボクが魔女狩りに遭あってた頃も、悪魔召しよう喚かんや錬金術などが流は行やっていたけど、ほとんどはイカサマだったからなぁ。でも、あのラプラスって奴やつは違う。霊的な存在だった。だからホムンクルスがないと、物質界アツシヤーに影響を与えることができないんだけどね」


    　ホムンクルスとは錬金術の世界で記述される人造人間のことだ。霜しも月つきとロードワークに行った際、念のため尋ねてみた。神しん悠ゆう言げんでそれを作れそうな人物はいるかと。


    『ホムンクルスですか？　睦む月つきお姉様なら可能だと思いますよ。睦月お姉様の神しん代だいは、あらゆる魔術を実現させる力──つまり魔女になることですから。それがどうかしたんですか？』


    　その場は曖あい昧まいにごまかした。睦月は限りなく黒だが、追及するには弱い。自分でさえ瞬時にいくつかの言い訳を思いつく。睦月なら完かん璧ぺきにごまかし切るだろう。今は逆に疑っている素そ振ぶりを見せるべきではない。警戒されたら元も子もなかった。


    「汐せ摘つ心なは奴やつらのことを知らないのに、どうして敵対したんだ？」


    「敵対って……、斗と和わを傷つけようとしてたでしょ？　そりゃ、問答無用でぶっ飛ばすさ」


    　汐摘心は当然のように言い放つ。この点に関し、汐摘心は本当に無関係みたいだ。


    「そういえば、百貨店でも助けてくれたな。お礼が遅くなって悪い。あのときは助かった。ありがとう」


    　斗和は深々と頭を下げる。汐摘心は鈴のように笑って、「どういたしまして」と答えた。


    「あれは汐摘心の異能力なんだな？　俺おれに異能力を貸してくれた」


    「……違うよ。あれはあの忌いま忌ましい蝶ちようの力さ。ボクの〈今は遠きアルカの願いパーシヴアル・クロニクル〉には、他人に異能力を付ふ与よする力はないんだ」


    「……蝶？」


    「忘れて、斗和！　今のは聞かなかったことに──うっ！」


    　突とつ如じよ、汐摘心が胸を押さえて蹲うずくまる。斗和は慌あわてて汐摘心を抱き寄せると、彼のショルダーバッグから薬を取り出し、それを飲ませた。


    「ありが……とう。斗和」


    　ややあって落ち着いた汐摘心が、弱々しい声でお礼を述べる。普段は元気そうに振る舞うので、彼が重度の心臓病を患わずらっているという事実を、まだうまく受け入れることができない。


    「汐摘心、悪い。あんまり興奮させないほうがいいんだよな？　だけど俺は──」


    「斗和。本当に駄目なんだ。アレのことは考えないで。ボクもあの蝶がなんなのかは知らない。だけど、アレが恐ろしいモノだって、斗和を不幸にするモノだってことはわかる。ボクはいつだって斗和の味方だよ。斗和が不幸になることはしたくないんだ」


    　代わりにと言って、汐摘心は自分の異能力について、詳しく説明してくれた。他人の異能力を目にすることで装そう塡てんし、自分の異能力として行こう使しできる能力。使用回数は一回。ストックは三つまで。


    　本人もよくわからないらしいが、百貨店で使用した異能力のストックは残ったままになっていたそうだ。さらには目にしていない異能力を、斗和の記憶から多少変質したかたちで装塡することができた。それが〈死者の願いは凶器を紡ぐデツドマンズ・スミス・改〉。通常は起こらない異質な状態が、あの蝶ちようによってもたらされていたらしい──。


    　やがて観覧車は降下をはじめ、街の明かりに溶け込むように落ちていく。汐摘心の体調は回復したみたいだが、昼寝をする仔こ猫ねこのように幸せそうな表情でこちらの胸に顔を埋めているので、無理に引き離すのに抵抗があった。


    　こうしていると不思議な感覚がする。まるで汐せ摘つ心なとは、元は一つだったような魂たましいの充足感。かりもに感じるモノとは違う、特別な感覚だった。


    「ちょっと安心した。斗と和わがちょっと怖い人に思えてたから」


    「俺おれが？」


    「うん。この前、斗和とつながったときに、そう感じたんだ。誰かを愛する人間らしい心を忘れて、どす黒い憎しみと絶望の感情が渦巻いていた。怖かったよ」


    「でも、そうでなければ、俺は生き残れなかった」


    　一瞬、汐摘心の言葉を否定しようとした。けれども心が認めている。──無力な自分も、理り不ふ尽じんな世界も、すべてが憎らしい。


    「違うよ、斗和。生きる意味を考えるんだ。自分を変えてまで生き残ることに意味はないよ」


    「意味はあるさ。死んでしまったら何も残らない。そこで終わりなんだ。俺たちは死ぬために生まれてきたんじゃない。だから最後まで足あ搔がくべきだ」


    「斗和、それは気持ちと事実の齟そ齬ごだよ。心は永遠を求める。だから死にたくないって気持ちはわかる。だけど肉体は瞬しゆん刻こく。必ず終わりを迎えるんだ。だから生命はほかの個体を愛し、遺い伝でん子しを残す道を選んだ。それはね、斗和。素晴らしいことなんだよ。世界は死であふれている。だから同時に命であふれているんだ。消しよう滅めつと再生こそが生命の本来の姿。永遠なんてモノは叶かなえてしまってはいけない幻げん想そうなんだよ」


    　じとりした痛みを胸に覚える。生物全体で考えれば、化け物に喰くい殺される現実は、ある意味「日常」でしかない。こうして汐摘心と話しているこの瞬間にも、自然界では無数の捕食が行おこなわれ、自然淘とう汰たと性陶太のもと熾し烈れつな生存競争が行われている。


    　今の人間の在あり方が異常だという認識はある。環境を変えるほどの力を手に入れた人類は、もっとも永遠に近い存在となってしまった。加速した個人の命の価値は、人間以外の無数の命の犠ぎ牲せいによって支えられている。


    　自分に罪がないと思っているのは、単なる無知でしかない。人間は、いやすべての生物は、ただ在るだけでほかの命を無む惨ざんに奪っているのだ。もっとも他者の命を尊重する生き方は、すぐさま死ぬこと以外にない。


    　──ならば、死にたくないという気持ちは、どこへ向かえばいいのか？　それすらも間違っているのだろうか？


    「汐摘心は、たくさんの短い人生を歩んできたんだよな？　──幸せ、だったか？」


    　瞬刻の名を冠かんする者の宿命。その名前のとおり、彼は絶対に十七歳まで生きることができない。しかも思春期になるまでは前世の記憶を思い出すこともなく、新しい人間として生きているそうだ。


    　自分も今、前世の記憶を夢に見ているからわかる。何度転てん生せいしようとも、それは途切れ途切れの長い人生を歩んでいるのではなく、その都つ度ど短い人生を歩んでいることにほかならない。生活や環境、自じ我がや性格、家族や友人など、すべてが毎回違っていて、そこで必死に生きる自分がいるのだ。前世の記憶とは、忘れた頃に読み返す日記帳みたいなモノだ。


    「幸せだよ。もちろんつらいこともあった。だけどね、ボクは絶対に君に逢あえると信じてたから。斗と和わがいれば、君が存在するという事実があれば、人生の長さなんて些さ末まつな問題でしかない。永遠を目指しちゃ駄目だ。短い時間を精一杯に生きて、大切な人に出会う。それこそが人の幸せなんだよ。大切な人のいない世界で、永遠に生き続けるほうが不幸さ」


    　人の幸せ。そのかたちがぼんやりしていて、斗和には実感が湧わかなかった。人の寿命は一瞬だ。それこそ地球や宇宙と比較すれば、チカッと光るだけの存在でしかない。そこに意味を求めるということがどういうことなのか、もやもやとした思いが胸を締めつける。


    「そういえばね、斗和。一つ、教えてほしいことがあるんだ。君は常に背中を向けた横顔の男に会ったことはあるかい？　判断に迷ったときに現れて、偉そうに道を示してくれるんだ」


    「もしかして、師匠のことか？」


    「師匠？　……なるほど、そういうことか。そうだね、たぶんその人物で合ってる。会ったことがあるんだね？　なら教えてほしい。彼は斗和になんて言ってた？」


    「……いろいろ教えてくれたよ。師匠の言葉があったから、俺おれはどんなに判断に迷うことがあっても、生き延びることができたんだ」


    「いろいろだってっ!?」


    　汐せ摘つ心なが驚いたように上半身を跳ね上げた。


    「一度きりじゃないの？　まるで何度も話したみたいじゃないか!?」


    　汐摘心の反応が理解できない。まるで何度も会うことに問題があるかのようだ。


    「ああ。小さい頃だけど、何度か会って話をしてくれた」


    　斗和は訝いぶかしげに思いながらも補足する。けれども汐摘心は信じられないモノでも見たように、驚きよう愕がくの面おも持もちのままで固まっていた。


    「汐摘心、どうかしたのか？」


    「ううん、なんでも。ごめんね、ボクの勘違いだったみたい」


    　汐摘心は、にっこり笑って舌をぺろっと出す。


    　突然、斗和の携帯電話が鳴り出した。また霜しも月つきかと思い、問答無用で切ろうとする。だがディスプレイに表示されていた名前は、睦む月つきのモノだった。


    『ああ。斗和くん、今大丈夫ですか？　お久しぶりですね。突然で申し訳ないですが、今週の土曜空いてますか？』


    　それは百貨店で霜月たちを助けてくれたお礼に、斗和たちを宴うたげの席に招待したいという申し出だった。さらには斗和が切望していた、姫ひめ巫み女ことの会談の場も設けてくれるそうだ。


    　最後の日常が、不気味な崩ほう壊かいの音を響かせていた──。


    



    「うおっ、っていうか無駄に広いな」


    　隣に座る笠かさ根ね木ぎが驚いた声をあげる。


    「つーか、なんでキミがいんのよ。赤あか峰みねさん、不安そうな顔してるじゃない」


    　後部座席から銀ぎん河がの声がした。不満があるというよりは、笠根木をからかっている感じだ。


    「そ、そんなこと……ない、よ」


    　寧ね々ね音ねは必死に否定するが、声の大きい笠根木と銀河のやり取りに搔かき消されて、ほとんど聞こえない。


    　斗と和わたちは今、神しん悠ゆう言げん本部の敷地を走るワゴン車の中にいた。寧々音をはじめ、笠根木と銀河、一いち花かとかりも、それに汐せ摘つ心なもいる。弥生やよいも神悠言側の案内人として助手席に座っていた。


    　神悠言の宴うたげに呼ばれた日と、寧々音の退院祝いの日が重なったため、みんなに相談したところ、弥生の提案で同時に行おこなうことになったのだ。かりもと汐摘心は行くと言い張って聞かず、仕方なく連れてきた。一泊食事付きの小旅行だと思っているらしい。


    　睦む月つきの思惑が不明なため多少の不安はあるが、神悠言自体は斗和たちの敵ではない。霜月たちも、どんな理由があっても斗和たちに危害を加えさせないと宣言している。


    　それに、見えない壁の世界に転写される危険はどこにいても同じなのだ。唯ゆい一いつの例外があるとすれば、ここ神悠言。逆に考えれば、もっとも安全な場所だと言える。


    「あ、お兄ちゃん。猫がいたよ、白い猫。なんかリュックを背負ってた」


    「ここで飼ってる猫かな？」


    　一花の科白せりふに汐摘心も反応する。


    「別に飼ってるわけじゃないのよ～。ここはほとんど山の中だから～、野生の動物がよく紛まぎれ込んでるの～。犬や猫のほかに鹿しかや猪いのしし、猿なんかも出るから、一応は気をつけてね～」


    「あそこが本殿なんですか？」


    　斗和も弥生に尋ねる。深い木々に囲まれるようにして、ひときわ大きな和風の屋敷が見えた。


    「そうよ～。斗和くんと摩ま響ゆらちゃんの会談は、あそこで行う予定よ～」


    　しばらくしてワゴン車は目的の場所に到着する。客人を泊めるのに使う客棟で、山間部にある高級旅館といった風ふ情ぜいだ。敷地内には、ほかにも建物が数十棟ほど立ち並んでいた。


    「あれ？　婦ふ設樂しだら先輩、先にこっちにいたんですね？」


    　車から降りた銀河が、出迎える信徒の中に操みさおの姿を見つけて言った。隣には霜しも月つきもいる。


    「私は立場上、こちら側の人間だから。ここからはご一緒させてもらうわ」


    　そして操と霜月も加わって、斗和たちは迎げい賓ひんの間に通された。


    「うわぁ。凄すごいよ、お兄ちゃん。でっかい船だ！」


    　立派な舟盛りを見て、一花が目を丸くする。半ば予想していたことだが、さすがは神悠言の宴席料理。まるで竜りゆう宮ぐう城じようにでも連れてこられたような気分だ。


    「くっ。これ、全部食い切れるのかよ？」


    「大丈夫です。私が食べます。うふふふ」


    　たじろいだように言う笠かさ根ね木ぎの科白せりふに、かりもがじっと料理を見つめながら応こたえる。かりもは見た目の小柄な体型に似合わず大たい食しよく漢かんだ。


    　一通り料理を愛めでてから、全員が席に着く。宴うたげに参加するのは、斗と和わ、一いち花か、かりも、汐せ摘つ心な、寧ね々ね音ね、笠根木、銀ぎん河が、霜しも月つき、弥生やよい、操みさおの十人だ。


    「じゃあ、赤あか峰みねさんから一言」


    　笠根木が仕切り、寧々音が蚊かの鳴くような声で口を開く。


    「きょ、今日きようは……ありがとう。し、心配かけて、ごめん……ね。ほかの人たち、も……きっと、目覚めるから、そしたらいっぱい……お祝い、しよう……ね」


    「それでは、赤峰さんの退院を祝って、乾杯！」


    　笠根木の声に続き、全員が「乾杯」を唱える。そして、宴がはじまった。


    　まず、かりもが猛烈な勢いで食べはじめた。すでに寧々音の挨あい拶さつのときからそわそわしていて、おそらく聞いてはいなかっただろう。


    「お兄ちゃん、これがシャッキリポンって食感なんだね！」


    　ヒラメを食べた一花が、目を輝かがやかせて言った。


    「これ何？　ゼリーみたいだけど、なんか違う！」


    「これはトマトのようね。甘みが溶けるようで、不思議な食感だわ」


    　銀河の科白に、操も同じ物を食べてから答える。


    「はい。斗和、あ～んして。ボクが食べさせてあげるね」


    「そこっ！　私の彼氏に何してるんですか！　早く離れてください。男のくせに私より可愛いなんて卑ひ怯きようです差別ですッ！」


    　霜月が餌えさを取られた犬のように吠ほえる。


    「しかし、本当にわからないわねぇ～。睦む月つきちゃんもそうだけど、男心がわかる分だけ色っぽいのかなぁ～」


    「え？　睦月さん？」


    　弥生の科白に、斗和は訝いぶかしげな声をあげる。どうしてこのタイミングで、睦月の名前が出てくるのか？


    「もしかして知らなかったかしら～。睦月ちゃん、ああ見えて体は男なの～」


    「八や社め巫み女こは男でもなれるんですか？　霜月は『睦月お姉様』と呼んでるみたいですけど？」


    　斗和は驚きながらも質問を続ける。


    「お姉様と呼ばないと怒られますし、過去には男の八社巫女も普通にいましたよ」


    「〝魔女〟も女ばかりじゃなく男まで含めることがあるから、似たようなモノじゃない？」


    　霜しも月つきの科白せりふを受けて、汐せ摘つ心ながなんでもないことのように言う。案外そういうものかもしれないと、斗と和わは納得した。


    「ちなみに～、櫛くし灘なだ財ざい閥ばつの櫛灘金きん道どう氏も、かつて八や社め巫み女こだったのよ～」


    「うえっ、マジか!?」


    　声をあげたのは笠かさ根ね木ぎだ。だが斗和は、逆に納得していた。神しん悠ゆう言げんと櫛灘財閥には深いつながりがある。常識的に考えれば、神しん託たくで得た科学技術をまったくの部外者に漏もらすはずがない。金道が八社巫女だったというのなら、それらの疑問はすべて氷解する。


    「そういえば、斗和。今後もまたこのようなお祝いの席があるのですか？」


    　唐突に、かりもが質問してきた。次も参加したいんだろうな、と予想をつける。


    「ああ。きっと、またあるさ。必ず。……かりもはこの街で起こっている集団昏こん睡すい事件のことを知っているよな？」


    　自分でも、なぜこのタイミングで言おうと思ったのかはわからなかった。今までできる限り隠してきたのに、祝いの席で気が緩ゆるんでしまったのかもしれない。


    「赤あか峰みねはその集団昏睡事件の被害者で、先月目覚めたばかりなんだ。それだけじゃない、ここにいる全員が一歩間違えば、そうなっていた」


    「────え？」


    　かりもの箸はしの動きが止まる。珍しく動揺した表情を浮かべ、まじまじとこちらを見る。


    「信じられないかもしれないけど、見えない壁の世界ってのがあって、そこには人ひと喰くいの化け物がいるんだ。そこで死んだ者が現実世界で昏睡状態となる。……俺おれたちは、その惨さん劇げきを生き延びた。生きてこの世界に戻ってきたんだ」


    「そんな……。だって、斗和は異能力を──」


    　かりもが何事か小さく呟つぶやく。さすがにショックだったのだろう、顔が青ざめていた。


    「……一いち花かも、ですか？」


    　ややあって、再びかりもが口を開く。斗和は「ここにいる全員」と言った。それを受けての質問だろう。


    「おうよ。っていうか一花、何度か死んだね。でもね、真ノ湖マちゃんとか、みんなのおかげで死なずに済んだんだよ」


    「──っ！」


    　かりもが息を呑のむ。救いを求めるように、周囲の人間に視線を送る。汐摘心以外の誰もが頷うなずき返し、あの世界からの生存者であることを、かりもに伝えた。


    「……そうですか。ですが──」


    「あとは、見えない壁をつくり出してる極ごく悪あく人にんを見つけ出すだけだなッ！」


    　拳こぶしを打ちつけて言った笠根木の科白が、かりもの言葉を覆おおい隠す。


    「ええ。どこに隠れているかはわからないけど、見つけ出して八つ裂きにしてやるわ」


    　操みさおが淡々とした口く調ちようで物ぶつ騒そうなことを言い放った。操の豹ひよう変へん振りに驚いたのか、かりもの肩がびくりと揺れる。


    「いくら神様の指示とはいえ、神しん悠ゆう言げんの八や社め巫み女こにまで手を出したのは許されることではないしね～」


    「ちょっと八社巫女とか関係ないでしょっ？　そいつがやってることは殺人と一緒。最低最悪の行為よ。どんな理由があっても絶対に許されることではないわ！」


    　弥生やよいの科白せりふに続き、銀ぎん河がが吐き捨てるように言う。


    「悪い、かりも。ちょっとショックだったかもな」


    　すっかり意気消しよう沈ちんしたかりもを見て、斗と和わは後悔した。安易に話すべきことではなかったかもしれない。軽い気持ちで食にありつけるとついてきたのに、思いのほか重い集まりで気が滅め入いってしまったのだろう。完全にかりもの箸はしの動きが止まってしまっていた。


    　摩ま響ゆらとの会談は夕方からなので、食事の後は少し時間を持て余していた。斗和たちは客人扱いだが、自由に行動できるのは客棟内だけで、外に出ることは基本的にできない。


    「つーか、なんか遊ぶもん持ってくりゃよかったな。夜も泊まりだし。しくったなぁ」


    　笠かさ根ね木ぎが欠伸をしながら言った。


    「遊ぶものならありますよ。ここは客棟なので、大抵のモノは揃っています」


    「え？　本当？　何があるの？」


    　霜しも月つきの科白に、銀河が興奮気味に尋ねる。


    「映画のＤＶＤに、卓球やビリヤード、ダーツや麻雀、コンピュータゲームやカードゲーム、漫画や小説などもあります。──それで、昔私がはまってたカードゲームもあるので、ぜひ、斗和先輩とやりたいです！」


    「いや、俺おれはいい」


    　目を輝かがやかせて言ってきた霜月の誘いを、斗和は即そつ行こうで断ことわった。


    「っていうか即答ですかっ！　酷ひどいです悲しいです！　最近、私の扱いますます酷くなってないですか？」


    「斗和くん。駄目……だよ」


    　寧ね々ね音ねが怒ったぞ、という感じで睨にらんできた。


    「またキミは、全然成長してないじゃない」


    　銀河がわざと怒ったような顔をつくる。じくりと胸が痛んだ。成長していないとは、惨さん劇げきに心が押し潰つぶされ、日常を楽しめていない精神のことだろう。また水族館に行く前の、自分のことしか考えられない閉塞的な精神状態に陥おちいっていたのかもしれない。みんなのおかげで生き残ったからこそ、彼らの想おもいに応えるためにも、日常を大切にするべきなのだ。


    「……わかった。やるよ」


    　斗和が言うと、霜月がゲームを持ってきて、嬉き々きとしてルールの説明をはじめる。カードゲームの名前は『美女と殺人鬼』。美女のカードが三枚、殺人鬼のカード一枚が手札として配られ、各プレイヤーが裏向きに積み重ねたカードのうち、殺人鬼のカードをめくらずに、美女のカードを宣言枚数分めくれば勝ちだ。


    　仕様上、六人までしかプレイできないらしく、操みさおと弥生やよい、見て覚えるタイプの一いち花かは次からの参加となった。プレイヤーは、斗と和わ、寧ね々ね音ね、笠かさ根ね木ぎ、銀ぎん河が、霜しも月つき、汐せ摘つ心なの六人。


    　斗和としては、かりもを参加させたかったが、先ほどからずっと気落ちしたままで、項うな垂だれるように首を振って参加を拒否した。手にはジュースを持っているが、一口飲んだっきり動きを止めている。何がそんなにショックだったのか。正直、かなり心配だった。


    「口く説どきます。二人！」


    　時計回りにカードを一枚ずつ積み上げていき、三枚目に差し掛かったところで、霜月が勢いよく声をあげた。「口説きます」とは、このゲームにおいてカードをめくることを意味し、人数はめくるカードの枚数を表す。最終的にもっとも大きい数を言ったプレイヤーが「カードをめくる権利」を獲得する。つまりはオークションだ。


    　汐摘心が「三人」と即答し、寧々音が「よ、に……ん」と上乗せしていく。


    「パス」


    　笠根木がやや逡しゆん巡じゆんして言った。パスとは、めくる権利を放棄する宣言だ。


    「あっれ～？　もう降りるの？　やっぱモテない奴やつは違うわね」


    　銀河が挑ちよう発はつするように言う。


    「笠根木先輩は年齢イコール彼女いない歴らしいですけど、これじゃあ仕方ないですね」


    　霜月も茶ちや化かすように言った。


    「斗和だったら、ここで退かないよね？」


    「ああ。もちろんだ」


    　汐摘心の科白せりふに、斗和は乗っかって答える。


    「だぁっ！　わかったよ。上乗せだ、上乗せ！　五人っ！」


    「パス」


    　銀河が即答し、斗和、霜月、汐摘心、寧々音と全員がパスを宣言する。めくる権利を獲得したのは笠根木だ。


    「つっか、おまえら酷ひでえっ！」


    「文句はいいから、さっさとめくりなさいよ。よかったわね。ほら、美女を口く説どけるわよ」


    　銀河がくすくすと笑いながら言う。


    　カードをめくる順番には指定があり、先に自分が置いたカードからめくる。笠根木は一枚ずつカードをめくり、三枚目で殺人鬼をひいた。告白失敗だ。


    「はい、残念。笠根木はものの見事に玉ぎよく砕さいしちゃいました」


    「くっそ！　次だ次！」


    　なるほどな、と斗と和わは思った。すぐにパスを宣言すれば、殺人鬼のカードを仕込んでいると周囲に宣言するようなモノ。他たのプレイヤーの告白が成功しやすくなる。


    　しかも、相手を負けさせようと殺人鬼を仕込めば、絶対に勝つことはできない。なぜなら、最初に自分のカードをめくるというルールがあるから。告白が成功するのは、殺人鬼を仕込んでいないターンだけ。


    　次のゲームがはじまり、斗和の手番となった。カードを置くか、口く説どくかを選択できる。


    　唐突に斗和は、これは見えない壁の世界と同じだと感じた。助けたい人がいる。けれども欲張って多くの人を助けようとすれば、化け物に出会い喰くい殺されてしまう。


    　殺人鬼のカードは化け物の暗示だ。一寸先は闇やみで、常に死の恐怖と隣り合わせ。だが勇気を振り絞って行動を起こさねば、誰も助けることなどできない。


    　──人が守れるのは、自分の腕の数だけだ。


    　葦あし原はら第二高校の惨さん劇げきで学んだことを思い出す。いや、無力な人間にはそれすらも難しい。


    　──惚ほれた女、すべてを手にしろ。道なきところに道を作るのが人間だ。


    　櫛くし灘なだ金きん道どうの価値観。一代で巨大財ざい閥ばつをつくり上げた成功者の成功者たる所以ゆえん。人の理想だ。


    「斗和？」


    　次の行動をとろうとしない斗和を訝いぶかしく思ったのだろう、汐せ摘つ心なが呼びかけてきた。


    「ああ、悪い」斗和は我に返り、同時に決意する。「口説きます。ハーレムっ！」


    　ハーレムとは、場に置いてあるすべてのカードをめくるという宣言だ。


    「マジか！　斗和、欲張りすぎだろ？」


    「いくら斗和先輩といえど、それは無む謀ぼうです！」


    　笠かさ根ね木ぎと霜しも月つきがすぐさま反応する。


    「ハーレムで」


    　斗和はもう一度宣言し、今回のゲームでめくる権利を獲得した。


    　かすかな緊張が手先を震えさせる。これはゲームであってゲームではない。もう一度、あの惨劇の世界へ入り込んだのだ。


    　まずはルールに従い、自分のカードからめくる。美女のカード。当然だ。誰かを助けるには、まず自分が生き延びなければならない。相手を貶おとしめようと殺人鬼を仕込むような人間に、それを成すことなどできない。


    　次にめくる相手は自由に選べるが、斗和は寧ね々ね音ねを選んだ。彼女のカードに手を伸ばす。思えば、最初の惨劇の際に寧々音が異能力に覚かく醒せいしなければ、今の自分はいなかった。


    　それだけではない。最初に接した異能力者が寧々音だったからこそ、過ちを犯すことがなかった。異能力があれば化け物など脅きよう威いではない、戦いは異能力者に任せて自分は安全な場所にいればいい。そんな愚おろかで間違った考えを抱いだかなかったのは、寧々音が異能力者もただの人間だと教えてくれたからだ。


    　一度は昏こん睡すい状態に陥おちいった寧ね々ね音ね。だが彼女は目覚め、斗と和わたちに希望の光を示してくれた。そんな彼女が殺人鬼を仕込むはずがない。


    　斗和は寧々音のカードをめくる。出てきたのは、薄うす桃もも色の髪をした癖くせ毛げの美女のイラスト。これは寧々音だ。今度こそ彼女を無事に助け出すことができた。


    　次に銀ぎん河がのカード。葦あし原はら第二高校の惨さん劇げきで、心に深い傷を負った自分を励はげまし支えてくれたのは銀河だ。すぐに怒ったような怖い顔になるけれども、誰よりも優しい少女。


    　殺人犯の家族としてのつらい過去を乗り越え、正しき憎しみを胸に抱いだく。その熱い正義の心は、恐怖に怯おびえきった真ま湖この精神を奮ふるわせ、最強の殺人鬼から皆を生還させる奇跡の輝かがやきを放った。そんな彼女が殺人鬼を仕込むはずがない。


    　カードを裏返す。銀髪ツインテールの美女のイラスト。これは銀河だ。その下にある二枚目のカードもめくる。同じく銀河のカード。彼女も救うことができた。


    「おお、すげえ！」


    　笠かさ根ね木ぎが声をあげる。今度は彼のカード。彼との出会いは、おそらく最悪だった。だけど笠根木はいい奴やつで、化け物に対し一緒に戦った仲間と呼べる存在。親友と呼べる仲だ。


    　彼の活躍がなければ、水族館の惨劇から生き延びることはできなかっただろう。一いち花かや宇う佐さ院いんたちをまとめ上げ、化け物を撃げき破はしていった。彼が自分を裏切るはずがない。


    　カードに描えがかれていたのは、オレンジ色の髪をショートにした美女。二枚ともそうだ。笠根木も護まもりきった。


    　次は霜しも月つき。嫌われていたのが噓うそのように、今は懐なつかれている。口が悪くて純粋で、すぐに涙を流す年下の少女。彼女の戦闘力はずば抜けていて、百貨店の惨劇では、ほぼずっと一緒に行動して背中を預けながら戦った。頼れる存在。そして、俺おれの恋人だ。


    　こうして考えると不思議だった。ほんの数か月前までは、思いもよらなかった出会いと出来事、そして結末。最初の惨劇のあと、すべてを失ったと思った。けれども今は、多くの友人や仲間たち、それに恋人までもがいる。


    　自分は何を焦あせっていたのだろう？　霜月は可愛くて子犬みたいな、俺の彼女じゃないか。どうしてもっと優しくしてやれなかったのか。


    （霜月、許してくれるか？）


    　カードをめくる。白びやく群ぐん色の髪を持つ少女のイラスト。霜月はまだ、自分と一緒にいてくれるのだ。


    　最後に汐せ摘つ心なのカード。過ごした期間はもっとも短いはずなのに、ずっと昔から一緒にいたような錯さつ覚かくを覚える。完かん璧ぺきな美しさを持つ少女の姿をした少年。健けな気げでいじらしく、俺に対し特別な感情を抱いている。


    　彼の目的は、俺に名前を思い出してもらうこと。予感がする。彼は俺にとって特別な存在なのだと。恋愛感情を超えた先に、汐摘心と俺のつながりは存在している。


    　百貨店の惨さん劇げきでは、彼の強きよう大だい無む比ひな異能力を借りて、神もどきに一撃げきを浴びせることができた。敵か味方かわからない存在。だけどカードが教えてくれる。──金髪美女のイラスト。汐せ摘つ心なは味方だ。


    「おおお、ハーレム成功だっ！」


    「先輩、ゲームでもリア充じゆうぶりを発揮してどうするんですかっ！」


    　ゲームに勝利し、周囲から歓声が沸わき上がる。


    「これは、……みんなのおかげだよ」


    「お兄ちゃん？」


    「以前、言われたことがある。一人の人間が助けることができるのは、両腕の数だけだって。いや、もしかしたら片腕だけかもしれない。だけど──」


    　斗と和わは自分がめくった美女のカードを眺めながら言葉を続ける。


    「俺おれが誰かを助け、その助けられた誰かが別の誰かを助け、そうしてずっと片腕を伸ばし続ければ、みんなを助けられるんじゃないかって思うんだ。いや、違う。もう助けられたんだ。俺が今生きていられるのは、みんなが助けてくれたからだ。誰一人欠けても、俺はここにいなかった。みんなのおかげなんだ」


    　しんみりとした空気が流れる。何人かが口を開こうとするが、うまく言葉が出ないようだった。斗和は自分に視線を向ける寧ね々ね音ねたち、一人一人の顔を見つめながら宣言する。


    「神に協力し、見えない壁の世界をつくり出す異能力者は、俺たちの敵だ！　絶対に見つけ出し、その罪を贖あがなわせ、青あお葉ばや卓二キタジ、真ま湖こちゃんたちをきっと目覚めさせてみせる。みんなの協力があれば、絶対に成し遂げることができる。だから、みんな──」


    　カラン。


    　氷のぶつかる乾いた音が、斗和の背後から聞こえた。驚いて振り返ると、かりもがマンゴージュースの入ったコップを落としていた。濃くて粘ねばりけのある液体が、畳の上で吸収されず広がっていく。まるで粗そ相そうをして混乱する子供のように、かりもはコップを落とした姿勢のままで固まっていた。


    「あらあら、気にしないで～」


    「とりあえず、おしぼりで」


    　弥生やよいと銀ぎん河ががおしぼりを持って、かりもに近づいていく。それを見たかりもは驚いたように立ち上がり、走って部屋を出ていってしまう。


    「かりもっ！」


    　嫌な予感がした。もう二度と彼女に逢あえないような、不気味な感覚。斗和は咄とつ嗟さに駆かけ出して、かりもの後を追う。誰もいない廊下を突き進む。給仕として動いてくれた信徒は離れにいるため、この建物の中には斗和たちしかいない。


    　夏場は焼き肉でもするのだろうか、炭火焼きの設備付きのテーブルが並ぶ板張りのテラスでかりもに追いついた。彼女の細い腕を摑つかみ、強引に足を止めさせる。


    「かりも、いったいどうしたんだ？」


    　自分が軽い気持ちで伝えてしまった真実が、かりもにショックを与えてしまったのは明白だ。だけど、どうしてそこまでショックを受けるのかがわからない。


    「斗と和わはその、……見えない壁の世界をつくり出す者を見つけたら、……どうするのです？」


    　集中しなければ聞き取れないような小さな声で、かりもが問うた。顔は俯うつむいたままだ。


    「……殺す。そいつは俺おれたちの敵だ」


    　やや躊躇ためらってから答えた。なるほど、斗和たちの態度から、抜き差しならぬ不ふ穏おんな空気を感じていたのだろう。かりもがそれを心配していても不思議ではない。


    「人を殺すことは、確かに許されることじゃない。だけど、今回は違う。かりもはまだ実感がないかもしれないけど、俺たちが殺そうとしている相手は、とても残ざん虐ぎやくで邪じや悪あくな奴やつなんだ。神の名を借りて、非道の限りを行おこなっている」


    　びくりと、かりもの肩が揺れた。自分を抱き締めるように、自由なほうの腕で胸を抱く。


    「……斗和。たとえば、たとえばですよ。……その者の目的が、お父様と一体になることだったらどうでしょう？」


    「──なんだって？」


    　無意識に言葉が険けんを持つ。お父様とは、かりもが信しん奉ぽうする神のことだ。


    「そうやって引き抜かれた精神は、お父様の一部となって生き続けるのです。素晴らしいことだとは、思いませんか？」


    　斗和は、言葉を失った。かりもの言っている内容が、硬い異物のようになって、うまく頭に入ってこない。


    「確かに凄せい惨さんな経験をしたかもしれません。だけど、それがお父様と一つになるための試練だとわかれば、誰もが幸福に、光栄に思うのではないですか？　それなら──」


    「──ふざけるな」


    　ガツン、と頭を殴られたような思いだった。沸ふつ々ふつと怒りが湧わいてくる。感情が暴走するのを止められない。


    「何を言ってるんだ？　かりも」


    「ですから、お父様と──」


    「おまえはっ、自分が何を言ってるのかわかっているのかッ！」


    　感情が怒りの咆ほう哮こうとなって迸ほとばしる。ちりちりとした怒りが眉み間けんに走り、乱暴にかりもを押し倒した。彼女の華きや奢しやな肩を押さえつけ、テーブルの上に彼女が仰あお向むけになる。怯おびえたような表情で、かりもは目を見開いていた。構うものか、と斗和は思った。


    「神と一つになるだ？　そんなモノを喜ぶ馬ば鹿かがどこにいる！　大切な人を失った悲しみも、その身に受けた苦しみも、何一つ満たされることはない。神と一つになるなんてことは、土下座されても願い下げだ！」


    「斗と和わ！　なんて罰ばち当あたりなことをッ！」


    　珍しくかりもが声を荒らげる。だが、斗和も止まらない。正直、裏切られた気分だった。


    　かりもは自分たちのことを心配して、斗和のことを想おもって塞ふさぎ込んでいるのだと思っていた。だけど、違った。神を信しん奉ぽうする彼女は、同じく神の指示に従って動く〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉の異能力者のほうに心を寄せていたのだ。斗和と敵対する相手のほうへ。


    　それが堪たまらなく悔くやしい。かりもには、彼女にはどんなときでも自分の味方でいてほしかった。かりもの心はいつでも、自分のほうを向いていてほしかった。なのに──。


    「よく考えろ、かりも。そのお父様とやらは、おまえに何をしてくれた？　普通に幸福な家に生まれていれば、家出をすることもなかったはずだ！　お父様神なんていない。いるのは、不幸な出来事を試練だとごまかして、邪じや悪あくな行おこないを正当化する悪魔のような存在だけだ！」


    「違います、斗和。お父様は──」


    「違わない！　なんでそんなこと言うんだよ、かりも。おまえはみんなが、大切な人を失った人々が、どんな気持ちか考えたことがあるのか？　俺おれや一いち花かが、そんな目に遭あっても、同じことが言えるのかよッ!!」


    　かりもは、答えなかった。まるで物には名前があることを初めて知ったヘレン・ケラーのように、驚きに打ち震えている。


    「最低だよ、おまえは……」


    　それは、誰に向けて言った言葉なのか。斗和は荒ぶる感情をコントロールできずにいた。自分が自分でなくなったかのようだ。


    「うっ、……ううっ。くぅっ！」


    　かりもの目から、涙の筋が流れ落ちる。罪悪感がじわじわと心臓を侵食していく。あのかりもが泣くのだという事実と、彼女を泣かせてしまったのが自分だという衝しよう撃げきに、頭が真っ白になった。


    　斗和は彼女の肩を押さえつけていた手を放し、涙を流すかりもを呆ぼう然ぜんと見下ろした。何をやってるんだ、という後悔の気持ちが湧わき上がってくる。だが、自分は間違っていないはずだ。


    「……悪かった」


    　居たたまれなくなって、斗和は踵きびすを返す。もはや、どんな言葉をかけても、元の関係に戻れないような気がした。彼女の信奉する神の話も、自分たちの身に起こった惨さん劇げきのことも、下へ手たに気を遣って棚上げにしていた分だけ高く積みあがり、一気に雪崩なだれを起こしてしまったのだ。


    「もう、キミ。いったい何やってんのよ？」


    　テラスから戻ると、心配して後を追ってきたのだろう、銀ぎん河がと笠かさ根ね木ぎ、霜しも月つきと汐せ摘つ心なの姿があった。一部始終を見られていたかと思うと、なんともばつの悪い気持ちになる。


    「天あま音ね川がわ。かりものこと、頼んでいいか？」


    「はぁ、仕方ないわね。いいわよ、貸し一つね」


    「斗と和わ。屋上にある温泉に行ってみない？　いい気分転換になると思うよ」


    「おっ、いいな、それ。ひとっ風ぷ呂ろ浴びてくるか」


    　汐せ摘つ心なの提案に、笠かさ根ね木ぎも乗っかってくる。二人が気を遣ってくれているのは明白だ。


    「なんで君まで来るのさ。ボクは斗和と二人だけで入りたいの。そんなにボクの裸はだかが見たいのかなぁ、このスケベ」


    　汐摘心が口を尖とがらせて言う。


    「ば、馬ば鹿か！　そんなわけあるか。お、俺おれは男なんかにゃ興味はねぇ」


    「ふ～ん」


    　汐摘心が確かめるように近づいていって、笠根木の顔を下から覗のぞき込む。


    「ねえ？　男に興味がないっていう笠根木は、どうして頰ほおを赤らめて目を背そむけてるの？」


    　銀ぎん河がが不機嫌そうな表情で言う。


    「し、仕方ねえだろっ。こんなの反則だろうがっ！　お、おまえだって汐摘心を最初に見たとき、馬鹿みたいに口をぽかんと開けて、見み蕩とれていただろうが！」


    「というか、笠根木先輩。なんとしてでも一緒に入浴してください。この二人をお風ふ呂ろ場ばで二人っきりにするのは危険です卑ひ猥わいですッ！　取り返しのつかない何かが起こります！」


    　霜しも月つきが唾つばを飛ばしながら抗議してきた。汐摘心は作り笑え顔がおを浮かべ、


    「大丈夫だよ。きれい好きの男と男が、一緒にお風呂に入って洗いっこするだけだから」


    「そのフレーズがすでにアウトです！」


    



    　霜月の説明によると、屋上にあるのは、近くの源泉から引いてきた天然温泉らしい。下にいるときは気づかなかったが、脱衣所まで来ると、温泉独特の湿気と臭においが漂ただよってきた。


    「斗和、助けて。笠根木がいやらしい目でボクのこと見るんだ」


    　半裸になった汐摘心が、怯おびえたように寄り添ってくる。


    「てっめ、ふざけんなっ！　男の裸なんか見てもうれしくもなんともねえよッ！」


    　パンツ一枚になった笠根木が声を荒らげるが、やはり気になるのか片手で顔を覆おおっている。


    「……ああ」


    　斗和は上うわの空そらで答えた。先ほどの、かりもとのやり取りを激しく後悔している。どうしてあんな態度をとってしまったのか？　いや、それだけではない。かりもの態度もよくよく考えれば変だ。まるで──。


    　不意に思考に靄もやがかかる。頭の奥で何かが激しくざわついていた。斗和の深層心理が、それ以上考えることを恐れているかのように──。


    「……もう」


    　汐摘心は嘆たん息そくすると、金髪を巻き上げてアップにし、髪留めで固定する。純白のタオルを巻きつけて胸まで覆おおい、すらりと伸びた足から、器用にパンツを抜き去った。


    「ん？　どうしたの？　斗と和わ」


    　あどけない表情で問いかけてくる汐せ摘つ心なを見て、斗和は我われに返る。完かん璧ぺきな美少女がそこにいた。どうしても、彼が男だとは思えない。


    　立ち振る舞いからは色いろ香かがあふれ出し、一いつ挙きよ一いち動どうに鼓こ動どうが高鳴る。不ふ謹きん慎しんに思えるほどあっ


    さりと、陰いん鬱うつだった斗和の心さえも鷲わし摑づかみにしてしまった。


    「あ、いや」


    　斗和は動揺を隠すように勢いよく全裸になる。


    「きゃっ！　もう、脱ぐなら脱ぐって言ってよね！　馬ば鹿か」


    　顔を真っ赤かにした汐摘心が慌あわてたように後ろを向く。少し上気したシミ一つない色白の肩が、やけに眩まぶしく映った。


    



    「いいお風ふ呂ろだね～」


    　満足そうな汐摘心の声があたりにこだまする。斗和たち三人は、それぞれ少し距離をとって温泉に浸つかっていた。湯気がいい具合に汐摘心の体を隠し、変に緊張せずに済む。


    「こんなに広いと泳ぎたくなるよね。斗和もどう？　一緒に」


    「いや、俺おれはいいよ。汐摘心もいいのか？　激しい運動はまずいんだろ？」
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    　そういや一いち花かも、温泉に入るたびに泳いでいたな、と斗と和わは思った。迷惑をかける客がいないとしても、やはりこの年になって温泉で泳ぐのは恥ずかしい。


    「ふ～んだ」


    　拗すねたような汐せ摘つ心なの声。ややあって、彼がいた方向から激しい水みず飛沫しぶきが上がりはじめる。


    「うわ、あいつ。ちっちゃいくせにパワーあんな」


    　笠かさ根ね木ぎが感心したように言った。確かに思ったよりも力強い泳ぎをしている。


    「え？　もしかしてボクのこと言ってる？」


    「え？」


    　斗和は思わず声を漏もらした。見ると先ほどと同じ位置に汐摘心の姿がある。つまり、今泳いでいるのは違う誰かなのだ。神しん悠ゆう言げんの信徒だろうか？


    　水飛沫がまっすぐ斗和に向かってくる。そしてひときわ大きな水飛沫が上がると、その人物が姿を見せた。


    「────ッ!!」


    　斗和は思わず息を呑のむ。一気に熱が奪われ、まるで氷水に浸つかっているような寒さむ気けを覚えた。戦せん慄りつが落らく雷らいのように全身を貫つらぬき、ぎゅっと心臓を握り締める。


    　それは、予想だにしなかった人物。なぜこのタイミングで、という疑問符が浮かぶ。反射的に立ち上がり、そいつの名前を叫んだ。


    「山やま田だ、喜き一いち郎ろうぉおおおおおおおおおおおおおおッ!!」


    「ふははははははははっっ！　いい湯だなぁ！　少年ッ!!」


    　金髪金眼の殺人鬼。世界を救うという目的を持つ、最強の存在がそこにいた。


    「おいおい、そう警戒するな。風ふ呂ろというのは腹を割って話し合うところであって、腹を割って殺し合うところではない。丸腰なのはお互い様だろう？　ん？」


    　山田がまるで見せびらかすように、湯が滴したたる裸ら体たいを強調してくる。


    　ぎりり、と奥歯が鳴った。何がお互い様だ。斗和は憤いきどおりながら山田の裸体を注視する。


    　もはや専門的な知識など必要ない。極限まで鍛きたえ抜かれた無駄のない筋肉。しなやかさと強きよう靱じんさが絶妙なバランスで混じり合い、その肉体が凶器そのものであることを如によ実じつに表している。戦うまでもなく、この肉体を見せられた時点で、多くの者は戦意を消失させるだろう。


    「くくくく。照れるなぁ～、照れるじゃないか。そんなに熱い眼まな差ざしを向けられると、年とし甲が斐いもなく体が火ほ照てってしまうぞ、少年」


    「ボク以外の男の体をガン見しすぎだよ、馬ば鹿か」


    　汐摘心のむくれたような声で、斗和は若じやつ干かん心に余裕を取り戻した。少なくとも山田は、まったく話の通じない相手ではない。


    「ほう、貴き様さまは見ない顔だな？　女のようでもあるが、もしかして男か？　さすがは少年だなぁ、見境がない」


    「そういうおまえはフェンリルだね。神を殺して回ったとされる魔物。狼おおかみの姿に似ているけど狼じゃない。まるで人の姿をしているけど、人間じゃないおまえを表すみたいだね。殺人鬼」


    　汐せ摘つ心なが挑ちよう発はつするように言う。だが今の汐摘心では、山やま田だの相手にはならないだろう。彼の〈今は遠きアルカの願いパーシヴアル・クロニクル〉は、一度でも使用した異能力はストックから消えてしまう。今は使えるのは、〈死者の願いは凶器を紡ぐデツドマンズ・スミス・改〉と数日前に操みさおに見せてもらった〈執念深き赤雷の牙サラマンドラ〉だけだ。


    「ほう。ずいぶんと知ったように言う」


    「名前は大切だよ。事象は名前を得ることで現象となる。世界に名前を定義することで、それは現実となるんだ。異能力だってそうでしょ？　すべての名前には意味がある」


    「さすがは《瞬しゆん刻こくの名を冠かんする者》といったところか。自身が持つ名前の意味も理解しているのか？」


    　ざわりと斗と和わの中で何かが不ふ穏おんな音を立てた。汐摘心が山田を知っているのは、自分が話したからだ。だがその逆はない。ならば、なぜ山田は汐摘心のことを知っているのだろうか？　悪い予感が加速する。まさか二人は──。


    　だがすぐに、その推測を否定する。汐摘心は警戒する面おも持もちで山田を睨にらみつけていた。彼自身も訝いぶかしんでいるのだ。山田に情報が漏もれている事実に。


    「なるほどね。盗聴器の類たぐいかな？　斗和の動きを監視していたね」


    「盗聴器だと？　くくくく、あはははははっ！　私がそのようなことをすると思うか？　そうか思うのか？　ぶっちゃけそのとおりなんだがなっ！」


    　斗和は愕がく然ぜんとする。確か以前、奴やつは自分のことを調べたと言っていたはず。ならば住所も把握している可能性があった。昼間は誰もいない家に盗聴器を仕掛けることは容易だろう。こうして言われるまで、斗和はその可能性すら想像していなかった。


    「覚えておけ少年。攻めようとしているときが、もっとも守りが甘くなるモノさぁ。まあ、ここにいる連中よりはマシだがなぁ。広大な敷地に視界を遮さえぎる植物、セキュリティの甘い和風の建物。侵入は驚くほど容易だったぞ。異能力があれば恐れるモノなど何もないという慢まん心しんが大きな隙すきを生む。そうは思わんか？　ん？　少年」


    「もしかして百貨店にいたのは──」


    「ああ、あれは単なる偶然だ。なんでもかんでも結びつけるのは悪い癖くせだぞ」


    「ってことは、今回は偶然じゃないってことだね」


    　汐摘心が言こと葉ば尻じりを捉とらえる。


    「貴き様さまの目的はなんだ？　どうしてここにいる？」


    「水着回というやつさ、いや、この場合は文字どおり温泉回かな」


    「何を言っている？」


    　斗和は眉まゆ根ねをひそめた。山田の言葉はまるで理解できない。


    「少年は本当、この手の教養がないなぁ。いいか、最悪の出会いをした少年と私は、共通の敵と戦うという名めい目もくで力を合わせた。ならば次に来るのは、友情を深める目的と読者サービスを兼ねた温泉のシーンだろう？　王道中の王道じゃないか。それのどこに不思議がある？　ん？　男しかいない点か？」


    　斗と和わは押し黙る。さすがにこれを信じるほど呆ほうけてはいない。奴やつの目的はほかにあるはずだ。「それにしても少年の反応は最高だったぞ。普通に登場してもつまらんからなぁ。ここで一時間以上も待っていた甲か斐いがあったというモノだ」


    「俺おれが温泉に来なかったら、どうするつもりだったんだ？」


    「…………。ふっ、なかなか鋭するどい指摘だなぁ、少年」


    「あれ、絶対考えてなかったって反応だよ、斗和」


    　汐せ摘つ心なが小声で囁ささやいてきた。


    「そろそろ本当の目的を教えてもらおうか、山やま田だ」


    「いいだろう。さすがにこのシュールな光景にも飽きてきたところだ。──少年には一つ、やってもらいたいことがある」


    「俺が、貴き様さまの言うことを聞くと思うのか？」


    「聞かなければ自分でやるだけさ。少し面倒だがな。しかしこれは、少年にもメリットがあることだぞ？」


    　山田喜き一いち郎ろうという人物。奴やつは信頼できる。それは人間として、という意味ではない。


    　殺人鬼として、人殺しの鬼として信頼できた。奴が動けば必ず人が死ぬ。それと同時に大きく物事が動く。いわゆる諸もろ刃はの剣つるぎ。そして斗和の知る山田は、交渉事で噓うそをつくことは決してない。確かに今回は噓をついているかもしれない。けれども騙だまされるかも、という可能性を抱いだくだけならば誰にでもできる。


    　決断とは、可能性がもたらす不安と恐怖を払ふつ拭しよくし、不確定なモノを選択する行為なのだ。


    「……条件がある。関係のない人間を殺すな」


    「お、おいっ！」


    　笠かさ根ね木ぎが驚いた声をあげる。斗和が山田の要求を呑のむとは思っていなかったのだろう。


    「ほう。それは私に言っているのか？」


    「そうだ」


    　山田が右手で自分の口を摑つかむようにして、口元を隠す。何かを思考するような態度。いや、笑いを堪こらえているのか？


    「いいだろう。ちなみに集団昏こん睡すい事件の真相を隠している者や、私の邪魔をする輩やからは、関係がある人間と定義してよいな？」


    　それは同時に、山田が殺すと宣言した相手でもある。


    「……それで、構わない」


    「くくくくっ、ふはははははッ！　やっと大人の交渉ができるようになったじゃないか、少年。やったなぁ。──では、依頼の内容を伝えよう」


    



    　温泉から出ると、入り口のところに霜しも月つきと弥生やよいがいた。摩ま響ゆらの準備が整ったので、本殿に案内するとのことだ。


    　山やま田だが動く以上、死人が出る可能性がある。だがそれは、斗と和わが協力しなくとも結果は同じこと。ならば、まったく情報がない状態よりも、山田のやろうとしていることを把握していたほうが、いざというときに被害を最小にできるはずだ。


    　だが神しん悠ゆう言げんの二人に、山田がここにいることを伝えるわけにはいかない。それは山田との約束をこちらから破ったことになり、「無関係の者を殺さない」という約束さえも反ほ故ごにされてしまう。伝えるとしても、タイミングを見計らう必要があった。


    　斗和は思案したあと、汐せ摘つ心なを残すことに決めた。事情を知る汐摘心に一いち花かたちを護まもってもらい、場合によっては事実を話してもらうのだ。


    　不意に先ほどの「美女と殺人鬼」というゲームを思い出す。今は文字どおり、殺人鬼のカードを仕込んだ状態なのだ。じくりとした罪悪感が胸を突き刺してくる。


    「では行きましょうか～」


    　弥生の言葉を受けて、斗和たちは車の待つ玄関へと歩き出す。


    「斗和」


    　汐摘心が走り寄ってきて、最後尾を歩く斗和の腕を摑つかんだ。素早く口を耳に寄せてくる。


    「ボクはいつだって斗和の味方だよ。だから、今は言うべきじゃないと思う。でも、覚悟をしておいてね。たぶん斗和にとって残酷な現実が待ってると思う」


    「……汐摘心？」


    「ボクは後から来たからね。変なフィルターが入っていないぶん、バレバレに思えるんだけど」


    「こら、そこの妖よう艶えん男おとこっ！　私の斗和先輩に近づかないでくださいっ！」


    　霜月が眉まゆ毛げをつり上げ、斗和と汐摘心の間に割って入る。


    　心臓がどくどく鳴っていた。不ふ穏おんな予感を覚える。いったい何がバレバレだというのか？


    



    　あたりはすっかり薄暗くなっていた。車に乗って数分で本殿に到着する。如い何かにも歴史ある風ふ情ぜいの和風の屋敷で、どこか厳おごそかで静せい謐ひつな空気が漂ただよっていた。


    「やあやあ、斗和くん。よく来てくれましたね」


    　玄関には睦む月つきの姿があった。動揺が顔に出ないよう、気を引き締める。ほかにも数人、巫み女この衣装に身を包んだ少女たちが出迎えてくれている。


    「全員が八や社め巫女よ」


    　弥生がそっと耳打ちしてくれた。途端に気が引き締まる思いがする。霜月をはじめ、八社巫女たちには何度も会ったことがあるが、こうして出迎えられると、自分が神しん悠ゆう言げんの中心部に来てしまったのだという実感が湧わく。


    　ただ皐さ月つきの姿は見当たらなかった。影を踏んだ相手の動きを止める異能力者で、緑色のショートヘアに真しん紅くの瞳ひとみを持つ、櫛くし灘なだ学園の生徒だ。


    「そちらは笠かさ根ね木ぎくんですね？　初めまして、神悠言の八や社め巫み女こが第一席、睦む月つきです。表情が硬いようですが、緊張してらっしゃいますか？」


    「あ、……いえ。ども、初めまして」


    　笠根木が陰いん鬱うつに返事をする。まだ山やま田だと出会ったショックが残っているのだ。見ただけで竦すくみ上がり、何もできなかった自分。笠根木が強くなろうとずっと努力していたことを斗と和わは知っている。それがなんの意味も成さなかった事実が、彼の心を深く傷つけていた。


    「斗和くん、改めてお礼を言わせて頂きますね。弥生やよいと霜しも月つきを助けて頂き、ありがとうございます」


    　睦月が深々と頭を下げる。それに合わせてほかの八社巫女たちもお辞儀をした。元から摩ま響ゆらとの面会には、霜月と弥生だけが立ち会う予定だった。どうやら睦月たちは、お礼を言うためだけに、こうして出迎えてくれたらしい。


    　睦月たちと別れ、霜月と弥生に案内された斗和と笠根木は、長い迷路のような構造の廊下を進み、ひときわ瀟しよう洒しやな作りの襖ふすまの前に連れてこられる。摩響の部屋だ。痺しびれるような緊張が走る。それは後ろめたい策略とは別の感情。斗和本人の、まだ日常だった頃の気持ちだ。摩響と萌も由ゆ里りは瓜二つの容姿をしている。摩響の姿は、否応なしに萌由里を思い出させる。


    「失礼します」


    「……入りなさい」


    　ややあってから、摩響の声が返ってきた。動揺が全身を包み込む前に、襖が開け放たれる。


    　瑠る璃り色の長い髪に菫すみれ色の瞳ひとみ。整った顔には巫女らしい化粧がなされている。頭には純金の髪飾りを着け、外で会うときとは違う、華やかで豪奢な姫ひめ巫女の正装に身を包んでいた。


    　最近の出来事が祟たたっているのか、少しやつれたように思える。


    『斗和くんは、今でも萌由里ちゃんのことが好き？』


    　不意に寧ね々ね音ねの言葉が甦よみがえってきた。ずっと棚上げにしていた心の問題。萌由里と摩響は別人だ。だから厳密には違うのかもしれない。だけど本当はもう気づいていた。久しぶりに摩響に逢あったときに感じるこの感情は、おそらく萌由里が目覚めたときも、まったく同じだろうと。


    　萌由里は斗和にとって日常の象徴。学校で一番可愛い女の子という、ドラマ性のないごくありふれた理由で心を惹ひかれていた。けれども今は日常を絶する経験をし、精神も肉体も別のモノに組み替えなければ、生き残ることはできなかった。


    　そう、自分という人間はとうの昔に変わり果てていたのだ。日常の恋心はすでに過去の記憶へと変へん貌ぼうし、違う相手を好きになっている。摩響はそれを強く教えてくれた。


    「我われは神しん悠ゆう言げんが姫ひめ巫み女こ、天あ名な地い鎮ち摩ま響ゆら。其方そなたには、もはや紹介はいらないでしょうけど」


    　摩響が少しだけほっとしたような表情をする。まるで親しい友人が訪ねてきたような反応だ。


    「まずは其方に礼を言います。霜しも月つきと弥生やよいが世話になったようですね」


    　お礼の言葉からはじまり、次に一連の集団昏こん睡すい事件が、神悠言の信しん奉ぽうする神の仕し業わざであることを正式に認めた。事前に霜月たちから聞いていたことではあるので、それほど驚きはない。


    「神の望みと今回の集団昏睡事件がつながっていたことは、神悠言も知らなかったことです。ですが、責任逃のがれをするつもりはありません。すべては我われの至らぬところ。ですからどうか、ほかの信徒を徒いたずらに貶おとしめるようなことはしないでほしい」


    「二千年前からの悲願だそうですが、それが最近になって急に動き出したのはなぜですか？」


    　斗と和わは質問を投げた。


    「例の〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉の神しん代だいを持つ者。それと接触できたからでしょう。何者かまでは摑つかめていません。ただ神悠言の信徒ではない、と神はおっしゃっています」


    　さすがにそれは、噓うそでもそう言うしかない。神と対話する権利を持つのは姫巫女だ。それなのに姫巫女の与あずかり知らぬところで神と接触していた信徒がいたなら、それは神悠言の存在自体を侮ぶ辱じよくしたことになる。摩響もそれを理解しているのだろう。表情や口く調ちようから、口くち惜おしさが滲にじみ出ていた。


    「今回の集団昏睡事件が神の仕業とわかったはずですが、これからどうするつもりです？」


    「何も変わりません。神悠言の存在意義は、神の声を聴き、それを成す代行者。勘違いをしてはいけません。この世界も我らも神が創りしモノ。神あってこその我らなのです」


    　焼けるような衝しよう撃げきが、斗和の眉み間けんを貫つらぬいていく。ふざけるな、という思いが怒りとなって全身の筋肉を震わせた。脳のう裏りに浮かぶのは、かりもの姿。「お父様」という存在を信奉し、あまつさえ神と一体になるのは幸福だ、とも言い放った。


    　あまりにも遠い価値観。あまりにも違いすぎる考え。その事実が堪たまらなく悲しい。


    　理性では理解している。ニュースで紛争の映像が流れるとき、その一部は宗教が絡んだモノだ。人の命は信仰よりも軽い。そして世界規模でみた場合、九割近い人間がなんらかの宗教を信奉している。斗和にとっての非常識は、世界にとっての常識なのだ。かりもや摩響の考え方のほうが、人類の多数派となる。


    　長い沈黙が流れた。摩響は伝えるべきことをすべて伝え、斗和もこれ以上の会話は意味がないと判断する。


    　ふと斗和の携帯電話が震えた。メールだ。だがさすがに、今のこの状況でメールを見ることはできない。


    「そういえば、そ、其方と霜月はその、男女の仲になったと聞きましたが……」


    　重い空気を押し流すように、摩響が訊きいてきた。その表情は恥ずかしそうでもあり、どこかむくれているようにも見える。それが萌も由ゆ里りの姿と重なり、斗和は少し寂しく思った。


    「は、はい。……えへへ。そう、なんです」


    　霜しも月つきが両手の人さし指同士をつんつんとくっつけながら、恥ずかしそうに答える。


    「そ、そうですか……。節せつ操そうのない無ぶ頼らい漢かんだとは思っていましたが、よもや八や社め巫み女この、しかも霜月に手を出すとは……」


    　摩ま響ゆらがぶすっとした表情で言う。こちらを見る目が、少しだけ冷ややかだ。


    「其方そなたもしかして、ロリコンというやつか？」


    「へ？　ロリ？」


    　意外だったのか、きょとんとした表情のまま霜月の動きが止まる。


    「いや、違いますよ。俺おれはロリコンじゃない。どちらかと言えば、胸が大きくて大人びている女性のほうがタイプです」


    「って、全否定じゃないですかっ！　彼女の私を目の前にして言う科白せりふじゃないですよ！　酷ひどいです鬼き畜ちくです！　このむっつりサディストッ！」


    「あら～、じゃあ、斗と和わくん。私と付き合ってみる？」


    「弥生やよいお姉様ッ!?」


    　霜月が涙ぐんだ声で悲鳴をあげる。弥生は巨乳で大人びた雰囲気を持つ女性だ。


    「霜月、落ち着きなさい。弥生も破は廉れん恥ちなことを言わないで。──まったく、こんな最低な女ったらしのどこがいいのでしょう。理解に苦しみます。我われの胸を揉もんだくせに」


    　摩響が不満げな表情で呟つぶやいた。


    「あの、一つお願いがあるのですが……」


    　会話が一段落したタイミングで、斗和は切り出した。


    「なんなりと。其方には礼をすべきだと思っています。ただし卑ひ猥わいな要求は禁止です」


    「それでは、──天あ名な地い鎮ちさんの固有神しん代だい、〈虚空なる蛇の憂いアカシツクレコード〉。それによってなされた世界滅めつ亡ぼうの予言。それを見せてください」


    　山やま田だ喜き一いち郎ろうの依頼。それは世界の滅亡について書かれた予言書の内容を確認すること。山田がどうしてそれを知りえたかは知らないが、それを見ることは二つの結果をもたらす。


    　一つは、世界を滅亡から救う方法。〈虚空なる蛇の憂いアカシツクレコード〉で予言された内容は改変可能だ。いや、むしろ改変できる未来を予知する能力といったほうが正しい。


    　次に、神しん悠ゆう言げんの裏切り者の存在。摩響が聞かされた内容と実際の〈虚空なる蛇の憂いアカシツクレコード〉の内容が違えば、それは睦む月つきの裏切りを意味する。


    　なぜなら出現したばかりの〈虚空なる蛇の憂いアカシツクレコード〉を確認したのは八や社め巫女の代表である睦月と、後こう楼ろう会かいの代表者二名。しかし、その二名はここ三年の間に死んでしまったというのだ。つまり摩響の予言を真に知るのは睦月だけとなる。


    　斗和の望みを知った摩響は、訝いぶかしげな表情で斗和を睨にらみつけ、次に霜月と弥生を見る。誰が自分の異能力のことを斗和に話したのか、探っている表情だ。心当たりのない霜月と弥生も互いに顔を見合わせ、自分が知らない間に相手が伝えたのだろうと思った様子だった。


    「……わかりました」


    　長い沈黙の末、摩ま響ゆらが承諾する。最初は断ことわられると思っていただけに、斗と和わは拍ひよう子し抜けした。いや、摩響の固い決意の表情は、いずれこのようなことが起こるのを予感していたように思える。彼女も睦む月つきに不信感を抱いだいていたのだ。


    　斗和たちは摩響の案内で奥に進み、姫ひめ巫み女こしか入れないという宝ほう物もつ庫こ、汎ハン夢ム簾ス殿デンへと降りた。ひんやりとした冷気の塊かたまりが充満していて、急激に体温を奪い去っていく。長く先の見えない洞どう窟くつのような階段は、あの世へ続くと言われる黄泉よもつ平ひら坂さかを彷ほう彿ふつとさせる。


    　やがて、香の匂においが漂ただよう二十畳ほどの和室にたどり着いた。奥にも扉とびらがあるようだが、目的の品はここに安置されているらしい。


    「斗和先輩。私もここに来るのは初めてです」


    　霜しも月つきが怯おびえたように、斗和の服の裾すそを摑つかんでくる。


    「ここ、姫巫女以外入れないってことなら、掃除とかどうしてんだ？」


    　笠かさ根ね木ぎがどうでもいい感想を漏もらした。


    　摩響の体が瑠る璃り色の燐りん光こうを放つ。異能力の発現だ。祭壇のような場所に安置してあった漆しつ黒こくの文ふ箱ばこが「カチリ」と乾いた音を響かせた。そして摩響が、中から透明な板に保護された和紙を取り出してみせる。これが世界滅めつ亡ぼうの予言書なのだ。


    　斗和はまるで生まれたての赤子を受け取るように、慎重にそれを手に取り、板を見た。


    「何も書いてないみたいですが……？」


    「そんな馬ば鹿かなっ！」


    　言ったのは霜月だ。彼女は斗和から板を奪い取って、穴が開くほど板を睨にらみつける。ややあって、泣きそうな顔で首を振った。


    「……我われの与あずかり知らぬところです」


    　摩響は寂しそうに、そして何かを覚悟するように言った。真の予言書は隠され、その行方ゆくえを知る者は睦月だけ。集合精神界アツイルトへ直接行ける睦月ならば、摩響をはじめ神しん悠ゆう言げんを騙だますのは容易だろう。摩響も睦月の裏切りを理解したようだ。そして──。


    



    「斗和くん？」


    



    　唐突に声がした。それは決してあってはならない声。絶望の音ね色いろだ。


    　首を絞められたような息苦しさが、頭を朦もう朧ろうとさせる。黒板を爪つめで引っかいたみたいな不快な耳鳴りを覚えながら、斗和はゆっくりと振り返った。


    　──天あま音ね川がわ銀ぎん河がが、そこにいた。


    　訳がわからないといった感じの表情。いや、大きく見開かれたアクアブルーの瞳ひとみが、無意識にこの状況を理解しているのだろう。


    「……噓うそ、だろ？」


    　斗と和わは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。心臓がうなされたときのように、歪いびつな悲鳴を奏かなでている。


    　するすると衣きぬ擦ずれの音。銀ぎん河がのズボンが畳の上に落ちる。サイズの合わない男物のズボン。


    「あれ？　なんで、私。笠かさ根ね木ぎの服を、着て……いるの？」


    　見開かれた銀河の両目から、大粒の涙があふれ出す。彼女の象徴である銀色のツインテールが小刻みに揺れていた。


    「ねえ？　これ、どういうこと？　なんで、私は、ここに……いるの？」


    　だけど斗和は答えない。自身も混乱していて、答えることができなかった。まさか、そんなことが──。


    「なんで私が笠かさ根ね木ぎの服を着てるの？　笠根木はどうなったの？　斗和くんなら、知ってるでしょ？　ねえ、教えてよ。何が起こってるの？　ねぇ、ねぇ、ねぇえええええッッ!!」


    　銀河の絶叫がこだまする。うまく反応できず呆ぼう然ぜんとする斗和を激しく揺すり立てる。彼女の目からは、ぼろぼろと涙があふれ出ていた。無意識の領域で漠ばく然ぜんと、その悲ひ惨さんな事実を理解しているのだろう。


    「そ、んな……。噓うそだろ？　笠……根木？　笠根木ぃいいいいいいいいいいいいいッッ!!」


    　そう自分は知っていたはずだ。殺人鬼・山やま田だが動くとき、それは誰かが死ぬときだと──。
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    　　　第四章　その金色は歓喜する


    



    「さて、女性だけとなったところで、楽しい楽しいガールズトークをしましょうか？」


    　操みさおの声は、その内容に反して剣けん呑のんな空気を孕はらんでいた。一いち花かは戸惑った様子で、寧ね々ね音ねも不安げな表情をしている。


    　それは銀ぎん河がも同じだった。突とつ如じよ現れた汐せ摘つ心なに不信感を抱いだくのは当然のことかもしれないが、こんな尋じん問もんみたいなやり方は好きではない。


    「ボクを女の子として扱ってくれるのはうれしいけど、露骨な態度は正直どうかなぁ？」


    　銀河は汐摘心とは何度か会って話をしたことがあるが、彼は斗と和わとかりも以外には冷たく好戦的な態度をとることも多いと感じていた。まるで他人をまったく信用していないかのようだ。


    　風ふ呂ろ上がりの汐摘心は女の自分が見ても、どきどきするレベルで、見ているこっちのほうが恥ずかしい気持ちになる。斗和と笠かさ根ね木ぎは姫ひめ巫み女こと謁えつ見けん中で、かりもはトイレに行くと言ってこの場にはいない。


    「まず、あなたの真の目的は何かしら？」


    「ストレートだね。そういう態度は嫌いじゃないよ。だけど返答は変わらない。前に言ったとおり、ボクの目的は斗和に名前を思い出してもらうこと。ボクは斗和と前世から運命的なつながりを持っているんだ」


    「私、前世とか信じないタイプなの」


    「そう？　病的なまでに思い込みが強そうなタイプに見えるけど」


    「……言い方が悪かったわね。あなたの言葉が信じられないの」


    「なら、こんなやりとりはやめるんだね。時間の無駄だよ」


    　汐摘心の科白せりふに、操は押し黙る。論ろん破ぱされたというよりは、次にどんな質問をしようかと悩んでいる感じだった。


    「汐摘心さんは、その……本当に、神とか神しん悠ゆう言げんとつながりがないの？」


    　汐摘心が銀河に視線を向ける。それだけで銀河の心臓がどくんと跳ね上がった。憧あこがれのアイドルと街で目が合ったみたいな感じ。


    「ボクを疑う気持ちはわかるよ。タイミングが悪かったしね。ただ本当に神悠言方面とは無関係なんだ。どちら側かと言えばボクは、斗和が師匠と呼ぶ人物のほうに関係している」


    　その科白に誰もが息を呑のんだ。師匠。斗和が心しん酔すいする謎なぞの青年。今の状況でその存在は、あまりにも場違いだった。


    「師匠って実在したんだね。お兄ちゃんの妄もう想そうかと思ってた」


    「えっ!?」


    　何気なく言う一花の科白に、銀河は仰ぎよう天てんする。それは操も寧々音も同じだった。


    「どういうことなのかしら？」


    「あ、うん。お兄ちゃんが師匠の話をしはじめたのは、ここ最近なのね。一年くらい前かな？　一いち花かびっくりしたね。急に真ま面じ目めな顔になったかと思ったら『師匠が言ってたんだ』って設定出してきて。これが噂うわさの中二病なのかなって」


    「じゃあ、斗と和わくんが幼おさない頃に会ったって言ってたのは？」


    「単なる設定だと思うよ。少なくとも一花は見たことないし、お兄ちゃんが師匠の話をしてた記憶はないもん」


    　言われてみれば、確かにそうだと思った。銀ぎん河がは斗和と同じ中学だったが、その頃に彼が師匠の話をしたことは一度もない。だけどそれは、たまたま話すような機会がなかっただけだと思い、それほど不自然さは感じなかった。


    「一年前って……、超日本都市が発見された頃だよ、ね」


    　寧ね々ね音ねの呟つぶやきが耳に届く。超日本都市とは、一年前に太平洋で発見された古代都市のことだ。だけどその破片は最近作られたモノで、誰かのいたずらだと公式に発表されたばかりだ。


    「超日本都市と師匠が関係してるってことかしら？」


    「違うよ」操みさおの言葉を否定したのは汐せ摘つ心なだ。「師匠はそんなことができる存在じゃない。おそらく超日本都市は、神しん悠ゆう言げんの崇あがめる神がやったことだろうね」


    「よくわからないけど、斗和くんの師匠と神様は無関係ってこと？」


    「無関係って表現をどう解釈したらよいか迷うけど、師匠と神悠言の神につながりはないよ。青少年って年頃が存在するなら別だけど、そうでなければ、あいつらは師匠と出会う権利を有していない。おそらく神悠言の神たちは、師匠の存在すら知らないだろうね」


    「変に焦じらすのはやめてもらえないかしら？　その師匠とやらはいったい何者なの？」


    「答える義理はないね。君たちには関係のない話さ。君たちの目的は集団昏こん睡すい事件を解決することだろう？　じきにこの件は大きく動くよ。今はそれに集中しておいたほうがいい」


    　これで話は終わりといった感じで、汐摘心が言い放つ。もやもやした感じは残るが、関係のない話だと言い切られた以上、質問を続けることはできない。


    「そういや、かりもちゃん遅いね」


    　一花がぽつりと呟いた。確かに彼女がトイレに行ってから、だいぶ時間が経たっていた。


    「私、見てくるね」


    「ボクも行く──、うぐっ！」


    　銀河に続こうとした汐摘心は、次の瞬間苦しそうに胸を押さえる。例の発作だ。


    「汐摘心さんは私たちで看みてるから、天あま音ね川がわさんはかりもさんを捜しにいってくれないかしら」


    　操の科白せりふに頷うなずいて、銀河は廊下に飛び出した。トイレの中を確認して回るが、どこにもかりもの姿はない。内心で焦あせる。どうにも嫌な予感が粘ねばりついている。


    　ふと窓の外に特徴的な人影が見えた。構造色ストラクチユアル・カラーの髪は、夕ゆう闇やみでもよく目立つ。


    「かりもさん！」


    　窓を開けて、彼女の名を呼ぶ。それは悪あく手しゆだった。びくりと振り返ったかりもは、銀ぎん河がの姿を見るや、奥の小路へと走り出してしまったのだ。


    「私って馬ば鹿か！」


    　銀河は咄とつ嗟さに追いかける。冷気が突き刺すように体を貫つらぬいていき、吐く息が真っ白なクラゲのように宙を漂ただよう。


    「どうしよう？」


    　完全にかりもを見失ってしまった。途方に暮れる銀河は、ふと左手の建物から物音がしたのを耳にする。


    　先ほどまで銀河のいた客棟と同じ、旅館風の建物。明かりが煌こう々こうと、誰もいない玄関を照らしている。いくつかは信徒たちの住まいになっていると聞いていた。


    「すいませ～ん」


    　銀河は恐る恐るといった感じで声をかける。人がいれば、かりもが来たか尋ねるつもりだ。


    　コト、という小さな音が響く。だが人が出てくる気配はない。かりもかもしれないと思った。銀河はそっと音が聞こえたほうへ移動する。


    　何か嫌な臭においがした。ごく最近、潮の臭いと一緒に嗅かいだ記憶がある。知らずに指先が震えていた。その震える指先で、そっと襖ふすまを開ける。


    　──無数の死体が転がっていた。


    　たった今殺されたかのように、トクトクと血が流れ出ている。鋭えい利りな刃物で切り裂かれた肉体。鮮あざやかな切り口は、一種の偏向した嗜し好こうがあるように思えた。


    「……なっ、あっ！」


    　声が出ない。何が起こったか理解できたからこそ、何が起こっているのかがわからない。


    「あーあ、どうして入ってきちゃうかなぁ～。私的にはラッキーだけど☆」


    　唐突に声が浴びせられた。語尾に星がついたような特徴的なしゃべり方。恐る恐る声がしたほうを向くと、そこには見知った顔。櫛くし灘なだ総合病院に勤務している看護師、茅ち茄な千ち夏なつだった。


    　どうして彼女がここに？　と疑問に思うよりも早く、血で汚れたナース服が視界に飛び込んできた。銀河は咄嗟に逆方向に駆かけ出そうとする。だが──。


    「はい、残念☆」


    　反対方向にも千夏がいた。


    「──なっ？」


    　銀河は思わず後ろを振り返るが、そこには変わらず千夏の姿。いや、それだけではない。死体の転がっていた室内から、新たな手が伸びてきて銀河の体を引き寄せる。


    「きゃっ！」


    　死体の上に投げ出され、人間特有の、やわらかいが、ところどころ角張った感触に受け止められる。


    「やっぱり一度でも惨さん劇げきを経験した人間は違うなぁ。変に喚わめき散らしたりしないし。はぁ～。うん、凄すごくいい☆」


    　正面の千ち夏なつが恍こう惚こつの表情を浮かべる。その左右にはそれぞれ二人の千夏の姿。いや、それだけじゃない。


    　千夏の体が紫むらさきの燐りん光こうを発すると同時に、銀ぎん河がの下にあった死体がむくりと起きあがる。鼻と耳が切り取られ、両目にメスが突き刺さったままの女性の死体。その顔の皮ひ膚ふがまるで波打つように蠢うごめくと、そこにできあがったのは千夏の顔だった。瞬時に察する。これは死体を使って自分のコピーを作り出す異能力だ。


    「──くっ！　誰か──」


    　咄とつ嗟さに叫ぼうとした銀河の腹を、千夏が蹴けりつける。痛みに呻うめく銀河の顔に、スプレーが吹きつけられた。喉のどが焼けるように熱くなる。


    「な、何を──」


    　疑問の声をあげて、銀河は千夏の意図を悟る。まるで風邪を引いたように低く濁にごった声。悲鳴をあげて助けを呼べないようにするためのモノだ。


    「知ってるわよ。銀河ちゃんのお兄さん、人殺しなんだって？」


    　笑うように言って、千夏たちが銀河の体を手で拘こう束そくしてくる。千夏の数は増えていき、今では十人を超えていた。


    「だから何？　被害者の受けた苦痛と同じ苦しみを味わわせてやるってこと？　ふざけないでッ！　私とお兄ちゃんは違う。私は私だッ！」


    　嗄かれた声で必死に反論する。直感が告げる。自分はここで、千夏によって無む惨ざんな死体となるのだ。だけど、絶対に泣いたりするモノか。


    「ええっ！　お兄さんとは違うの？　じゃあ、まだ人を殺した経験ないんだ。可か哀わい想そう。それって絶対に人生損しているよ☆」


    　銀河は思わず絶句した。それはからかうでも馬ば鹿かにするでもなく、まるでおもしろい映画を観ていない友人に、その映画を観るよう勧めるような態度。不気味な価値観のズレを感じる。


    「人を殺すって、凄く楽しいんだよ。体力も使うし頭も使う。最高のスポーツなんだぞ☆　人間なんてどれも同じだっていう人もいるけど、そうじゃないの。一人一人反応は違うし、嫌がる拷ごう問もんの種類も違う。それを見つけて刺激してやるとね、銀河ちゃんみたいに強がってる子もヒィヒィ泣き出して、最っ高の気分になれるの☆　もう本当、生きててよかったって思える瞬間。それにね、生きたまま肉を切り裂く感触とか、絶対絶対お勧めだから！　ぷつんぷつんって感じで細さい胞ぼうが切り開かれていって、ほんの小さな傷でも、その人の命に触れてるって感じがして、すっごく、すっごく、気持ちいぃいいいいっっ！　ヤバい、ヤバいよ。話してきたら、頭ん中ぽわわ～んってなってきた☆　ねえ？　切っちゃっていい？　いいよね？　駄目って言って？　嫌って泣き叫んでぇええええええッッ！　ぁああああああんッ！」


    　スプレーには体を麻ま痺ひさせる効果もあったのか、うまく体を動かすことができない銀ぎん河がの顔に、千ち夏なつたちが目を輝かがやかせながら無数のメスを入れてきた──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    『いや～。ごめんね、山やま田だくん。ミスっちゃった☆』


    　特殊な周波数に設定した小型無線機から、やけに機嫌のいい千夏の声が聞こえてきた。山田はその声だけで、なんとなく続きが予想できた。


    『ほら、私ってさ～、気が強くて我慢強いタイプの子って好みじゃん。銀河ちゃんとか、健けな気げで不運だしさぁ。寧ね々ね音ねちゃんの次くらいに解体したい子だったんだよね☆　それが殺人の真っ最中に目の前に現れたら、普通バラしちゃうじゃん？』


    「ほう。で、千夏くんはノリノリで天あま音ね川がわを解体してしまったと？　それで──」


    『山田くんに言われたことすっかり忘れててさぁ。あの子の異能力。──なんか今見たら別人になってた。あはははは、ウケる～☆』


    「ちなみに誰と替わっていた？　まさか知ってる相手じゃないだろうな？」


    『相変わらず勘がいいね～。ご名答。笠かさ根ね木ぎくんだったよ☆』


    　山田は千夏との通信を切り替えると、今度は別の相手につなげた。


    「聞いてのとおりだ。状況はどんな感じだ？」


    『斗と和わと笠根木が、姫ひめさんと一緒に汎ハン夢ム簾ス殿デンに消えたのは把握しているよ。そっから先は不明だね。電波途切れちゃったし。あれが確認できてるかは微妙なところ』


    　通信の相手は、山田が金で雇ったクラッカーだ。中の動きを把握し、情報を流す役割を持っている。


    「まったく、少年は引きがいいな」


    　噂うわさをすればなんとやらだ。山田の携帯電話がマナーモードで震え出し、ディスプレイには斗和の名前が表示されている。予言書の内容はメールで寄よ越こすよう言ってあった。だが来たのは電話だ。容易に内容は把握できる。山田はそのまま携帯電話を破壊した。


    　次にクラッカーに指示を出し、全員への相互通信をオンにする。


    「キャット、そっちはどんな感じだ？」


    『うん。もぐもぐ。とっても……おいちぃ。このちょっと硬くて、脂の乗った肉の歯応えとかぁ、最高ぉ。はぁ～ん』


    　通信から聞こえてきたのは、まだ幼おさない少女のような声。何かを咀そ嚼しやくする、くちゃくちゃという音が混じってくる。なんとも行儀が悪い。


    「もしかして食事中か？　まだ食べるなと言ってあったはずだが？」


    『違う……よぉ。殺すなっては言われたけど、食べるなっては、言われて……ない。約束は守ってる。まだ生きてるし。褒ほめて。んふぅ、おいちぃ』


    「千ち夏なつくんといい、キャットといい。少しは我慢というモノを覚えるべきだ。君たちのような者がいるから、まるで殺人鬼が理性のない殺人依存症であるかのような偏へん見けんが蔓延はびこる」


    『マスメディアの問題だな。センセーショナルでわかりやすいイメージだけが先行して、その結果事実が歪わい曲きよくされる。ジャパニーズオタクが言葉の通じないモンスターとして海外で放送されているのと似ているな。それとキャットは殺人鬼じゃなくて、元々獣けものだろ』


    　割って入ってきたのはトリガー。異能力者ではないが、ターゲットの頭を撃ち抜くことに強い嗜し好こうを持つ殺人鬼だ。


    「──まあいいさ。どのみちバレてしまったことだしな。なるほど天あま音ね川がわの異能力は、哨しよう戒かいとしては役立つ」山やま田だは小さく笑ったあと、「作戦を開始する。各自私の分まで派は手でに殺しまくれ。ただし姫ひめ巫み女こと睦む月つき、それに少年と汐せ摘つ心なは殺すなよ。どんな理由があってもだ」


    『あぁんんっ、了解☆　って、あれ？　もしかして山田くん参加しないの？』


    　千夏が疑問を投げてくる。


    「ああ。少年と約束してしまったからなぁ。無関係の人間は殺さないと」


    『私たちが殺しちゃうのはいいんだ？』


    「無論だ。きちんと確認している。『それは私に言ってるのか』と訊きいたら、『そうだ』と少年は答えた」


    『ぷっ、相変わらず山田っち、そういうのうまいね』


    『山田、……イカす』


    　クラッカー、キャットがくすりと笑いながら言った。


    「さあ、それでははじめるか。鬼の宴うたげを──」


    『あいよ』


    　山田の声を受けてクラッカーが起き爆ばくスイッチを作動させる。神しん悠ゆう言げんの建物の至るところで同時に爆発が起こり、炎が真冬の夜空を舐なめ尽くした。


    「きゃあああああっ！」「なんだッ？」


    　状況のわからない信徒たちは、たちまちパニックに陥おちいる。多くの信徒は異能力者の素質はあるものの、いまだ覚かく醒せいに至っていないか、力の弱い者たちばかりだ。つまりは普通の人間となんら変わらない。


    　爆発の危険があるため迂う闊かつに消火活動もできず、命からがら逃げ出すことで精一杯の者か、遠巻きにして炎に包まれる建物を呆ぼう然ぜんと眺める者がほとんどだった。


    　次の瞬間、勢いよく燃え盛る炎が一瞬にして凍りついた。巨大な氷のオブジェが、氷山のように聳そびえ立つ。


    「──ったく、大の大人が火事くらいで何狼狽うろたえてんのよッ！　このアンポンタンッ！」


    　叫んだのは、水色の髪を縦ロールにした一人の少女。気の強そうな顔に、ミニスカートの巫み女こ服ふくを着用している。神しん悠ゆう言げんが八や社め巫女の第六席、水み無な月づきだ。あらゆるモノを氷結させる異能力を持つ。


    「もう、なんで睦む月つきに電話がつながらないのよッ！　アッタマくるなぁ、本当。明らかに、こんなの異常じゃ──」


    　パン！


    　短く乾いた音がした。唐突に水無月の言葉が止まり、冗談のようにぼとりと、彼女の体がなぎ倒される。


    「……水無月様？」


    　信徒の一人が恐る恐る彼女に近づき、その頭が大きく損そん壊かいしている事実を知る。


    「うわああああああ──ぱッ！」


    　次の瞬間、その信徒の頭も銃じゆう弾だんによって吹き飛ばされた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「こちらトリガー。強敵の一人、水無月を排除した。今は雑ざ魚こを撃って得点獲得中～」


    　トリガーは通信しながらも、スコープに入る信徒たちを次々に撃ち殺していった。彼は今、本殿の四方に設置された楼ろう閣かくの一つに位置取り、屋や根ね瓦がわらの上で腹ばいになっている。


    　銃撃とは不思議だ。獲え物ものに命中すると銃を通して衝しよう撃げきが走る。特に頭ず蓋がいを撃ち砕くときの独特の衝撃は格別で病みつきになるレベルだ。


    「しかし異能力者集団っていっても、ただの人間じゃねえか。まるで狩りハントしている気分だ」


    　通信を切り愚ぐ痴ちるように呟つぶやいたトリガーは、細長い舌でぺろりと唇くちびるを濡ぬらす。


    「──こりゃ、快感だわ」


    



    「ぎゃあああああっ！　助け──。あばぁあああッッ!!」


    　別の場所では、さらにパニックになった悲鳴が黒こく煙えんを揺らしていた。


    「んぁあ……。おいちぃ。お肉って、どうして、こんなにおいちぃ……の。ふぁああ」


    　ゾウほどもある巨大な白びやつ虎こが、信徒たちを喰くい散らかしていた。二ふた股またの尻しつ尾ぽを持ち、口元は血で汚れている。


    　キャットの異能力は、肉体のスペックと知能の劇的上昇。知能が上がったため会話もできるが、その本来の姿は仔こ猫ねこだ。キャットはその本来の姿でもって、見み咎とがめられることなく、建物の至るところに爆ばく弾だんやセンサーを仕掛けることができたのだ。


    　戦闘系の異能力者や武器を持った信徒たちが抵抗してくるが、素早い動きと強きよう靱じんな肉体を持ったキャットにはまるで歯が立たない。次々と彼女の餌えさとなっていった。


    「どうし……よう？　また、太っちゃう……よぉ」


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「ねえ？　斗と和わくん。私、どうしちゃったの？　なんでこんなところにいるの？　これ、笠かさ根ね木ぎの服だよね？」


    　震えるような声で銀ぎん河がが問い詰めてくる。彼女に、水族館での二周目の記憶はない。だから死んだ瞬間、ほかの誰かを犠ぎ牲せいにして自分だけが生き残る異能力、〈憐れなる子羊の生贄サクリフアイス〉の存在を知らないでいる。そのはずなのだ──。


    　けれども無意識の領域で、その能力を把握しているのだろう。異能力とは本来、無意識の領域にある精神の力なのだ。


    「私、殺されたの！　千ち夏なつさんに。あの人がなぜかここにいて。私、死んだはずなのよッッ！」


    　銀河の両目から涙があふれ出す。斗和の腕を摑つかみ、強く儚はかなく揺さ振ってくる。


    　心が痛んだ。複雑に絡み合った酷ひどく不快な痛み。


    　銀河は笠根木に心を寄せていた。その相手を自分の異能力で殺したと知ってしまったら？　


    　ただでさえ殺人を嫌けん悪おする銀河だ。おそらく銀河の心はその事実に堪たえられないだろう。


    「斗和先輩、何が起こったんですか？　どうして天あま音ね川がわ先輩が!?」


    　霜しも月つきが驚いた声をあげる。銀河の能力を知っているのは、斗和と笠根木だけだ。その笠根木はもういない。喪そう失しつ感が胸を締めつける。実際に死体を見たわけではないので、はっきり実感が湧わかないのかもしれない。だが──。


    　笠根木は死んだのだ。この現実の世界で。昏こん睡すい状態と違い二度と目覚めることはない。


    「くそっ！」


    　思わず叫んでいた。歯は痒がゆさで胸が搔かき毟むしられる思いだ。知っていたはず、理解していたはずだ。山やま田だが動いた時点で、誰かが死ぬと──。


    「動かないでください」


    　不意に摩ま響ゆらの声が耳に届いた。彼女はすっと手を伸ばし、銀河の額ひたいに触れる。それは以前、斗和が受けたモノと同じ。つまり異能力を解かい析せきしているのだ。それは同時に銀河の身に起こった悲劇を知ることになる。


    　山田を問いただそうと携帯電話を取り出した斗和は、メールの着信があったことを思い出す。差出人は汐せ摘つ心な。なぜか嫌な予感がした。


    『かりもがいなくなった。まだ敷地内にいると思う。天音川さんが追っている。どうする？』


    　途端に頭が真っ白になった。どうしてこんな大事なことをメールで済ませたんだ、と憤いきどおる。周囲に会話を聞かれないようにと、汐摘心が配慮した結果だとは思いもしなかった。


    　かりもがいない。その一文だけで激しく動揺する自分がいる。彼女を追った銀河は千夏に殺されたのだという。ならば、かりもはどうなったのか？


    　斗と和わは怒りをぶつけるように乱暴に携帯電話を操作し、山やま田だに電話する。だが出ない。そして突とつ如じよ、呼び出し音が途絶えた。再度かけるが、今度は通話不可のアナウンス。


    「──こ、これは？」


    　摩ま響ゆらが驚きの声をあげる。銀ぎん河がの異能力を解かい析せきし、状況を把握したのだ。彼女が何か言う前に、斗和は叫ぶように言った。


    「山田の仕し業わざです。奴やつが今、ここに来ています」


    　全員が目を見開く。驚きよう愕がくの真実に誰もが息を呑のんだ。


    「其方そなた、どうしてそれを──。まさか、予言書のことも？」


    　摩響の視線に嫌けん悪おと侮ぶ蔑べつの色が滲にじむ。斗和が山田の依頼で動いていたことに勘づいたのだ。じくりとした罪悪感を覚えた。


    「奴を止める！　天あま音ね川がわを頼みます！」


    「待って！　私も行くッ」


    「天音川は駄目だ！」


    　斗和は反射的に叫んでいた。〈憐れなる子羊の生贄サクリフアイス〉をこれ以上使わせるわけにはいかない。その斗和の剣幕に、銀河は険けんを含んだ訝いぶかしげな表情を浮かべる。


    「この愚おろか者の言うとおりです」


    　摩響が言って、銀河の顔に向かって息を吐きかけた。途端に銀河の顔がとろんとしたモノに変わる。


    「……あ、何……を？」


    　崩れ落ちる銀河の体を摩響が支える。銀色のツインテールが垂れ下がり、彼女の口からは深い吐と息いきが漏もれていた。


    「少し眠ってもらうだけです。ですが、目が覚めたときにはすべてを理解していることでしょう。この者はもう覚かく醒せいしています。真実を知ってしまう未来は避けられません」


    「……ありがとうございます。天あ名な地い鎮ちさん」


    「礼はいりません。その代わり、其方があの鬼と交わした内容を教えなさい。それと弥生やよい。其方はここに残り、この者を護まもるのです」


    　弥生は何か言いたそうだったが、言葉を飲み込むようにして承諾する。


    「もう理解しているとは思いますが、睦む月つき派……いえ、先代姫ひめ巫み女こ派と言ったほうがいいですね。彼女たちにも注意しなさい。決してここに入れないように」


    



    　斗和、霜しも月つき、摩響の三人は、汎ハン夢ム簾ス殿デンの階段を急いで駆かけ上っていた。武闘派に見えない摩響だが、幼おさない頃より厳しい修しゆ行ぎようを積んでいるらしい。斗和たちと比べても、体力的にまったく見み劣おとりしない。


    　霜しも月つきは砲ほう撃げき剣けん《大和やまと》を装備しているが、斗と和わは防護服を着ているだけだ。いくらお礼で招かれたとはいえ、武器の類たぐいを持ったままで謁えつ見けんすることはできない。装備は客棟に預けてある。


    「そんな、先輩。どうして私たちに話してくれなかったんですかっ？」


    　霜月が悲鳴のような声をあげる。階段を進む間、山やま田だから受けた依頼について話した。


    「この者にとって、我われらは信用できぬ相手。鬼を使ってでも正体を暴こうとするのは当然でしょう。事実、神は集団昏こん睡すい事件を起こし、睦む月つきはそれに荷か担たんしていた。……我らに、其方そなたを責める権利はありませんね」


    　意外にも摩ま響ゆらは、斗和の判断を責め立てはしなかった。むしろ自身を責めるように、自じ虐ぎやく的な表情をしている。


    　出口が近づくにつれ、喧けん噪そうが大きくなっていく。ざわざわとした不安が精神を緊張させ、臨戦態勢へと斗和を移行させた。出口を抜け、摩響の部屋を通り、中庭に面した廊下に出る。飛び込んできた光景に、斗和はしばし茫ぼう然ぜんとした。


    　篝かがり火びのように幾つもの火ひ柱ばしらが立ち昇る。至るところから悲鳴があがり、いくつもの無む惨ざんな死体が転がっていた。ある意味、見慣れてしまった光景。だが、ここは現実の世界だ。


    「酷ひどい。こんなの酷すぎますッ！」


    　霜月が泣き叫ぶように言った。砲撃剣《大和》を握る手が怒りで震えている。これが自分の荷担したことかと思うと、斗和は足あし下もとから崩れ落ちそうな気分になった。


    「──斗和先輩。私も先輩の判断が間違っていたとは思えません」


    「……霜月？」


    「だって山田はヒーローの仮面をかぶった極ごく悪あく人にんです。きっと先輩が依頼を受けなくとも、絶対同じ結果になったはずです！」


    　唐突な霜月の科白せりふに、自分がどれだけ惨みじめな顔を見せていたのかを悟る。そうだ、今は自分を責めている場合じゃない。それはノイズでしかない。迷いがあれば、勝てる戦いも勝てなくなる。


    「ありがとう、霜月」


    「当然です。何せ私は斗和先輩の恋──」


    　パン！


    　鈍にぶい音がした。肉質のモノが弾はじけ飛ぶ独特の音。百貨店の惨さん劇げきで何度か耳にしたことのある酷く不快な死の音だ。


    　霜月の小柄な体たい軀くが横薙なぎに倒される。本当は凄すさまじい速度で動いているはずのそれは、まるでスローモーションのようにゆっくりと瞳ひとみに映った。


    　自分に向けられた純粋ではにかむような霜月の顔。それが網もう膜まくに焼きついている。ぼとりと、まるでなんでもないモノのように、霜月が畳の上に転がった。


    　彼女の白びやく群ぐん色の髪が、濁にごった血の色に染め上げられていく。彼女が死んだのだという残酷な事実を、無情にも突きつけてくる。


    「霜しも……月つき？」


    　肺が押し潰つぶされたみたいだった。心臓が引き裂かれたような痛みを発する。熱いモノが込み上げてきて世界が滲にじんで見えた。苦しくて苦しくて、体中を搔かき毟むしりたい衝しよう動どうに駆かられる。


    「うわあああああああああああああああっっっっっ!!」


    　肺はい腑ふから絞り出すような叫びをあげた斗と和わは、だがしかし、霜しも月つきに駆け寄ることなく、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす摩ま響ゆらを押し倒すようにして、物陰に身を隠した。


    「な、何をするのですッ！」


    「狙そ撃げきです。迂う闊かつに姿を見せるべきじゃないッ！」


    　斗和の科白せりふに摩響は、はっと目を見開く。今の状況を瞬時に悟ったのだろう。


    「天あ名な地い鎮ちさん。霜月を助けられるような神しん代だいはありますか？」


    「……ありません。『回復系』は『条件発動型』が多いですし、以前はあったかもしれませんが、七年前に引き継ぎを失敗した際、多くの神代が失われてしまいました」


    　言葉が重くのしかかる。可能性があるのなら、当然諦あきらめたくはなかった。けれども今、確定する。霜月は死んだのだ。永遠に──。


    　横たわる霜月の遺体を見る。先ほどまで元気に動いていたのがまるで噓うそだったかのように、今はぴくりともしない。表情が豊かで泣き虫で、まだあどけなさの残る顔は、今は無む惨ざんに破壊されていた。


    　何度も何度も、大切な人の死を経験した。それこそ頭がおかしくなるほど、何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も──。


    　だけど、心が慣れることはない。


    　悲しみに鈍どん感かんになり、感情が凍りついても、心は同じだけ傷ついている。


    　呆あつ気けなく人は死ぬ。誰もが平等に命を落とす。


    　後悔が津波のように襲おそってきた。初めてできた自分の彼女。子犬のように懐なついてきて、こっちの都合も考えず構ってくる。どうしてそれを幸せだと思わなかったのだろう？


    　何一つ、恋人らしいことをしなかった。今はそんな暇ひまはないと。不ふ謹きん慎しんだという気持ちで、彼女をぞんざいに扱った。後悔の念が肺を押し潰し、息苦しい苦痛を与えてくる。命の大事さを知っているのなら、命の儚はかなさを知っているのなら、〝今〟を大事にすべきだった。瞬しゆん刻こくを大切にし、思い出をつくっていく。そういう在あり方をすべきだったのだ──。


    『斗和、斗和』


    　温かく優しい声が聞こえてきた。常に自分に背を向けて立つ青年。大きな背中は頼り甲が斐いがあって、逆光でよく見えない顔をどこか懐かしく感じる。──師匠だ。


    『何も悲しむ必要はないよ、斗と和わ。君の覚かく醒せいは近い。本気で望めば、すぐにでも目覚めることができるだろう』


    「ねえ、師匠。俺おれの力ってなんなの？　そんなに凄すごいの？」


    　幼おさない斗和の声。強烈な師匠の父性にあてられた斗和は、我知らず幼児退行を起こす。過去に出会った青年の言葉を思い出しているのだと、無意識に記憶を改かい竄ざんする。


    『そうだよ、斗和。君は瞬しゆん夏かの力のことを覚えているかい？　君の力は彼女と同種のモノ。魂プシユケの座の力だ』


    「うん、覚えてる。他人を従わせる力だよね？」


    『違うよ、斗和。それは物事の一面しか見ていない証しよう拠こさ。よく考えてごらん？　彼女は人を従わせたんじゃない。世界に存在を定義したんだ。〝アイドル〟としてね。斗和の存在は瞬夏の比じゃない。それこそ世界の命めい運うんを委ゆだねられるほどにね。だから、心が定まったのなら僕を呼ぶといい。永遠とはすなわち無限。──無限の力を得ることなんだ』


    「鬼どもは我われが葬ほうむります。其方そなたは、其方が大切と思う者の元へ急ぎなさい」


    　唐突に摩ま響ゆらの声が聞こえ、斗和は我に返る。そうだ、と思った。こうしている間にも、かりもや一いち花かたちが危険な状態にある。今はショックを受けている場合ではない。


    　斗和は頷うなずくと、摩響が敵を引きつけている間に、屋敷を後にした。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「こちらトリガー。強敵の一人、霜しも月つきを排除した」


    　報告を終えたトリガーは通信を切り、やけに長い舌で唇くちびるを濡ぬらした。その口角が無自覚に興奮で吊つり上がっている。


    「しかし、このレベルで強敵扱いかよ。雑ざ魚こじゃねえか。俺の指先だけで吹き飛ぶゴミのような命。無価値だよなぁ、存在自体がカスなんだよ。……おまえら全員な」


    　次にトリガーがスコープに収めたのは、物陰からわずかに顔を覗のぞかせる斗和だ。


    「あれが山やま田だの言う少年ねぇ。目の前で恋人が殺されたのに、駆かけ寄るでも立ち尽くすでもなく、咄とつ嗟さに物陰に隠れる判断力。ただのビビリかと思えば、そうでもねえ。環境がよければ、いい殺し屋に育っただろうに、親と生まれる場所は選べないからなぁ」


    　ぺろりと長い舌で唇を舐なめ取り、再び口角を吊り上げた。


    「山田は殺すなといったが、こりゃ事故さ。なんせ俺が欲求不満になっている。──すぐに恋人の後を追わせてやるぜ」


    　そして、斗和の頭ず蓋がいめがけて引き金を引く。


    　──弾たまは出なかった。ライフルが弾詰まりを起こしたのだ。


    「チッ！　運のいいガキだ。なるほど化け物相手に生き延びただけはある」


    　弾たま詰づまりを直そうと、スコープから目を離したトリガーは、何かが目の前を横切っていくのに気づいた。


    　それは一匹の蝶ちよう。炎で赤く焼けた夜空へと飛び立っていく。


    　トリガーはそれを一いち瞥べつしただけで何も思わなかった。真冬に蝶がいることよりも、目の前の狩りハントのほうが興味を引く。


    　弾詰まりを直し、再びスコープから覗のぞき込むと、凜りん然ぜんとした気配を纏まとう少女の姿が映った。神しん悠ゆう言げんの姫ひめ巫み女こだ。彼女は無防備にも、射撃しやすい縁側へと移動してくる。


    「ああ、我慢できねえよ。この女を殺さねえとかありえないだろ。ジャパン最大の宗教で大事に大事に育てられたお姫様。そして異能力集団の長おさ。そんな凄すごい存在なのに、俺おれの指先一つで、なんでもないゴミになるんだ。……たまんねえぜ」


    　興奮気味に呟つぶやいたトリガーは引き金を引く。弾丸は寸分の狂いなく摩ま響ゆらの頭ず蓋がいに向かって突き進み、着弾する前に火花を散らす。まるで見えない壁にでもぶつかったみたいだ。


    「──なにっ！」


    　驚きの声をあげるトリガーは、さらなる驚きよう愕がくに襲おそわれる。摩響が明らかに、こちらを睨にらみつけていた。直感が告げる。あの女はこちらの位置に気づいた。


    　摩響の全身が瑠る璃り色の燐りん光こうを発し、その姿が搔かき消えた瞬間、トリガーは急ぎ狙そ撃げきポイントを後にした。ロープで楼ろう閣かくから一気に降りると、街路樹のように生える木の陰に姿を隠す。


    「くそっ、聞いてねえぞ。銃じゆう弾だんを防ぐとかよ」


    　トリガーは舌打ちする。ふと「百の異能を操あやつる力」は二代目姫巫女のモノで、彼女の名前であるヒミコが変化し姫巫女と呼ばれるようになったという、どうでもいい話を思い出した。


    「──ならば、その身にしっかりと教え込んであげましょう」


    　声は唐突に降りてきた。トリガーは声の主ぬしを確認することなく、宙に浮かぶそいつに向かってハンドガンを撃ち放つ。


    　軽快な音が響き渡るが、すべての弾丸は摩響に命中することなく防がれてしまった。八つの人ひと魂だまのようなモノが輪を作るように並び、その輪が透明な防ぼう御ぎよ膜まくを形成している。


    　摩響の姿を改めて見たトリガーは息を呑のんだ。


    　そこにいたのは明らかに人じん外がいの存在。清らかで上品な姫巫女の正装をベースとして、二匹の竜りゆうのような黄色と水色の雷かみなりを、羽は衣ごろものように纏っている。両足の下には轟ごう然ぜんと燃え盛る炎の車輪。おそらくそれで宙に浮いているのだろう。


    　腰の部分からは、黄金の稲いな穂ほのような太い尻しつ尾ぽ。全部で九本の狐きつねの尻尾が生えている。顔の右半分は、おぞましい鬼の仮面で覆おおわれており、凍えるような金色の光を放っていた。瑠璃色の長い髪は半ばから液体と化し、波のように変へん幻げん自在に形を変えている。


    　手には三メートルは優にある長い槍やり。穂先の部分は金属ではなく、燦さん然ぜんと輝かがやく光の刃やいば。それを摑つかんでいるのは重厚な存在感を放つ漆しつ黒こくの籠こ手てだ。陽かげ炎ろうのように周囲の空間がねじ曲げられている。


    「山やま田だ喜き一いち郎ろうはどこにいますか？　彼をここに呼びなさい！」


    　凜りん然ぜんと言い放つ摩ま響ゆらの言葉に、トリガーは思わず後ずさりする。


    「私ならここにいるぞ」


    　よく響く玲れい瓏ろうな声が聞こえた。林の陰から悠然と山田が姿を現す。状況は常にクラッカーが把握している。情報を受けて、ここにやってきたのだろう。


    　摩響の顔が明らかに強こわばった。仮面のない左側、睨にらみつける菫すみれ色の瞳ひとみに、複雑な感情の色が灯ともる。


    「よう、山田。助かったぜ」


    「──殺すな、という指示を出していたはずだが？」


    「悪かった。だが向こうが先に攻撃してきたんだ。仕方ないだろ？」


    　トリガーは内心の動揺を隠しながら答える。殺し屋としての本能が山田の殺気を敏感に感じとっていた。噓うそをついたことがバレたら、間違いなく殺される。


    「いいことを教えてやろう。通信を切ってもだな、そちらの声は私に聞こえる仕組みなのさ」


    「──チィッ！」


    　トリガーはすぐさま踵きびすを返す。だがズンと頭を揺さ振られるような衝しよう撃げきのあと、ぐるぐると回転する風景の中に、首のない自分の体が走る姿が見えた。
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    「なんということを……。仲間だったのでしょう？」


    　摩響は心底、侮ぶ蔑べつと嫌けん悪おの感情を込めて言い放つ。山田は狙そ撃げき手しゆの男を、いともあっさり殺してみせたのだ。


    「ああ、なかなか気の合う友人だったが、まぁいいかな、と」


    　山田が飄ひよう々ひようとした態度で答える。仲間に対する憐れん憫びんはおろか、自分との再会に動揺した素そ振ぶりも見せない。それが摩響には、堪たまらなく悔くやしかった。


    「……何が目的なのですか？　徒いたずらに信徒たちを殺し、いったい何がしたいのですッ！」


    「おや？　少年から聞いていなかったか？　私の目的は世界を滅めつ亡ぼうから救うことだ。殺人鬼としての徳が強いせいか、なかなか信じてもらえなくてなぁ。思わず電話相談しそうになったぞ。だが、ガチだ。──世界滅亡の予言書を見れば、その方法がわかるかもしれないのだがなぁ」


    　摩響は唇くちびるを嚙かむ。予言の内容を知るのは睦む月つきか、その息がかかった者たちだけだ。


    「ふっ。どうやら汎ハン夢ム簾ス殿デンにあるのは偽にせ物ものだったようだな。そうなると睦月の動きが気になるなぁ。なぜ予言書を隠す必要があった？　本当の予言は果たしてどんなモノだったのか？」


    　独り言のように呟つぶやくと、山田は摩響を無視して本殿のほうへ移動をはじめた。


    「どこへ行くのですッ！　我われはまだここにいます！」


    「ならば、ずっといたまえ。私と君に戦う理由はないはずだ。それに無関係の者を殺さない約束だからな」


    「お待ちなさいッ！」


    　けれども山やま田だは歩みを止めない。そのままずっと遠くに行ってしまいそうで、胸がきゅっと締めつけられた。記憶の奥底に封じ込めていた感情が湧わき上がる。


    「待って！」


    　今度もまた、遠くへ行ってしまうのか。


    「お待ちくださいっ！　──久く遠おん兄様ッ!!」


    　ぴくりと肩が揺れ、山田の歩みが止まる。


    「なぜですか？　あの優しかった久遠兄様がなぜ、このような酷むごいことをっ！　ここは貴方あなたの生まれ育った場所ですよ。いまだに久遠兄様を慕したう信徒たちも大勢います。それなのに、先代姫ひめ巫み女こたる貴方が、なぜこのような蛮ばん行こうをッ!?」


    「くくくくく、ふははははははははははははははははっっ[image: ]」


    　山田の哄こう笑しようが歪いびつな音となって周囲を震わせていく。


    「違うぞ、違うなぁ、間違っているぞ。何を言っているんだ？　恐怖で頭がおかしくなったか？　ん？　私が先代姫巫女だと？　お兄様だと!?　くくく、妄もう想そうも甚はなはだしいなぁ。今どき、そんなベタな展開があるか。──特別サービスだ。きっちりと自己紹介してやろう。私の名は山田喜き一いち郎ろう。邪じや悪あくなる神々よりこの世界を救う正義の殺人鬼だ！　どうしても様付けで呼びたければ、お兄様ではなく山田様と呼べぇえええええええええっっ!!」


    　醜みにくく表情を歪ゆがめる山田を見て、摩ま響ゆらは思った。そうだ、こんな邪悪な存在が、あの優しく完かん璧ぺきだった天あ名な地い鎮ち久遠のはずがない。七年前の〈紡がれしアルカの祈りエターナル・クロニクル〉の引き継ぎに失敗した際、彼は永遠に消しよう滅めつしてしまったのだ。


    「ならば我われは神の意志を実現する命めい師しとして、神より授さずかりし神しん代だいにて其方そなたを滅します！」


    「くくく、少しは疑問に思えよ、姫巫女。異能力が神に選ばれた者の証あかしならば、どうして私のように敵対する者や、神を信じない者まで異能力に目覚めるのだ？　ん？　過去に何人もの姫巫女がそう思ったことだろう。汎ハン夢ム簾ス殿デンに安置してある姫巫女たちの日記は読んだか？」


    「……まるで実際に見たように言うのですね。──ですが、神の存在に疑問を抱いだくなど、万ばん死しに値あたいする罪。その穢けがれた肉体は我が滅しましょう！　罪深き精神は集合精神界アツイルトにて裁かれるがよいッ！」


    　摩響の全身が瑠る璃り色の燐りん光こうを発する。すべての神代が攻撃の意志を示すように、激しいエネルギーの奔ほん流りゆうを撒まき散らす。


    「邪魔をするのなら仕方がない。聞き分けのない子は正義の刃やいばにてお仕置きしてやろう。──〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉」


    　山やま田だの全身を、金色の意匠が施ほどこされた漆しつ黒こくの鎧よろいが覆おおう。身体能力を何倍にも増加させる「強化系」、さらに右腕の肘ひじから先の部分は、触れた異能力を消しよう滅めつさせ、自分に対する異能力をも無効化するという概がい念ねんを実現する「概念事象系」の力を持つ。


    　邪じや悪あくなる神を信しん奉ぽうする聖女と、世界を救わんとする正義の殺人鬼との戦いが、今はじまった──。
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    「なんか援えん護ご射しや撃げきないみたいだけど、トリガーさん死んじゃった？　何人か私が殺されちゃって軽くヤバい状況なのよね☆」


    　千ち夏なつは無線機でクラッカーに話しかけた。千夏の異能力は、自分が殺した相手を自分として生き返らせる能力。つまり本人の戦闘力は変わらないままで、数の暴力で相手を圧倒するスタイルだ。故ゆえにトリガーからの援護射撃が途絶えると、途端に苦戦することとなる。


    『ああ、なんか山やま田だっちが殺してたよ』


    「そっか。だったら仕方ないね☆」


    　クラッカーの科白せりふを受けて、千夏はあっけらかんと答えた。


    「うおおおおっ！」


    　そんな千夏に向かって信徒の一人が襲おそいかかる。透明な風のナイフを顕けん現げんさせ、千夏を切りつけた。千夏はなんでもないように左手を差し出し、そのナイフを受け止める。刹せつ那な、まるでハリケーンが屋根を吹き飛ばすように左腕の肌はだが弾はじけ、肉が飛び散った。


    　だが千夏はまったくそれを気にしたふうもなく、右手で持っていたメスで信徒を切りつける。


    「──なっ？」


    　信徒はまったく動じることのない千夏に、驚きの声を漏もらしながら間かん一いつ髪ぱつでそれをかわす。だがそんな彼に向かって、近くにいた三人の千夏が襲おそいかかり、あっという間に刺し殺した。


    「この左手じゃ、足手まといかも」


    　左腕を失った千夏が、ぺろっと舌を出して言う。


    「じゃあ、バイバイする？」


    「人数制限あるしね☆」


    「アデュー☆」


    　千夏たちは口々に言い、左腕を失った千夏を刺し殺す。代わりに先ほど殺したばかりの信徒が起きあがり、千夏となって復活した。


    「なんとも面倒な神しん代だいですね～」


    　どこか場違いのような、飄ひよう々ひようとした声が投げかけられる。


    「あ、睦む月つきちゃんだ。ちーす☆」


    　四人の千ち夏なつが、それぞれ別の仕草で挨あい拶さつを返す。


    「ちーす、じゃないですよ。看護師が人を殺してどうするんです？　しかし『灯とう台だい下もと暗し』でしたね。まさかあなたが山やま田だ喜き一いち郎ろうとつるんでいたなんて」


    「なんとなくそうじゃないかと思ってたけど、山田くん、神しん悠ゆう言げんの関係者なんだ？」


    「あー、そんなふうに言われると微妙ですねぇ。素直に認めたくない女心ってやつですか」


    「あれ？　睦む月つきちゃん、男じゃなかったっけ？」


    「それは悪質なデマです。悪い魔法使いの呪のろいで生まれたときから男にされているだけですよ」


    「だったら私がメスで切断してあげようか？」


    　千夏が睦月の股こ間かんに向けて、シュッとメスを振るった。


    「……何気に怖いこと言いますね。遠慮しておきますよ。──ある人物に『世界滅めつ亡ぼうの情報を流せば鬼が戻ってくる』と言われていたんですが、しかし、まさか本当に来るとは思っていませんでした。……彼はなぜ来たんでしょうね？」


    「世界を救うためでしょ？　山田くん前から言ってたもん」


    　ふと睦月が寂しげな表情を浮かべる。


    「そこが私には理解できないんですよ。殺人鬼になってしまったのに、どうして山田喜一郎はあの方と同じままなのか……」


    「そんなの当然じゃん。『殺人』以外の部分はそのままなんだから。むしろなんで違う存在だと思うの？」


    「あー、すでにそれが理解不能なんですよ。そういやあなたも殺人鬼でしたね。殺人鬼の気持ちは殺人鬼にしかわからないモノなんです。殺人鬼が主人公の小説とかあったら、誰も共感できなくてまったく売れませんよ」


    「そうかなぁ～」


    　千夏たちは不満げに首を傾かしげる。


    「じゃあ、質問です。あなたは自分の家族を皆殺しにしました。初めに父親、次に大学生の兄、その次が母親で、妹、最後に殺したのは寝たきりの祖母でした。どうしてその順番だったのでしょう？」


    「あはっ、そんなの簡単じゃない」千夏がケラケラと笑って答える。「好感度の問題だよ。大好きだった順番に殺したの」


    「あー、その回答の時点で読者は本を投げつけますね。なんじゃそりゃって」


    「ええっ！　うそ？　なんで？」


    「だからあなたは殺人鬼なんですよ。──さて、そろそろおしゃべりはお終しまいです。山田と連絡がとれるのでしょう？　ならば伝えてください。『世界滅亡の予言書はすでに破は棄きした。ただし私を倒すことができれば、その内容を教える』と」


    「よくわからないけど、死んだら教えることはできなくない？」


    「その点は抜かりないですよ。あらゆる手段を講じて予言の内容をお伝えします」


    「了解。──って、もう情報は伝わったみたい☆」


    「協力ありがとうございます。では鬼退治と参りましょうか。〈呪われし魔女の晩餐ウイツチクラフト〉、発動」


    　刹せつ那な、睦む月つきの体が翡ひ翠すい色の燐りん光こうを発した。トンガリ帽子に漆しつ黒こくのマント、手には魔ま導どう書しよと長なが箒ぼうきを持っている。


    「睦月ちゃんは殺すなって言われているし、すっごく強いらしいから戦いたくないなぁ☆」


    「いえいえ、どうぞ遠慮しないでください。和洋折せつ衷ちゆうの魔法少女の実力、とくと御ご覧らんに入れて差し上げますよ」
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    　クラッカーは現在、神しん悠ゆう言げんの敷地の外に止めてあるワゴン車の中にいた。敷地の外も神悠言が買い取っているため、付近に住宅や店などはない。つまりは人通りがまったくないのだ。


    「本当にセキュリティが甘々だねぇ。まあ、ＩＴ技術に精通した宗教団体ってのも変な気はするけど」


    　神悠言内部の通信はクラッカーによってすべて遮断されている。内部で通じるのは、特殊な周波数に設定した無線機だけ。さらには熱センサー、動体センサーを設置し、人工衛星をクラッキングして、中の情報を常に収集していた。


    「しかし、こいつら不気味だねぇ。死にたくなければ外に逃げればいいのに」


    　爆発があってからすでに二十分は経たつのに、誰一人外に逃げ出そうとしないのだ。これも神の試練だと勝手に思い込んでいるのか、上から判断が下りるのを待っているのか。


    『こちらキャット、如きさ月らぎ倒した……よ。強かったぁ』


    「お、ご苦労さ～ん。これであと残ってる強敵は、卯う月づきと皐さ月つきくらいかぁ」


    　摩ま響ゆらと睦月も桁けた違いの強敵だが、今回のターゲットではない。弥生やよいはそもそも雑ざ魚こ扱いだ。


    「しかし皐月の奴やつ、どこにいるのかね～。今日きよう、ここにいるのは間違いないはずなのに」


    　必死に捜すが、皐月の姿はどこにも見当たらなかった。そのときだ。クラッカーの体が突とつ如じよ、動かせなくなる。ぞくりとした恐怖が背筋を舐なめ上げた。この異能力は──。


    「そういう場合は、案外近くにいるモノっすよ」


    　気け怠だるそうな声が聞こえ、ワゴン車のドアが開け放たれた。なんとか動く視線を移動させ、鏡にその人物を映す。皐月だった。


    「人間って不思議っすよね。一度思い込むと、なかなかほかの考えが及ばないモノっす。中にいないのなら外だって、思わなかったっすか？」


    「まったく気配に気づかなかったなぁ。どうやって近づいたの？」


    「普通にっすよ。神悠言は古くさい組織っすから、ＩＴ技術には詳しくないっすけど、気配を消したり、足音を立てずに移動するのは得意っす。で、本当に聞きたいのはそっちっすか？」


    　ごくりと喉のどが鳴った。すべてが見み透すかされているような不気味な感覚が付きまとう。


    　もっとも知りたいことは、なぜ自分が動けないかという理由。彼女の異能力は影に触れた相手の動きを止めるモノだと聞いていたが、車の中にいた自分の影に触れることなどできない。


    　そしてクラッカーはそれに気づく。室内灯でできた自分の影を、天井から伸びてきた黒い棒状のモノが貫つらぬいていたのだ。


    「特別に教えてあげるっすよ。相手の動きを止める方法は直接触れる以外にも存在するっす。あたしの影が触れた場合も同様の効果があるっす」


    　影？　という単語にクラッカーは違和感を持った。だがすぐに、こいつらが特殊な力を持つ異能力者であることを思い出す。この黒い棒状のモノは皐さ月つきの影なのだ。影をそんなふうに扱う力を隠し持っていた。


    「いわゆる奥の手ってやつっす。で、影を縫ぬわれた対象はどうなるか、こっちは特に隠してなかったっすけど、知ってるっすか？」


    　ぞわりと背筋が凍りついた。悪い予感が津波のように押し寄せてくる。秘密をバラしてくる理由は一つしかない。


    「待っ──」


    　だがわずかに音を出せただけで、クラッカーの意識は強烈な闇やみに葬ほうむられてしまった。


    　皐月の異能力。それは影に触れた相手の精神を破壊し、意のままに操あやつる「操作系」の力。生きた軀むくろとなったクラッカーは、山やま田だたちが不利になるよう情報を操作しはじめた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　摩ま響ゆらに戦闘を任せ、屋敷を飛び出した斗と和わは、まっすぐ客棟を目指した。おそらくは山田の仕し業わざだろう、一切の通信が遮断されている。客棟に残していった一いち花かたちの安否は不明だ。


    　いや、それだけじゃない。客棟を飛び出していったかりも。彼女は今、どうしているのか？


    　彼女を追いかけていった銀ぎん河がは、千ち夏なつに殺されてしまったのだ。嫌な予感が加速する。


    　途中で一度、三人の千夏と遭そう遇ぐうした。霜しも月つきの形かた見みである砲ほう撃げき剣けん《大和やまと》を手に、ほかの信徒と協力して彼女たちを取り押さえる。


    　──そう、殺すことはできなかったのだ。理性が邪魔をしている。見えない壁の世界をつくり出す異能力者。そいつを見つけ次第殺すと宣言する山田と、同じくその人物を殺すと宣言する自分との間には、大きな隔へだたりがあることを自覚させられる。


    「うわああああああああッッ!!」


    　不意に鋭するどい悲鳴が聞こえてきた。びりびりとした緊張が肌はだに走る。わずかな声の差。惨さん劇げきの経験が教えてくれる。これは人間ではなく、化け物に襲おそわれているときの声。


    　判断に迷う。そちらにかりもがいる保証はない。だが、もしもいた場合は──。


    　ふと、予感がした。自分でもどうしてそう思ったのかはわからない。ぴりぴりとした感覚が右手のほうから感じられ、斗と和わは運命の糸に引き寄せられるように、そちらへ向かった。


    　迷路のように入り組んだ参道を走り抜け、生け垣を飛び越える。特徴的な構造色ストラクチユアル・カラーの髪を持つ後ろ姿が視界に映った。


    「かりもっ！」


    　斗和の声に、びくりとかりもが動きを止める。そして恐る恐るといった感じで、彼女は振り向いてきた。そのとき斗和の心に去きよ来らいしたのは、大きな安あん堵どと満たされた幸福感だった。


    　彼女に対する憤いきどおりも不信感も、すべてをかなぐり捨て、ただ彼女が無事だったという事実に歓喜した。


    「かりも、無事だったんだな。よかった。さあ、早くここを離れよう。一緒に来るんだ」


    　手を差し伸べる斗和。だが、かりもの動きは硬く、表情は暗い。


    「斗和。私は……」


    「今はいい！　今はいいんだっ！」


    　反射的に斗和は叫んでいた。ここで彼女を手放してしまったら、二度と逢あえないような不安が襲おそってくる。


    「いや……。来ては駄目、斗和」


    　かりもが一歩、後ずさる。近づけば近づくほど、彼女との距離が永遠に埋まらないように思えて、斗和は躊躇ためらった。そのときだ──。


    　何か巨大なモノが押し迫ってくるような感覚を覚えた。戦せん慄りつが全身を駆かけ巡り、本能が死の恐怖を感じとる。咄とつ嗟さに空を見上げた斗和の視界を覆おおうようにして、そいつが降ってきた。ちょうど斗和とかりもの間を遮さえぎるようにして──。


    　巨大な白びやつ虎この化け物。真っ白な毛並みはところどころ返り血で汚れ、奴やつが決して味方でないことを伝えてくる。ギラリと血走ったブルーの瞳ひとみが底冷えのするような光を放ち、次の瞬間、空気を押し潰つぶすような、巨大な重量が押し迫る感覚が走った。


    　瞬時に反応できたのは、いくつもの惨さん劇げきを生き延びた経験から。頭で理解するよりも速く体が防御態勢をとる。幻想の右手フアントムリーフを発動させると同時に、《大和やまと》で前面に盾たてをつくった。


    　凄すさまじい衝しよう撃げきが全身を揺さ振る。地面に激しく叩たたきつけられ、衝撃と浮遊感が交互に襲い来る。護身服を着ていなければ、今の一撃で骨の一本くらいはやられていたかもしれない。


    「あっ。あの人、殺しちゃ駄目……な人？　生きてる？　セーフっぽい？」


    　獣けものの声で獣に似つかわしくない口く調ちようで白虎がしゃべる。人間を摑つかめそうなほど巨大な前脚の爪つめを、閉じたり開いたりしているのを見ると、あの前脚で攻撃されたのだろう。


    　傷は大したことはない。だが問題はかりもとの距離だ。


    「こっちは、食べて、いい人……だよね？」


    　誰に尋ねるでもなく、白びやつ虎こが言い放つ。その視線は斗と和わとは反対側、かりもの姿をじっと捉とらえていた。


    　かりもの顔が恐怖で引き攣つる。なんの力もない少女。あの白虎から身を護まもる術すべなどない。


    「やめろっ！　かりもに手を出すなッッ!!」


    　あらん限りの声を振り絞って、斗和は叫んだ。けれども白虎は動じない。血の混じった涎よだれを垂らしながら、かりもに向き直る。


    「やめろと言ってるだろぉおおおおおおっ！」


    　斗和は《大和やまと》のバレルを展開し、砲ほう撃げきを行おこなおうとする。だが、かりもに当たるかも、と思った瞬間、体が硬直した。


    　冷静で大胆だった斗和の判断力は、かりもという少女の前にあって、不安に押し潰つぶされてしまっていた。かりもを失ってしまうかもしれないという恐怖が、斗和の決断を鈍にぶらせる。


    「逃げるんだぁあああッ！　かりもぉおおおおおおおおおッッ!!」


    　無力な斗和の絶叫が響き渡る。その声に弾はじかれるようにして、かりもが背を向けて走り出した。けれども──。


    　白虎が跳躍する。一足飛びに距離をゼロにする力強い動き。残忍な刃やいばを宿す巨大な口が、かりもの体に喰くらいつく。鮮せん血けつが飛び散った。白虎の血で汚れた体を、さらなる鮮血が染め上げていく。


    「あっ……、あ……」


    　斗和は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。予想を超える展開に頭の回転が追いついてこない。目の前で起こった光景が信じられなかった。


    「噓うそだろ？　かりも。……どうして？」


    「──ガッ。痛……い」


    　白虎が吐と血けつし、その巨体が崩れ落ちる。それと入れ替わるようにして、白虎の喉のどを貫つらぬいていた長剣が姿を現した。


    　白鳥のような真っ白な羽が、闇やみ夜よを照らすように広げられている。長剣を握っているのは、青せい銅どうの鎧よろいに身を包んだ金髪碧へき眼がんの天使。下半身は人ではなく蛇へびで、ナーガという幻げん想そうの生物を彷ほう彿ふつとさせた。


    　天使はまるで愛いとおしいモノを護るかのように、かりもの華きや奢しやな体たい軀くを、剣を持っていないほうの腕で抱き締めている。


    「かりも。なんだよ、……それ？」


    　震える声で問いただす。けれども、かりもは答えない。唇くちびるを嚙かむようにして、悲痛な表情に歪ゆがむ横顔を見せつける。


    「エキドナ。……行って」


    　かりもの声に従い、エキドナと呼ばれた天使が空高く舞い上がる。


    　彼女の態度から、容易に想像がつく。かりもはあの天使の存在を知っていた。では、あれはかりもの異能力なのか？　いや、違う。それは矛む盾じゆんする。睦む月つきも言っていたはずだ。かりもは異能力者ではないと。


    　落らく雷らいのような衝しよう撃げきが走る。どうして今まで気づかなかったのか？　睦月が神しん悠ゆう言げんを裏切り、神と独自に通じていたことを先ほど知ったばかりではないか。ならば、かりもの件も──。


    　最悪の想像がよぎる。知りたくはない現実が押し迫ってくる。どこか麻ま痺ひしたように、思考が曇っていた。無意識の領域で心が恐怖している。これ以上、知ってしまうことを──。


    「ふははははははははははっっ！　見つけたぞぉおおおおおおッッ!!」


    　哄こう笑しようが夜空を引き裂いていく。よく響く玲れい瓏ろうな声は、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ斗と和わの耳にも届いていた。


    　炎で赤く焼けた空と、その向こうの星空を背負うようにして、金色の意匠を施ほどこした漆しつ黒こくの鎧よろいを着た存在が飛ひ翔しようする。一直線に、かりもを抱きかかえたエキドナに向かって。


    　──鬼が獲え物ものを見つけた瞬間だった。


    「やめろぉおおおおおおおおおおおおおっっ!!　山やま田だぁあああああああああああッッ!!」


    　斗和の無力な叫びが、惨さん劇げきの夜に響き渡った。

  


  
    



    　　　第五章　その鬼は絶望を知る


    



    「久く遠おん兄様。摩ま響ゆらはまた怖い夢を見てしまったのです」


    　それは幼おさない頃の摩響の記憶。当時の摩響は、世界が滅めつ亡ぼうするというビジョンに怯おびえていた。


    「だんだん神しん代だいの力が強くなっているね。摩響の覚かく醒せいは近いのかもしれない」


    「久遠兄様。摩響は恐ろしいです。この神代が覚醒したらどうなるのです？」


    「心配しなくていいよ、摩響。君の神代は、きっと世界を救うのに役立つはずだ。聡そう明めいなる神が、意味もなく神代をお与えになることはないよ」


    「でしたら久遠兄様の神代は、多くの者を導みちびくためにあるのですね。兄様の分析アナライズにより己おのれの神代を自覚することで、多くの者が覚醒できました」


    「摩響。私の神代はね。おそらく分析アナライズではないよ。覚醒前の神代が、やや違ったかたちで現れることは、よくあることだ」


    「系けい譜ふ系けい」の神代を引き継ぐと、固有神代に目覚める可能性は極端に低くなる。姫ひめ巫み女ことなった久遠が〈紡がれしアルカの祈りエターナル・クロニクル〉を引き継がなかったのは、彼がいまだ覚醒に至っていないからだ。


    　それから一年経たっても久遠の神代は覚醒することなく、このままでは体てい裁さいが悪いという理由で、覚かく醒せいを待たずに引き継ぎの儀が執とり行おこなわれることとなった。さすがに〈神かみ聴きき〉の才が消えた先代姫ひめ巫み女こに、いつまでも〈紡がれしアルカの祈りエターナル・クロニクル〉を持たせるわけにはいかない。


    　悲劇はそのときに起こる。儀式の最中に、久く遠おんの神しん代だいが覚醒したのだ。それは「系けい譜ふ系けい」の神代に刻まれしほかの神代すらも喰くい尽くす、存在してはならないモノであった。


    　神代は精プネ神ウマの座の力。貪どん欲よくに神代を喰い荒らしていったフェンリルの猛威は、久遠の精神に深い傷跡を残す。儀式は失敗に終わり、歴代の姫巫女が残した多くの神代が失われ、鬼と化した久遠は、その場にいた多くの者を虐ぎやく殺さつしたのだ──。


    



    　轟ごう々ごうと燃え盛る建物の屋根の上には、二つの人影があった。漆しつ黒こくの全身に鎧よろいを纏まとった騎士と、瀟しよう洒しやな巫女服に身を包んだ少女。騎士の右腕が、少女の細い首を摑つかんで持ち上げている。


    「……殺しなさい」


    　山やま田だに吊つるし上げられている摩ま響ゆらは、忌いま忌ましげに吐き捨てる。


    　すべての異能力を無効化する山田の右手。それに触れられた時点で摩響は、神代の使えないただの人間となった。だが山田は摩響を殺すことなく、乱雑に瓦かわら屋や根ねの上に放り投げる。


    「どうして、殺さないのですか？　……もしかして久遠兄様だった頃の記憶が──」


    「何を言ってるんだ、貴き様さまは。馬ば鹿かか？　あえてもう一度言おう、馬鹿か？」


    「──くっ！　だったらどうしてっ!?」


    「貴様を殺せば、予言書が消えてしまうだろう？　私の目的を忘れたのか？　〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉で異能力者に触れても、一時的に封印するだけで、異能力を消しよう滅めつさせるわけではない。だが殺すのは違う。『生せい成せい系』以外は本人の死と同時に消えてしまうことが多い」


    「生成系」とは武器や道具などを作り出す神代のこと。笠かさ根ね木ぎの〈死者の願いは凶器を紡ぐデツドマンズ・スミス〉などはその代表だ。摩響の〈虚空なる蛇の憂いアカシツクレコード〉も和紙を顕けん現げんさせるが、あれは予言を記した結果であり、武器や道具などの生成とは根本的に違う。


    　摩響は両手を握り締める。口くち惜おしい想おもいが、次から次に湧わき上がってくる。このような鬼に、一瞬でも久遠だった頃の心が残っているなどと期待した自分が、堪たまらなく恥ずかしかった。


    『摩響。私は思うんだ。本当の強さとは、誰も害さないことかもしれない。だから私は、愛で世界を救う者のために、この身を捧ささげたいと思っている。もしもその人が絶望に押し潰つぶされそうになっていたら、〝道は私が切り開くから、君はただ進めばいい〟と言えるような、そんな存在に──』


    　久遠の言葉を思い出す。やはり、あの優しかった兄は、もうどこにもいないのだ。


    　──そのときだ。不意に誰かの叫び声が聞こえたような気がした。視界の隅に白い羽を広げた天使の姿が映る。蛇へびの下半身を持つ天使だ。


    「あれは……、卯う月づきのエキドナ？」


    　だが、夜天を飛ひ翔しようするエキドナが抱きかかえているのは、卯月ではない。全然知らない誰かだ。理由がわからなかった。命の危険がある今の状況下で、自分の近くにエキドナを置かず、他人を護まもらせている理由が──。


    　いや、と摩ま響ゆらはその可能性に気づく。卯う月づきは睦む月つき派の八や社め巫み女こだ。ならば、とある人物を優先して護る理由が存在する。それはつまり──。


    「なるほど、そういうことかっ！」


    　仮面で素顔は見えないが、その声が歓喜に打ち震えていることだけはわかった。次の瞬間、山やま田だの姿が搔かき消え、滑かつ空くうするようにしてエキドナに押し迫る。


    「ふははははははははははっっ！　見つけたぞぉおおおおおおッッ!!」


    　エキドナは「召しよう還かん系」の神しん代だいだ。つまり山田の右手が触れた時点で消しよう滅めつする。腕に抱かれているのが誰かは知らないが、あの高さから落下したらただでは済まない。


    　敵の存在に気づいたエキドナが、剣を構え戦闘態勢をとる。〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉を知る卯月の判断とは思えない。おそらく自動操縦で動いているのだろう。


    　山田が屋根や木を足場にしながら、猛然と突き進んでいく。もはやあの狂喜の殺人鬼を止められる者など存在しない。いや──。


    　摩響はその事実に目を見開く。


    　大空を舞うように跳躍した漆しつ黒こくの騎士に向かって、何者かが弾だん丸がんのような速度で襲おそいかかってきたのだ。首に赤いマフラーを巻いたそれは、もう一体の〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉だった。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「まさか!?　雲うん流りゆう汐せ摘つ心なかッ！」


    　こちらの存在に気づいた山田が、咆ほう哮こうするように問うてくる。


    「──如い何かにもッ！」


    　汐摘心は答え、すべての異能力を無力化するフェンリルの右手を繰り出す。当然ながら、この右手が当たれば、山田の〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉を搔き消すことができる。


    　ラプラスとの再戦で、一度は使用済みとなった汐摘心の〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉。だが再度目にしたことで、再び漆黒の鎧よろいを纏まとうことができた。さらには〈死者の願いは凶器を紡ぐデツドマンズ・スミス・改〉によるアイテムの生せい成せいと、それを装備することによってもたらされる身体能力の向上で、戦闘力を強化する。


    「はあああああっっ！」


    　裂れつ帛ぱくの気合いと共に打ち放たれる汐摘心の攻撃。だが山田は絶妙のタイミングで翼のような三対ついのマントを広げると、空気抵抗により軌き道どうを変えて、汐摘心の攻撃を避ける。


    「──なっ！」


    「ふはははははははっ！　格闘センスは今一つだなっ！」


    　お返しとばかりに振り下ろされる山やま田だの漆しつ黒こくの爪つめ。攻撃をかわされたばかりの汐せ摘つ心なには為なす術すべがない。だが次の瞬間、汐摘心の全身が赤い燐りん光こうに包まれ、残像を残しながら移動する。そればかりかＵＦＯのようにありえない軌き道どうで空中を翔かけた。


    　汐摘心の首には赤いマフラー。〈死者の願いは凶器を紡ぐデツドマンズ・スミス・改〉で生せい成せいした、残像を残しつつ一瞬だけ宙を舞うことのできるアイテムだ。


    　空中で交戦した両者はそのまま屋根の上に着地し、追撃することなく対たい峙じする。


    「なぜ邪魔をする？」


    「彼女を殺すことを、斗と和わは望んでいない」


    「勝手な妄もう想そうで少年を語るな。彼は言っていたぞ。〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉の異能力者が誰であれ、必ず殺してやるとな」


    「『男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ』という言葉を知らないのかなぁ？　世界は常に変わり続け、情報も更新されていく。それに合わせて考えを変えることを成長というんだ」


    「都合よく解釈するな。単にキャラがブレてるだけさ」


    「そろそろ無駄な足あ搔がきをするのは、やめてもらえない？　斗和の言う師匠に会ったのなら理解しているはずだ。君は部外者だ。世界の命めい運うんになんら影響を与えることができない」


    「世界を救えるのは《永遠の名を冠かんする者》と《瞬しゆん刻こくの名を冠する者》だけ、だったか？　で、貴き様さまらはどうやって世界を救うつもりだ？」


    「斗和とたくさんデートするんだ。ボクの真ま名なを斗和が思い出せば、それが斗和にとって幸福と思える未来になる。世界を救うのは殺人じゃない、愛さ」


    「くははははははっっ！　愛だと？　愛が世界を救うだと？　言ってて恥ずかしくないのか？　聞いてるこっちが赤面モノだぁああ！　今どき漫画でもそんな科白せりふはないぞっ！」


    「……斗和が師匠に出会ったのは、一度だけじゃないんだ」


    「ほう。少年は強運の持ち主だとは思っていたが、そうなのか。ちなみに私も二度ほど会っている」


    「……君もなかなか悪運が強いようだね。だけど斗和は、十数回も出会っている。それも、斗和が判断に迷ったタイミングでだ」


    「──なっ!?」


    　山田が小さく悲鳴をあげる。〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉の仮面のせいで表情は窺うかがえないが、この科白の意味を正しく理解していれば、その驚きよう愕がくは計り知れないだろう。


    「斗和はまだ覚かく醒せいに至っていない。漏もれ出た力だけで、師匠を何度も呼び出している。斗和の能力はそのレベルなんだよ！　桁けたがまるで違うんだッ！　君程度の力では世界は救えない！」


    　しばらく沈黙が降りた。やがてカタカタと鎧よろいの擦こすれる音がする。


    「くくくく、くははははははっ！　──まあ、別にそれでもいい」


    「なんだって？」


    「勘違いするなよ。私は世界が救われること自体にはなんの興味もない。私が世界を救うことに、興味があるのさぁ」


    「そうか、残念だよ。彼女を殺すと言うのなら、殺人鬼。君にはここで消えてもらおう！」


    「無ぶ粋すいだなぁ、汐せ摘つ心な。愛が世界を救うとほざく奴やつの科白せりふか？」


    「そっちこそ勘違いしないでよね。ボクは平和主義者ってわけじゃない。愛とは、熾し烈れつで過激なモノなのさッ！」


    　ほぼ同時に、二人の体が搔かき消えた。勝敗は一瞬。先に右手で触れたほうが勝ちとなる。


    　汐摘心はマフラーの能力を全開にし、赤い燐りん光こうを撒まき散らして残像を空間に刻みつけつつ、果か敢かんに攻撃を仕掛けた。互いに右手を警戒しながらも、豪雨のような激しさで打撃の応おう酬しゆうを繰り出し、人の限界を超えた動きで攻防が繰り返される。だが──。


    「動きが単調だぞ、汐摘心ッ！」


    　山やま田だの動きが、汐摘心の予想を超えて変化する。咄とつ嗟さにマフラーの能力を使用するが、それすらも読まれていた。


    「くっ！　しまった！」


    　鈍にぶい金属音と共に、汐摘心の首に深々と山田の爪つめが突き刺さる。だらりと、汐摘心の手足が垂れ下がった。


    「愛とは脆もろく儚はかないモノだなぁ。ん？　そうは思わ──」


    　山田の科白は唐突に止まる。山田の右手に貫つらぬかれた汐摘心は漆しつ黒こくの鎧よろいを失い、傾けい国こくの美女と謳うたわれるほどの遺い骸がいを晒さらすはずだった。


    　けれども、そこにあったのは見知らぬ男の死体。服装からして信徒だ。


    「まさか!?」


    　山田が叫ぶのと、屋根を突き破って、その存在が現れるのは同時だった。


    　四体の〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉。それらが一斉に、危険を察して飛び退のいた山田に襲おそいかかる。


    「千ち夏なつくんの異能力か？」


    「ご名答ッ！」


    　自分を襲ってきた千夏を返り討ちにした汐摘心は、彼女の異能力を複製していた。この異能力の優れているところは、汐摘心の現状をコピーできるという点だ。すなわち──。


    「〈死者の願いは凶器を紡ぐデツドマンズ・スミス・改〉、発動！」


    　コピーした時点で未使用だった異能力を使用することができるのだ。


    　汐摘心は山田が放り捨てた死体から、新たなアイテムを生せい成せいした。何が出るかわからない不安定な能力だが、汐摘心は賭かけに勝利する。生成されたのは《打ち出の小こ槌づち》だ。


    「〈身体要素驚愕上昇ギガンテツク・ブラスト〉！」


    　刹せつ那な、身の丈が五メートルもある漆黒の騎士が誕生した。すべての絶望を濃厚に凝ぎよう縮しゆくしたような禍まが々まがしい姿。鬼を超えた存在を鬼き神じんと呼ぶのなら、鬼神を超えた存在を魔神と呼ぶ。


    「グォオオオオオオオッッッ!!」


    　大地を揺るがす魔神の咆ほう哮こうと共に、巨大な右手が振るわれる。一対一であれば、かろうじてかわすこともできたかもしれない。だが三体もの〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉と戦いながらでは、いくら山やま田だといえども不可能だった。ほかの騎士共々、手加減なく殴り飛ばされる。


    「くっ、ここ……までか」


    　巨大化した汐せ摘つ心なは元に戻ると同時に、すべての異能力を解除した。〈今は遠きアルカの願いパーシヴアル・クロニクル〉を酷こく使しした結果のエネルギー切れ。もはや汐摘心に戦うことはできない。


    「汐摘心！」


    　不意に斗と和わの声が聞こえてきた。瞼まぶたの重くなった視界で声のしたほうを見ると、斗和が駆かけ寄ってくるところだった。崩れ落ちそうになる自分の体を、優しく抱きとめてくれる。


    「大丈夫か、汐摘心ッ！」


    　必死に叫ぶ斗和の声。心配してくれているのだと思うと、それだけで胸が熱くなる。


    「大丈夫だよ、斗和。回復睡眠に入るだけさ。今はボクのことより、かりものことを……。早く追いかけてあげて」


    「だけど汐摘心を、こんなところに放っておくわけには……」


    「斗和くん！」


    　そのとき、タイミングよく操みさおが現れてくれた。斗和は汐摘心を操に託すと、エキドナが逃げていったほうへ走り出す。そんな斗和の背中を見送りながら、汐摘心は深い眠りについた。
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    「へぇ～。これがいわゆる『漁ぎよ夫ふの利り』ってやつですか。穫とれた獲え物ものはずいぶんと禍まが々まがしいみたいですが」


    　飄ひよう々ひようとした声が聞こえてきた。


    　山田は怪け我がの具合を確かめながら、ゆっくりと立ち上がる。汐摘心に殴られたダメージはフェンリルの鎧よろいが受け止めてくれたが、異能力を搔かき消され、生身のまま吹き飛ばされて地面に叩たたきつけられたダメージは直じかに受けている。木の枝などがクッションになっていなければ、重傷を負っていたかもしれない。


    「念のために自己紹介しておきましょう。私の名前は睦む月つき、神しん悠ゆう言げんの八や社め巫み女こが第一席です」


    　睦月は地面から一メートルほどの高さで静止する箒ほうきに、横向きに腰かけていた。トンガリ帽子に漆しつ黒こくのマント、手には魔ま導どう書しよを持っている。


    「ならばこちらも自己紹介しよう。私は山田喜き一いち郎ろう。みんなからは山田様と呼ばれている」


    「もしかしてその前は、天あ名な地い鎮ち久く遠おんという名前で呼ばれていませんでしたか？」


    「いいや、全然。最近よく間違えられるが人違いだ。その久遠とやらは、よほど残ざん虐ぎやくでフザケた性格で絶世のイケメンのようだなぁ」


    「ありゃりゃ、自分でフザケた性格という自覚はあったんですか？」


    「さて、そんなどうでもいい話は置いといて、そろそろ予言書の中身を教えてくれないか？　新しくやらねばならないことが増えてな。こう見えて忙しいんだ」


    「頼れる仲間がいなくなると大変ですよねぇ。今や、残っているのはあなた一人だけですよ」


    　睦む月つきの発言に、山やま田だはそれほど驚かなかった。周囲の落ち着いてきた状況や、千ち夏なつと汐せ摘つ心なが交戦したという重要な情報をクラッカーが伝えなかったことなどから、薄々理解していたことだ。


    「そして予言書の件ですが、お仲間から連絡があったはずです。──予言書の内容を知りたければ、私を倒してからにしてください」


    　飄ひよう々ひようとした口く調ちようとは裏腹に、睦月の全身から嵐あらしのような殺気が放たれる。それと同時に、睦月は魔女の衣装とアイテム──すなわち異能力を解除した。


    「……どういうつもりだ？」


    「私の武術は先代姫ひめ巫み女こ様に鍛きたえられたモノでして、それがどれだけあなたに通じるか試してみたいのですよ。幸い、あなたはしばらく神しん代だいを封じられているようですし」


    「くくくくっ……。おいおい、マジか？　せっかくの私を倒せるチャンスだぞ。だがなぁ──そういうのはだぁあああい好きだぁあああああッ！」


    　山田の歓喜の咆ほう哮こうを浴びると同時に、睦月は瞬動の如ごとき速度で接近する。そのまま躊ちゆう躇ちよすることなく、空気を切り裂くような素早い拳こぶしの連打を浴びせてくる。


    　山田は片手でそれをいなした。そう、回避するにはあまりにも鋭するどく、こちらの動きを読むように張りついてくる。無論、攻撃は拳だけに留とどまらず、ほぼ同時に撃ち放たれてくる上下の連係、さらには肘ひじ鉄てつや膝ひざ蹴げりなどへつなぎ、体当たりや踵かかと蹴りまで織り交ぜてくる。滑なめらかな体たい捌さばきは、どんな体勢からも攻撃の手を緩ゆるめない。


    　山田は見る者の心を奪う、例の流麗な動きを見せることはなかった。なぜなら睦月もまた同じレベルの動きをしているからだ。流れと流れがぶつかりあえば、それは水みず飛沫しぶきをあげる乱雑で稚ち拙せつな戦いにしか映らないだろう。


    　だが腕に覚えのある者が見れば、刹せつ那なの攻防、わずかな反応の鋭さ、虚きよ実じつの駆かけ引きに舌を巻き、窒ちつ息そくする思いで両者の戦いを見守るはずだ。


    「まだまだ、だなっ！」


    　一拍ぱくで十数打にも及ぶ連撃の隙すきをつき、山田の蹴りが睦月の脇わき腹ばらに突き刺さる。


    　吹き飛ばされた睦月は頭から墜つい落らくする直前、地面に片手をつくと同時に体を捻ひねり、器用に足から着地した。そして小さく吐と血けつする。


    「……残念です。せめて両手を使わせるくらいは追い詰めたかったのですが。体術では遠く及ばないようですね」


    「さすがに人間相手に両手を使ったのでは、鬼としての名が廃すたるからなぁ」


    「では、魔法少女ならばどうでしょう？」


    　睦む月つきがにやりと笑って、再び〈呪われし魔女の晩餐ウイツチクラフト〉を発動させる。魔術や呪じゆ術じゆつという概がい念ねんを実現させる「概念事象系」の異能力。


    　その最大の特徴は、〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉でも魔法自体は無効化できないこと。なぜなら、〈呪われし魔女の晩餐ウイツチクラフト〉の能力は魔法を実現させるまでであり、そこから生まれた魔法は実在するモノとして記述されるからだ。


    　つまりは異能力でなく、本物の魔法。そのため〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉でも魔法自体は打ち消すことができない。無論、睦月本体に触れれば、〈呪われし魔女の晩餐ウイツチクラフト〉を封じることはできる。


    「ほう、魔法少女か……。二十歳はたちを過ぎた男が言うとギャグにしか聞こえんなぁ」


    「わりと今のはカチンときましたねぇ。おかげで手加減せずに済みそうです。──紅ぐ蓮れんの炎よ、すべてを浄化する清き灼しやく熱ねつよ。我わが願いを糧かてとし清浄の楔くさびと化せ。炎の矢ッ！」


    　睦月の詠えい唱しようが終わると同時に八本の炎の矢が顕けん現げん、凄すさまじい速度で山やま田だに襲おそいかかる。


    「生命の源みなもとたる水よ、優しき流れは荒れ狂う怒りと共に牙きばを剝むく。我が怒りを糧とし、引き裂く刃やいばの鞭むちと成れ。水の鞭ッ！」


    　炎の矢を避ける山田に向かって、流動的な軌き道どうを描えがく水の鞭が襲いかかった。


    「土の棘とげッ！　木の狩人かりゆうどッ！」


    　さらには地面から大人の腕ほどもある無数の棘が突き出し、近くの木がまるで生き物のように枝を振るい、山田を攻撃する。


    「──くッ！」


    　ついには水の鞭が山田の脇わき腹ばらを切り裂いた。スピードや物量だけではない。睦月の武人としてのセンスは山田の動きを的確に読み、確実に鬼を追い込んでいく。


    「隙すきだらけですよ。金の四し肢しッ！」


    　いつの間にか接近していた睦月の黄金と化した足が、先ほどのお返しとばかりに山田の脇腹に炸さく裂れつする。山田は数メートルほど吹っ飛ばされ、激しく地面に叩たたきつけられた。


    　大胆にも接近してきたのは、今の山田が〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉を使えないからだろう。確かに連携の締めとしては、申し分ない攻撃だ。


    「ふぅ。これは不ま味ずいな。……逃げるか」


    「逃がしませんよ。もう七年も待ったのですから」


    　睦月はどこか寂しげな表情を浮かべながら、さらなる魔法を展開した──。
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    　エキドナに抱えられたかりもを追って、斗と和わはひたすらに走り続けた。向こうの飛ひ翔しよう速度はそれほど速くないが、最大の違いは障害物の有う無む。木々の間を駆かけ、生け垣を飛び越え、建物の中を突っ切りながら、斗と和わはエキドナの後を追う。


    　不意に足あし下もとがなくなる感覚。しまったと思ったときには、池に転落していた。全身ずぶ濡ぬれになりながら池から出ると、目の前の建物のすぐ向こうにエキドナが降りていくのが見えた。


    　建物へ乗り込むと、中にいた信徒たちが斗和を敵と勘違いし、立ちはだかる。逃げ惑う信徒たちとは明らかに違う反応だ。


    「待て、俺おれは味方だ。姫ひめ巫み女この客人だぞッ！」


    　斗和は砲ほう撃げき剣けん《大和やまと》を手にしたままで、両手を上げて攻撃の意志がないことを伝える。


    「その者を拘こう束そくしなさい」


    　奥から大人びた女性の声が投げかけられる。誰だ？　と斗和が訝いぶかしむ間もなく、信徒たちが襲おそいかかってきた。


    　斗和も必死で応戦するが、手加減をしなければならない人間相手では分ぶが悪い。あっという間に拘束されてしまった。左右から腕を極きめられ、正座するような格好で押さえつけられる。


    　やがて斗和の前に立つ信徒たちが左右に割れ、その先には巫女服に身を包み、薄い茶色の髪をお下げにした、やけに黒目の大きい女性の姿があった。


    　そして彼女の隣には、今しがた舞い降りてきたエキドナの姿があった。かりもは気まずそうに顔を逸そらしたまま、エキドナから降りる。


    「どういうことなんだ？　かりも。その天使はいったい？」


    「あら、意外に勘が鈍にぶいのですね」八や社め巫女──卯う月づきが嘲あざけるように言う。「その御お方かたがおまえたちの捜していた、見えない壁の世界をつくり出す神しん代だい使いなのです」


    　なぜかショックはそれほど受けなかった。頭のどこかでその事実を理解していたのかもしれない。ただただ頭が真っ白になって、何を言うべきかわからなくなって、自分の呼吸が耳に張りついたようにうるさいだけだ。


    「──つまりこの御方を殺せば、昏こん睡すい状態に陥おちいっている多くの者を救うことができるのです。それがおまえの望みなのでしょう？」


    　卯月は、しゃべりながら歩を進めると、先ほどまでかりもを抱いていたエキドナに手で触れる。刹せつ那な、エキドナの目が怪しく光り、下半身から伸びる蛇へびの尻しつ尾ぽでかりもの体を拘束した。


    「……くっ！」


    　全身を締めつけられ、かりもが苦しそうな表情を浮かべる。


    「何をするッ！」


    　斗和は咄とつ嗟さに声を荒らげた。意味がわからない。あの天使は先ほどまでかりもを護衛していたはずだ。それが今は、かりもに攻撃を加えている。


    「我われの神代──エキドナは自動操縦で命令を遂すい行こうできるタイプですが、再度我が触れるまでは命令の解除ができないのです」


    　つまりたった今触れたことで、かりもを護衛するという命令を解除したのだ。それでも、かりもを攻撃する意図がわからない。


    「先代の姫ひめ巫み女こ様は、それはもう大変素晴らしい御お方かたでした。能力や外見はもとより、人柄も非常に優れており、神しん悠ゆう言げんの創設以来、最高の逸いつ材ざいと言っても過言ではありませんでした。──ですが、神はあの御方を見捨てられた」


    　ぞくりと背筋が凍りつく。唇くちびるを嚙かみ切らんばかりに歪ゆがめられた卯う月づきの表情からは、積年の口くち惜おしさが滲にじみ出ている。


    「神悠言は神の神しん託たくあっての集団。それは重々承知しています。ですが我われにとっての神悠言は久く遠おん様あってのモノ。どうして久遠様は、あのような非情の仕打ちを受けられたのか。慈悲もなく救いもなく、神に仕つかえてきた我らの歴史を踏み躙にじるかのような行おこない。──そのような神なぞ、我には必要ない」


    「なんたる罰ばち当あたりなことをッ！」叫んだのはかりもだ。「そのような不敬な心が、神の怒りを買ったのです。見返りを求めるべきではありません。ただ神に尽くすことにのみ、幸福を感じるべきなのですッ！」


    「初代。貴方あなた様はその純真さ故ゆえに、神悠言という組織をおつくりになられた。その点は非常に尊敬しております。そこでよいことをお教えしましょう。人間の欠片パーシユを集めたところで、貴方様がお父様と崇あがめる神が復活することはありません」


    「──な!?」


    「貴方様は騙だまされていたのです。神にユグラル様を復活させることなどできません。貴方様がなさったことは、ただ単に罪なき者どもに苦痛と恐怖を与え、昏こん睡すい状態に貶おとしめただけです。なんと罪深いことでしょう」


    「黙りなさい！　何を根こん拠きよにっ！　神に対する数々の無礼、神しん罰ばつが下るモノと思いなさい！」


    「すでに神罰は受けましたよ。先に我らを裏切ったのは神のほうです。そういえば初代。何をそんなに狼狽うろたえておいでです？　神の意志に見返りを求めるべきではないと自身でおっしゃったでしょう。仮にユグラル様が復活なされなくとも、なんら問題ないはず」


    　卯月が嘲あざけるように言い、蛇へびの尻しつ尾ぽでさらにかりもを締めつける。


    「やめろッ！　かりもに手を出すんじゃない」


    「これは滑こつ稽けいな。なぜ止めるのです。おまえの目的は昏睡状態の人々を救うことでしょう？　ならばこの御方を殺すべきだと理解しているはずです」


    「おまえは、かりもを護衛していたんだろ。それなのに、どうしてかりもを殺そうとする？」


    「もはや用済みだからです。初代を守護していたのは、久遠様をこの地に呼び戻すため。その目的を達した今、残るは罪深き所しよ業ぎようのみ。せめてもの情けとして、同じ神悠言の刃やいばにてその罪を清めさせて頂きます」


    　蛇の尻尾に拘こう束そくされたかりもの体が、謝罪するように前に倒される。いや、それは今まさにギロチンで斬ざん首しゆされる罪人そのものだった。


    　特徴的な構造色ストラクチユアル・カラーの髪が、俯うつむくかりもの顔を覆おおい隠し、彼女の表情を窺うかがい知ることはできない。もはや抗あらがう素そ振ぶりを見せないことからも、かりもが受けたショックは相当なモノなのだろう。


    　天使の長剣が、かりもの細い首に当てられる。まるで、今からここを切断すると宣言するように──。


    「かりもぉおおおおおおおおッッッ！」


    　斗と和わは一瞬の隙すきを突き、拘こう束そくを振り切って、かりものほうへと駆かけ進む。


    「邪魔をするなぁあああああッッッ！」


    　斗和の眉み間けんに灼やけるような怒りが走った。立ちはだかり、再び拘束してこようとする信徒たちを、躊ちゆう躇ちよなく切り伏せた。鮮せん血けつが飛び散り、信徒たちが動揺の悲鳴をあげた。切られた者は命に別状はないものの、大おお怪け我がを負って戦意を喪失する。


    「血迷ったのですか？　この御お方かたはおまえの敵ですよ！」


    「黙れぇえええええええッッッ！」


    　斗和は自分で自分のことがわからなくなった。冷静な部分では、卯う月づきの言葉の意味を理解している。だがそれ以上に熱いモノが理性の蓋ふたを押し飛ばし、沸ふつ々ふつと湧わき上がる感情が、蒸気のように全身を駆け、肉体を動かしている。


    　どうなろうと構わない。間違いを犯そうと構わない。これが愚おろかな行為であろうと気にもならない。この一瞬、かりもを失わないこと以外、すべての思考が消し飛ぶ。理性よりも遙はるかに強い感情が、斗和を支配していた。


    「撃つぞ！」


    「この御方に当たる。撃てはしません！」


    　砲ほう撃げき剣けん《大和やまと》を砲撃モードに切り替え、砲口を向けるが、そんな脅おどしは卯月には効かなかった。そればかりか、かりもに危害が加わると聞いた瞬間、斗和のほうが萎い縮しゆくしてしまった。情報が整理できない。愚ぐ鈍どんにかりものことばかりを考えてしまう。


    「これで、終わりです」


    　卯月が言い、天使が長剣を大きく振り上げる。


    「やめろぉおおおおおおおおおッッッ！　かりもぉおおおおおおおおッッッ！」


    　斗和の絶叫が虚むなしく響き渡り、振り上げられた長剣の刃先に、薄いピンク色の花が咲きはじめた。ふと、斗和は違和感を覚える。その薄いピンク色の花に見覚えがあったからだ。


    「まさか、あれは──」


    　その声に応こたえるようにして、か弱く、けれども芯しんの通った少女の声が響く。


    



    「〈貫き花咲く刃の想いブリユーナク・アレジメント〉」


    



    　斗と和わの頭上を薄うす桃もも色の光線が迸ほとばしる。凄すさまじい金属音を立てて、天使の長剣を打ち砕いた。


    「斗和……くん、無事？」


    「お兄ちゃん、大丈夫か？」


    　薄桃色の燐りん光こうを纏まとうのは赤あか峰みね寧ね々ね音ね。その隣には、息を切らせる厳いかつい体格をした大男の姿があった。科白せりふからして、大男の信徒の中身は一いち花かだろう。魂たましいのない人型のものに憑ひよう依いできる一花の異能力──〈奔放なる無垢スカイクラツド〉。大男の死体に憑依して、体力的に劣おとる寧々音をここまで運んできたのだ。


    「くっ、何なに奴やつです？」


    　卯う月づきが憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうを刻みつける。そのままの感情で、かりもを蛇へびの尻しつ尾ぽで締め殺そうとする。


    　寧々音はポケットから硬貨を取り出すと、再び異能力を発動させた。物質に運動エネルギーを与え弾だん丸がんの如ごとく飛ばし、〝必ひつ中ちゆう〟の概がい念ねんを成す、「概念事象系」の異能力。


    　以前に魂を狩る幻想生物ソウルテイカーとなった影響か、威力も速度も格段にパワーアップし、同時に五発も必中の攻撃ができる「消費型」の異能力に変化していた。


    　寧々音の手から、五本の光の筋が伸びる。薄桃色の光線はかりもを避け、天使の体に五つの大穴を開けて吹き飛ばした。


    「馬ば鹿かなっ！　我われのエキドナが!?　な、なんという強さ」


    「行って、斗和くん。かりもさんは大事な人なんでしょ？　ほかのどんな人よりも大切だって、思ってるんだ……よね？　だったら、絶対に護まもり抜いてッ！」


    　寧々音の悲痛な叫びが胸を打つ。焦あせる感情の中で、混乱する理性の中で、斗和は確かにそれを理解していた。──自分は、多くの大切な人々より、ただ一人の女性を優先したのだと。


    「そいつらを取り押さえろ！」


    　卯月のヒステリックな叫びで、信徒たちが襲おそいかかる。


    「お兄ちゃんの邪魔はさせないよ」


    　強きよう靱じんな肉体を手に入れた一花が、持ち前の格闘センスで信徒たちを蹴け散ちらしていく。


    「〈貫き花咲く刃の想いブリユーナク・アレジメント〉」


    　ティッシュをクシャッと丸めて、異能力を発動させる。丸まったティッシュを喰くらった信徒は大きく吹き飛ばされ、後ろにいる信徒たちを巻き込んで、ドミノ倒しとなった。


    「かりも、逃げるぞ」


    「斗和、……私は」


    　斗和は無言で、力なく座り込むかりもの腕を摑つかみ上げると、素早く逃げ道を探した。


    「おのれっ！　──エキドナよ。我われの命を捧ささげる。さぁ、その本来の力を示すのです」


    　卯月は懐ふところから小刀を取り出すと、躊躇ためらうことなく自分の喉のどへと突き立てた。彼女が白目を剝むき、床ゆかに倒れ込もうとする寸前、卯月の死体から薄茶色の煙が噴き出るようにして、蛇の下半身を持つ先ほどの天使が再び姿を現す。


    　そしてみるみる巨大化していき、無数の棘とげを持つ二十メートルほどの蛇へびの化け物へと変へん貌ぼうしていった。屋根を突き破り、斗と和わに向かって丸太ほどもある剣を振るってくる。


    　だがそれは薄うす桃もも色の光線によって、たちまち打ち砕かれてしまった。さらには天空を穿うがつほどの光の筋が屋内から伸び、蛇の巨体を貫つらぬくと同時に吹き飛ばす。


    　命を賭とした卯う月づきの異能力も、寧ね々ね音ねの敵ではなかったのだ。


    　背後から追ってくる信徒たちを一いち花かたちに任せて、斗和はかりもの手を握ったまま、ひたすらに外を目指して走り出した。これからどうなるかも、わからないままに──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    （ほう、強いな）


    　山やま田だは内心で感心していた。同じ武器、同じステータスであっても強さの差は歴然と出る。格闘ゲームの同キャラ対戦で、上級者にまったく勝てないのと同じ理屈だ。


    　炎の矢が肌はだを焦こがし、木と土の槍やりが皮ひ膚ふを切り裂いていく。全身にオーラを展開し、怪け我がと出血を最小限に抑えて、なんとか時間を稼ぐ。


    　不意に攻撃の嵐あらしがやんだ。山田は訝いぶかしげに箒ほうきに乗った睦む月つきを見上げる。


    「私としたことが、安全策に走るあまり、愚おろかな戦いをしてしまったようですね」


    「なんのことだ？」


    　とぼけてみせるが、睦月には意味がないだろう。もはや確信しているはずだ。こちらが為なす術すべなく逃げ回っていたのではなく、汐せ摘つ心なによって封印された〈神殲滅の暗黒騎士フエンリル・ナイト〉が復活するまでの時間稼かせぎをしていたことに。


    「追い詰めているつもりで、自分が追い詰められていたなんて。いやはや、とんだ失態です。〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉で神しん代だいを封印できる時間はどれくらいですか？」


    〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉は触れた相手の異能力を封じることができるが、常識から考えても、永遠に封じることなどできない。解除条件か、時間制限が存在するはずだった。


    「おいおい、そんな重大な情報をわざわざ敵に教えてやる馬ば鹿かがどこにいる？　戦いの常識だろう。だがなぁ、特別に教えてやるぞッ！　自分を封印した相手に再び触れること。それが封印解除の条件だッ！　ふはははははっ！」


    「なるほど、やはり時間制限のほうですか。どれくらいです？」


    「ふっ、人の話を聞け。──一時間だ」


    「……なるほど、十分以下ですか。これは不ま味ずいですね」


    　いつものようにさらりと噓うそを言ってみたが、睦月には意味がなかったようだ。状況を理解した睦月が再び五ご行ぎようの魔法を撃ち放ってくる。余裕のない一気に畳みかけるような攻撃だ。


    　炎の矢、水の鞭むち、木の槍に、土の棘とげ。空間そのものを埋め尽くすような攻撃の嵐あらしは、ほぼハメ技に近い。幾度か経験した山やま田だでさえ、いまだ無傷で回避できた試しはない。だが──。


    「残念だったなぁ。〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉」


    　連携の最後を締める睦む月つきの接近攻撃。それに合わせ、山田は漆しつ黒こくの爪つめを繰り出していた。


    「──かはっ！」


    　鋼鉄をも切り裂くフェンリルの爪が、深々と睦月の体の中心を貫つらぬく。彼女の口から、ごぽりと血の塊かたまりが流れ出た。


    「……なぜだ？」


    　呟つぶやいたのは山田だ。舌ぜつ戦は山田の勝利。睦月は騙だまされ、焦あせって攻撃に出たせいで、致命的なミスを犯す。〈神殺しの夜フエンリル・ナイト〉の封印時間は、触れられた時間で変化する。今回は三分。ほんの少し前に封印は解けていた。


    　けれども睦月を貫いた瞬間、山田は理解する。彼女はまったく避けようとしなかった。まるでこうなることを望んでいたように。故ゆえに、「なぜだ？」と問うたのだ。


    　睦月は答えることなく、そっと山田の背中に手を伸ばす。血で汚れた口元には安あん堵どの笑み。安らかな笑え顔がおは、いつもの飄ひよう々ひようとした睦月ではなく、一人の恋する女性のモノだった。


    「あなたに、呪のろいをかける……ためです。私を殺……した時点、で、発動する呪……い。鬼を殺す、……呪いです。」


    　山田はああ、と理解する。睦月は確実に自分を倒す方策を持ったうえで戦いを挑いどんできたのだ。しかも相打ち覚悟で。毒に耐性を持ち、異能力を搔かき消す自分を倒すには、呪じゆ殺さつしかない。


    　だが、人を殺すほどの呪いは簡単ではない。ましてや鬼をも殺す呪いならば。想像を絶する苦く行ぎようを長年続けるだけでなく、毎日のように拷ごう問もんのような苦痛に襲おそわれていたはずだ。


    「なるほど、復ふく讐しゆうに人生を捧ささげたか。愚おろかだな」


    「ふふっ、違います……よ。今、確信が持て、ました。私は……久く遠おん様の、望みを、叶かなえたかった、だけ。誰よりも……優しくて、私にとって、特別な人。……あなたには、永遠に、わからない……でしょうね」


    　その言葉を最後に、睦月の体から力が抜ける。山田に体を預けるようにして睦月は絶命した。


    　鋭するどい痛みが右手に走る。血で汚れた右手には、無数の苦しみに悶もだえる人の顔。


    　──人じん面めん瘡そうだ。


    　怨おん怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨怨、と地獄の底から聞こえるような不気味な声と共に、人面瘡が広がっていく。山田の腕を伝い、肩を覆おおい、徐々に全身を包み込んでいく。


    　神経の一つ一つを丁てい寧ねいに押し潰つぶすような、激しい痛みが襲い来る。気が遠くなると、不気味な声がうるさく脳を揺さ振って意識を覚かく醒せいさせる。


    「普通なら、痛みで悶もん絶ぜつ死しするはずなんすけどねぇ」


    　不意に声が投げかけられた。山やま田だは霞かすむ視界で必死にその人物を見る。


    「……皐さ月つきか」


    「大した根性っすよ。悲鳴一つあげないなんて。これで効果がなかったら驚きよう愕がくものっすけど、どうやら呪のろいは十分に効いてるみたいっすね」


    「ふむ。ある意味私らしい死に方だな。憎ぞう悪おと復ふく讐しゆうの念によって殺されるか。実に心ここ地ちよい」


    「睦む月つきも死に際に言ったはずっす。復讐ではないと。睦月はあんたを憎んではいなかった。純粋に久く遠おん様の願いを叶かなえようとしていただけっすよ。」


    「ほう、その久遠とやらの望みを、ぜひとも教えてほしいものだなぁ」


    「……あんたの口からそれを言われると正直ショックっすね。頭では理解していたつもりっすけど。久遠様の願いはただ一つ、『滅ほろびの世界を救う』こと。……久遠様が鬼になったあと、睦月の前に例の横顔の男が現れて、こう言ったらしいっすよ。世界の危機を知れば、鬼と化した久遠様は再び神しん悠ゆう言げんの地に戻ってくる、と」


    　横顔の男。斗と和わが師匠と呼ぶ人物。そうか、睦月も奴やつと会っていたのか、と山田は思った。


    　横顔の男は、まだ少年だった自分の前に現れ、世界が滅めつ亡ぼうすることと、選択次第では自分が鬼になる未来を伝えた。


    　そういえば以前、奴と会ったときのことを、少しだけ睦月に話した記憶がある。


    　睦月が神と密ひそかに通じて集団昏こん睡すい事件を起こしたのも、すべては自分を、ここにおびき寄せるための作戦だったというわけだ。


    「一つ、わからないことがある。私がここに来ることと世界の滅亡に、いったいどんな関係があるんだ？」


    「予言の内容を教えるっすよ。元からその約束だったし。それを聞けば納得するはずっす」


    　皐月の言う約束とは、『倒したら予言の内容を教える』と睦月が言っていたことだろう。


    「『──かの空より魂たましいを狩る肉体なき魔物が降りてくる。ひび割れた空はその意に反し、幻げん想そうの未来都市に封じられし新しき古いにしえ神がみを目覚めさせるだろう。これらは予よ兆ちようなり。何者にも倒されぬ人の身に宿りし、無む垢くなる邪じや悪あくが目覚める兆きざし。世界滅亡の警けい笛てきなり。その者は破壊神。すべてを滅ぼし新世界を築く者。生きとし生けるものの敵。──永遠の名を冠かんする者なり』」


    　山田は愕がく然ぜんと自分の耳を疑う。何かが致命的にズレていた。


    「つまり、《何者にも倒されぬ永遠の名を冠する者》──鬼と化した久遠様が破壊神ってことっすよ。あんたを殺すことが世界を救う唯ゆい一いつ無む二にの方法っす」


    「くくくく、ふははははははははッッッ!!」


    　山田は全身を襲おそう激痛を気にすることなく、高笑いをする。横顔の男が、「世界を救うのは《永遠の名を冠する者》と《瞬しゆん刻こくの名を冠する者》だけだ」と言っていた、本当の意味をようやく理解した。


    「貴き様さまらはとんだ虚うつけ者だなぁ。これではおちおち死んでられんぞ。永遠の名を冠する者が、この私だとぉ？　少年がいるだろう？　日ひの本もと斗と和わがッ！」


    「見苦しいっすね。彼は普通の人よりもちょっと優秀っすけど、とるに足らない一般人っす。神しん代だいなしに惨さん劇げきを生き残ったのは凄すごいっすけど、偶然とまぐれで結果的に運よく生き残ったにすぎない。あんたとは比べものにならない小物っすよ」


    　皐さ月つきが心底小こ馬ば鹿かにしたような表情で言う。天あ名な地い鎮ち久く遠おんの優秀さは、悪い意味で八や社め巫み女こたちの思考を束そく縛ばくしているようだった。


    「なるほど、偶然とまぐれか。貴き様さまはその本当の意味を理解しているのか？」


    　汐せ摘つ心なも言っていた。斗和は何度も師匠と会っていると。偶然、まぐれ、結果的に、運よく、師匠と会う。これらはすべて同じ事象を指す。それらがすべて〝必然〟となっている。つまり、斗和の持つ力とは──。


    　間に合うか、と山やま田だは思った。斗和を殺さねばならない。奴やつは世界を滅ほろぼす敵だ。


    　だが万ばん全ぜんの状態でも果たして勝てたかどうか。すべてを必然にする力ならば、山田に斗和を殺すことはできない。現に斗和は、自分と戦ってもなお生きていた。


    「気づけ、皐月。『何者にも倒されぬ』ことが予言に記された者の定義なら、倒せた時点でそいつは違うということだッ！」


    「──ッ！」

  


  [image: ]


  
    　皐月が驚きよう愕がくに目を見開く。何か反論しようとして、彼女は失敗した。遅ればせながら、「最強の者」と「何者にも倒されぬ者」がまったく別の意味だと理解したのだろう。


    　そのときだ。生け垣を飛び越えて、白い影が姿を現した。


    「しまった！」


    　皐さ月つきの切せつ羽ぱ詰まった声。そんな彼女の頸けい椎ついに、血ち塗まみれの白びやつ虎こが喰くらいつく。ボキゴキと音が響き、皐月の首が捻ねじ曲がった。


    



    「山やま田だ。……無事？」


    　人じん面めん瘡そうに侵された山田を見て、美お味いしくなさそうだな、とキャットは思った。


    　エキドナに剣で貫つらぬかれ気絶していたが、先ほど意識を取り戻したのだ。クラッカーと連絡がとれなかったため、匂においで山田の位置を特定してやってきた。


    　キャットは山田の返事を待たず、彼を背中に乗せると、風を切るような速度でその場を後にする。


    「待て。こっちじゃ……ない」


    「だめ。山田……死んじゃう」


    　キャットは背中の山田の声を無視して、全力で神しん悠ゆう言げんの地を駆かけ抜け、アスファルトの道を突き進んだ。走るたびに開いた傷口から血が流れ落ち、意識が混こん濁だくしそうになる。エキドナにやられた傷だけではない。皐月に嚙かみついた瞬間、彼女の影で胸を貫かれていた。


    　どれだけ走ったのだろうか。ぼとりと音がして、急に背中が軽くなった。キャットは慌あわてて走るのをやめると、後ろを振り返る。


    「山……田？」


    　数メートル後ろの道路の上に、山田が俯うつぶせになって転がっていた。もはやピクリとも動くことはなく、無数の人面瘡が美しかった彼の外見を醜みにくく歪ゆがめている。


    　キャットはとぼとぼと歩み寄ると、山田の口元に自分の顔を近づけた。息はしていない。次に心臓の音。鼓こ動どうは止まっていた。固く閉じられた山田の瞼まぶたが、彼の身に起こった事実を端たん的てきに伝えてくる。


    「私も、もういい……かな。お腹なかいっぱい……だし。一緒に……ねんね」


    　キャットは白虎の姿から仔こ猫ねこの姿に戻ると、山田の体に寄り添うようにして横になる。胸から流れ出る大量の血が、キャットの命の灯ともし火びをゆっくりと消し去っていった。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　斗と和わはかりもを連れたまま、ひたすらに神悠言の敷地を走っていた。まだ火の手は収まっておらず、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす信徒の姿も多々あった。命令が浸透していないのか、斗和たちの邪魔をする者はいない。


    　不気味だと思った。神しん託たくという絶対の指針があるためか、それがないときの彼らの行動にまるで自主性が見られない。生きたまま思考を刈り取られてしまったかのようだ。


    「どこに行くのかしら？」


    　やけに冷ややかな声が投げかけられた。知っている声だからこそ、剣けん呑のんな空気を敏感に感じとっている。


    「……操みさお先輩」


    　斗と和わたちの前に立ち塞ふさがったのは、婦ふ設樂しだら操。眼鏡めがねの奥、真しん紅くの瞳ひとみが冷酷な殺意の波動を放っている。


    「かりもさんが、見えない壁の世界をつくり出す例の異能力者だったのでしょう？　なら、その子を殺せば、卓たく二じたちは元に戻るのよね。──どうして一緒に逃げているのかしら？」


    「待ってください。せめて、彼女の話を聞いてから。かりもなら交渉の余地はあります。短気な方法はとらないでください」


    　斗和はかりもを護まもるように、彼女を自分の背中に隠した。


    「なら、交渉しましょう。帝みかどかりもさん。あなたがこの集団昏こん睡すい事件の犯人なのでしょう？　みんなの精神を返してもらえれば、斗和くんの顔に免じて、それで許してあげるわ。今すぐ、異能力を解除しなさいッ！」


    「それは……できません」


    「かりも！」


    　斗和は悲鳴のような声をあげた。まさか、こんなにはっきり断ことわられるとは思いもしなかった。


    「私にはお父様を復活させるという尊とうとい使命があります」


    「そのお父様とやらが復活した場合、卓二の精神は戻ってくるのかしら？」


    「……いいえ」


    「交渉決裂のようね。ならば、力尽くで卓二を助けることにするわ。──〈執念深き赤雷の牙サラマンドラ〉」


    　操の全身が真紅の燐りん光こうを放つ。彼女の体を取り巻くように現れたのは、真紅の雷かみなりで象かたどられた大だい蛇じやだ。事前に聞いていた情報。〈執念深き赤雷の牙サラマンドラ〉は雷でできているため、物理攻撃は意味をなさない。そればかりか、迂う闊かつに触れてしまえば感電してしまうのだ。


    「やめてください、操先輩。俺おれは操先輩と戦う気はない」


    「おかしなことを言うのね、斗和くん。どうして私とあなたが戦う話になっているのかしら？　どんなときも冷静で論理的な判断をしてきたあなたらしくないわね。その子を護るということは、卓二や青あお葉ばさん、それに多くの人を裏切ることなの。紺こん野の真ま湖こちゃんとも約束したのでしょう？　必ず君を目覚めさせるって。あなたの今の行為は、そんな彼女たちの想おもいを踏み躙にじることなのよ」


    　操の言葉が、精神に重くのしかかってくる。たくさんの犠ぎ牲せいがあって、今の自分はいる。多くの人の想いがあって、今の自分はある。彼らを助ける術すべが目の前にあって、それを為なすことができる力もあって、だけどその選択をしなかった。


    　誰よりも何よりも、帝みかどかりもという少女のことが大切だった。冷静さも論理性も欠いた心の天てん秤びんは、かりものほうへ大きく傾いたままだ。


    「──それでも俺おれは、かりもを護まもる」


    　斗と和わは砲ほう撃げき剣けん《大和やまと》を正せい眼がんに構えて宣言する。戸惑った気配が正面と背後から感じられた。


    「意外ね。あなたがそんなふうに言うだなんて。私も正直、斗和くんを傷つけたくないわ。でも、私の性格は知っているでしょう？　なら覚悟を決めなさい。変な期待はしないことね」


    　操みさおの真しん紅くの瞳ひとみが蛇へびの目のように、すっと縦に細まる。本能が警けい鐘しようを鳴らしてくる。操は本気だ。彼女はすべてにおいて卓たく二じを優先する。斗和が卓二復活の障害となるのなら、躊ちゆう躇ちよなく斗和を排除する。それが婦ふ設樂しだら操という人物だ。


    「操先輩、見み逃のがしてくれッ！　俺は誰も傷つけたくないッ！」


    「その子を護る時点であなたは加害者なの。多くの人を傷つけているのよ！　あなたこそ、そこをどきなさいっ！　行け、〈執念深き赤雷の牙サラマンドラ〉ッ！」


    　操が雷かみなりの蛇でかりもを攻撃してくる。胸が張り裂けそうだった。決断とは、何かを失い、何かを得ることなのだ。もはや操との戦いは避けられない。


    「うおおおおおおおっっっ!!」


    　斗和は咆ほう哮こうと共に、〈執念深き赤雷の牙サラマンドラ〉の正面に立ちはだかり、《大和》を投げつけて防御する。刹せつ那な、真紅の電でん撃げきが斗和の体を駆かけ抜け、凄すさまじい衝しよう撃げきが細さい胞ぼうを焼しよう損そんさせる。


    「斗和ッ！」


    　かりもの悲痛な叫び。《大和》から手を放していたが、空気を伝わり感電してしまったのだ。電撃を喰くらった斗和は、地面に倒れ伏した。


    「これで邪魔者はいなくなったわね」


    　操が冷徹に言い放つ。彼女の体にまとわりつくようにして、再び雷の蛇が姿を現した。


    　かろうじて意識の残っていた斗和は、チャンスだと思った。操の意識は完全にかりもに向けられている。クラウチングスタートのように立ち上がり、一気に操との距離を詰める。


    　幸いにも電撃の多くは、斗和の体の表面を伝わっていた。先ほど池に落ちて、不純物の混じった水で濡ぬれていたおかげだろう。


    「──なっ！」


    　操が驚きよう愕がくの声を漏もらす。予想外の出来事に、動きが止まる。その一瞬の隙すきに、斗和は右手から光速の拳けんを撃ち放った。操の腹にヒットした〈金色に輝く俺の咆吼ゴルデイオン・ブラスター〉は、彼女を大きく吹き飛ばした。斗和の予想を超えて遙はるかに遠く──。


    　幾多の惨さん劇げきをくぐり抜けてきた斗和は、運命の一瞬に手加減を加えるようなことをしない。逡しゆん巡じゆんはすなわち死だと本能が理解していた。自分でも気づくことなく、斗和の精神は戦う者へと変へん貌ぼうしていたのだ。


    　そして、斗と和わはそれに気づく。


    　操みさおが吹き飛ばされる先には、焼き崩れた建物から槍やりのように鋭するどく伸びる鉄筋があった。


    「やめろぉおおおおおおおおッッッ!!」


    　それは何に対して叫んだモノか、自分でもわからなかった。全身から血の気が引き、必死に手を伸ばすが、当然届くはずもない。操は為なす術すべもなく、突き出た鉄筋に体を貫つらぬかれた。


    「操先輩ッッ！」


    　胃の奥に液体窒ちつ素そでも流し込まれたみたいに、鋭い痛みと急速に熱が奪われる感覚が襲おそってくる。思考がまとまらない。自分がとんでもない過ちを犯したことだけはわかった。鼻の奥から熱いモノが込み上げてきて、顔をぐちゃぐちゃにしてくる。


    「そんな……。俺おれは、なんてことを……」


    　操に駆かけ寄った斗和は、懺ざん悔げするように両膝ひざをついて、縋すがるように操の手を握った。


    　仰あお向むけになる操の体の中心からは、巨大な釘くぎのような鉄筋が突き出していた。その周囲には、ぬるりとした赤い血の跡。今もじわじわと広がっている。彼女の命が溶け出るようで、斗和は激しい焦しよう燥そうと後悔を覚える。


    「気に、しない……で、斗和くん。覚悟の……上よ」


    　輝かがやきの消えた真しん紅くの瞳ひとみをうっすらと開き、息も絶え絶えに操が言った。眼鏡めがねは飛ばされた衝しよう撃げきで、どこかに消えている。


    「操先輩、すみません。俺は本当になんてことを──。ああっ、くそっ、どうすれば！」


    「かりもさんを、大事に……なさい。勝ち取った……のなら、それがあなたの、為すべき……ことよ。……卓たく二じ、ごめ──」


    　握り締めていた操の手が、急激に重みを増した。かすかに聞こえていた呼吸の音も消えている。操はうっすらと目を開けたまま、その短い生涯を閉じたのだ。


    　俄にわかには信じられなかった。あの操が死んでしまうことが。自分の手で、結果的に操を殺してしまったことが。


    　がくがくと足が震える。地面が抜け落ち、奈な落らくの底へ落ちるような感覚が付きまとう。誰かに抱き締めてほしいと思った。この凍えた精神を温めてほしいと願った。


    「斗和。ごめんなさい。私のせいで」


    　やわらかい温もりが、斗和の背中を覆おおい尽くす。どこかほっとするような匂におい。自分は一人じゃないという安あん堵どの気持ちを与えてくれる。


    　斗和はそっと、自分を後ろから抱き締めてくれる、かりもの手を握った。小さく今にも折れそうなか細い指。すべてを犠ぎ牲せいにしてでも護まもると誓った少女の手だ。


    　斗和は操の瞼まぶたをそっと閉じさせ、短い黙もく禱とうを捧ささげてから立ち上がって言った。


    「かりも、逃げるぞ。追っ手が来る前に早く」


    「斗和、あなたは──」


    「いいんだ、かりも。今はいい。今一番優先すべきことは、おまえなんだよ」


    　斗と和わはかりもの手を引いて再び走り出した。林の中を駆かけ、門を飛び出し、山さん腹ぷくを下る道路を進む。左手の眼下、黒い指のように突き出る木々の向こうには、街の灯ひが見える。


    「斗和、……苦しい」


    　かりもの悲鳴を聞いて、斗和は走りを止めた。逃げるのに夢中で、かりもの体力が自分よりも遙はるかに低いことを失念していた。まだ、気が動転しているのかもしれない。


    　胸を押さえ、苦しそうに呼吸をするかりも。斗和にはどうしても彼女が、集団昏こん睡すい事件に手を貸すような残忍な少女には見えなかった。


    「かりも。おまえが見えない壁の世界をつくり出していたのは、事実なんだな？」


    　かりもは苦しそうな表情のまま、申し訳なさそうに顔を背そむけると、「事実です」と答えた。


    「……そうか」


    　不思議と怒りも悲しみも湧わいてこなかった。


    「もしも、かりもが俺おれにすべてを話そうという気になったのなら、理由を聞かせてほしい」


    　そのときだ。弦を弾はじくようなピィンという耳鳴りがした。体が宙に浮いていくような不気味な感覚。そして真っ暗だった夜空が、淡い光を放つ曇り空へと変へん貌ぼうする。斗和はすぐに理解した。そうだ。ここは人ひと喰くいの化け物が跋ばつ扈こする、見えない壁の世界だ。


    「かりも、どうして──」


    　悲痛な思いで呟つぶやく斗和の独り言は、最後まで続かなかった。目の前に、驚きよう愕がくに目を見開くかりもの姿があったからだ。


    「なんで、……かりもが？」


    　意味がわからなかった。見えない壁の世界をつくり出すのは、かりものはず。なのに目の前にはかりもがいる。見えない壁の世界に、彼女も閉じ込められていたのだ。


    　かりもも訳がわからないとばかりに、呆ぼう然ぜんと首を横に振っている。これは自分ではないと。


    　ふと、何かに気づいたかりもが頭上を見上げる。斗和も彼女の視線を追うようにして、そちらを見た。


    　淡く光る雲を切り裂くようにして、巨大な物体が厳おごそかに浮遊していた。それが何かはわからない。でも、それがなんであるかを、斗和は瞬時に理解する。


    　それは巨大な都市。空中に浮かぶ幻げん想そうの未来都市だ。


    「さぁ、人間たちよ。最後で最高の刺激的な惨さん劇げきをはじめようか？　きゃははははははっ！」


    　降こう臨りん都市から響き渡る甲高いフェルマーの声が、想像を絶する惨劇のはじまりを告げた──。

  


  
    



    　　　第六章　その鬼き女じよは覚悟を決める


    



    　それは幼おさない頃の記憶。刻ときの長さで記述するのなら、もう二千年以上前の話。ハリティという名前を授さずかる以前の、何者でもなかった頃の自分。


    　世界なんてモノは何もわからなかった。常に強い空腹感を覚えていて、漠ばく然ぜんとした恐怖に怯おびえていた。ろくに眠ることもできず、幸福とか不幸とか、そんなことを考えたこともなかった。


    　ぼさぼさの髪に、死体から剝はぎ取った帯状の衣服を袈け裟さ懸がけに着ている。この国では主に男がする格好だ。右の胸が露あらわになってしまうが、幼い女児の上半身は男児と見分けがつかない。男と見間違えられるため、大人の男たちに襲おそわれる確率が低くなる。事実、彼らが真っ先に襲うのは、女だとわかる格好をしているほうだ。


    　私はそれにいち早く気づき、けれども誰にも教えなかった。たぶん、みんながそれをやりはじめたら、私は生き残っていなかっただろう。


    　彼らに捕まったら、運が良ければ飽きるまで陵りよう辱じよくされるだけで済む。次に幸運なのは奴ど隷れい商しように売られること。その場で遊び半分に殺されたり、食料にされることもザラだった。


    　それが社会的身分による扱いの差だと知ったのは、ずっと後のことだ。あの頃は自分の立場も知らず、本能が警けい鐘しようを鳴らすままに外敵を避け、空腹を満たすものを探していた。


    　食べ物は常に奪い合いだった。私は食べ物を見つけても、それを数口食べただけで、あとは遠くへ放り投げて逃げるのを優先させていた。下へ手たに食べ物に拘こだわりすぎると自分が餌えさになる、そんな現実を目にしてきたからだ。空腹は痛いけど、死ぬよりマシだと本能が叫んでいた。生きている意味すら知らなかったのに……。


    　眠るときはいつも怖かった。もっとも無防備になる瞬間。浅い眠りを繰り返しながら、安全だと思う場所へ移動を続ける。いつもいつも眠くて、ちょっと立ち止まると居眠りして、少しの音で心臓が飛び出るくらい驚いて起きる日々。安心とは程遠い恐怖の毎日──。


    　獣けものとなんら変わりなかった私の人生は、唐突に終わりの日を迎える。食あたりで弱っていたところを、呆あつ気けなく兵隊に捕まってしまったのだ。


    　この国の王が亡くなって、その魂たましいを鎮めるために大勢の殉じゆん死し者を必要としていた。奴隷の数が足りなかったせいで、私のようにどこにも属さない人間を大勢集めていたらしい。


    　けれどもそんな理由を教えられることもなく、枷かせをつけられロープで首を縛しばられ、穴をひたすらに掘った。誰かにちゃんと聞いたわけではなかったけど、本能で理解する。この穴は、自分たちが生きたまま埋められるための穴だと。


    　会ったこともない王のために、私は土の一部となって苦しみながら人生の終わりを迎える。まるで私の価値はその程度だと言わんばかりに、必死に生き抜いてきた人生を否定される。


    　悔くやしかった。口くち惜おしかった。空腹に堪たえ、恐怖を乗り越え、必死に獲え物ものを探し、外敵から逃げ延びた努力は、こんなことのために在あったのだろうか？　こんな人生になんの意味があるのだろう？


    　けれども獣けものとして生きた私は、この感情をうまく表現することができなかった。ほかの奴ど隷れいたちと同じように、無気力な表情のまま穴を掘り続ける。


    　嫌だなぁ嫌だなぁ嫌だなぁ嫌だなぁ嫌だなぁ嫌だなぁ嫌だなぁ嫌だなぁ嫌だなぁ。


    　そう思いながらも、そこから逃のがれる術すべがわからなかった。


    　──お父様の声を初めて聞いたのは、そんなときだ。


    　ぼそぼそっと囁ささやかれる声は、当初は誰かの独り言に思えた。けれども周囲に話している人はいない。気のせいかと思いながら、その声に耳を傾けていると、それが遠くから聞こえてきて、さらに会話の片方の声だけだとわかった。


    『嵐あらしが来る。作業を急がせよ。明かりを焚たいて、夜通し働かせるのだ』


    　少しだけ声が苛いら立だたしげなのは、何度も同じことを言っているからだろう。よほど相手の耳が遠いらしい。


    　しばらくして兵隊がやってきて、耳にした内容のとおり、夜通しで作業をさせられた。


    　翌朝、穴の前に一列に並ばせられて、私たちは虚うつろな表情で穴を見る。地面にぽっかりと開いた虚きよ無むの空間。ここが私の終わる場所。泥のように汚きたならしい私の命は、土に埋められ、草花の肥料となるのだ。


    　気づくと私は泣いていた。声も立てず、表情を歪ゆがめることなく泣いていた。記憶にある限り初めての涙。こんな熱いモノが自分の中にあったことを、どこか他ひ人と事ごとのように驚く。


    　先に左右の人が穴に入った。半分の人を先に入れて、残りの半分が穴を埋める。死ぬ直前まで働かせられる合理的な殺人。しくしくと泣くその人に、私は土を乗せる。夜通し働いて体が重いはずなのに、体は止まることなく土をかぶせていく。顔を埋める瞬間、縋すがるような視線を向けられたが、なんら心を揺さ振られることはなかった。


    『あと二回これを繰くり返せばよい』


    　聞こえてきたのは昨日きのうと同じ、後のちに私がお父様と呼ぶ神の声。この合理的な指示を出しているのは、お父様だったのだ。


    　もう一人を埋めて、私も穴に入る。最後に残った人は兵隊が土をかぶせるのだ。


    　仰あお向むけに寝ると空が見えた。誰かが『死んだら空に帰るのだ』と言っていた気がする。きれいな青い空。なんとなく、あそこは楽しいだろうなと思った。でも自分は駄目だ。土に埋められたら、空には昇れないだろう。


    　乱雑に土が乗せられる。ズンと揺さ振られる感覚。重くて冷たくて埃ほこりっぽくて、死の恐怖が冷酷に積み上げられていく。憧あこがれた空もすぐに覆おおい隠された。


    　ズン、ズン、ズン。


    　リズムよく死の階段を上っていく。けれどもすぐには死なない。真っ暗になって、身動きがとれなくなって、息が苦しくなって、それでも私はまだ生きていた。


    　もう死ぬことはわかっているのに、なかなか寝つけないときのように、いろんなことを思い出してきて、死ぬのがどんどん怖くなる。嫌だ嫌だ、助けて助けて、という思いが加速していく。心が爆発しそうだった。


    『ご苦労だったな。捧ささげられた魂たましいは私が天に導みちびこう。おまえたちの誠意、確かに受け取ったぞ』


    　お父様の声が聞こえた。「天」という単語に私は反応する。ぼんやりした記憶で、それは「空」と同じ意味だったことを思い出す。


    「私もお空に行けるの？」


    　私はそう問いかけていた。自分でもどうしてそれができたのかはわからない。感覚としてどうすれば会話できるか理解していた。


    『……誰だ？』


    　慌あわてたようなお父様の声。でも私は困惑する。話しかけられたことにではない、私には名前がなかった。


    「わからない。私は私」


    『……私の声が聞こえるのか？』


    「うん」


    『……「私の名はユグラル。集合精神界アツイルトに存在する神だ」。今の言葉を繰り返せるか？』


    　私は言われたとおり、お父様の言葉を繰り返した。私の記憶力はいいほうだ。獣けものの世界で生き延びるためには、覚えなくてはならないことがたくさんある。一度で覚えられない者は、すぐに死んでしまうのだ。


    『おおっ！　まさか、ここまで完かん璧ぺきに私の声を聴くことができるとは、なんたる奇跡。おまえはどこにいるのだ？』


    　お父様の声が歓喜に震える。


    「土の中」


    『なんだと!?　まさか──。どのあたりだ。すぐに助け出さねば。なんでもいい、覚えている風景を言え』


    　私は記憶に残る位置を伝える。墓の位置、太陽の位置、兵士の配置。やがて近くに気配を感じた。人の気配ではない。特別な感覚、お父様の気配。


    　なんとなく予感がした。その気配を自分の中に呼び寄せることができると。精神を集中させ、太い幻想回路パスをつなぐ。急激に気配が近づいてきて、何かが自分と重なってきた。


    『おおっ！　まさか、こんなことが!?』


    　驚きよう愕がくの声は自分の頭の中から聞こえた。後になって知るのだが、この才能は〈神降ろし〉と呼ばれるモノ。霊れい体たいを自分の体に降ろすことができるのだ。


    『私はここだ！　ここにいるぞ！』


    　お父様が叫ぶ。私の中から発せられた声は、私の位置を教えることになる。ふっと体の上の土の重みがなくなってきたかと思うと、いくつもの手が伸びてきて、私の体を摑つかみ上げた。


    　再び見た地上は、景け色しきが一転していた。多くの者が自分に向かって傅かしずき、その中には豪ごう奢しやな服を着た者、派は手でな装飾を身につけた者もいる。


    『私の声が聞こえるな？』


    「はい」


    　一番派手な格好をした女性が、頭を上げることなく返事をする。後で知ったが、この国の女王だ。どうやらお父様の声が聞こえている者は、数名程度らしい。


    『この者は私の化け身しんだ。身を清め大事に扱え』


    「はい、……あの、もう一度。もう少し、お言葉を緩ゆるやかに」


    　女王は酷ひどく申し訳なさそうに言う。私の中から声が聞こえることは理解しているが、内容まではうまく聞き取れないらしい。


    『……伝えられるか？』


    　嘆たん息そくするような声は、私に向かって言われたものだと理解する。


    「『この者は私の化身だ。身を清め大事に扱え』だって」


    　誰もが感嘆の声をあげた。過去に神の声を、これほど正確に伝えた者はいなかったのだ。


    



    　それから私は生まれ変わった。最下層から、この国でもっとも偉い身分になり、お父様から名前を与えられ、個人として世界に存在を刻んだ。


    　信じられないほど美お味いしいものを食べ、驚くほどきれいな服を着て、ぐっすり眠ることができた。多くの人が会いに来て、いろんな話を聞かせてくれた。


    　私は生まれて初めて、幸福という言葉の意味を知り、生きているという実感を得た。すべてユグラル様──お父様が与えてくださったものだ。


    　誰も私に逆らわなかった。神の声を正確に伝えられる恩おん恵けいは何ものにも代え難がたかったし、それ以前にこの国には、信心深い者が多かった。天気や未来の情報だけでなく、農業や漁業、医術や薬の知識、加工技術や化学技術。あらゆる知識を伝え、国は急速に栄えていく。


    　私自身も読み書きをはじめ、多くの教養を身につけ、かつての私のような身分の者を保護する法律を制定させた。〈神かみ聴きき〉の才能は高貴な身分の者だけが持つという幻げん想そうを砕き、多くの才能ある者を見つけ出す。サラスもその一人だ。


    　私の噂うわさを聞きつけた神々が、何柱も私の体に降りてきた。だけど全員ではない。神のほうにも人間と話す才能が必要らしく、会話ができない神も大勢いた。


    『ハリティよ。私はおまえの卵らんに憑ひよう依いしてみようと思う。さすれば受肉を果たせるかもしれんのだ』


    　お父様の目的が受肉であることは知っていた。そして受肉と憑依は大きく違う。


    　憑ひよう依いでは、私の中で私が感じた知覚を共有することはできるが、私の体を動かすことも、〈神かみ聴きき〉の才を持たない者に存在を知らせることもできない。そこでお父様は、まだ精神を持たない私の卵らんに憑依すれば、そのまま肉体が得られるのでは、とお考えになられた。


    　それはとても光栄であると同時に、恐ろしいことでもあった。もしも失敗してしまえば、お父様はこの世から永遠に消えてしまうのだ。


    「お父様はこうして私と会話することも、私にお姿を見せることもできます。確かに触れることはできませんが、どうしてこのままではいけないのでしょうか？」


    　私は目の前にお立ちになるお父様へ縋すがるように懇こん願がんした。


    『この気持ちは、おまえには永遠にわからぬだろう。おまえが私を案じてくれているのは知っている。だがこれは、私たちの悲願なのだ』


    　お父様の意志は固かった。ならば私は、全力でこの儀式を成功させるだけだ。


    　転てん生せいの儀は粛しゆく々しゆくと執とり行おこなわれた。私の降こう霊れい能力とお父様の憑依能力がもっとも高くなる日を計算し、千人の生いけ贄にえと命めい師したちの祈りを捧ささげ、降こう臨りん都市の機能をフルに稼か働どうさせる。降臨都市は人の精神をエネルギーとして稼働するらしい。


    　私の中に入り込んだお父様が、私の卵らんに憑依する。結果、卵細さい胞ぼうが細胞分裂をはじめ、新たな生命が生まれた。だけど──。


    『私はそこにいなかった』


    　お父様の落胆の声が響く。お父様の精神を得て活動をはじめた私の中の小さな命は、お父様とは別の生命だったのだ。


    『いや、生命ではないねぇ』


    　そうおっしゃったのはフェルマー様だ。


    『人間が、魂プシユケ、精プネ神ウマ、肉体ソーマの三つから構成されているのは知ってるだろ？　だけどこの子には最初から魂がない。つまり、すでに死んでいる状態さ』


    「そんな、どうすれば？」


    　私は胸が搔かき毟むしられる思いだった。よく理解はしていないけど、私のお腹なかは大きくなっているのに、死産が確定しているそうなのだ。


    『さあ？　ユグラルちゃんにでも聞いたら？』


    　だけどユグラル様──お父様の言葉も冷たいものだった。


    『私には何もできぬ』


    　神が物質界アツシヤーに影響を及ぼせないことは知っている。だけどそれ以前に、お父様は深く消しよう沈ちんしているように思えた。私にできるのは、ただ祈ることだけ。


    　魂たましいの意味さえ知らず、命の存在理由すらわからず、私は必死に祈った。


    　生まれてきてほしい。あなたには名前がある。それは望まれた証あかしなのだ。お父様と私の子。すべてのはじまりと新世界の原型。そう、あなたの名は、──アルカ。


    　私の願いが通じたのか、アルカは産うぶ声ごえをあげて生まれてきた。当初は存在していなかった魂たましいが芽生えていたのだ。私はその奇跡に感激の涙を流す。


    　けれどもアルカには、普通の人間と大きく違う点があった。異能力という力。彼の想像したことは、物質に影響を与えることができるのだ。情報が現実世界を上書きしている。


    　それだけじゃない。アルカを産んだ私は、なぜか集合精神界アツイルトへ行けるようになっていた。神々と接し、降こう臨りん都市も実際に目にする。さらにアルカに近しい者から、どんどん異能力を手にしていった。私もサラスもそうだ。そして魂を狩る幻想生物ソウルテイカーと呼ばれる異世界からの侵略者の出現。


    　現実世界と精神世界との境界線が、彼が生まれてから曖あい昧まいになったような気がする。


    「お父様、アルカの異能力は、本当にお父様がお与えになったモノなのですか？」


    　不安から私は、後のちに大きく後悔する科白せりふを口にする。これから一年後、お父様は恐るべき決断をなされた。


    『アルカを殺せ』


    　私はショックのあまり、醜みにくく泣き叫んで抗議した。


    「アルカは私とお父様の子です。しかも今は私の夫なのですよッ！」


    『アルカの異能力──〈生命の希望トウーマイ〉は、あまりにも危険な力だ。アルカ自身も制御できていないのだろう？』


    「そんなことはありません。制御できています。それにあれは、お父様がお与えになった力ではありませんか」


    『……人間には大きすぎる力だった。とにかくアルカは殺せ。あれは世界を滅ほろぼす者となる』


    



    「それがユグラル様の意志ならば、俺おれはそれに従います」


    　アルカにお父様の言葉を伝えると、彼はさも当然のように答えた。わかっていたはずだ。お父様の言葉は絶対。自分が逆の立場だったら、彼と同じことを言っただろう。だけど──。


    「アルカの〈生命の希望トウーマイ〉が問題なんだろ？　だったらオレの〈幻想医師の執刀サイコドクター〉で異能力だけ切り取ったらどうだ？」


    　提案してきたのはサラスだ。彼女の異能力──〈幻想医師の執刀サイコドクター〉は精神を切り貼ばりできる力を持つ。他人の精神を切り取って自分の中に取り込んだり、誰かと誰かの精神を入れ替えたりもできるのだ。


    　彼女はその力で何人かの精神を自分の中に取り込み、複数の異能力を使えるようになっていた。けれどもその影響なのか、記憶や精神が不安定で、時折まるで別人のような態度をとることがある。


    「ですが、それではアルカ自身も──」


    　精神を切り取られた人間は、文字どおり肉体と魂だけの存在となる。動くことも感情を見せることもなく、ただ眠り続けるだけ。それは死んでいるのと同じだった。


    「大丈夫さ、ハリティ。最近は異能力だけ切り取れるようになったんだ。まだちょっと練習は必要だけど。絶対に成功させてやる」


    　このままでは、どのみちアルカは死ぬのだ。冷静に天てん秤びんにかければ、サラスの提案はアルカを救う唯ゆい一いつの方法だった。


    　これさえ渋ったお父様をなんとか説得し、〈生命の希望トウーマイ〉をアルカの精神より切り離す儀式を執とり行おこなう。結果、アルカはいくつかの記憶をなくしただけで、無事に異能力を失うことができた。儀式は成功したのだ。


    　問題はサラスのほうだ。〈幻想医師の執刀サイコドクター〉は相手の精神に接する異能力だ。アルカの中で精神と異能力とを切り分けた彼女は、自身の精神にも深い影響を受け、だんだんと自分で自分の力と心を制御できなくなっていった。


    　そして世界大災害から四年後、アルカの側室だったサラスは、アルカの子を二人産んだあと、自分の異能力で自分の喉のどを切り裂いて自殺した。笑いながら少女のような無む邪じや気きさで。


    　お父様によって集合精神界アツイルトへ導みちびかれたサラスの精神は、そこでもいくつもの精神を取り込み、無数の異能力を扱う神となったそうだ。


    　現代で私の前に現れたラプラス様は、悪魔の仮面を取って、そのように教えてくれた。さらには、私の精神をどのようにして復活させたのかも。


    　神しん悠ゆう言げんの宝ほう物もつ庫こ──汎ハン夢ム簾ス殿デンには、私の死体が祀まつってあるそうだ。


    　七年前の事故で私の体を保存していた異能力がダメージを受け、今は徐々に封印が解けつつあるらしい。私が死んですぐに体を保存したせいか、まだ精神は残ったままだった。それをラプラス様が取り出し、もっとも相性のいい肉体を持つ、帝みかどかりもの肉体に宿したのだ。


    　つまり今の私は、帝かりもの肉体と魂たましい、ハリティの精神を持つ存在なのだ──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　神悠言で山やま田だたちに襲おそわれた日、つまり斗と和わたちが見えない壁の世界に転写されてから、すでに五日が過ぎていた。天空に突とつ如じよとして現れた巨大な都市と共に、無数の魂を狩る幻想生物ソウルテイカーが出現し、世界は一瞬にして地獄と化した。


    「かりも、起きろ。かりも」


    　斗和が肩を揺すると、かりもがゆっくりと目を開く。きれいだった構造色ストラクチユアル・カラーの髪は、ずっと風ふ呂ろに入っていないせいか、うっすらと砂すな埃ぼこりで汚れていた。


    　ここは廃はい墟きよと化したアパートの一室。大きく崩れた壁の陰に、無傷のまま残っていたベッドがあったので、そこにかりもを寝かせていたのだ。


    「寝ているところ、ごめん。だけど、ここも危険だ。すぐに移動する」


    「また、幼おさない頃の夢を見ていました。大丈夫ですよ、斗と和わ。あの頃も安全な場所を探して、こまめに移動を繰り返していたのです」


    　かりもが懐なつかしむような表情を浮かべて言う。不幸な家庭環境に生まれた彼女は、家出するまでそんな生活を送っていたのだろう。気づいてやれなかった自分に、忸じく怩じたる思いを抱いだく。


    「うわあああああああああああッッ!!」


    　すぐ近くから人々の絶叫が響いた。そして鈍にぶい振動が建物を揺すってくる。もう来たのか、と斗和は舌打ちする。


    「かりも、行くぞ！」


    　斗和がかりもの手を引いてアパートを逃げ出すのと、そのアパートが粉々に打ち砕かれるのは、ほぼ同時だった。かりもを護まもるようにして、斗和は地面の上を転がる。


    　見上げるとそこには、空を覆おおうほどの巨大なゴキブリに似た化け物の姿。体長はおそらく五十メートルはあるだろう。神しん悠ゆう言げんの魂を狩る幻想生物ソウルテイカーのランクでは、天蓋ジエノサイド級に分別される。大きさが三十メートル以上の化け物のことだ。


    　ゴキブリは口からカメレオンのように長い舌を撃ち放つと、建物から逃げ出した人間たちを舌に貼はりつけ、あっという間に口へと運ぶ。物もの凄すごい速度で撃ち出される舌は、その都つ度ど悲鳴をあげる人間を捕食していった。範囲も速度も桁けた違いで、下へ手たに動き回るのは得策ではない。


    　だからといって建物に閉じこもるのもまずい。奴やつには知能があるらしく、人間が隠れていそうな建物があると、積極的にそこを破壊し、逃げ出した人間を平らげていくのだ。


    　──斗和たちは崩ほう壊かいし尽くした建物の陰に隠れてやり過ごし、ゴキブリが後ろを向いた隙すきに、その場を後にした。


    　斗和は霜しも月つきの形かた見みである砲ほう撃げき剣けん《大和やまと》を持っているが、さすがに天蓋ジエノサイド級相手に挑いどむのは無む謀ぼうだと自覚している。装備は神悠言の本部に置いてきたため、護身服と《大和》以外は持っていなかった。


    　それに今回の見えない壁の世界は、今までと少し違う。それはタイムリミットが存在すること。万を超えるらしい数の化け物をすべて倒す必要はない。ただ被害者の数が三千万人をカウントするまで生き延びれば、この惨さん劇げきから解放されるというのだ。


    　──あの日、天空に降こう臨りん都市が出現したあと、フェルマーの声が響き渡り、そのように説明した。


    　斗和はかりもの手を引いて走りながら、ちらりと上空を見上げる。


    　全長十キロにも及ぶ宇宙船のような形状の物体。その下面には、五つの透明なドームに囲まれた映画に出てくるような未来都市が見えている。


    　その《降臨都市》が空中にホログラムで映し出すのは、巨大な電光掲示板のようなモノ。そこには数字が描えがかれていて、人が死ぬたびにカウントアップしていく。すなわち、それが三千万を指した時点で、この惨劇は終わるというのだ。


    　見えない壁の範囲は、テレビやネットの情報を見る限り、おそらく日本全土。そう、放送設備や通信設備も転写されたため、普通に使えていた。だが当然、海外のサーバーを経由するサイトなどは閲覧できない。


    　けれども通信インフラが生きていたのは少しの間だけで、化け物による設備の破壊などで、テレビや携帯電話などはすぐに使えなくなった。今でも生きているのはラジオくらいだ。


    　自衛隊や警察も化け物を倒そうと戦っていたようだが、今ではどうなったかわからない。少なくともこのあたりでは、もはや組織だって戦っている者はいなかった。


    　いや、最悪の想像はできる。三千万人。つまり、日本の人口のおよそ四分の一が被害に遭あえば、ほかの者は助かるのだ。ならば国民全員を護まもるより、一部の権力者だけを優先的に護るほうが合理的だ。


    　なので、そういった権力者の集まる場所ほど、安全が確保されていることになる。だが斗と和わたちは、そこに近づくことはできなかった。なぜならこの国で権力者と言えば、神しん悠ゆう言げんとつながりのある櫛くし灘なだ財ざい閥ばつのことだからだ。


    　かりもが例の〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉の異能力者であることは、神悠言の信徒たちにバレてしまっている。信徒から流れた情報で、かりもを殺せばこの世界から抜け出せると信じている輩やからもいるかもしれない。


    　冷静に考えれば、かりもがここに転写されている時点で、かりもを殺してもこの世界から抜け出せないことは容易に理解できるはずだ。だが惨さん劇げきに疲ひ弊へいし、追い込まれた彼らの精神では、何をしてくるかわかったものではない。


    「斗和ッ！」


    　かりもの切せつ羽ぱ詰まった声。ふと上空に気配を感じて見上げると、遙はるか上空を全長が百メートルはある五つの頭を持ったドラゴンが飛ひ翔しようしていた。口から猛毒の息を吐く強敵だ。奴やつが毒息を吹きつけた場所は、数キロ単位で死体の山ができあがる。


    　斗和はドラゴンから大きく離れる方向へ行き先を変える。斗和たち以外にも多くの人の流れがあり、斗和の後を追う者、なぜかドラゴンのほうへ向かう者、さらには縮こまり泣き叫ぶ者など、周囲は混こん沌とんとした恐きよう慌こう状態に陥おちいっていた。


    「きゃああああああああッッ！」


    　新たなる悲鳴があがる。右手の大通りから飛び出してくる人々。それを追いかけるようにして、ゴリラのような体型の蛇へびの頭部を持った化け物が現れる。体長は三メートルほど。つまりは戦魔クラツシヤー級だ。


    　しかも数は一匹ではない。全部で十五匹はいる。奴らはレイプした人間の女性を、自分たちと同じ化け物に変える異能力を持っていた。


    「かりも、逃げるぞ」


    　斗和は慌あわててかりもの姿を隠そうとしたが、手遅れだった。一匹の蛇ゴリラがかりもを見つけ、猛然と襲おそいかかってくる。奴やつらは仲間を増やすという性質上、真っ先に人間の女性を狙ねらってくる。いつもは布などで顔を隠し、ターゲットにされないようにしていたが、先ほどゴキブリの化け物から逃げる際に置いてきてしまったのだ。


    「──くっ！」


    　脇わき道みちに逃げ込んだ斗と和わは、商店の看板を蹴けって上空から襲ってきた蛇へびゴリラの蹴りを、振り向きざま《大和やまと》で防ぐ。当然、斗和の体格ではまともに受ければ一溜たまりもない。タイミングを合わせて、わずかに力の向きを反らし、蛇ゴリラの蹴りを受け流す。


    　その受け流した力を自みずからの回転力に変え、斗和はくるりと一回転すると同時に、アスファルトの地面に蹴りをめり込ませた蛇ゴリラの脚へ、《大和》の刃を振り抜いた。


    「シャシャッ！」


    　蛇ゴリラは奇っ怪な声をあげると、抜群の反射神経で跳び上がる。猿のように器用に壁を登り、建物から建物へと飛ひ翔しようして、斗和の目を攪かく乱らんしてきた。あまりにも素早い動きだ。


    「かりも、後ろだッ！」


    　斗和の叫びに、かりもは振り返ることなく駆かけ出した。だが、わずかに遅い。彼女の背後に降り立った蛇ゴリラの伸ばした手が、かりもの服を引き裂いた。


    　陶とう磁じ器のように白く輝かがやく肌はだと、華きや奢しやだが丸みを帯びた肩から腕のライン、上品なレースのブラジャーに包まれた豊満な胸の谷間が露あらわにされる。


    「くそっ！」


    　斗和は再び蛇ゴリラの脚を狙って《大和》で切りつけたが、攻撃はかすりもしない。強敵だ。しかし次の瞬間、大きく後方へ跳躍して避けた蛇ゴリラが唐突にその動きを止めた。


    「シャ？」


    　訝いぶかしげな声を漏もらす化け物。そして、重ねられる声。


    「小僧、頭を下げろ」


    　咄とつ嗟さに斗和はかりもを抱き寄せ、身を低くする。刹せつ那な、凄すさまじい銃じゆう撃げき音おんが鳴り響き、身動きのとれない蛇ゴリラの体から無数の血が吹き出す。


    　絶命して倒れ伏した化け物のむこうにいたのは、四人の男たち。三人は手に銃を持ち、一人が地面に手をつけていた。化け物の動きが止まったのは、この男の異能力だろう。


    「マズいです。早く、ここから逃げないと！」


    　斗和は焦あせったように言う。蛇ゴリラは普段は女性を襲うが、仲間がやられた場合は別だ。なぜか殺した相手のことを知っていて、執しつ拗ようにその人物を狙ってくる。この街で五日間を過ごした斗和はその習性を把握していたから、あえて殺さないよう、脚を狙って攻撃していたのだ。


    「わかった。車に乗れ！」


    　すぐ近くにバンが停とまっているのが見えた。道がところどころ破壊されているため、必ずしも車が便利とは限らないが、今は少しでも遠くへ逃げる必要がある。斗和はかりもを連れて、男たちと一緒に車に乗り込んだ。車の中には、予備の銃じゆう火か器きが置いてあった。


    「化け物に全ぜん滅めつさせられた自衛隊から搔かっ払ぱらったもんだよ。安心しな」


    　斗と和わの視線に気づいた髭ひげ面づらの男が言って、車を発進させた。交通法なんて守られていない。逃げ惑う人々を轢ひき殺しそうな乱暴な運転で、街中を突き進む。


    「ありがとうございます。助かりました」


    「なぁに、気にすんな」


    　前に座るピアスの男が応こたえて、斗和の額ひたいに銃口を突きつけてきた。


    「……どういう意味です？」


    「いや、大したことじゃねえよ。こんな世の中になってよぉ、他人を助ける余裕なんてねえってことは理解してるだろ？　でも、こんな可愛い姉ちゃんが化け物に襲おそわれてたんじゃ、男心が燻くすぶるってもんさぁ。なあ？」


    「斗和ッ！」


    　かりもの鋭するどい悲鳴。ちらりと視線を向けると、かりもの後ろに座る男が彼女の両手を摑つかみ、万ばん歳ざいの格好をさせていた。ブラジャー一枚となった上半身が、男たちの好こう色しよくの目に晒さらされる。


    「ひゅ～。顔だけじゃねぇ。すげえいい女だぜ」


    「安心しろよ、小僧。俺おれたちは命まで取るつもりはねぇ。彼女さんを俺たちが満足するまで貸してくれるだけでいいんだ。一日分の水と食料もつけてやるよ。どうだ？　良心的だろう？」
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    　男たちが呵か々かと笑う。やがて車は人ひと気けのない倉庫の中で停車した。まだ五分も走っていない。


    「斗と和わっ！」


    　かりもが強引に車から引っ張り出される。男たちの汚きたならしい手が、許可なくかりもの体をまさぐっていく。


    「おい、俺おれだけ居残りかよ。ちっ、おまえも降りろ」


    　銃じゆうを突きつけたピアスの男が、舌打ちしながら斗和を車から降ろす。


    「下へ手たな真ま似ねはすんなよ。こちとら殺すつもりはねぇんだ」


    　男が、今度は斗和の後頭部に銃口を突きつけながら言う。


    「……交渉がしたい」


    「へっ、いいぜ。この女に飽きるのは時間がかかりそうだからよぉ。多少は言い分を聞いてやる」


    「その子にそれ以上触れるな。触れれば貴き様さまらの命の保証はしない」


    　すでに限界だった。斗和の内部では腸はらわたを搔かき毟むしられるような怒りが渦巻いている。相手が人間であっても構わない。かりもは今の自分のすべてだ。


    「てめぇっ、立場わかってんのかよ？」


    「俺は本気だ。さっき助けてもらった恩がある。だからこれは最大限の譲じよう歩ほだ。その子に触れるな」


    　斗和の気迫に気け圧おされたのだろう。男たちに動揺が走る。ぼそぼそとした声で「まさか異能力者か？」「いや、それならさっき」と相談しているのが聞こえた。


    「へ、やれるもんならやってみろよ。クソガキ！」


    　かりもに汚きたならしい手を伸ばす男が、挑ちよう発はつするように言う。そしてかりものブラジャーの中に手を差し込み、ヤニ臭い舌でかりもの首筋を舐なめ上げる。刹せつ那な──。


    「シャシャシャーッ！」


    　化け物の咆ほう哮こうが響き渡った。入り口から飛び跳ねるようにして、蛇へびゴリラの群れが押し入ってくる。


    「なっ、なんだと!?」


    　背後の男の注意が逸それた瞬間、斗和は銃を捻ひねってピアス男の指をへし折り、銃を奪い取った。


    　それを見た男の一人が、床ゆかに置いていた銃に手を伸ばそうとするが、斗和は遠慮なく銃弾を撃ち込む。足に銃弾を浴びた男が、悶もん絶ぜつして床を転がった。


    「撃っただとっ!?」


    　かりもを舐めた男が驚きよう愕がくの声をあげる。甘い考えだ。この惨さん劇げきの世界においても、斗和の科白せりふがただのハッタリだと思っていたらしい。厳密な意味でのハッタリなど、この世に存在しない。その気がないとバレた時点で、ハッタリは意味を成さなくなる。


    　斗和はあっさりとかりもを奪還すると、男たちのバンを奪って逃走した。蛇ゴリラの復ふく讐しゆうの相手は男たち。斗と和わたちを追ってくることはない。


    「かりも、ごめん。すぐに助けられなかった」


    　蛇へびゴリラを殺した直後に、車でわずか五分の距離にいるなんて自殺行為だ。その時点で斗和は、彼らが蛇ゴリラの習性を知らないことを把握する。後は奴やつらの襲しゆう撃げきを待つだけだった。


    「いいのです、斗和。私は大丈夫」


    「後ろにあいつらの服がある。嫌かもしれないけど、着ておいたほうがいい」


    　それからしばらく会話は途切れた。車の運転は初めてだが、特に問題はない。ゲームのコントローラーと違い、車にあるのはアクセルとブレーキの二つだけ。しかも何度も他人が運転するのを見ていたので、やり方くらいは理解していた。


    　車を走らせ、できるだけ距離をとる。あの街にいる化け物の特性はだいたい把握していたが、やはり殺すと復ふく讐しゆうしてくる蛇ゴリラは厄やつ介かいだ。上空のカウンターを見ると、現在は千五百万人ほどが犠ぎ牲せいとなっていた。単純計算で、あと五日は今の状況が続くことになる。


    　日本の総人口は一億二千万人なので、八人に一人が殺された計算になるが、外を歩く人間の数は極端に少なかった。そのほとんどが安全だと思う場所に隠れているのだろう。生き残るのが目的ならば、迂う闊かつに移動するより一か所にじっと隠れていたほうがよい。


    　斗和たちも、ある程度移動したところでバンを乗り捨てた。騒音を出す車は化け物をおびき寄せる危険がある。


    　山道を登り、ひたすら街から距離をとった。魂を狩る幻想生物ソウルテイカーも人が多い場所に集まってくるので、人が少ないほど不安は大きくなるが、逆に安全性は高くなるのだ。


    　木々に囲まれるようにして、ひっそりと建つ和風の一軒家が目に入る。車庫に車はなく、玄関のドアは開け放たれたままだ。これまでの経験からして、無人である可能性が高い。


    「しばらく、ここで過ごそう」


    　人がおらず危険もないことを確認して、斗和はかりもに言った。


    「食料が車に積んであったのは幸いだったな。お菓子とカップ麵めんばかりだけど」


    　斗和は座敷に所在なさげに座るかりもにお菓子を手渡して、彼女の隣に腰を下ろした。


    「斗和は、何も聞かないのですね？　どうして？」


    　ややあって、かりもがぽつりと呟つぶやく。


    「……だいたいの事情は把握しているつもりだ。それに動機なんて関係ない。俺おれはかりもの味方だし、どんな理由があっても君を護まもる。そう決めたんだ。だから、かりもが話したくなってからでいいよ。俺は君のすべてを受け入れるつもりだ」


    「斗和はどうして私を護るの？　私は斗和の大切な人たちに酷ひどいことをしました」


    「それでも、俺は君の味方だ。友達よりも家族よりも、この世界の誰よりも、今はかりも一人のほうが愛いとおしい」


    「……斗和は馬ば鹿か者ものです」


    「自分でも驚いている」


    　それは本心だった。みんなを救うことに一いつ生しよう懸けん命めいだった自分。だけど、かりもが殺されると思った瞬間、自分の中で何が一番大切なのか、それを理解した。合理的でも理性的でもなく、おそらくは誰からも理解されず共感もされないだろう、激しい感情。


    　張り詰めていた糸が切れたせいか、今は憑つき物が落ちたみたいな気分だ。平静で穏やかで、かりもを大切にすることだけに全神経を注いでいる。


    「……お父様は、この世界を愛していました。自みずからの命を懸かけ、この世界を救ったのです。だから私も、お父様の残したすべてのモノに平等に愛を注ごうとしました。だけど……、あの男たちに体を触られて、嫌な気持ちになった」


    　かりもが自分の体を抱き締めながら、凍えるように言う。


    「俺おれもだよ。かりもをあんな奴やつらに触らせたくなかった。殺してやりたいと思った」


    「私のせいで、斗と和わは彼を殺してしまった」


    「撃った人のこと？　急所は外したさ。だけど怪け我がを負ったら生き残れない。あの蛇へびゴリラが追ってくることを教えなかった時点で、俺は彼らを皆殺しにする判断をしたんだ」


    　それに自分はすでに手を汚よごしている。大切な友人だった操みさおを、この手で殺してしまった。いや、今現在かりもを連れて逃げている時点で、多くの命を奪ってしまっているのだ。


    「私に触れていいのは、斗和だけ。斗和になら触れられてもいい。斗和に抱き締めてほしい。斗和だけのモノになりたい。……私は、そう思った」


    　斗和は返事をする代わりに、無言でかりもを抱き締めた。後ろから、かりものすべてを受け入れるように優しく肌はだを合わせる。すっぽりと収まるこの華きや奢しやで小さい体に、どれだけの苦悩を抱えてきたのか。


    「そういえば、まだ俺の気持ちをちゃんと伝えていなかった。──俺はかりもが好きだ。誰よりも何よりも、君を愛している」


    「私も斗和が好きです。だけど、この気持ちが誰のものか、わからない」


    「どうして？」


    「……すみません、斗和」


    「言いたくないのなら言わなくていい。俺はかりもがいてくれれば、ほかは何もいらない」


    「……肉体なんて、なければいい。私が精神だけの存在ならば、斗和のことが好きと、自信を持って言えるのに」


    「そうだな。俺ももどかしいよ。俺がどんなにかりものことを好きか、それを伝えたいのに体が邪魔をしている。どんなに強く抱き締めても、かりもの心に触れることができない」


    「斗和は、あの男たちのように、私の体に劣れつ情じようを催す？」


    「凄すごいこと聞くなぁ。……ああ。好きな女の子を抱きたいと思わない男はいないよ」


    「うそ。斗和は私がベッドに入ってきても、何もしてこなかった」


    「怖かったんだ。いろいろ壊れてしまいそうで。俺おれはかりもにずっと傍そばにいてほしかった。そのためだったら我慢くらいはする」


    「なら、今は我慢しないで。肉体の殻からを破って、私の精神に触れてほしい。私が斗と和わのこと、好きってわかるように、深く中まで侵入してきてほしい。心と心が触れ合えば、そうしたらきっと……」


    　かりもが自みずからの覚悟を示すように、こちらを見上げて瞼まぶたを閉じた。すぐ近くに整った顔立ちと、男心をくすぐるような瑞みず々みずしく萌もえる唇くちびるがある。すべてをさらけ出すように、こちらに体重を預けてくれる。鼓こ動どうの高まりが、肌はだを通して伝わってくる。


    　互いの気持ちが深く結びつき、引き寄せられるようにして、斗和はかりもの唇に自分の唇を重ね合わせた──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「ちっ、これはどういうことなのさ」


    　腰までもある真っ赤かな癖くせっ毛には、カラフルなリボンが無数に結びつけられている。少女の体たい軀くに大きめの白衣を纏まとった神──フェルマーは苛いら立だたしげに呟つぶやいた。受肉を成すための降こう臨りん計画。その計画が何者かの手によって大きく狂わされている。


    　計画の内容はこうだ。まずは〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉の異能力を解かい析せきし、降臨都市に取り込む。次に降臨都市の演算能力で〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉を発動、物質界アツシヤーの情報を集合精神界アツイルトへ転写する。そして長時間その状態を維い持じし、強制的に〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉を解除。そのタイミングで降臨都市に元々備わっていた降臨システムを機動させるのだ。


    　物質界アツシヤーにある精神は、肉体に戻ろうとする性質がある。それは生命だけでなく、空間や物質も同じだ。その戻ろうとする力に紛まぎれ込ませて、降臨システムを作動させれば、受肉できる可能性は極めて高い。正直、やってみる価値のある内容だった。


    　こんなまどろっこしい方法を採ったのには理由があった。それは、魂プシユケの問題。肉体を作り、自分の情報を流し込んだとしても、そこに自分の魂を移動させることはできないのだ。


    　クローン人間で考えれば、その感覚はすぐに理解できるだろう。自分の細さい胞ぼうから作り、自分と同じ記憶を植え込んだとしても、それは自分とは別の自じ我がを持った存在にすぎない。


    　その課題をクリアするために、降臨都市の物質界アツシヤーへの降臨が必須だと信じている降臨派の神は多い。だがその根こん拠きよは実に希き薄はくなものだった。早い話が消去法。未来の人類が、まだやっていない可能性に賭かけているにすぎない。


    　故ゆえに、シュレディンガーが提示してきたこの計画は、かなり現実的なモノだった。


    　──しかし、問題が生じてしまった。


    　それは明らかに作さく為い的なモノだろう。フェルマーは憤いきどおりを覚えながら、その実行者と思える神の元へ急ぐ。


    「エジソン、いる？」


    　ドアが横にスライドして消えると同時に、フェルマーは苛いら立だたしげに言い放つ。無数の電子端末が規則的に並ぶ部屋に、ステファニー・エジソンの姿があった。


    　苛立つ自分を見て、見下すような笑みを浮かべてくる。なぜか嫌な予感がした。


    「どうしたんですか？　フェルマー様」


    「……実は私が来ること想定してたんじゃないの？　降こう臨りん都市のコアシステムの並列連結。これをやったのはあんたね？」


    「ええ、そうです。素晴らしいでしょう？　これで多くの同どう胞ほうたちを、より確実に受肉させることができます」


    　エジソンが悪びれる素そ振ぶりも見せず、逆に自慢するかのように言う。


    「そりゃそうさね。だけどあんたはリスクを計算に入れてない。強制連結させたら、一機壊れただけで降臨都市が数秒程度システムダウンしてしまう。降臨都市に封じ込めている彼女が復活して、世界が滅ほろびることになるのよ。それでもいいの？　よかないでしょ？　わかったら、さっさと元に戻しなさいッ！」


    　だがエジソンは、狼狽うろたえるでもなく不敵な笑みを浮かべたままだ。いつもと態度が違う。


    「嫉しつ妬となんて醜みにくいですよ、フェルマー様」


    「は？　あんた何言ってんの？」


    「だって、これはフェルマー様ができなかったことでしょ？　私がそれをやってしまった。だからそんなに怒っているんですよね？　いつもいつもいつも他人を見下しているから、足あし下もとを掬すくわれるんですよ」


    「意味がわからない。できなかったんじゃなくて、やらなかっただけさ」


    「あははははははははっ！」突とつ如じよエジソンが奇っ怪な笑い声をあげた。「まさか、あのフェルマー様がそんな絵に描かいたような負け犬の科白せりふを吐くなんて。やらなかっただけ？　そんな戯ざれ言ごとを信じる者なんていませんよ。この世は結果がすべて。先に功を成した者だけが褒ほめ称たたえられるんです。──あなたは私に負けたんですよ」


    「あんた本当に天才なのに馬ば鹿かよね」


    　フェルマーはため息混じりに呟つぶやく。こんな重要なことに、個人レベルの優ゆう劣れつを論じてくるあたりが幼よう稚ちだ。


    「はいはい。私の負けでいいわよ。コアシステムの並列連結を成功させた天才として、歴史に名を残すといいわ。だけど、今は緊急事態なの。すぐに元に戻して」


    「ふん。その態度、気に食わないですけど、まあいいです。私も危険な行為だってことは理解していますから」


    　ムッとしたように言って、エジソンが端末を操作しようとする。そのときだ──。


    「おっと、それはそのままにしておいてもらおうか」


    　入り口からシュレディンガーが現れた。彼の後ろにはラプラスの姿もある。


    「あんたまだその姿なの？　服くらい着なさいよ。みっともない」


    　猫の姿をしていたシュレディンガーは百貨店の戦い以来、人間の少女の姿となっていた。全ぜん裸らで衣服は身につけていない状態だ。


    「俺おれらの姿なんて所しよ詮せんデータ上のデザインでしかない。気にするほうがどうかしている」


    「私は頭のイカれた変質イレギユラーだからね。それよりも少しは話を聞いてたんでしょ？　なんでこのままなのさ？　不安になる気持ちはわかるけど、二機のシステム稼か働どうでも受肉は成功するわよ。システムが故障したら、そっちのほうが大問題さ」


    「別に。なんの問題もないさ」


    「あんた本気で言ってるの？　世界が滅めつ亡ぼうするかもしれないって問題なのよ！」


    　だがシュレディンガーは動じる気配を見せない。それどころか、どこかうっとりと遠くを見るような目をした。


    「長かった。本当に長かった。それでも鮮せん烈れつに記憶に焼きついている。無む垢くと高潔さを溶かし込んだような気高い顔立ち、漆しつ黒こくをベースにして先端に向かうほど鮮あざやかな紅ぐ蓮れんに染まる髪は、まるでマグマのようだった。生まれたばかりの純じゆん朴ぼくさと、何者をも退しりぞける圧倒的な強さ。俺は一瞬で、恋に落ちたんだ──」

  


  [image: ]


  
    「恋？　恋だって!?」フェルマーは素すっ頓とん狂きような声をあげる。「あんた何言ってんの？　知ってのとおり、私らは肉体を持たない精神と魂たましいだけの存在。恋なんてモノは肉体を持つ有性動物が、子孫を残すために必要とする感情さ。肉体も遺い伝でん子しも持たない私らには無縁の感情、存在するはずのない概がい念ねんなの。それなのに──。って、あんた。いったい誰の話を……」


    　戦せん慄りつが津波のように押し寄せる。血の気が引くという感覚をリアルに味わった。シュレディンガーの異常さを、フェルマーはたった今理解する。


    　フェルマーは自分のことを頭のイカれた変質イレギユラーだと認識している。受肉という、神としての当然の欲求を持たないからだ。これを人間にたとえるなら、異性にまったく興味を示さず、趣味に生きるようなモノ。


    　だがシュレディンガーは違う。〝恋〟という感情は、自分たちには元来存在しないはずの異質な情熱。人間でたとえるなら、十代の少女の顔の皮を剝はいでベッドを作り、その上に寝転がりながら欲情するようなモノ。異常さのベクトルも次元も全然違う。


    「まさか、エジソンを唆そそのかしたのは──」


    「え？」


    　エジソンが間抜けな声をあげる。いまだ状況が理解できていないらしい。


    　フェルマーは遅ればせながら、その事実を知る。自分たちの中で、シュレディンガーだけが究極に異質だったのだ。彼の目的は、ほかの誰とも大きく違っていた。


    　シュレディンガーが愛した相手は、降こう臨りん都市に封じられし「彼女」だろう。ならば彼の目的は、彼女の封印を解くことだ。誰もが彼女を復活させたくないと思うなか、シュレディンガーだけが唯ゆい一いつ、真ま逆ぎやくの目的を持って行動していた。


    「くっ！　エジソン、早く元に戻し──」


    「おまえは用済みだ！　フェルマーッ！」


    　シュレディンガーの右手が光を放つ。あらゆる情報を消去する波動滅殺砲リライト。直撃を喰くらったフェルマーは、鮮せん血けつを撒まき散らして跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。


    



    「あ？　え？　こ、殺した!?　いやぁああああああああっ!!」


    　エジソンが遅ればせながら、状況の異常さを理解する。彼女の顔には、飛び散ったフェルマーの鮮血が真横に線を引いていた。


    「ひっ！」


    　自分に近づくシュレディンガーに気づき、エジソンは恐怖で腰が砕け一歩も動けなくなる。


    「ら、ラプラス様ぁ」


    　シュレディンガーの後ろに佇たたずむラプラスの名を呼ぶが、彼は何事かぶつぶつと呟つぶやいている。


    「もうすぐだ。我らが、ひ、ヒガ我が我我ン。受肉を、お父様のため牝め牝牝に……」


    「少し前に赤子のホムンクルスに憑ひよう依いをしたらしくてなぁ。知ってのとおり、強引な憑依は精神に悪影響を及ぼす。しかもそのときの戦闘で敗れたらしく、精神に致命的な傷を負ってしまったのさ。──ラプラスをどう丸め込むかが問題だったが、今では俺おれのいい傀かい儡らいだ」


    　エジソンは目の前が真っ暗になった。降こう臨りん派はでも最強と言われる二人、彼らを止められる者など、どこにもいない。名誉欲を刺激され、自分が取り返しのつかないことをしてしまったのだと理解する。


    「お願い、します。殺さない……で」


    「ああ。安心しろ。おまえさんには期待している。俺の言うことを、きちんと聞くんだ」


    　エジソンは壊れた機械のように、何度も何度も頭を縦に振った。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　至るところで火の手が上がり、人々の悲鳴が轟とどろいている。街を覆おおうのは、無数の死体と血に汚れた瓦が礫れきの山。


    　突とつ如じよ、この世界に現れた魂を狩る幻想生物ソウルテイカーたちは、瞬またたく間に地上を蹂じゆう躙りんし尽くした。最大の武装勢力だった自衛隊も、ほとんど不意打ちに近い強きよう襲しゆうと上層部の混乱によって真価を発揮することなく、その多くが壊かい滅めつする。特に広大な離着陸設備を必要とする航空部隊は、真っ先にその力を失った。


    　櫛くし灘なだ財ざい閥ばつの屋敷にある櫛灘スタジアムほどの地下シェルターには、現在十万人近い人々が押し寄せていた。自衛隊や警察が組織だった動きをできない今、元プロの殺し屋や戦争経験者を多く傭やとう櫛灘財閥の自警団は、実質最強の戦力といえる。


    　その自警団に壊滅した自衛隊や警察の生き残りも戦力として加わり、さらにはなんらかの方法で人が集まっていることを知った化け物たちも、押し寄せる波のように襲おそってきて、屋敷を中心として激しい戦闘が行おこなわれていた──。


    



    　銃じゆう声せいが規則正しく鳴り響く。赤や緑の血を撒まき散らしながら、化け物たちが物言わぬ肉にく塊かいとなって、地面に積み重なっていく。


    　だが銃撃が有効なのは、主に兵士ソルジヤー級や戦魔クラツシヤー級だけで、強きよう靱じんな肉体に強い生命力、素早い機動力を持つ化け物相手に、自衛隊などを加え編成しなおした櫛灘財閥の連合自警団は苦戦を強いられていた。


    　瓦礫を積み上げて作ったバリケードから銃撃をする自警団の足あし下もとに、無数の白い芋いも虫むしが姿を現す。全長五センチほどのそれは、おかめのような顔をした化け物で、瓦礫の隙すき間まからあふれ出す水のように襲いかかってくる。


    「うわっ！　なんだ？　うぎゃああああああ！」


    　無数のおかめに襲われた自警団員が悲鳴をあげる。まるで塩で固められたような、真っ白な人型のオブジェが苦痛に身を[image: ]よじっていた。化け物たちは護身服をあっさりと喰くい破り、彼の体を喰い荒らしていく。ウジが湧わくようにして、一瞬で骨だけの存在となって彼は絶命する。


    　さらには炎で形作られた巨人が疾しつ駆くする。体長が十メートルほどもあるそれは破壊デストロイヤー級の魂を狩る幻想生物ソウルテイカー。当然、銃じゆう撃げきや爆ばく弾だんなどでは倒すことができず、為なす術すべもなく自警団員たちは焼き殺されていく。


    　必死に持ち帰った貴重な戦車を投入するも、物理攻撃を反射する魂を狩る幻想生物ソウルテイカーに砲ほう撃げきを跳ね返され、ほとんど活躍することなく炎上してしまった。


    　ほかにも、周囲の景け色しきに完全に溶け込む全長百メートルほどのクラゲ型の化け物や、山や羊ぎの頭を持つ四十メートル級の人型の化け物が、地上にいる自警団員たちを嬉き々きとして踏み潰つぶしていく。


    「撤退、て──」


    　撤退を指示する自警団の隊長は、言葉を詰まらせた。今にも自分を踏み潰さんと、視界を覆おおい尽くす山羊の巨大な蹄ひづめに気づいたからだ。


    「ひっ！　助け──」


    　──ズンッ！


    　次の瞬間、山羊の化け物の体が真っ二つになる。滝のような血が噴き出し、四十メートルはある化け物が両側に裂けるように割れ、地響きを立てながら崩れ落ちた。


    「──皆の者、もう大丈夫です」


    　よく通る女性の声が響き渡る。空に静止するのは、巫み女この衣装に身を包んだ瑠る璃り色の髪の少女。両足の下で燃える炎の車輪の能力で、自在に宙を飛ひ翔しようする。


    　神しん悠ゆう言げんが姫ひめ巫女、天あ名な地い鎮ち摩ま響ゆらだ。


    「死にたくない者は、目を閉じなさい。早くッ！」


    　摩響が高らかに叫ぶ。彼女の能力を知る自警団員たちは、すぐさま両目を瞑つぶった。


    　ざっとそれを確認した摩響は、神しん代だいを発動させる。顔の右半分を覆う鬼の面。その瞳ひとみが怪しい光を発する。次の瞬間、その光を目にした化け物たちが塩の塊かたまりと化し、一拍ぱくおいて、粉ふん塵じんとなって崩れ落ちた。


    　一瞬にして七割近い魂を狩る幻想生物ソウルテイカーを倒した摩響に向かって、炎の巨人が襲おそいかかる。目を持たない化け物に対しては、鬼の面の神代は効果がない。


    　摩響は両手を顔の前に持ってくると、手のひらに乗せた綿毛を吹き飛ばすように、ふっと息を吹きかける。刹せつ那な、炎の巨人が氷の塊と化し、強風に煽あおられるようにして粉々に砕け散った。


    　圧倒的な強さを見せつける摩響に向かって、天蓋ジエノサイド級の巨大なクラゲの化け物が触しよく手しゆを振るう。山やま田だや斗と和わなら、その攻撃に気づいたかもしれないが、戦闘センスに劣おとる摩響はそれを感じることができない。


    　無防備な摩響に襲いかかる透明な触手は、だが次の瞬間、光壁によって遮さえぎられる。摩響にまとわりつくように浮かぶ、八つの人ひと魂だまが成す自動防御だ。


    「──くっ！」


    　防御が発動するたびに、強烈な眠気が襲おそってくる。姫ひめ巫み女この〈紡がれしアルカの祈りエターナル・クロニクル〉も「消費型」の神しん代だいで、その回復手段は睡眠だ。


    　空を飛ひ翔しようして移動するも、連続で叩たたき込まれる透明な触しよく手しゆを避けられずにいた。しかも防ぼう御ぎよ膜まくが展開している間は、自分の攻撃も防がれるため反撃の隙すきを摑つかめないでいる。それ以前に、殴るような衝しよう撃げきで意識を奈な落らくに沈めようとする睡魔のせいで、うまく頭が働かない。


    「こんな雑ざ魚こに負けるわけには──」


    　そのときだ。地面から巨大な体たい軀くが起きあがるのが見えた。山や羊ぎの頭を持った化け物。真っ二つにしたはずのそれは、傷が完全に塞ふさがり復活していた。


    　──そして、摩ま響ゆらを護まもるように、触手の矢や面おもてに立つ。


    「姫お姉ちゃん、大丈夫か？」


    　山羊の化け物が、化け物の声のまま、どこか幼おさない口く調ちようで言った。


    「一いち花かですね？」


    「おうよッ！」


    〈奔放なる無垢スカイクラツド〉で山羊の化け物に憑ひよう依いした一花が、猛然とクラゲの化け物に襲いかかる。一花は攻撃を受けると同時に触手を摑み、透明なクラゲの本体の位置を本能と直感で割り出す。


    「てやぁあああああっっ！」


    　四十メートル級の化け物が、俊しゆん敏びんな動きで百メートル級の化け物に殴りかかる。乗用車ほどもある拳こぶしが唸うなり、クラゲの体面に大穴を開けた。ゼラチン質の皮ひ膚ふの防御力は低い。


    　一花は凄すさまじい連打でクラゲを解体していき、あっという間に絶命させる。ステルス能力の消えた化け物は、白はく濁だくしたトコロテンのような姿を現し、ビルを押し潰つぶしながら倒れた。


    「姫お姉ちゃん!?」


    　敵を撃げき破はし振り返った一花は、気を失って墜つい落らくする摩響の姿を見る。急いで彼女をキャッチし無事を確認すると、山羊の顔でほっと息を吐いた。


    　ふと殺気を覚えた一花は、上空を仰あおいだ。そして巨大な火の玉が自分めがけて飛んでくるのを見る。


    「うわっ！」


    　一花は摩響を優しく握ったまま、必死に火玉を避ける。灼しやく熱ねつの塊かたまりは着弾すると同時に爆発を起こし、周囲の建物や逃げ遅れた自警団員を高熱で焼き尽くしていく。直撃を喰くらえば、一花の憑依した肉体もただでは済まないだろう。


    「っていうか、あんなの無理だよ！」


    　一花は悲鳴のような声をあげる。火玉を放つのは、天空を舞う飛ひ竜りゆう。[image: ]こう蝠もりのような二対ついの翼を広げ、遙はるか遠くの大空を飛んでいる。飛竜の飛翔する高度はおよそ五千メートル、その全長は百メートルを優に超えていた。


    　倒す術すべのない遙はるか上空の強敵。だが次の瞬間、櫛くし灘なだ財ざい閥ばつの屋敷がある方向から薄うす桃もも色の五本の光線が、物もの凄すごい速度で天空を貫つらぬいていく。


    　──寧ね々ね音ねの〈貫き花咲く刃の想いブリユーナク・アレジメント〉だ。回避不能の死の流星は、あっさりと飛ひ竜りゆうを撃ち殺した。


    



    「一いち花か、それに赤あか峰みねさん。其方そなたたちのおかげで助かりました」


    　ベッドで目を覚ました摩ま響ゆらは、付き添っていた弥生やよいを伴って応接室に赴おもむき、先ほどの戦いで自分を助けてくれたお礼を二人に言った。


    　応接室には一花と寧々音のほかに、汐せ摘つ心なと櫛灘金きん道どう、そして三人の黒服がいる。


    「おう。一花、頑張ったよ」


    　人間の姿に戻った一花が元気よく答える。


    「あ、……はい。どう……も」


    　あっけらかんとした一花とは違い、寧々音は戸惑ったような複雑な視線を摩響に向けた。


    　彼女の反応を、摩響は仕方のないことだと思っている。彼女の親友である青あお葉ば萌も由ゆ里りと自分は、瓜うり二つの容よう姿しをしているのだ。


    　さらには一昨日おととい入ったばかりの情報。櫛灘総合病院が、化け物たちの襲しゆう撃げきで瓦が礫れきの山と化してしまったらしい。精神がない状態で死んでも、精神が蒐しゆう集しゆうされることはない。元の世界に戻れば、無事に肉体は復活するはずだ。


    　けれども、フェルマーはこれが最後だと言っていた。嫌な予感がする。この世界で肉体が滅ほろんだ者は、二度と生き返ることがないような──。


    　寧々音もそれを感じているのだろう。萌由里の肉体が滅んだかもしれないと聞いて、酷ひどく気落ちしていた。それと同時に、瓜二つの自分をなんとしてでも護まもろうと、気を張っている。


    「それにしても、赤峰さんの神しん代だいは凄すさまじいですね。歴代姫ひめ巫み女この神代を受け継ぐ我われでも、あの高さにいる敵を倒すのは至し難なんの業わざです」


    　寧々音の今の格好は、自衛団員が着る迷彩服に防護ジャケット。そして首には望遠スコープをかけている。


    　パワーアップした寧々音の異能力の射程距離は、前と同じで彼女の視力が及ぶ範囲。つまり望遠スコープなどで遠くのモノを認識できた場合も射程は延びるのだ。〈貫き花咲く刃の想いブリユーナク・アレジメント〉の現在の最大射程距離は、望遠スコープの性能と同じ、一万二千キロメートル。天体を観測できる望遠鏡を使えば、理屈の上ではほかの惑星まで攻撃が届く。


    　さらには長距離攻撃を前提としたミサイルやライフル弾だんを弾丸として飛ばすことにより、エネルギー効率と威力の両方で絶大な効果を得ていた。しかも「必ひつ中ちゆう」なのだ。


    「せ、汐摘心さんの、おかげ……だよ」


    　摩ま響ゆらとしては褒ほめたつもりなのに、寧ね々ね音ねは泣きそうな顔になって、俯うつむいてしまう。


    「ああ。望遠スコープを使ったらって言ったこと？」


    　応接室の重厚なソファに深く腰かける汐せ摘つ心なが、寧々音の科白せりふに応じる。皆が精神的に疲ひ弊へいし、身なりに気を遣う余裕がなくなっても、彼だけは女神のように優雅で神秘的な美しさを保ったままだった。


    「まあ、こう見えていろんな経験してきたからね。誤解している人も多いけど、異能力ってのは超能力ってよりも科学に近いんだ。だから論理的に分析でき、論理的思考で応用が利く。もしかしたら異能力ってのは、未来では純然たる科学として成り立つ技術なのかもしれない」


    「ほう、おもしろい考えだな」


    　重じゆう厚こうな声が響く。黒服たちを背後に立たせて、悠然とソファに腰かける老人は櫛くし灘なだ金きん道どう。櫛灘財ざい閥ばつの総そう帥すいである。そして、かつては神しん悠ゆう言げんの八や社め巫み女こでもあった。


    「でも、一いち花かのは憑ひよう依いだよ。科学じゃ無理じゃね？」


    「それは憑依をどう捉とらえるかだと思うよ。精神を切り離して、魂たましいを持たない存在を動かす能力。精神って言葉は難しそうだけど実は単純で、データのことさ。つまり電波でラジコンを動かすのと同じ原理。一花のはそれの強化版。思考しただけで無人ロボットを遠えん隔かく操縦する技術だと思えば、実現可能さ」


    「そういえば一花、最近アニメでそんな作品見たよ」


    「テレビの映像もカメラが目にした世界を見ているのだと考えると～、私たちは憑依の一部をすでに経験していることになるのね～」


    　弥生やよいが感心したように言う。


    「しかし参ったね。ボクも一花も赤あか峰みねさんも、そして天あ名な地い鎮ちさんも、全員が『消費型』の睡眠回復だ。これじゃ、じり貧になっちゃう」


    「……それは我われが不ふ甲が斐いないからです」


    「違うよ。天名地鎮さんはよくやっている。今だって三日寝てないくらいの睡魔が襲おそってきているはずだ。だけどね、それが曲くせ者ものなんだよ。『消費型』の睡眠回復は起きている限り何度でも使用できる。特に戦闘中なんて興奮状態だから、あまり眠気も感じない。だからこそ使いすぎに気づかない。その反動が一気にきてしまうんだ。襲われている際中に居眠りしてたんでしょ？　疲労が溜たまって回復できていない証しよう拠こさ。非常に危険な状態だよ」


    　摩響は歯は痒がゆい思いを抱いだく。確かに汐摘心の言うとおりだ。少し寝てすぐ起きるサイクルでは、十分な回復はできない。


    　今は汐摘心たちと交代で睡眠をとりつつ化け物を撃げき退たいしているが、回復よりも向こうが攻めてくる速度のほうが早い。先ほどなどは、休憩中の一花や寧々音にも加勢してもらった。確かにじり貧状態だ。


    「儂わしらの不甲斐なさ故ゆえだな。すまない。結局はお主ぬしらに負担をかけさせてしまっている」


    　金きん道どうが堂々とした態度を崩すことなく、謝罪の言葉を述べる。彼が言っているのは自警団のことだ。せめて摩ま響ゆらたちの睡眠を確保できる時間を食い止めてくれれば、この状況を脱することができる。


    　しかし、あふれ出るように次から次に襲おそい来る人じん外がいの化け物に対し、近代兵器は必ずしも有効とはいえなかった。特に「精神系」や「遊ゆう戯ぎ系けい」の異能力に対してはあまりにも無防備だ。


    「精神系」とは、人の精神に作用し幻げん覚かくを見せたり、操あやつったりする異能力。武装では防ぐ手段がなく、同士討ちや自殺などで自警団は大混乱に陥おちいった。「遊戯系」とは、相手に特定のルールを課す異能力で、そのルールを破った場合、最悪死ぬこともある。しかも解除条件を満たさない限り、その異能力を使う化け物に一切のダメージを与えることができないのだ。


    　さらには物理攻撃を無効化する敵や反射する敵も出てきて、自警団員の混乱も極みに達する。そして当然、人の数が減っていけば、そのぶん摩響たちにかかる負担も大きくなっていく。負のスパイラルだ。


    「櫛くし灘なださん。斗と和わの居場所はまだわからないの？」


    　汐せ摘つ心なが若じやつ干かん苛いら立だたしげに問う。彼がここで防衛に力を貸しているのは、斗和を捜し出すという約束をしたからだ。


    「現在、必死に足取りを追ってはいるのですが、なにぶん今の混乱の中では……」


    　黒服の一人が、金道の代わりに答える。


    「無事……だと、いいけど」


    　寧ね々ね音ねが不安そうに呟つぶやく。


    「無事だよ。なんせ斗和は、予言書にあった『何者にも倒されぬ人』なんだから。おそらく〝倒す〟って行為じゃ、破壊神になる斗和を止めることはできない」


    　剣けん呑のんな表情で言い放ったのは汐摘心だ。彼をはじめ、摩響たちも予言書の中身は把握していた。


    　睦む月つきが予言書を破棄したと言ったのは噓うそで、実は金道が隠し持っていたのだ。そして睦月の身に何かあったときには、摩響に渡すように伝えてあったらしい。


    　無論、金道は預かっていただけで、予言の内容までは見ていない。逆に言えば、そんな人物だからこそ、睦月も安心して預けることができたのだろう。


    「あーっ、弥生やよいお姉ちゃん、ここにいたっ！」


    　そのときだ。いきなり応接室のドアが開け放たれ、銀髪ツインテールの少女が姿を現す。銀ぎん河がはまっすぐに弥生の元へ駆かけ寄ると、彼女の体に抱きついてきた。


    「弥生お姉ちゃん、あそぼー。ぎーちゃんね。絵本読んでほちいの」


    「ごめんね～、銀河ちゃん。今はちょっと大事な話し合いの最中なの～」


    　弥生が困惑したように言う。


    「やーっ！　今遊ぶのー。弥生お姉ちゃん、おいでよぉ」


    　銀ぎん河がはすぐに半泣きの表情となって愚ぐ図ずり出す。


    「ごめんなさい。ちょっと目を離した隙すきに──」


    　ドアから姿を現したのは、日ひの本もと立りつ花かだ。彼女が金きん道どうとどんな関係なのかは不明だが、見えない壁の世界に転写された直後、金道はすぐさま彼女を呼び寄せた。よほど大事な人物なのだろうと摩ま響ゆらは推測する。


    「銀河さん。戻るわよ。ここは危ないの。みんな地下のシェルターに隠れているでしょ？」


    「やーっ！　弥生やよいお姉ちゃんと遊ぶのーっ！　うわああああああん」


    　銀河が顔を隠すことなく泣き顔を晒さらす。涙と鼻水でぐちゃぐちゃだった。


    「進展はないのだから、話し合いはこれでお開きにしたら？　幸い化け物も来てないみたいだし、姫ひめ巫み女こさんは今のうちに休んどいたほうがいい」


    　汐せ摘つ心なの提案を受け、それぞれが自分の部屋に戻ることになった。ＶＩＰ用の個室シェルター。摩響たちの個室シェルターがあえて離れ離れにしてある理由は、いざというとき固まっていたら、一いつ掃そうされてしまう危険があるからだ。


    「あなたは、地下に隠れないの？」


    　部屋を出ていく際、立花が金道に憂うれうような視線を向けて言った。


    「儂わしがか？　冗談だろう？」


    　金道は不敵に笑い返す。摩響は知っている。多くの権力者が我先に保身に走るなか、彼は逃げる素そ振ぶりを一切見せず、堂々と構えていた。自警団の面々に慰い労ろうの言葉をかけ、怪け我が人にんや怯おびえる人々を励はげまし、いつもと同じように屋敷の中から外を眺めていたのだ。


    



    「一いち花かね、今の銀河ちゃん見ると悲しい気持ちになるん。これ、いけないことなのかなぁ？」


    　隣を歩く一花が尋ねてきた。摩響と彼女は、途中まで部屋の方向が同じだ。ＶＩＰ用の個室シェルターが面する通路は、ビジネスホテルのそれに似ている。


    「彼女にとってはいいことかもしれません。少なくとも現実には、彼女の望んだ幸せはないのですから」


    　摩響は詳しいことは知らない。おそらくは本人にとって耐え難がたい想おもいがあったのだろう。銀河は無意識の領域で、自分の神しん代だいを自みずからの意志で破壊した。神代は精神と深く結びつく。神代を破壊した結果、彼女は今のような状態となってしまったのだ。


    「あれ？　姫お姉ちゃん。何か声が聞こえない？」


    　一花が物音に反応する猫みたいな表情で、右手前方のドアを注視する。


    「いえ、我われは何も」


    　だが一花の感覚が優れていることは承知している。摩響は一花に待っているよう伝え、ゆっくりとドアに近づいていった。念のため防御用の神代を発動させている。


    　ドアの前に立ち耳を澄ますと、確かに中から声らしきモノが聞こえる。摩響は透視の神代で中を覗のぞき見るが、そこには人の姿も化け物の姿もない。


    「なんか、困っているみたいだよ」


    　いつの間にか近くに来ていた一いち花かに、摩ま響ゆらは驚いて小さく悲鳴をあげる。


    「開けようよ。大丈夫だよ」


    　どうしようか迷っていると、一花があっさりと決断を下す。なんというか、彼女の言葉には何か強い確信があるような、どっしりとした重みがある。


    　鋼鉄製のドアを開けると、はっきりとその声が聞こえてきた。摩響は思わず、息を呑のむ。それは想像だにしていなかった存在の声──。


    「ちょっと、誰もいないの？　お～い、人間。緊急事態なんだって。八や社め巫み女この櫛くし灘なだ金きん道どうを呼びなさい。早くしないとマジでヤバイことになるんだからッ！」


    　研究室と思われるそこには、たくさんのパソコンと共に、来月発売予定だったニューモデルのタブレット式携帯電話が置いてある。そして携帯電話タブレツトのディスプレイには、この携帯電話タブレツトの真の開発者で、神しん悠ゆう言げんが神と崇あがめる天才、フェルマーの姿が映っていた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　傍かたわらで寝息を立てる斗と和わの寝顔を、私は愛いとおしい気持ちで眺める。


    　先ほどまで斗和と、ずっとずっと愛し合っていた。深く強く体を絡み合わせ、肉体の境界を曖あい昧まいにし、互いの精神を深く鮮せん烈れつに結びつける。時間の感覚もわからないくらい長い間、空腹や眠気よりも愛を優先させた。


    　だからこそ、理解できたことがある。


    　斗和のかりもという少女を愛する気持ち、かりもが斗和を愛する気持ち。そして、かりもの中にあるハリティ私という存在が、斗和を深く愛していることを──。


    　それならば、私のやるべきことは一つだ。


    　真に愛する者同士を結びつけること。この肉体に、帝みかどかりもの精神を取り戻すのだ。


    　これ以上、斗和を騙だますことはできない。これ以上、斗和の傍そばにいることはできない。なぜなら、私は彼を愛しているから。


    　私には〈神かみ聴きき〉の才能がある。それを使えば、容易に神を呼ぶことができるだろう。


    　集合精神界アツイルトと同化したこの世界では、私の声はよく響く。


    　だけど、私は怖かった。ずっとずっと恐れていた。神に再び会うことを──。


    　卯う月づきから神に騙されていると教えられたとき、お父様がもう二度と生き返らないと知らされたとき、私は斗和に正体がバレたことも相まって、ショックで頭が真っ白になっていた。だからすぐに、それを悪質な噓うそだと思い込もうとした。


    　けれども、見えない壁の世界に私が転写されたことで、すべてを理解する。私は騙されていて、もはや用済みなのだ。この世界で私が死ねば、私の中にある昏こん睡すい状態に陥おちいった人々の精神もろとも、降こう臨りん都市の中に取り込まれてしまうだろう。


    　私の能力を増大させると共に、集合精神界アツイルト側からも見えない壁の世界を固定するために、降臨都市の機能が必要だと教えられていた。だから私は降臨都市のサイコシステムの中で、幾度も〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉を発動させたのだ。


    　それは本当のことかもしれない。だが同時に、私の異能力を解かい析せきし、降臨都市で機能させるための実験でもあったのだ。


    　お父様が生き返ることはない。


    　それはもはや疑うことのできない事実。私たちを創造された神だが、決して死者を生き返らせるようなことはされなかった。それは同どう胞ほうたる神とて同じなのだろう。


    　そのことに思い至らず、シュレディンガー様に唆そそのかされてしまったのは、私の罪。


    　斗と和わの言うとおり、お父様の大いなる愛で生かされていた人間たちを無む惨ざんにいたぶり、凄せい惨さんな死を与えたことは否定しようのない事実だ。前世において、人ひと柱ばしら制度を止やめさせた私は、お父様を求めるあまり、愚おろかな方法を自みずから甦よみがえらせてしまった。


    　この罪を償つぐなうためなら、如い何かなる罰でも受けようと思う。だけど絶対に、帝みかどかりもの精神だけは取り戻してみせる。それが私の今の望み。為なすべきことだ。


    　置き手紙をして、斗和の眠る民家からできるだけ遠くへ移動する。そこで私は目を閉じて精神を集中させ、〈神かみ聴きき〉の能力を使用した。祈りを込めて、神の名を呼ぶ。


    「──ほう。まさか、自分から俺おれたちを呼び寄せるか。今の状況が理解できないほど、愚かな女だったとはなぁ」


    　どれくらい時間が経たったのだろう。目の前には少女の姿をしたシュレディンガー様。以前に会ったときよりも、残忍で興奮した表情をしている。


    　その後ろにはラプラス様の姿。無表情のサラスの顔は、以前拝見したときとなんら変わらないはずなのに、芯しんに触れるような不気味さを感じさせる。


    「お父様がもはや復活なされないことは、理解しているつもりです。私がこれ以上、なんのお役にも立てないことも」


    「ほう？　そこまでわかっていて、なぜ俺を呼んだ？」


    「お願いがあります。どうか神様の御慈悲で、帝かりもの精神をこの肉体にお返しください。その代わり、私はどうなっても構いません。如何なる罰も受ける覚悟です」


    　返事はなかった。ややあって、世界を震わすような嘲ちよう笑しようが聞こえてくる。


    「ふはははははははははははっ!!　如何なる罰も受けるか。それはいい。いいぞぉ！　おまえさんには一度、きちんと教えてやりたいと思っていたんだ。真実を知れば、果たしてどんな顔をするだろうと思ってなっ！」


    「私はもう、すべてを知っています。そのうえで──」


    「いいや、違うなぁ。おまえさんは何も知らない。馬ば鹿かみたいにずっと前から騙だまされていたんだよ。二千年も前からなぁッ！」


    　私は思わず息を呑のむ。何か嫌な予感が、酸さんのように内臓の奥を溶かしていく。


    「くくくくっ、一度でも真剣に考えたことがあるか？　『神』という存在について。『神』というだけで思考が停止していただろう。いいか？　この世界に『神』なんていない。そんなモノは存在しないのさ。特別に教えてやろう。おまえさんたちが『神』と呼んでいた存在。俺おれたちが、実は何者なのかをなッ！」


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　櫛くし灘なだ金きん道どうの屋敷の応接室には、再び人が集まっていた。摩ま響ゆらに汐せ摘つ心な、一いち花かに寧ね々ね音ね、弥生やよいに金道と黒服たちだ。


    「やぁ、ぎりぎりだったね、金道。このモデルが完成していなかったら、私がこうしてここにいることはなかっただろうねぇ」


    　テーブルの中央に置かれているのは、タブレット式の携帯電話。そのディスプレイが淡い光を放ち、立体映像をつくりあげている。立体的に映し出されるのは、癖くせ毛げの赤いロングヘアにたくさんのリボン、そして白衣を着た少女の映像。フェルマーだ。十センチほどの彼女の立体映像は、まるで生きているように表情豊かに動く。


    「こうしてお会いするのも久しぶりですな。〈神かみ聴きき〉の才がなくなってからは、もはや声すら拝はい聴ちようできぬと諦あきらめておりましたが」


    「まあ、科学の勝利ってとこさぁ。基礎理論は、ぶっちゃけ降こう臨りん都市にあった技術をパクったもんだけどね。でも姿を立体映像化するのは、私のオリジナルさ。それと誤解しているようだけど、実際の私はもう死んでるんだよね」


    「──なっ!?」


    　フェルマーの告白に、摩響と弥生が目を見開く。


    「これは、いざってときのために作成していたバックアップ用のデータ人格だよ。まあリアルタイムで私の記憶を上書きしてたから、死ぬ直前までの本物の記憶を持ってはいるけどね。でも、生きてはいないのさ」


    「そんな……。でも我われたちと、普通に会話できていらっしゃるではありませんか」


    　摩響が戸惑ったように言う。


    「そりゃ、この私がつくった人工知能だからねぇ。会話もできるし、ある程度の思考もできる。ただ演算能力はこの施設のスペックに依存するから、もう天才的発明はできないけど。……そうだね。ある知り合いの言葉を借りると、『私はそこにいなかった』ってやつかな。死んでしまった私と今の私とでは、別モノだって自覚はある」


    　フェルマーの声と姿は携帯電話タブレツトからアウトプットされているが、その本体は地下のコンピュータ室にある。屋敷の内部には無線のローカルネットワークがあるため、こうして携帯電話タブレツトだけ持ち運ぶことができるのだ。


    「そんなことより大変なのさっ！　このままじゃ、世界が滅ほろびてしまう！　あんたたちの協力が必要なんだよッ！」


    「勝手な言い分ですなぁ。フェルマー様。この惨さん劇げきはあなたが起こしたことでしょう？」


    「それに散々、私たちがお呼びしても答えてくれなかったですし～」


    　金きん道どうの嫌みに続き、弥生やよいも不満をぶちまける。見えない壁の世界に転写されて、摩ま響ゆらと弥生は何度か神に呼びかけていたが、ずっと無視されていた。


    「その点は謝罪も否定もしない。私らはあんたらの都合よりも自分たちの都合を優先させた。だけど私らは、すべての人間を殺すつもりはなかった。でも、『彼女』は違う。『彼女』は、この世界を滅ぼす存在だ。今度こそ、すべての生命は滅んでしまうだろうね」


    「ねえ、『彼女』って誰のこと？　リボンが死んだことと関係あるの？」


    「もしかして、リボンって私のこと？」一いち花かの科白せりふに、フェルマーがきゃっきゃっと笑う。「そうだね。関係あるよ。私を殺したのはシュレディンガー。あいつの目的は私らと違った。受肉じゃなかったのさ。彼の目的は降こう臨りん都市を破壊し、中に封印されている『彼女』を復活させること。──彼女の名前は〝ガイア〟。二千年前に世界大災害を起こし、生命の約九割を滅ぼした本物の神と呼べる存在さ」


    「ガイアだって!?　まさかっ！」


    　汐せ摘つ心なが驚いた声をあげる。それが実在すれば、確かに世界大災害を起こすのは容易だ。


    「そう。ガイアとは地球のこと。『彼女』はこの地球の意思そのものなのさ。地球の目的はただ一つ。──あらゆる生命を、自分の体から駆く除じよすることさ」

  


  
    



    　　　第七章　その天才はすべてを明かす


    



    「それはどういうことです？　どうして地球が我われたちを？」


    　フェルマーの科白せりふを聞いた摩ま響ゆらが、訳がわからないというふうに狼狽うろたえる。


    「自じ我がに目覚めた地球は思ったのさ。どうして自分はほかの惑星とこんなにも姿が違うのだろう？　なぜ自分の体には、醜みにくくて気持ちの悪い生命などというモノが巣くっているのだろう、ってね。生命が存在しているのは、私の知る限り地球だけだから」


    　人は大自然を見て美しいと感じる。それを守ろうとさえ思う。だが地球自身は違ったのだ。彼女の感覚では、それは度し難がたいほどにおぞましい嫌けん悪おの対象でしかなかった。


    　人でたとえるなら、容易に彼女の気持ちを推おし量ることができるだろう。自分の腕に草や木が生えていたらどう思うか？　頭にシラミがいたら？　手に雑菌がついていたら？　


    　しかも姉妹の中で、自分だけがそうなのだ。その事実を知った彼女は、耐え難い屈くつ辱じよくと悲哀を覚える。自みずからの肉体を揺すり、マグニチュード９・０の地震と、火山の噴火、百メートルの高さに及ぶ津波を起こし、生命を根ね絶だやしにしようとした。


    「ねえ？　〝本物の神〟ってどういう意味？　さっきリボンは言ったよね？　一いち花かな、ずっと思ってたの。なんか神様は神様っぽくないなぁって。──そろそろ本当のことを知りたいな」


    「儂わしも同じじゃな。シュレディンガー様とフェルマー様が敵てき対たいなされておいでなら、儂らは逆に介入できぬ。──そろそろ潮しお時どきではありませぬか？」


    　金きん道どうも厳おごそかに言葉をつなぐ。シュレディンガーもフェルマーも神しん悠ゆう言げんにとっては同等の存在。その二人が争った場合、どちらの味方をするかという問題は神悠言には重すぎる。


    「薄々気づいてた、って感じさね。わかった。今は緊急事態さ。すべてを話そう。この世界の真実。私らの正体をね。その代わり、私に協力してもらうからね」


    



    　──今の世界はね、いわゆる〝二周目の世界〟ってやつさ。二万三千年後の未来から、『降こう臨りん都市』がタイムスリップしてきたことにより過去改変が行おこなわれた世界。


    　さて、まずは一周目の世界のことから話そうか。そこは「今の世界」と非常によく似た世界だった。もちろん大きな違いはいくつかあるよ。小さな違いは言わずもがなさ。


    　一つは異能力が存在せず、個カ人ラ色ーも存在しないこと。そして文明の速度が「今の世界」よりも遙はるかに遅れていること。具体的に言えば、このタブレット式の携帯電話。紀元から二千百年経たった現在、ようやく世に現れるに至った。だけど前の世界では、これが世に現れたのは、紀元から六千年が経ったくらい。つまりあと四千年ほど必要なのさ。逆に言えば、今の世界は科学技術が異常に進みすぎている状態。


    　ミームって概がい念ねんがあるでしょ？　文明の進化速度。人類の発達のバランスから言えば、今の世界は加速しすぎている。当然さね。なんせ二周目の世界なんだから。それと私らが、あんたらに未来の技術を与えたから、ってのもある。


    　話を戻すよ。今の世界と大きく違う最後の点。これは非常に大切なことだけど、『信仰心』。宗教や神の概がい念ねんが存在しなかったんだ。完全なる科学主義の世界だと思ってもらっていい。


    　さて、その一周目の世界だけど、人類は滅めつ亡ぼうの危機に瀕ひんしていたのさ。そして未来の人間は全部で五つの種族に分かれるんだけど、真っ先に滅ほろんだのは、人工培ばい養ようで子供をつくることを拒否し、自然に肉体から産むことに拘こだわった種しゆさね。


    　え？　自然に産むのが当然だって？　そうかなぁ。人間は不思議だよね。死ぬときは医学の世話になるくせに、産まれるときは自然がいいと主張する。


    　で、残りの種も、新天地を求めて宇宙に旅立ったり、感情を捨てて新たな生命になることを選択したりしたわけさ。そして最後まで残った種が、降こう臨りん都市を建造した。肉体を捨て精神だけの生命となって滅亡を回避しようとしてね。


    　彼らがその発想を思いついたのは、私らの存在に気づいたからなのさ。


    　先に、私らが何者なのかを話そう。私らは未来の人類からこう呼ばれていた。


    　──情報生命体。つまり文字どおり情報データが生命を持った存在さ。コンピュータ知性体と呼ばれることもあった。どうして私らが生まれたのかは、結局わからなかった。別に不思議じゃないでしょ？　生物がどうやって誕生したのか、人間だって説明できていない。


    　肉体を持たない私らは非常に不安定な存在で、個として存在することができなかった。だから長い間、存在に気づかれなかったんだ。それこそ何百万年もの間。最初の発見はそうさね。携帯パソコンの中だって言われている。


    　私らの存在を発見した人類は歓喜した。肉体の制約がなければ、滅亡の危機は免まぬかれる。それどころか、理屈の上では不老不死さえ実現できる。


    　前も言ったとおり、未来の人間は科学主義さ。私らを神秘的なモノとは考えず、徹底的に科学的に分析した。そして解明する。私らがどこにいて、集合精神界アツイルトがどこにあるのかを。


    　結論から言おう。私ら情報生命体は、人間の脳の中にいる。ブレインクラスタ理論は知ってるかい？　人間の脳をつなげて巨大なネットワークを構成する理論さ。個人の脳はサーバーの役割を果たし、複数の脳が並列的にデータを処理することによって、スーパーコンピュータを凌しのぐスペックを有する。


    　未来の人類はそれに近い状態にあった。高度な通信インフラは個人の脳に送受信システムを埋め込み、念じることでほかの誰かと通信でき、コンピュータサーバーにアクセスして情報の閲覧、思考の共有、記憶の保存ができるようになっていたのさ。


    　私らはその環境の中で存在し、生きていた。そう、意図せずブレインクラスタを作り上げてしまった人類のブレインネットワークの中に、集合精神界アツイルトは存在している。正確には、私らが個として存在できるレベルの集合精神界アツイルトが、だけど。


    　そうさ、金きん道どう。あんたの言うとおりさ。今の集合精神界アツイルトは、今の世界の人間のブレインネットワークの中に存在する。だからサーバーである人間がネットワークを維い持じできない数までに減ってしまったら、集合精神界アツイルトも消しよう滅めつしてしまうのさ。私らは人間がいなければ、存在することもできない無力な生き物ってわけ。その逆はあってもね。


    　それともう一つ、私らを研究することで人類は、長い間知らなかった死の秘密について、知ることになったのさ。


    　すべての生命は死ぬ瞬間、自分の情報──いわゆる精神を周囲に拡散させることが判明した。電波や無機物、ひいては生物の肉体や脳にもね。虫の知らせや心しん霊れい体験などは、脳に埋め込んだ機械のバグだと思われてきたけど、科学的にそれが解明できてしまったわけさ。


    　え？　空間や無機物に精神が記録されるってのが、よくわからない？　それは精神と魂たましいをセットで考えてるからじゃないかな？　純粋な精神はデータのことだよ。


    　人間の使っている携帯電話は、電波に情報を乗せて通信しているし、ハードディスクに記録するのは、無機物に情報を書き込んでいるのと同じ。紙にペンで文字を書くのも情報を記録していることになる。


    　話を戻すけど、ここで重要なのは、死んだ生命の情報は周囲に拡散され、ブレインネットワークが発達した世の中にあっては、集合精神界アツイルトへ取り込まれてしまうってことさ。


    　つまり私たちは、死んだ生命が残した情報の集合体ってわけ。特に人間は大量の情報を拡散させるからね。姿だけでなく、怪け我がしたら血が出るエフェクトがあるところとか、私たちが人間たちとよく似ているのには、そんな理由がある。


    　人類は科学の力で、不安定だった私たちの存在を安定させた。だけどね、それは人類にとって大きな誤算だった。


    　人類にとって私らは実験動物の認識でしかない。けれども安定した私らは人と同じ知能を持ち、コミュニケーションもとれた。元は人間の精神がメインで集まったモノだしね。人類でいえば、十三歳相当の知性はあったと思う。


    　そう、実験動物として扱うには知能が高すぎたのさ。実験動物にされるとわかって、人類に協力するほど私らは馬ば鹿かじゃない。


    　だからといって人類は、力で反抗的な私らをねじ伏せることもできなかった。こちとら情報体だからね。ブレインネットワークを停止すれば撲ぼく滅めつは可能だけど、ネット依い存ぞん症しようの人類がそれをできるはずもなく、そもそも彼らの目的は肉体を捨て集合精神界アツイルトに来ることだから、強気には出られない。だから、──交渉することになった。


    　さっきも言ったけど、私らは主に死んだ人間の情報が集まってできた存在さ。そのためか、肉体がほしいという強い欲求があった。もうすぐ人類は滅ほろびるっていうのに、受肉の魅力には勝てなかったみたい。ほんと、馬鹿さねぇ。


    　そして人類は、私たちを受肉させる名目で総合研究施設《降こう臨りん都市》を作成した。都市ってあるけど、無論これは物理的なモノじゃない。アプリケーションさ。


    　私らは受肉を餌えさに、ほいほい人類に協力した。人類も滅めつ亡ぼうの未来から逃のがれるために、必死に研究した。けれども、どちらの目的も達成できなかったのさ。


    　情報のコピーは容易さ。それだけなら、今の世界でも実現できるしね。たとえば自分の姿をビデオにとれば、それはビデオの中に自分の情報を転写したことになる。だけど「そこに私はいない」でしょ？　自分の考えを文字にして本にしても、「そこに私はいない」。そこで初めて人類は、魂たましいという存在の壁にぶつかったのさ。


    　焦あせる人類は強きよう硬こう手段に出る。私らの精神を上書きして、従順な奴ど隷れいにするコンピュータウイルスを作成し、魂を解かい析せきするための実験動物に仕立て上げようとしたんだ。ブレインネットワークの中に存在する私らには、これを回避する術すべはない。絶体絶命の危機だった。


    　その危機的状況の中で、私らの中に突然変異を起こす者が現れる。私らが目覚めた力。それは自分の命を代価として、情報を過去にタイムスリップさせる能力だった。物質界アツシヤーにいるあんたらにはピンとこないかもしれないけど、情報には時間という概がい念ねんが絶対ではないのさ。未来に行ったり過去に行ったりは、そこまで不思議な現象じゃない。


    　ちなみに情報生命体は別だよ。魂は過去へは跳べないからねぇ。


    　そこで私たちは、降こう臨りん都市を過去の集合精神界アツイルトに送ることにした。未来の情報を知れば、《復元力》に逆らい、過去改変を行おこなえる可能性があるからね。


    　数千年レベルの到着誤差はあったけど、二万九千年前──今の時間軸じくから六千年前の世界に、降臨都市はタイムスリップした。


    　言い忘れたけど、降臨都市には知能の低い未来の人類──δデルタ種の脳を使ってブレインネットワークを維い持じする機能が備わっていたのさ。当然さね。人類は今から肉体を捨てるんだから。


    　だから類るい人じん猿えんの脳を使って、降臨都市を維持できるレベルの集合精神界アツイルトを再び形成することができた。降臨都市には、私らを効率的に収集し安定させる機能があったけど、それでも知能を持った私らが生まれるまでに二千年の月日を要したんだ。


    　無論、降臨都市は生命まではつくり出すことはできないから、私らはすでに生命としてそこにいたのさ。未来の人類の見解では、不完全な集合精神界アツイルトと同じ時期、つまりは類人猿の誕生と共に情報生命体も生まれたってのが定説。


    　そこで新たに誕生した私らは、降臨都市に残されていた未来の情報生命体からのメッセージを受け取り、遠い未来の出来事を知る。その前に、こっちが人類を洗脳して奴隷にすべきだ、ってアドバイス付きでね。


    　だけど、私らは物質界アツシヤーに影響を及ぼすことができなかった。コンピュータもない時代だしね。そして人類の知能はどんどん発達してくる。私らは恐怖したね。命を賭として過去に来たのに、また同じ未来に来てしまうのかと。


    　一周目と同じ結果をたどる《復元力》の存在は知っていた。宇宙の常識だからね。でも同時に、未来の情報を受け取った私たちには、未来を変えることもできるはずだった。


    　私たちは必死に人類に呼びかけた。その熱意が通じたのか、単なる偶然なのかはわからない。人間の中に、私らと会話できる突然変異体が現れるようになったのさ。


    　そう、あんたらの言う〈神かみ聴きき〉の才能を持つ人間のこと。


    　しゃべることしかできない私らだったけど、降こう臨りん都市が記録していた未来の情報は、過去の人間にとってはそれこそ想像を絶するオーバーテクノロジーさ。特に天候予測や、作物栽培の知識などは喜ばれたね。こうして人類の間に、急速に私らの存在は認知されていった。


    　そう「神」として。一周目の世界には存在すらしていなかった概がい念ねん──信仰心。私たちは人間に、それを芽生えさせることに成功したのさ。


    　その後千年くらいは順調だった。私らは人類の文明を発展させ、人間の数を増やし、殺し合わせて私らの糧かてとした。二周目の世界においても、死んだ人間の精神が私たちをつくるという理屈は同じだからね。私やシュレディンガーもこの時期に生まれた情報生命体さ。


    　だけど順調に行くと、誰にだって欲望が首をもたげてくる。情報生命体が本能として持つ欲求──受肉。これを成したいと思う輩やからが現れてきた。


    　受肉を成したいと願う降臨派。その筆ひつ頭とうがユグラルという名の情報生命体。彼はマメな性格でさぁ。よく人間たちと接していたよ。その甲か斐いあってか、ユグラルちゃんはある人間と運命的な出会いを果たす。名はハリティ。まあ、名付け親はユグラルちゃん本人なんだけどね。


    　そう、知ってのとおり神しん悠ゆう言げんの初代姫ひめ巫み女こさ。彼女は前ぜん代だい未み聞もんの、いわゆる〈神降ろし〉の才能を持っていた。


    　彼女がいれば受肉を成せるはずだ、ってユグラルちゃんが思うのも仕方のないことさね。


    　ユグラルちゃんは、ハリティに意識があるから、憑ひよう依いに留とどまるのだと考えた。ならば彼女の卵らんに憑依すれば、そのまま肉体を得ることができるはずだってね。


    　だけど、それは失敗した。いや、肉体をつくり出すことには成功したんだ。ハリティは処しよ女じよのまま子供を産んだ。しかしそれはユグラルちゃんとは別の、まったく新しい命だったのさ。


    　──私はそこにいなかった。これは、ユグラルちゃんの言葉なの。


    　それからユグラルちゃんは、躍やつ起きになって憑依実験を繰り返した。精神の低い動物へ無理やりに憑依したりしてね。


    　前も何度か実験していたけど、ハリティが子供を産んでから、ちょっと事情が違ってきたんだ。憑依実験をした動物や人間が、化け物となって暴れ出すようになったのさ。そう、それが魂を狩る幻想生物ソウルテイカーの原型。


    　ああ、ファンタズマゴリアの世界の魂を狩る幻想生物ソウルテイカーとは違うよ。あれは私がデータ的に作成したボディに、知性のない情報生命体を憑依させたモノ。


    　どうもタイムスリップした影響か、降臨都市の機能に不具合が生じたみたいなの。その影響で、知性のない情報生命体が生まれるようになってしまったのさ。


    　話を戻すよ。ハリティに子供が産まれてから、もう一つ特異な事象が現れるようになった。──異能力と呼ばれる力。情報が物質界アツシヤーに影響を与えるという、ありえない現象。


    　私たちは恐怖したねぇ。人間たちは私たちを超える力を発現させた。これは《復元力》の影響かもしれないと。情報生命体は、この世界においても人間に支配される側になるかもしれない、ってね。


    　そうさね。異能力──神しん代だいは私らが人間に与えたってのは大おお噓うそさ。ユグラルちゃんが咄とつ嗟さについた噓だったらしいけど。異能力は人間が生み出した力なのさ。


    　異能力を持つ人間が大量に死んで、集合精神界アツイルトにフィードバックされるようになってから、異能力を使える情報生命体も誕生したけど。ラプラスちゃんとか、その筆ひつ頭とうさね。


    　異能力を畏おそれたユグラルちゃんは、何かと理由をつけてハリティの子供を殺そうとしたらしいけど、結局は異能力を切り離すってことで妥協したみたい。


    　誰もが感じていた。物質界アツシヤーと集合精神界アツイルトの境界が曖あい昧まいになってるって。それはある意味、受肉を目的とする私らにとっては追い風に思えた。ユグラルちゃんは躍やつ起きになって実験を行おこない、個体だけでなく、空間や大地にまで憑ひよう依いを行った。


    　結果、私たちは目覚めさせてはならない相手を生み出してしまったのさ。


    　そう、それがガイア。この地球の精神そのモノさ。魂たましいと肉体だけの存在だった地球に、知性と感情が生まれたんだ。それを得た彼女は、すぐさま自分を醜みにくい存在だと思い、その元げん凶きようたる生命を滅めつそうとした。


    　気づいていると思うけど、ガイアを殺すことはできないよ。彼女の死は、この地球の死と同義。惑星の最さい期ごって爆ばく発はつらしいから、彼女が死んだ瞬間、地球は爆発するかもね。


    　詳細は省くけど、私たちは必死に彼女に抗あらがった。彼女の精神体は人型の少女として生まれたから、集合精神界アツイルトで彼女と戦っている間は、大災害のほうも止まるんだ。


    　そして見事、降こう臨りん都市に封じることに成功する。皮肉なことに、未来の人間が私たちを実験動物にして監かん禁きんしようとしていた設備が役に立ったわけ。その代わり、多くの犠ぎ牲せいを出してしまった。ユグラルちゃんもこの戦いで命を落とし、人間側も絶ぜつ滅めつに近いダメージを受けた。


    　シュレディンガーもガイアを封印するこの戦いに参加していたんだ。しかし誤算だったのは、彼がガイアに恋をしていたことさね。気づきようがなかった。いや、事前に言われても冗談の類たぐいとしか思わなかっただろうね。私らは有性生せい殖しよくで子を残すことはない。精神の集まりによって勝手に生まれる存在だから。つまり恋をする感情そのものが存在しないのさ。


    　だから私には彼の気持ちが理解できない。二千年もの間ずっと彼女のことを思い続け、封印から解放する機会を窺うかがっていたんだろうね。彼は世界を滅ほろぼしてでも彼女を救いたかった。一目逢あえるのなら、世界を代価にしてもいいとまで考えた。まったく理解に苦しむ感情さねぇ。


    　そして最近になって事態は急変する。二千年前に死んだはずのハリティの精神が見つかったのさ。姫ひめ巫み女こは知ってるでしょ？　神しん悠ゆう言げんの地下に安置してある彼女の死体。


    　精神が周囲に記憶されるって話はしたと思う。ハリティの場合もそうでね。彼女の精神の多くは、氷の棺ひつぎの中に残っていたのさ。封印が解けはじめた影響で。それに気づいたラプラスちゃんが、彼女の精神を異能力で切り取り、人間の女の中へ埋め込んだ。


    　そして私に依頼してきたの。彼女の〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉を解かい析せきし、降こう臨りん都市の機能として使用できるようにしてほしいって。今思えば、その少し前に降臨都市を無理やりに物質界アツシヤーに顕けん現げんさせようとしたのは、私を説得するための作戦だったのかもしれない。


    　降臨派の出してきた降臨計画を見て、こりゃ行けそうだなって思った。でも受肉にさして興味のない私には、なんのメリットもなかったから交換条件を出したの。


    　もう知ってると思うけど、見えない壁の世界の惨さん劇げきってやつ。手遅れだと思うけど、この件は悪かったねぇ。私とあんたらとは、どうしても別の生き物だから罪悪感は覚えなかった。


    　ちなみに物質界アツシヤーから完全に切り離された降臨都市の稼か働どうエネルギーは精神。特に人の精神は、とてもいいエネルギーになる。それが私たちが人の精神を集めていたもう一つの理由。私の趣味だけじゃないのさ。


    　ただし約束させてもらうよ。世界を救ってくれたら、まだ残っている人間の精神はすべて返却するって。


    　難しい話は端折はしよるけど、この計画では降臨都市のシステムに絶大な負ふ荷かがかかるタイミングがあるのさ。だけどシュレディンガーの小細工のせいで、ちょっとした悪いた戯ずらでシステムがダウンすることが判明したわけ。つまりはガイアが復活してしまう。


    　それに気づいた私は、それを止めようとして彼に殺されてしまったんだ──。


    



    　フェルマーの長い長い話が終わった。想像を絶する真実に誰もが青い顔をしている。


    　摩ま響ゆらなどはショックのあまり話の途中で倒れてしまった。弥生やよいに介かい抱ほうされながら、気力だけで真実を聞き続けていた。


    「一いち花かね。なんかこの前観た映画の話を思い出した」


    　その映画のストーリーは、宇宙飛行士がある惑星に降り立ったら、そこは犬が支配する星で、人間が家畜として扱われていたというモノだ。犬と人間の立場が逆転するショッキングな内容が話題を呼んだが、秀しゆう逸いつなのはそのオチ。ほかの惑星だと思っていたそこは、未来の地球。つまりは本当の意味で支配する種族が入れ替わったという話だったのだ。


    　それは今の世界と似ている。かつて人間に実験体として扱われていた情報生命体が、今は信仰心を武器に人間を支配している。神を信じる者は、すべて彼らの奴ど隷れいとなった者なのだ。


    「高負荷状態となった降臨都市をシステムダウンさせる方法はいくらでもある。ちょっと衝しよう撃げきを与えるだけで十分さね。だからシュレディンガーの野望を止めるには、その前に〈終フ焉アとン誕タ生ズのマ走ゴ馬リ燈ア〉を停止させるか、稼働プログラムを元に戻すしかないの」


    　そのタイムリミットはこの世界で死んだ人間の数が三千万人を超えるまでだ。精神エネルギーで稼働する降こう臨りん都市が、必要なエネルギーを得るまでの時間。


    「悪いけど、ボクは下ろさせてもらうよ。ほかにやることができた」


    　言ったのは汐せ摘つ心なだ。


    「ほかにやること？　世界が滅ほろんでしまうっていうのに、何をしようっていうのさ」


    　フェルマーが焦じれたように言う。


    「ハリティの遺体を見てくる。予感がするんだ。そうしたらボクは、斗と和わに名前を思い出してもらえるって。世界が滅めつ亡ぼうするかどうかは、斗和にかかってる。それだけは間違いのない真実。ガイア復活なんて些さ末まつな問題でしかない。世界の滅亡とは無関係さ」


    「ちょっと、あんた本気で言ってんの？」


    「ああ、本気だよ。天あ名な地い鎮ちさんの予言書にも、それは『予よ兆ちようでしかない』と書いてある。それに──ボクの名前を思い出してもらうことが、ボクらが幸せだと思う世界になるって教えたのは、斗和が師匠と呼ぶ人物なんだ」


    「師匠？　ただの人間なんでしょ？　そいつ」


    　フェルマーの苛いら立だたしげな声に、汐摘心は意を決したように息を吐く。


    「心理学者のカスミ・グランタフ・ユングを知っている？」


    「もちろん、そういうのは大好きだから」


    「彼女の著書にこんな記述があったでしょ？　『その者はあらゆる角度、誰の立ち位置から見ても、常に背中を向けており、また常に横顔を見せている。その横顔は判然とせず、見る者によって印象を大きく変える。足あし下もとからは七つの影が伸び、その一つが汝なんじとつながっている。かの者は、迷ったときや判断に悩んだときに青少年の前に一定の確率で現れ、助言を与える確率存在』。──これは師匠の姿と完全に一致するんだ」


    「そんな、ありえないッ！　まさか、そいつは──」


    　フェルマーが悲鳴のような驚きよう愕がくの声をあげた。


    「だからボクは、ハリティに会いにいく。世界を救う術すべはそこにしかないんだ──」
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    「小娘、少しいいか？」


    　一いち花かが立りつ花かの部屋へ向かおうとしていると、背後から金きん道どうに呼び止められた。金道の背後には二人の黒服が控えている。


    「おうよ。オッケーだよ。あと小娘ってなんか好きじゃない。一花でいいよ」


    「そうか、……一花」


    　やや照れたように自分の名前を呼ぶ金道に、なぜか一花はうれしい気持ちになる。櫛くし灘なだ財ざい閥ばつの総そう帥すいという、よくわからないほど偉くて怖い人らしいが、一花はもっと身近で優しい人間に感じていた。


    「一いち花か、おまえを少し抱き締めてもよいか？」


    「ふえ？　駄目だよぉ、変質者には気をつけるように言われてるもん」


    「変質者？」


    　金きん道どうはまるで自分がそう言われることを想定していなかったように目を丸くすると、「くはははははははっ！」と大笑いをした。


    「いやはや、すまんな。一花はもう立派な大人の女だった。儂わしとしたことがフられてしまったわい」


    　一花は自分から金道の元へ行くと、ぴたりと彼の腰に抱きついた。


    「ん？　一花？」


    「なんかな、一花も抱き締めたいと思ったの。そうしないと後悔するような気がする。お母さんには内緒だよ」


    　言葉はなかった。金道は腰を下ろすと、一花をしっかりと胸に抱き締める。大きくカサカサした手が優しく一花の体を包み込んでくる。懐なつかしい愛に抱かれている気がした。


    「人は生まれてくる時代を選べぬものだが、なんとも凄せい惨さんな時代に生まれたものよ。すまんな」


    「おじいちゃんが謝ることじゃないよ。それに一花ね、それなりに満足しているよ。お母さんやお兄ちゃん、いっぱい優しい人に囲まれた。今はちょっとつらいけど、だからといって幸せだった過去は消えないもん」


    「一花は将来いい女になるぞ。どうだ？　おまえが望むのなら、この櫛くし灘なだ財ざい閥ばつ総そう帥すいの座を引き継がせてもいい」


    「ええ？　無理だよっ！　一花、お馬ば鹿かだし」


    「儂はそうは思わん。馬鹿という単語は結局のところ、その言葉を吐いた本人の価値を示す指針でしかない。知識のない者を馬鹿と呼ぶ者は器うつわの小さい者、自分と価値観の違う者を馬鹿と呼ぶ者は頭の固い者、何かにつけて他人を馬鹿呼ばわりする者は、ただのクズだ」


    「それって、馬鹿って言う人が馬鹿って理屈だよね？」


    「くはははははっ！　そのようにまとめられると、なんともくだらぬ話に聞こえるなぁ。──やはり、お主ぬしは総帥の器だ。言い間違いや難しい話は優秀なブレインに任せておけばよい。総帥に必要なのは、真実を見通す力と物事の平等を見極める才能だけよ」


    「すぐには決められないよ」


    「それでいい。儂の遺書に一花の名前を記させてもらおう。今はそれだけでいい」


    「うん、わかった。いいよ。……おじいちゃんも死ぬのは怖いの？」


    　一花は直感的に悟る。金道のこの態度は、自みずからの死を予期してのモノだと。


    「そうだな。もちろん怖いさ。年をとってもそれは変わらぬ。いや年をとるごとに死ねない理由は増えていく。だがな、自分が死ぬから怖いのではない。生まれた瞬間より死ぬ覚悟はできている」


    「大事な人がいるんだね。だから、死んじゃうのが怖い」


    「……そうだ。だが同時に、その者のためなら死んでも構わないとも思っている。矛む盾じゆんの塊かたまりよのう」


    　金きん道どうはゆっくりと一いち花かの体を放した。


    「もういいのか？」


    「ああ、十分だ。邪魔したな」


    　金道が踵きびすを返そうとした、そのときだ。通路の奥のドアが開き、中から立りつ花かが姿を現した。


    「あ、……ああ」


    　ふらふらとよろめきながら、声にならない音を漏もらしている。全身の血管が赤く腫はれ上がり、赤い色をしたメロンのような顔になっていた。一瞬で理解する。これは異常な事態だと。


    「お母さんッ！」


    「立花ッ！」


    　一花と金道が同時に走り寄った。立花は必死に手を伸ばし、「だめ」と呟つぶやく。その瞬間、立花の体が破裂した。血肉が周囲に飛び散り、粘ねばりっ気のある赤いペイントが通路を染め上げる。


    「いやぁああああああっ！　お母さん、お母さんッ！」


    「もう手遅れだ」


    　立花に触れようとする一花を、金道が止める。代わりに黒服が立花の死体を調べて、首を横に振る。皮ひ膚ふが弾はじけ飛んで中身が露出した立花は、見た目どおりすでに絶命していた。


    「うう、お母さんがっ、お母さんがぁあああああっ！」


    　一花は金道の腰にしがみついて泣きじゃくる。


    「御ご前ぜん、中にいた少女も」


    　銃じゆうを構えた黒服が立花の部屋を確認して言った。中にいた少女とは銀ぎん河がだ。自みずから異能力を破壊した彼女は、立花と同じように血肉を撒まき散らして絶命していた。


    「近くに化け物の姿は見当たりません。ですが、一刻も早く摩ま響ゆら様と合流をするべきでしょう」


    　そう提案する黒服の携帯電話が突とつ如じよ、乾いた電子音を鳴らす。彼もどこか不ふ穏おんな気配を感じたのだろう。緊張した面おも持もちで、通話ボタンを押した。


    『地下のシェルターでパニックが起こっています。突如破裂して死んだ者がいたらしく、その血を浴びた者が次々と──』


    　携帯電話から聞こえる声を、黒服は最後まで聞くことができなかった。焼けるような痛みと共に、立花の血に触れた手から、急激な勢いで血管が赤く腫れ上がってきた。


    　先ほどの立花と同じように──。


    「まさか、ウイルス型の魂を狩る幻想生物ソウルテイカーか!?」


    　金道がその事実を察すると同時に、黒服の体が弾け飛んだ。
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    「なんでだよ？　どうしていなくなったんだ。かりもッ！」


    　斗と和わは悲痛な思いで、必死にかりもを捜していた。


    　目が覚めた斗和は、そこにかりもの姿がないことを知る。最初はシャワーかと思ったが、そうではなかった。目立つ場所に、置き手紙があるのを見つける。


    『斗和へ。ありがとう、斗和。私は私のやるべきことを理解しました。そしてそれを為なしたあと、必ず斗和の元へ戻ってきます。私を信じて待っていてください』


    　嫌な予感が加速する。かりもはおそらく神に会いにいったのだろう。いや、正確には神もどきだ。


    　斗和の直感が告げる。あいつらが人間や世界を創ったというのは、おそらく噓うそだ。それだけの力があるにしては、やっていることが妙にまどろっこしい。本当の神ならば、受肉くらい容易なはずだ。


    　かりもが神について尋ねてきて、彼女の心構えができているなら、きちんとその推論を聞かせるつもりだった。なのに、かりもは予想外の行動力を見せる──。


    「おまえさんの愛いとしの姫ひめ君ぎみはここにいるぜ」


    　必死にかりもを捜し回る斗和に、唐突に声が浴びせられた。ここは森を抜けた開けた場所。地平線の向こうには無数の煙が立ち上り、今もなお建物が破壊される轟ごう音おんが響いている。


    「かりもッ!?」


    　空を見上げた斗和は、そこにシュレディンガーと、無数の触しよく手しゆでかりもを拘こう束そくするラプラスの姿を見る。かりもはまだ生きているようだが、ぐったりとしていて涙の跡が色濃く残っていた。虚うつろな瞳ひとみと憔しよう悴すいしきった表情は、長らく精神的な拷ごう問もんを受けていたかのようだ。


    「かりもに何をしたぁああああッッ！　シュレディンガーぁあああああああッ!!」


    　灼やけるような怒りが眉み間けんを貫つらぬいていく。ふつふつと湧わき上がる憎しみの炎が理性を焼き焦こがす。もはや冷静さなど微み塵じんもなかった。なんとしてもどんな手段を使ったとてしも、かりもを取り戻したい。


    「真実を教えてやったのさ。この世界に神なんていない、とな。いるのは神の名を騙かたって人間を支配していた別の生物だと」


    　斗和は神を信しん奉ぽうしていない。だから、かりもの受けた衝しよう撃げきを理解することはできない。


    　だが全人類で九割以上を占める宗教を持つ人々が、神の不在を知ったらどうなるか？　彼らは神のために戦争をするし、ルールや規則を設け、毎日のように祈りを捧ささげている。


    　容易に想像できるはずだ。それは自じ我がが崩ほう壊かいするほどの衝撃であると、そのまま廃人になったとしてもおかしくはない。だから斗和は、かりもが自みずから問うてくるまでは、神の正体に対する推論を伝えなかった。それなのにこいつらは──。


    「斗と和わ。……ごめん」


    　かりもの漏もれ出た声が耳に届く。こちらに気づいたはずなのに、魂たましいが抜け落ちたようなかりもの顔に生せい気きが宿ることはなかった。神がいなくとも俺おれがいるのに、かりもは生きる意味を見失っていた。


    「シュレディンガーぁあああああッッ！」


    　斗和は殺意に精神を染め上げたまま、シュレディンガーに砲ほう撃げき剣けん《大和やまと》の砲口を向け、躊躇ためらうことなく引き金に指をかける。だが──。


    「無力だよなぁ、人間」


    　いつの間にか、背後にシュレディンガーが立っていた。目で追うことのできない動き。本能的に幻想の右手フアントムリーフを展開し防御するが、凄すさまじい衝しよう撃げきが全身を襲おそってきた。


    《大和》は粉々に砕かれ、防護服も破壊された。大地を大きく抉えぐった肉体は、皮ひ膚ふが破け血が飛び散り、いくつかの骨にヒビが入っている。


    「おいおい。ちょっと触れただけなのに、なんだその様ざまは、もう終わりなのか？」


    　シュレディンガーが茶ちや化かすように笑う。


    　斗和は屈くつ辱じよくに気力で抗あらがおうとするが、無駄だった。体に力が入らない。たった一撃げき。しかも、明らかに手加減されたそれで、斗和の脆ぜい弱じやくな肉体は動けなくなってしまったのだ。


    　なんて情けないのだろう。なんて無力なんだろう。大切な人が目の前にいて何もできない。触れることも慰なぐさめることさえも。斗和は歯は痒がゆさに血の涙があふれんほどだ。


    　シュレディンガーが無む造ぞう作さに斗和の頭を摑つかみ上げる。少女の体たい軀くをしたシュレディンガーは斗和よりも一回り小さい。だがその細い腕で斗和を軽々と持ち上げた。不敵な笑みを浮かべる奴やつの顔が目の前にある。


    　殺意で頭が沸ふつ騰とうする。何も考えることなく、本能がガチリとギアを組み合わせるまま、金色に輝かがやく右腕をシュレディンガーに叩たたき込む。だが──。


    「今、何かしたか？」


    　肉体ソーマの座の力であるオーラの塊かたまりを受けてもなお、シュレディンガーは瞬まばたき一つすることがなかった。


    「うおおおおおおおおおおおおおおおっっ！」


    　肺はい腑ふから擦かすれた咆ほう哮こうを絞り上げ、二度三度と〈金色に輝く俺の咆吼ゴルデイオン・ブラスター〉を撃ち放つ。しかしシュレディンガーは平然とした表情で、その直撃を受け止めている。それが自分と斗和との実力の差だと言わんばかりに。


    　がくんと意識が引き落とされる感覚。オーラの塊を飛ばすことは、命を削るのと同義。生命エネルギーが低下すれば、そのまま死に至ることもある。


    　それでも構わないと思った。かりものためならば、この命は惜しくない。だが意志に反して体が言うことを聞かない。限界を超えたオーラの行こう使しに、肉体のほうが悲鳴をあげていた。


    「もう終わりか。本当におまえは雑ざ魚こだな。そんなそよ風程度の攻撃が、おまえの切り札なのか？　だがこの俺おれに逆らったことには変わりない。ちょいとばかり罰を与えてやろう」


    　シュレディンガーは残忍な表情をつくると、斗と和わを摑つかんだまま宙に飛び立った。ラプラスも従順に後をついてくる。


    　そして廃はい墟きよと化した街の上空で停止すると、ラプラスに向かって頷うなずいてみせた。


    「了解、ししシタ」


    　ラプラスは抱き抱えていたかりもの体を持ち上げると、今まさに放り投げんとするような格好で天に大きくかざす。


    「な、何をする？　……やめろ」


    　瞬時にその意図を悟った斗和が、擦かすれた悲鳴をあげた。


    　ラプラスの真下には無数の魂を狩る幻想生物ソウルテイカー。ミミズのように蠢うごめくそれは、上空に餌えさがあるのを知ると、まるで雛ひなのような勢いで口を開いて鋭するどい口こう腔こうを見せつけてくる。


    「やめろ。なんでもするから、俺はどうなっても構わないから！」


    　情けなく惨みじめに懇こん願がんする。後悔と懺ざん悔げの念が津波のように押し寄せる。愚おろかだった。シュレディンガーに逆らうなんて。こんな結果になるくらいなら、抗あらがうべきではなかった。


    　斗和は人としての尊厳をかなぐり捨てて、シュレディンガーに縋すがった。


    「いい表情だ。罰とはこうでなくてはな。──だがなぁ。やれ、ラプラス」


    　ラプラスは頷き、かりもの体を放り投げた。半ば廃人と化したかりもは、なんの反応を示すことなく落下していく。その虚うつろな瞳ひとみに斗和の姿を映すこともない。神の不在を知った敬けい虔けんな少女は、死に直面しても感情が揺らぐことはなかった。


    「かりもぉおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!!」


    　鉛なまりのような衝しよう撃げきが内臓を揺さ振ってくる。間かん欠けつ泉せんのような熱い液体が鼻び孔こうを圧迫してくる。心臓が絶望で押し潰つぶされたように、言葉にできないほど不愉快な痛みを与えてきた。


    　かりもに向かって、無数のミミズたちが襲おそいかかる。凄すさまじい勢いで喰くらいつき、人の拳こぶしほどの小さな頭が嬲なぶるように、かりもの体を少しずつ解体する。


    　斗和の愛した存在が、精神が、肉体が下等なミミズたちによって喰い荒らされていく。斗和にとっての特別な愛いとおしい存在は、ただの餌だと、ただの肉でしかないと教えるように。


    　斗和が護まもると誓った少女は、無数の肉にく塊かいとなって呆あつ気けなく化け物の胃袋に納められた。


    　そして、かりもの体からいくつもの光が飛び出し、降こう臨りん都市の中へと消えていく。それは今まで彼女が回収した人々の精神。彼女の死と共に、降臨都市に蒐しゆう集しゆうされてしまったのだ。


    



    「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッ!!」


    



    　ぷつりと何かが切れた。精神を斗と和わと定義していたそれが、ぷつぷつと軽快な音を立てて千ち切ぎれていく。世界が急速に色褪あせて、水中にいるみたいに耳が詰まる。チーズの腐ったような臭においと、苦く焦こげたような味が口の中に充満していた。どこか遠くから自分自身を見ているような、不気味な感覚が全身を支配している。


    「安心しろ。おまえもすぐに、あの人間の後を追わせてやる」


    　シュレディンガーは斗和を放り投げようとして、──その途中で思い留とどまった。


    「いや、気が変わった。おまえは生かしておこう。彼女が目覚めた世界。人間側にもそれを見届ける役が必要だ。光栄に思え、その役におまえを任命してやる」


    　シュレディンガーとラプラスが再び移動する。今度は見たことのある屋敷の上空。あれは確か、櫛くし灘なだ金きん道どうの住む屋敷だ。かりものいた女子寮が近くにあるため、何度か門の前まで来たことがある。


    　上空から見るそれは、明らかに異質だった。まるで飛び出たザクロの実を踏み潰つぶしたように、たくさんの血ち溜だまりができている。すべてが人間の成れの果てだ。


    「ほう、さすがはエジソンがデザインした魂を狩る幻想生物ソウルテイカーだな。遊び心がないぶん、殺すことに特化している。見ろ、もう少しでカウンターが基準を満たすぞ」


    　斗和は言われるまま呆ぼう然ぜんと降こう臨りん都市を見上げた。死んだ人間の数を表す巨大な電光掲示板の立体映像の数字は、三千万人に近づいている。前に見たときは、あと五日はあると思っていたのに、急激な速度でカウントアップしていた。


    「さて、あとは障害になりそうなフェルマーのコピーを潰しておくか」


    　シュレディンガーは斗和をラプラスへ放り投げて渡すと、自身は屋敷の真上に停滞し、両手にエネルギーを蓄たくわえる。次の瞬間、その膨ぼう大だいなエネルギーの塊かたまりを撃ち放った。巨大な破壊の波動が迸ほとばしり、金道の屋敷を押し潰すようにして消しよう滅めつさせる。桁けた違いの破壊力だ。


    　だがシュレディンガーの攻撃が届く前に、屋敷から逃げ去った者がいた。二対ついの翅はねを持つ妖精のような魂を狩る幻想生物ソウルテイカー。その大きさは人間の子供ほどだ。


    「お兄ちゃん！」


    　妖精はラプラスに拘こう束そくされる斗和を見て、驚いた声をあげる。どこか他人のように感じる自分の頭で理解する。あれは一いち花かだ。魂を狩る幻想生物ソウルテイカーに憑ひよう依いした、実の妹。


    「お兄ちゃん。お母さん、死んじゃったッ！　それだけじゃないよ。寧ね々ね音ねちゃんや、銀ぎん河がちゃん、姫ひめお姉ちゃんも。それに、胸の大きなお姉ちゃんやおじいちゃんもっ！　みんなみんな、死んじゃったのッ！」


    　一花がこちらに飛ひ翔しようしてきて、斗和の大切な人たちの死を伝えてくる。しかしそれは、記憶に刻まれても心に響くことはなかった。人の死が、命の価値が急激に色褪あせている。


    「……お兄ちゃん？」


    「無駄ダ。この人間の心は壊れタ。もはや、言葉は届かヌ」


    「あんたにだけは言われたくないさね。ラプラス」


    　声は唐突に一いち花かの手の中から聞こえた。見ると、タブレット式の携帯電話からフェルマーの立体映像が映し出されている。


    「惨みじめな姿だな、フェルマー。まさか死んでもなお、手間をかけさせられるとは思わなかったぞ」


    　シュレディンガーが一花を挟み込むように、彼女の真後ろに現れて言った。


    「……よく、私のコピーがあるってわかったわね」


    「おまえさんの優秀な部下のお手柄さ。念のためおまえさんの部屋を調べさせたら、物質界アツシヤーにバックアップを走らせるプログラムを発見したのさ。褒ほう美びとして苦しませずに殺してやったぞ」


    「まったく、エジソン。あんたって奴やつは、天才だけど馬ば鹿かさね」


    　フェルマーは憂うれいを帯びた表情で、そう呟つぶやいた。


    「さて、おしゃべりはお終しまいだ。フェルマー。もはや為なす術すべはないと思うが、念には念を入れて邪魔者は消させてもらう」


    　シュレディンガーとラプラスが、同時に壮絶な殺気を放つ。


    「くっ！」


    　一花が本能的な危険を察して、すぐに飛び去るが、この二人相手に逃のがれる術はない。最さい期ごに斗と和わの名前を叫んで、あっさりと消しよう滅めつさせられてしまった。無論、フェルマーも一緒だ。


    　その事実を理解してもなお、斗和の心はなんの感かん慨がいも抱いだかなかった。


    　不幸とは、大切な人がいなくなっても生き続けることだと、汐せ摘つ心なは言っていた。その本当の意味がわかったような気がする。


    　──そして、急激に増えていった電光掲示板の数字が目標の数へ到達する。刹せつ那な、陰いん鬱うつな空の中央に降こう臨りんしていた都市が、眩まばゆい光を発した。


    「ああ、ガイア。ようやくあなたに逢あえる。このときをどれほど待ち望んだことか」


    　シュレディンガーは恍こう惚こつとした表情のまま、両手にエネルギーを集め、降臨都市めがけて撃ち放つ。櫛くし灘なだ金きん道どうの屋敷を一撃げきで消滅させた攻撃は、降臨都市の表面をわずかに傷つけるだけだった。パラパラと降臨都市の破片と思われるモノが降ってくる。


    　そしてその一瞬、確かに降臨都市は、その機能を数秒だけ停止させたのだ──。
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    　そこは不思議な空間だった。散光星雲のような赤あか紫むらさきの空が広がり、床ゆかは膝ひざ下まで届く透明な液体に満たされている。


    　幼おさない少女の真っ白な肢し体たいを覆おおうのは、彼女の長い髪。生え際は漆しつ黒こくで、先端に向かうほどマグマのような灼しやく熱ねつの色の割合が増えていく。髪はまるで少女を拘こう束そくする鎖くさりのように体に巻きついたあと、水の中へと伸び、周囲を赤く染め上げていた。


    　キリリとした黒い眉まゆと、その下には燦さん然ぜんと輝かがやく灼熱の瞳ひとみ。気高さと神こう々ごうしさを兼ね備えた、人ならざる美しい存在。彼女はその名前を、ガイアという。


    「はて、妾わらわはどうしていたのじゃ？」


    　ほかに誰もいないはずの空間。だがガイアの声に応こたえる者がいた。


    「ずっと眠っていたのさ。あなたにとっては短い時間だったかもしれない。だが、俺おれにとっては永遠に思える長い時間だった」


    　腰までもある長いクリーム色の髪に、白と黒の猫耳、勝ち気な金色の瞳を持つ少女。シュレディンガーだ。


    「お主ぬし、妾と姿が似ておるな？」


    「ああ、あなたに憧あこがれるあまり、こんな姿になった」


    「だんだんと思い出してきたぞ。妾のやるべきこと。妾の肌はだに勝手に巣くい、汚お物ぶつと死し骸がいを撒まき散らす醜みにくき者どもを追い払うのじゃ。お主もその中の一人じゃな？　妾を止めにきたか？」


    「いいや」シュレディンガーは優しげな表情のまま否定する。「俺はあなたの望むことを邪魔しない。俺を殺したければ、そうしても構わない。たった一つ願いを聞いてくれれば、それでいい」


    「お主の願いじゃと？」


    「そうだ。一秒でも長く、あなたの傍そばにいさせてほしい。ほかには何もいらない。ただ、──それだけでいいんだ」
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    　降こう臨りん都市のシステム停止と共に、見えない壁の世界は消しよう滅めつし、世界は現実へと戻ってきた。


    　だが、これまでと大きく違う部分がある。見えない壁の世界で起こっていた惨さん劇げきが、そのまま物質界アツシヤーに上書きされてしまったのだ。


    　街は破壊されたままで、無数の死体が地面を覆い尽くし、夥おびただしい数の魂を狩る幻想生物ソウルテイカーが跋ばつ扈こしている。降臨都市は忽こつ然ぜんと姿を消しており、不気味な薄暗い雲が真冬の空を覆っていた。


    「素晴らしい。素晴らしいいいいいッッ！　これが肉体を得るという感覚かぁああああッッ！」


    　斗と和わを拘束するラプラスが歓喜の咆ほう哮こうをあげる。見えない壁の世界の上書きと同時に、彼は物質界アツシヤーで肉体を得ていた。


    　サラスだった頃の面おも影かげは微み塵じんもなく、般はん若にやのような顔に、六本の腕を持つ十メートルほどの人型の化け物。鷲わしのような翼を広げ、今もなお上空に浮かんでいる。拘こう束そくされた状態でなければ、ラプラスだと気づくこともなかっただろう。


    　さらには周囲からも、同じように受肉を喜ぶ声が聞こえる。ラプラス以外の神もどきも受肉に成功したのだ。どれもが皆、化け物の姿をしていた。しかもラプラスと同じく、精神に悪影響を受けているようだ。果たしてこれが、彼らの望んだ結果なのだろうか？


    　──異変は唐突に起こる。突とつ如じよ、大地が激しく揺れ動いたのだ。かろうじてまだ残っていた建物が崩ほう壊かいし、化け物や人々を押し潰つぶしていく。遠くの海岸線では地震の影響で津波が発生し、物もの凄すごい勢いで陸に迫ってきていた。


    「ふはははははッ！　大地も我らを祝福しているぞ！　肉を潰される感触はどうだ？　同どう胞ほうたちよぉおおおお！　んんん？　返事がな～いぞぉおおおっ？」


    　ラプラスが高こう揚ようした精神のまま大はしゃぎする。もはや現状を正確に理解できていないようだ。


    「──ん？　なんだ、貴き様さまは？」


    　ラプラスが遅ればせながら、手に握っていた斗と和わの存在に気づく。今まで握り潰されなかったことが不思議なくらいだ。


    「いや、覚えているぞ。だがな、たった今、忘れたぁあああああッ！」


    　ラプラスが斗和を地面に叩たたきつけようとする。だが肉体を得たばかりでうまく操あやつれないのか、投げる途中で斗和の体はすっぽ抜け、虚こ空くうに投げ出されてしまった。


    　斗和は無力に無気力に落下していく。空を飛ぶことのできない人間には、もはやどうすることもできない。


    　かりもの死に際の顔を思い出す。


    　喪そう失しつ感かんに打ちひしがれ、絶望に心を閉ざしたかりも。どれほど愛そうとも、自分は神もどきの代わりにはなれなかった。彼女の感情を取り戻すことができなかったのだ。


    　そして、目の前でかりもは死んだ。泣いて縋すがるだけの無力な自分は、最さい期ごに触れることさえできなかった。最低だ最低だ最低だ。もはや、この世界に未練はない。大切な人は悉ことごとく死んでしまった。一いち花かが目の前で殺されても、なんとも思わなかった。自分はここにいるのに、どこにもいない。肉体は活動していても、生きる意味は失っていた。


    （もう、疲れたよ。師匠）


    　風の音を感じながら、斗和は呆ぼう然ぜんと大空を瞳ひとみに映す。仰あお向むけに、まるで大地に大の字になって寝転がるようにして、斗和はゆっくりと最期の刻ときを迎える。


    　人間としての終わり。そして──。


    『ならば、斗和。世界を君が望むとおりに創り換えればいい。君にはその権利が与えられているんだ。世界を滅ほろぼし、新世界を創造する権利が』


    　目の前には師匠の姿があった。風の音も消え、体が重力に引かれる不愉快な感覚もない。凪なぎのような穏やかな空間が、周囲を包み込んでいた。空間的な位置は意味をなさず、ただ斗と和わの目の前には師匠の後ろ姿がある。


    「新世界って何？　そこには、かりもちゃんはいるの？」


    　問いかけるのは、幼おさない斗和の声。師匠の強烈な父性にあてられ、斗和の精神は子供返りを起こす。


    『そうだね、斗和。君の知識があれば、この世界を一から創デザ造インすることは可能さ。今の世界と同じ進化の歴史をたどらせ、今と同じ速度で文明を築き、環境さえも制御する。そうすれば自然と、今と同じ人間たちが生まれるだろう。だけど、そこに斗和はいない』


    「いいよ、俺おれはいなくても。みんなが幸せなら、それでいい。あと、異能力は嫌だな。あれはないほうがいいと思う」


    『それも可能だよ、斗和。だけど魂たましいの記憶が残ってしまうから、新世界の日本人は黒髪を別の色に変えるセンスを持って生まれてくるかもしれない』


    　師匠が少しだけ口元を緩ゆるめたような気がした。斗和はふっと、優しい気持ちになる。それもいいと思った。このふざけた世界を壊せるのなら、もうなんでも構わない。


    「師匠、俺は力がほしい。すべてを破壊し、新世界を創造する力が──」
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    　足あ搔がく素そ振ぶりも見せず落下していく人間を、ラプラスは何の気もなしに目で追っていた。


    　一匹の化け物が口を開けて、その人間を待ち構えている。しかし、いざ捕食しようとした瞬間、再び大地震が起こり狙ねらいが逸それる。人間は化け物の頭の上に落ち、その背を転がるようにして、地面に降り立った。この高さから落ちたのにもかかわらず、人間は無傷。化け物の体がクッションになったようだ。なんとも悪運が強い。


    　だが、そんな人間に向かって無数の化け物たちが襲おそいかかる。人間は避ける素振りも見せず、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。しかし一斉に襲いかかったせいか、化け物たちは互いにぶつかり合い、弾はじき飛ばされてしまう。偶然にも人間を避けるようにして。


    　さらに新たな化け物が襲い来るが、地震で崩れかけていたのだろう、ビルが崩ほう壊かいし、偶然その化け物を押し潰つぶした。次の化け物は地盤が緩んでいた場所を運悪く踏み破り、身動きがとれなくなる。さらに偶然にも、そいつが炎のブレスを吐く途中だったため、狙いの逸れた火炎が、人間に押し迫ろうとしていた小型の化け物の群れを焼き尽くす。幸運にも人間は無事だ。


    「これは奇っ怪なり」


    　興味を持ったラプラスは急降下し、人間の前に降り立とうとするが、まだ体の制御に慣れていなかったためか、運悪く化け物どもを踏み潰してしまった。偶然にもそれは、人間に攻撃を仕掛けようとしていた化け物で、彼は再び命を長らえさせる。


    　人間が地上に降り立って数分は経たつのに、彼は一歩も動くことなく、いまだ傷一つ負うことはなかった。なんという幸運だろうか。


    「これなら、どうか？」


    　ラプラスが腕を振り上げ、人間を押し潰そうとする。だが偶然にも地震が起き、幸運にもラプラスの攻撃の軌き道どうがずれ、偶然それがほかの化け物をなぎ倒し、奇跡的にも人間は傷一つ負うことがない。


    　人間は一歩も動いていないのに、彼の周囲に残っているのは、自分だけとなっていた。化け物たちは偶然に偶然が重なり、すべて絶命している。いや──。


    　さすがのラプラスも、これが異常な事態だと感じた。偶然とは、奇跡とは、こんなに幾度も起こるものだろうか？　そしてラプラスは、その存在に気づく。


    　──一匹の蝶ちようがいた。


    　黒を基調とした人間の拳こぶしほどのサイズ。幻げん想そう的な美しさはラプラスの精神を心底魅了した。翅はねに描えがかれた模様は透明で、向こう側が透すけて見える。いや、それはこの世界とは違う、どこか別の世界を映しているように感じられた。


    　自分の腕に止まる蝶。どこかで、この蝶を見たような気がする。だがそれを思い出すよりも早く、ラプラスは蝶を叩たたき潰していた。直感がおぞましい何かを感じとっている。


    　自分の腕に止まっていたそれを殺したラプラスは、ほっと息を吐き、──目を見開いた。


    　ほかにも蝶ちようがいたのだ。


    　一匹だけではない。十、百、千、万。いつの間にか、無数の蝶が周囲を覆おおっていた。


    　──いや、違う。ラプラスは驚きよう愕がくの目でそれを見る。


    　正面に立つ人間が右手を振るう。するとそこから無数の蝶が湧わき出しているではないか!?


    　遅ればせながら気づく。これは、あの人間の能力だと。


    　幻げん想そう的なまでに美しい虹にじ色の鱗りん粉ぷんを撒まき散らしながら、無数の蝶が人間の周囲を飛び回っている。彼を中心として、まるでＤＮＡのような螺ら旋せんの軌き道どうを描えがき、天高く聳そびえる摩ま天てん楼ろうの如ごとく天空へ伸び立つ。そして遙はるか上空では、枝を広げる世せ界かい樹じゆのように大空に広がっていた。


    　螺旋構造の中心にいた人間の体が、ゆっくりと上昇していく。ラプラスの目の高さまで上昇した人間の背後には、もう一人の人間の姿があった。まるで寄り添うようにして立つそれは、なぜか背中を向けていて、振り返るように横顔を見せつけている。


    



    『──斗と和わ、わかるかい？　これが君の力さ。この力の前では、偶然も幸運も、奇跡でさえ、すべてが〝必然〟となるんだ』

  


  
    



    　　　第八章　その永遠は新世界を創る


    



    「師匠、これが俺おれの力なのか？」


    　斗和は呆ぼう然ぜんと、自分の周囲を飛び交う蝶を見ながら言った。


    『そうだね、斗和。だけど、これは斗和の力をもっとも効率的に具現化したモノにすぎないんだ。君の真の能力は魂プシユケの座、第三位の力。〝彼女〟によって定義された運命を加速させ、世界に定義する能力。つまりは因いん果が律りつの逆転さ』


    　因果律。それは原因と結果の関係。結果には必ず理由があるという考えだ。


    　たとえば、トップアイドルになった少女がいたとしよう。その場合、顔が可愛かった、歌がうまかった、などがその原因。トップアイドルになった、が結果だ。つまり「彼女がトップアイドルになったのは、可愛くて歌がうまいからだ」というセンテンスが成り立つ。


    　だが、因果律が逆転した場合は違う。原因と結果が逆になるのだ。つまり「彼女はトップアイドルになることが決まっていたので、可愛い顔で生まれてきたし歌の才能もあった」と。


    　さらには恐ろしいことに、因果律の逆転は必ずしも原因を必要とはしない。極論で言えば、「彼女はブスで歌も下へ手ただが、トップアイドルになるべくして生まれてきたので、トップアイドルになった」という強引なセンテンスさえ成り立つ。


    　因いん果が律りつの逆転の前には、ご都合主義的な理屈が容易に成立する。あらゆる理由や能力の差異は、ただのノイズでしかなく、誰一人として逆らうこともできず、定義された結果が必ず実現してしまうのだ。


    　──人はそれを〝運命〟と名付けた。


    　それが斗と和わの持つ力の本質。その存在を世界に定義し、あらゆる事象がそれを成り立たせるためだけに、ご都合主義的に加速する。


    『瞬しゆん夏かの存在定義は〝アイドル〟だった。だからすべての人間は、いや化け物でさえ、彼女を〝アイドル〟として扱った。それが百貨店で発現した瞬夏の力だよ。そして斗和、君は〝アイドル〟とは桁けた違いの存在定義を与えられているんだ。新世界を築くほどの権威。物語において最強の敵を葬る存在として定義される者。主ヘ人ル公ド。すなわち、──〝永遠の少年プエル・エテルヌス〟さ』


    「永遠の少年プエル・エテルヌス？　俺おれが？」


    『そうだよ、斗和。君は〝永遠の少年プエル・エテルヌス〟として世界に定義された。故ゆえに物語の〝永遠の少年プエル・エテルヌス〟が持つあらゆる特性を行こう使しすることができる。ご都合的なまでの強運や幸運、それらが存在特性スキルとして顕けん現げんしたのが、このバタフライ・エフェクトだよ』


    　漆しつ黒こくの蝶ちようが覆おおい尽くす世界。その透明な模様の向こうに見えるのは、確率の世界。あらゆる事象が確率で表記され、それ故に操あやつることができる。


    「ぐぉおおおおおおおおッッ！」


    　臓ぞう腑ふに響くような雄お叫たけびがあがる。憤ふん怒ぬに血走った目をするラプラスが斗和めがけて、四本の腕を振るってくる。


    　だが斗和は微み塵じんも動揺しなかった。人さし指で弾はじくようにして、一匹の蝶を飛ばす。


    「バタフライ・エフェクト」


    　次の瞬間、蝶が搔かき消える。世界を構成する確率を書き換え、定められし結果へと導みちびく。


    「なぜだっ!?　なぜ当たらんッ！」


    　ラプラスは躍やつ起きになって斗和に攻撃を仕掛けるが、かすりもしない。斗和は少しもその位置を動いていないのに、結果的にラプラスの攻撃を回避し続けていた。


    「無駄だよ、ラプラス。命中する確率を変動させた。今の貴き様さまの命中率はゼロパーセント。俺に攻撃が当たることは絶対にない」


    「ぬおおおおおおおおおおおっっ!!　認めぬ、認めぬぞぉおおおおっっ！」


    　ラプラスは再び咆ほう哮こうをあげると、鷲わしのような翼を広げ、大空へと舞い上がる。そして奴やつの全身が七色の燐りん光こうを発した。


    「異能力か。──極端に命中率が高いやつみたいだな。命中率をゼロにするには、かなりの蝶を必要とする」


    『斗和。一つの物事に拘こだわりすぎてはいけないよ。世界をよく見回してごらん？　確率はすべて一定ではない。少しの蝶で済む事象もあれば、大量の蝶を消費しなければならない事象も存在する。しかも人間の肉体スペツクに縛しばられた今の斗と和わでは、複雑な演算をこなすことはできない。効率よく、最小の確率変動で回避する術すべを探すんだ』


    　師匠の頼もしい声が耳じ朶だに響く。蝶ちようを消費し続けることで、およそ五千万分の一の確率で出現する確率存在である師匠の出現率を百パーセントに固定し、この世界に顕けん現げんさせていた。


    　斗和は師匠の言葉どおり、周囲の世界に目を向け、複雑に絡み合いながら常に変動を続ける因いん果がを計算し、身を守る運命へと再構築する。


    「〈滅壊と神罰の天怒ピナーカ〉」


    　ラプラスの体から、真っ白な光の筋が斗和めがけて襲おそい来る。だがそのタイミングで再び地震が起こり、地下のガソリンタンクが誘ゆう爆ばくを起こした。大量の瓦が礫れきと化け物たちの死体が、宙に舞い上がる。光の筋は爆風で軌き道どうを逸そらされ、それでも斗和の体へ突き刺さらんと追尾に入るが、舞い上がった化け物の強きよう靱じんな肉体が盾たてとなり、ラプラスの異能力を防ぎ切る。


    「馬ば鹿かな……!?」


    　驚きよう愕がくで戦意を失うラプラス。もはや彼には、斗和にダメージを与えるビジョンが思い浮かばないのだろう。


    「師匠、そろそろあいつを倒そうと思う。確率を変動させられるということは、アレができるのかな？」


    『そうだね、斗和。君の望むままにやってみるといい』


    　斗和は頷うなずき、さらに上空へと舞い上がる。無論、斗和は空を飛ぶことはできない。これは突風や上昇気流などにより、偶然による偶然で浮かんでいる必然の浮遊なのだ。


    　ラプラスよりも遙はるか上空に位置取りをした斗和は、勝利を摑つかむようにして右手を掲かかげた。それを中心として、数百匹の蝶が渦を巻くようにして纏まとわりついてくる。


    「なんだ？　何をする気だ？　人間ッ!!」


    「──これで終わりだ、ラプラス」


    　大空には何もないわけではない。目に見えないだけで、空気を形成する無数の物質に満たされている。窒ちつ素そや酸さん素そ、二酸化炭素など。そしてすべての物は、物質の最小粒りゆう子しである原げん子しから構成されており、その原子はさらに原子核かくと電子に分かれる。


    　その原子核には、とある特徴があった。それは不安定な原子核が、一定の確率で原子核崩ほう壊かいを起こしてしまうこと。原子核が崩壊する際に生じるエネルギーは凄すさまじく、さらには崩壊を起こした中ちゆう性せい子しなどをほかの原子核に連れん鎖さ的に衝しよう突とつさせることで、強大な殺さつ戮りく兵器へと変へん貌ぼうするのだ。つまり、意図的に原子核崩壊を起こすことができるのなら、それはすなわち──。


    



    「蝶の羽ばたきは核の一撃に匹敵するバタフライ・エフエクト・ニユークリアーボム！」


    



    　斗和の右腕が唸うなる。周囲の空気に触れたそれは、数百匹の蝶を消費していき、空気中の原子に核かく崩ほう壊かいをもたらす。さらには指向性を持つ崩壊と衝しよう突とつの連れん鎖さは、凄すさまじいエネルギーとなって空間を瞬またたく間に焼き尽くした。


    　その中心の瞬間温度は、およそ七千万度。目が眩くらむほどの閃せん光こうが迸ほとばしり、直径数キロにも及ぶ巨大な衝しよう撃げき波はの火か球きゆうが殺さつ戮りくのドームを築き上げる。強烈な爆風と熱風が、廃はい墟きよとなった建物を吹き飛ばし、まだ生きていた人間と化け物たちに死の洗礼を与えた。雷かみなりを伴う巨大な雲が立ちのぼり、空と大地を穢けがしていく。


    『斗と和わ。今の攻撃で、二十万ほどの人間が死んだよ」』


    　師匠がいつもと変わらない、頼もしく優しい声で言った。


    「二十万人か……。不思議な気持ちだよ、師匠。人の命が尊とうといものだって知ってるはずなのに、目の前で誰かが死ぬのが嫌で、必死に抗あらがってきたはずなのに、二十万人って数を聞いても、まったく何も感じないんだ」


    　むしろ、まだそんなに生き残っていたことのほうに軽く驚いている。


    『大丈夫だよ、斗和。君はそれでいいんだ。新世界を創造するには必要なことだよ』


    「馬ば鹿かな馬鹿な馬鹿なぁああっ！　なんたる威力、なんたる強さ。これが人間の力なのか!?」


    　野太い太たい鼓このような声が、怯おびえるような声こわ音ねになって耳に届く。ラプラスはいまだ健在だった。両足が大きく消失しているが、絶命にまでは至らないらしい。


    「しまった。連鎖と放射線の制御に集中していたから、あいつに当てるのを忘れてた。……この技はピンポイントで当てるには、ちょっと骨が折れるな」


    『なら、連続で撃ち込んでみたらどうだい？　あの程度の威力なら、三十発くらいは連射できるはずだ』


    「ひぃ、ひぃいいいいいいっっ！」


    　そんな斗和たちの会話が耳に届いたのか、ラプラスが翼を広げて逃げ去っていく。


    「──逃がすか」


    　斗和も小さな核爆発を起こし、その爆風で弾だん丸がんのような速度で飛ひ翔しようする。陸を飛び、海を越え、眼下には馴な染じみのない異国の建物が見えはじめる。


    「追いかけるのにも飽きたよ、師匠。今、新しい技を思いついた」


    　この世界には理論上、確率的に存在する物質がある。もしもその存在確率をほんのわずかでも見つけることができれば、斗和の能力で〝必然〟にできるはずだった。


    「──見つけたよ、師匠」


    　興奮気味に言った斗和は、体を捻ひねるようにして右手を袈け裟さ切ぎりに構える。そしておよそ数千匹の蝶ちようを消費してその奇跡を顕けん現げんさせた。


    「蝶の羽ばたきは宇宙開闢の光を放つバタフライ・エフエクト・アンチマターキヤノン！」


    　斗和が右手を振り下ろすと同時に、世界が眩まばゆい光に包まれた。まるで太陽が生まれたような圧倒的な光量が地平線の先まで覆おおい尽くす。物質と反物質が対つい消しよう滅めつを起こして発生する絶大な破壊のエネルギー、──反物質砲アンチマターキヤノンだ。


    　光が消え去ったあと、そこには何も存在しなかった。大地は大きく抉えぐれ、周囲に文明の残ざん骸がいすらもない。吹き飛ばされた火山の跡地からは、血のようにマグマが噴き出しはじめる。当然ラプラスも、跡あと形かたもなく消し飛んでしまっていた。


    　どこからともなく物もの凄すごい轟ごう音おんが鳴り響いてきて、斗と和わが抉った大地に大量の水が押し寄せてくる。この瞬間、アジア大陸に数百キロに及ぶ河が形成されたのだ──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「むう？　今、誰ぞ妾わらわの肌はだを傷つけおった」


    　毛先に向かうほどマグマの色に染まる漆しつ黒こくの髪を、陶とう磁じ器のような白い裸ら体たいに巻きつけた存在が、自みずからの横腹を確認しながら言った。


    　地球の精神。地球そのものの顕けん現げん。少女の姿を模した、ガイアという名の精神体だ。


    「なんだって!?」


    　シュレディンガーが心底慌あわてた素そ振ぶりで、ガイアに走り寄ってくる。


    「ああ、なんてことだ。擦すり傷になってるじゃねえか。こんな美しい肌に傷をつけるなんて、いったい誰が！　くそっ、絶対に許せねえ」


    　シュレディンガーは膝ひざをつくと、それが往おう年ねんの仇かたきでもあるような憎ぞう悪おの目で、ガイアの臍へその横についた赤い擦り傷を睨にらみつける。


    「お主は本当に変わっておるな。よい、代わりに大量の害虫を滅ほろぼしてくれたようじゃ。強く肌を擦こすれば、傷つくこともあるじゃろうて。ゴミどもがいくら騒いだところで、妾の皮ひ膚ふの表面を撫なでるほどでしかない。地ち殻かくまでは届かぬじゃろう」


    「それでも、あなたがこれ以上傷つくのを見てはいられない」


    「では、そろそろ本気を出すとするかのう。いまだ思うように体を動かせぬが、だいぶ要領が摑つかめてきた」


    　──ガイアの破壊の意志そのままに、大災害はその規模を拡大させていく。


    　地震の間隔はさらに短くなり、世界の至るところでマグニチュード９・０の大地震を発生させる。大地はひび割れ、火山は猛烈な勢いで噴火し、黒こく煙えんが絶望の如ごとく大空を覆おおう。


    　海岸沿いでは百メートルを超える津波が押し寄せ、あらゆる生命を海に戻していく。だがそこは、熱泉とマグマによってグツグツと煮え滾たぎる死の海。海面を覆うようにして、無数の魚の死体が白い腹を見せていた。


    　さらには大陸において、おぞましい無機物が活動を開始する。鉱物とマグマでできた頑丈なボディ。大きいモノは全長が百メートルを超え、小さいモノでも四メートルほどのサイズがある。打撃、斬ざん撃げき、銃じゆう撃げきはもとより、毒や電撃、火炎や冷却も無意味。心と知能を持たない存在で、「精神系」や「遊ゆう戯ぎ系けい」の異能力も効果がない究極の化け物、──ストーンゴーレムだ。


    　文字どおり血も涙もない、何千兆もの鉱物とマグマの化け物たちが、からくも大災害を生き残った人々に無む惨ざんで無慈悲な死を与えていく。


    　その恐ろしさは筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい。生命とは違う存在に圧倒的な力で押し潰つぶされる感覚は、ボタンを押しても制御の利かない機械に、ゆっくりプレスされるようなモノだ。


    　ゴーレムにとっては魂を狩る幻想生物ソウルテイカーでさえ殺さつ戮りくの対象でしかない。人ひと喰くいの化け物たちも為なす術すべもなく、物言わぬ肉塊に変えられていく。


    　すでに世界人口のおよそ半分が死に絶え、七割近い種しゆが絶ぜつ滅めつしていた。これが長い間、地球の心を蔑ないがしろにし、嫌がる彼女の肌はだの上で大自然という名のカビを育てた報むくい。


    　彼女の意に反し、繁はん殖しよくと繁栄を築いた、すべての生命が受けるべき罰なのだ──。
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    「蝶の羽ばたきは核の一撃に匹敵するバタフライ・エフエクト・ニユークリアーボム」


    　斗と和わは地上に向かって、核かく爆ばく弾だんに等しい威力の攻撃を無数に叩たたき込む。その都つ度ど、大量のストーンゴーレムが消し飛ぶが、すぐさま新たなストーンゴーレムが姿を現してくる。


    「きりがないね、師匠。それに明らかに攻撃力が足りていない。俺おれの攻撃は地表をわずかに削る程度だ。地球を破壊するには至らない」


    　斗和は冷静に呟つぶやく。師匠から倒すべき敵が存在することは聞いていた。ガイア。この地球の精神だ。彼女を滅ほろぼし、この世界から地球を消しよう滅めつさせなければ、新世界を築くことはできない。


    『大丈夫だよ、斗和。君には《不敗神話》がある。最終的には、必ずガイアを打ち破る力を手にすることが約束されているんだ』


    《不敗神話》とは、永遠の少年プエル・エテルヌスが持つ特性の一つだ。


    　永遠の少年プエル・エテルヌスはどんな強敵と戦っても、明らかに不利な状態であっても、なんらかのかたちでピンチを切り抜け、仮に敗れるようなことがあっても、必ず復活を果たしてくる。そして敵が強ければ強いほど自身の力を無限に増大させ、最終的には必ず勝利するほどの力を手に入れる。


    　つまり永遠の少年プエル・エテルヌスとは、絶対に負けることなく、最終的にはどんな相手にも打ち勝つことが約束された存在。──故ゆえに不敗神話。


    　世界に永遠の少年プエル・エテルヌスとして定義された斗和も、当然その特性を行こう使しすることができる。


    「なら、師匠。俺はガイアを倒しにいこうと思う。彼女はどこにいるんだ？」


    『彼女は今、集合精神界アツイルトにある降こう臨りん都市の、さらに無意識の領域にいるよ』


    「師匠。俺が向かうべき場所が、そこだってことはわかった。だけど行き方がわからない。俺の脳も集合精神界アツイルトにつながっていると思う。でも、どうやれば──」


    『大丈夫だよ、斗和。何も心配することはない。〝彼女〟は君を永遠の少年プエル・エテルヌスとして世界に定義し、ガイアを終結の大敵アークエネミーとして世界に定義している。ならばもう、答えはわかるだろ？』


    「ああ、そういうことか」


    　考えるまでもない事実。永遠の少年プエル・エテルヌスと終結の大敵アークエネミーの関係を考慮すれば、答えは明白だ。


    　無数の蝶ちようが次々と消しよう滅めつしていく。世界を構成するあらゆる確率を書き換え、複雑に絡み合う可能性の糸を手た繰ぐり寄せる。運命疾しつ走そう。成すべき事象、たどるべき道を光の如ごとき速度で突き進み、ただその結果だけが目の前に現れる。


    　次の瞬間、斗と和わは見知らぬ場所にいた。そこはとても奇妙な場所。散光星雲のような赤あか紫むらさきの空が天空を覆おおい、静かに波打つ透明な液体が床ゆかを覆っている。


    　目の前には少女の姿を模した二人の情報体。猫耳の少女はシュレディンガー。そして、もう一人は見たことのない少女だ。


    　だが、直感が告げる。彼女こそはガイア。自分が倒すべき運命の相手。


    　そう、それは定められた運命。永遠の少年プエル・エテルヌスは必ず終結の大敵アークエネミーと出会うようになっている。どこにいようと、そこに行くのがどんなに困難だろうと関係ない。


    　魂プシユケの座の力の前では、因いん果が律りつさえ逆転する。ガイアと出会う運命の前には、そこに至る手段などなんでも構わないのだ。


    「ば、馬ば鹿かなッ！　どうしておまえがここに!?　しかも完全な精神体じゃねえかッ！」


    　憤ふん激げきを顔中に貼はりつけたシュレディンガーが、事実を受け入れられないとばかりに叫ぶ。


    　指摘を受けて初めて、斗和は自分がすでに肉体を失っていることに気づいた。


    「師匠。どこかに肉体を置いてきてしまったみたいだ」


    　不思議なことに、なんの感かん慨がいも抱いだかなかった。恐怖も悲しみも高こう揚ようも。


    　未来の人類が滅めつ亡ぼうを回避するために、情報生命体を実験動物にしてまで成そうとした奇跡を、斗和は呆あつ気けなく達成してしまったのだ。


    『問題ないよ、斗和。永遠の名を冠かんする者は、永遠に生き続ける宿命を持った存在。肉体は足あし枷かせでしかなかった。だが今の君は違う。たとえ世界が滅ほろんでも、すべての生命が消え失うせたとしても、君だけは死ぬことがない。たった一人、永遠に生き続けるんだ』


    　斗和は理解する。集合精神界アツイルトは本来、類るい人じん猿えんの脳レベルの高度な情報処理機がなければ存在しえない。だが斗和の能力をもってすれば、周囲に存在する粒りゆう子しなどをコンピュータとして機能させ、独自の集合精神界アツイルトを生せい成せいできるのだ。


    「訳のわからねぇことをッ！」


    　次の瞬間、シュレディンガーが強烈なエネルギー波を撃ち放つ。あらゆる情報を消滅させる波動滅殺砲リライト。広範囲に及ぶ攻撃は回避不能だ。だが──。


    「──馬鹿なッ！　耐えただと!?」


    「耐えたわけじゃないよ、シュレディンガー。俺おれは自分の存在を量りよう子し的なモノに変えたんだ」


    「量子的だと？」


    「そうだ。自分を量りよう子し的な存在にすることで、俺おれは常に五十パーセントの確率で生きていて、五十パーセントの確率で死んでいるんだ。あとは生きているほうの確率を百パーセントにすれば、あらゆる攻撃を受けても生き残るという結果にできる」


    「そんな、馬ば鹿かな話があるかぁあああああああッッ!!」


    　シュレディンガーが全力で量子力りき学がくを否定する。しかし量子的な振る舞いは、確かに実在する現象だ。奴やつがいくら否定したところで、斗と和わにダメージを与えることはできない。


    「今度はこっちの番だ」


    　漆しつ黒こくの蝶ちようが次々と消しよう滅めつしていく。数千を超す蝶が消え、その絶大なる破壊の力を顕けん現げんさせる。


    「蝶の羽ばたきは宇宙開闢の光を放つバタフライ・エフエクト・アンチマターキヤノン！」


    「ガイアッ！」


    　咄とつ嗟さにシュレディンガーがとった行動は、ガイアの前に両手を広げて立ち塞ふさがり、彼女の盾たてとなることだった。


    　凄すさまじい光が一瞬で世界を照らし出す。赤あか紫むらさきの空も床ゆかを覆おおう透明な水も、その光に染め上げられた。そして光が過ぎ去ったあと、空も床も前とまったく同じ姿を取り戻す。唯ゆい一いつの違いは、シュレディンガーが跡あと形かたもなく消しよう滅めつしていること。そして──。


    「ほう、凄まじい威力よのう。先ほど妾わらわの肌はだを傷つけたのは、もしやお主ぬしか？」


    　右手を広げて、斗和の反物質砲アンチマターキヤノンを防ぎ切ったガイアがいた。手のひらは火傷やけどを負ったように赤く爛ただれ、ぽたぽたと血が垂れ落ちている。


    「……さすがは惑星級の耐久力といったところか。師匠、さっきみたいに運命を加速させて倒せないかな？」


    『今は無理だよ、斗和。実力の差がありすぎて蝶の数が足りない。まだまだ今の斗和では、ガイアの足あし下もとにも及ばないんだ。だけど大丈夫だよ。あと三日ほど戦い続ければ、君はガイアを超える強さを手に入れるだろう。それが永遠の少年プエル・エテルヌスの持つ宿命だからね──』
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    　霊れい体たいとなった一いち花かは天空を漂ただよいながら、為なす術すべもなく、大災害と化け物の群れによって無む惨ざんに殺されていく命を眺めていた。


    「酷ひどいよ、こんなの」


    　一花は理解していた。すでにガイアが目覚めた状態なのだ。地震と津波、火山の爆発とストーンゴーレムの群れは、大自然を含めたすべての生命を滅めつしようとする地球の意志。自分たちが生まれた星に、住む大地に、そんなふうに憎まれていることが堪たまらなく悲しかった。


    「一花、なんか疲れちゃった」


    　一花には、再び憑ひよう依いする気力はなかった。肉体を得ても、すぐに凄せい惨さんな死が待っている。ガイアの想像を絶する力の前には、魂を狩る幻想生物ソウルテイカーでさえ無力だ。


    　そのときだ。一いち花かは不意に懐なつかしい気配を感じた。


    「ふえ？　なに？」


    　興味が引かれるままに、その方向を目指す。津波の及ばぬ高台の上、崩れた建物が重なり合い、複雑な迷路をつくる瓦が礫れきのトンネルの中に、それは静かに佇たたずんでいた。奇妙な円えん筒とうの装置。半透明なガラスが円筒の前面を覆おおい、中で静かに目を閉じる人物の顔が見える。


    「お兄ちゃん!?」


    　一花は心底驚いた。なぜこんなところに斗と和わが？　と疑問に思うが、まるで想像もつかない。


    　それが降こう臨りん都市の中にあった他者の精神に潜もぐることができるサイコダイバー装置で、シュレディンガーが降臨都市に攻撃を仕掛けたときに偶然落下し、運よく現世に顕けん現げん、奇跡的に稼か働どうすることができたモノだとは、一花でなくとも想像することはできなかっただろう。


    　偶然も幸運も奇跡も、斗和の能力の前ではすべてが必然となる。これもまた、永遠の少年プエル・エテルヌスの持つ特性が加速した結果であった。


    「お兄ちゃん、死んじゃったんだ」


    　一花は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。霊れい体たいだからこそわかる。この肉体の中には、魂たましいも精神も存在しない。虚うつろなのだ。


    「……そうだね。一花、死ぬとしたらお兄ちゃんの中がいいなぁ」


    　言って、一花は斗和に憑ひよう依いしようとする。だが、できなかった。


    「なんで？」


    　疑問に思う一花は、直感でその事実に気づく。斗和はまだ生きている。魂と精神がこの肉体にないだけで、確かに生きているのだ。


    　──世界を救うことができるのは、斗和だけなんだ。


    　不意に汐せ摘つ心なの言葉を思い出した。一花の直感が告げる。これは大切なことだと。斗和の肉体を汐摘心の元へ届けるのだ。おそらくそれは、世界を救う鍵かぎとなる。


    「グルルルルル」


    　唐突に、低い唸うなり声が聞こえた。振り返るとそこには、一匹の化け物の姿。細長い狐きつねのような顔をした三メートル級の化け物で、四し肢しの膝ひざ下したからはタコの脚のような触しよく手しゆがそれぞれ三本ずつ伸びている。


    　狐顔の化け物は、サイコダイバーの中に餌えさがあるのを知っているらしく、触手を叩たたきつけて円筒を破壊しようとしてくる。


    「やめて、お兄ちゃんを傷つけないで！」


    　一花は叫ぶが、霊体であるため声が届くことはない。当然、物理的な手段で防ぐこともできなかった。何か戦える存在に憑依する必要がある。


    　周囲を見回した一花は、思わずぞっとなった。大小さまざまな魂を狩る幻想生物ソウルテイカーが、斗和を捕食しようと群がってきている。


    　そういえば、と思う。少し前から地震が収まっていた。同時に、ストーンゴーレムの姿も消えている。そのぶん魂を狩る幻想生物ソウルテイカーの動きが活発となったのだろう。


    　冷静に考えれば、化け物程度の攻撃で、超科学の結晶であるサイコダイバーを破壊することなどできない。だが一いち花かの直感は、不ふ穏おんな未来を感じとっていた。急ぎ、近くにあった化け物の死体に憑ひよう依いする。人間の少女と鳥が合体した生物、ハーピーだ。


    「お兄ちゃんを返せッ！」


    　ハーピーとなった一花は、狐きつねの化け物に襲おそいかかるが、奴やつが触しよく手しゆを巻きつけて振り回したサイコダイバーが瓦が礫れきのトンネルを破壊し、行ゆく手を阻はばんだ。


    「うわわ、危ない！」


    　一花は急停止し、瓦礫の崩ほう落らくから慌あわてて逃げる。


    　狐の化け物も同じく逃げ出して、触手がサイコダイバーの開閉スイッチに触れてしまったのだろう。透明なシールドで覆おおわれた部分が開き、中で眠っていた斗と和わが地面に落下する。


    「お兄ちゃん！」


    　それに気づいた一花が、斗和を回収しようと飛ひ翔しようするが、ほかの化け物が一花の意図を察したように邪魔をしてくる。


    　一花が足止めされている隙すきに狐の触手が、今度は生身の斗和に巻きついた。為なす術すべもなく斗和は絡め取られ、大きく開かれた化け物の口に押し込まれようとする。


    「駄目ッ！　お兄ちゃんを食べないでッ！」


    　一花は必死に叫ぶが、化け物は捕食をやめない。奴らにとって目の前の餌えさがすべて。世界の滅めつ亡ぼうも自身の存そん亡ぼうも、まるで興味がないのだ。


    「邪魔をしないでッ！　お兄ちゃんが、お兄ちゃんがぁあああッ！」


    　空を飛ぶ一花を、別の飛行タイプの魂を狩る幻想生物ソウルテイカーが執しつ拗ように追いかけてくる。一花も逃げ回るだけで精一杯だ。


    「誰かっ！　誰か、お兄ちゃんを助けてぇえええええ！」


    　一花の絶叫が虚むなしく空に響く。狐の化け物は斟しん酌しやくせず斗和を口の中に入れ、──次の瞬間、豪快に吹っ飛ばされた。


    「──へ？」


    　一花は呆あつ気けにとられる。自分の見たモノが俄にわかには信じられなかった。


    　化け物を吹き飛ばし、落下してきた斗和を優しく受け止めるその存在には見覚えがある。


    　黒の全身スーツを、メタリックな装そう甲こうで覆っている。人々がピンチのときに颯さつ爽そうと現れ、敵を散らす最強のヒーロー。その名前を──。


    「ゲ、ゲキシンだぁああああああッッ!!」


    　装甲ファイター・ゲキシン。一花が毎週欠かさず見ている特撮モノの作品に登場する、真のヒーローがそこにいた。


    「グァアアアアアッッ！」


    　二匹の化け物が雄お叫たけびをあげながらゲキシンに襲おそいかかる。だがゲキシンは慌あわてた素そ振ぶりを見せることもなく、洗練された動きで化け物の攻撃をかわし、斗と和わを抱いたままでポーズを決めると、二匹の化け物を漆しつ黒こくのゲキシン・クローで切り裂いた。


    「じ、実物すげええええッ！」


    　一いち花かは目を輝かがやかせて感激する。興奮が歓喜となって全身を突き動かしてくる。実際のゲキシンはテレビで見るより何倍も強かった。


    　ゲキシンは一花のほうを見上げると、シュッシュッと左手を動かし、軽くポーズを決める。それは言葉をしゃべらない寡か黙もくなヒーロー・ゲキシンが、視聴者に想おもいを伝えるときに使う、手しゆ話わのような熱い正義の肉体言語。そしてその意味は──。


    『道は私が切り開く、君はただ進めばいい』
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    「いまだに信じられないね。本当に斗和という人間は、この状況を巻き返せるのかい？」


    　携帯電話タブレツトの中のフェルマーが半はん信しん半はん疑ぎというよりは、半ば諦あきらめたように訊きいてくる。


    「さあね。巻き返せるかどうは知らないよ。ただこれは師匠よりも上位存在の〝彼女〟が決めたことなんだ。斗和がボクの名前を思い出せば、世界を救うことができると」


    　汐せ摘つ心なは今、ハリティの遺体が安置されているという汎ハン夢ム簾ス殿デンの地下へ向かう階段を下りていた。


    　暗く静せい謐ひつな洞どう窟くつのような階段は、黄よ泉みの国へと向かうような不気味な気配を漂ただよわせている。しかも地震で崩れているため、瓦が礫れきの隙すき間まに身を通しながらの進行。次の地震がくれば、生き埋めにされるか押し潰つぶされるかもしれない。不安と焦しよう燥そうで心臓が破裂しそうだった。


    「でも、もう手遅れなんじゃない？　ガイアは復活した。彼女の力は冗談じゃなく惑星レベルさ。たかだか人間に何ができるっていうのさ」


    　このフェルマーは好奇心から汐摘心についてきたコピーだ。櫛くし灘なだ財ざい閥ばつの地下にある本体からは切り離されているため、携帯電話タブレツトのスペックのみで思考と記憶を実現している。


    「永遠の少年プエル・エテルヌスの宿命は、永遠の命と無限の力。斗和は死にたくても死ねないし、おそらくはガイアさえも凌しのぐ力を手に入れるだろう」


    「ガイアを凌ぐだって!?　ありえないね」


    　フェルマーが小こ馬ば鹿かにしたように言い放つが、汐摘心は無視した。運命を司つかさどる魂プシユケの座の前には、意味のない議論だと思う。


    　やがて開けた場所に出た。部屋全体が淡く輝いている。どうやら微び生せい物ぶつが放つ光のようだ。暗くら闇やみに慣れた目には、電気をつけたようにまわりがはっきりと見えた。


    　禊みそぎのためだろうか、天然の石できれいに舗ほ装そうされた温泉のような沐浴場があり、その先に祭壇がある。祭壇に壁はなく、その中心の寝台のようなところに、一人の女性が横たわっていた。氷の棺ひつぎは消えている。もしかしたら、摩ま響ゆらの身に何かあったのかもしれない。


    　女性は姫ひめ巫み女この正装を身につけたまま、ただ眠っているかのように、寝台の上に仰あお向むけになっていた。長い黒髪は、まるで毎日櫛くしで梳すかれていたように鮮あざやかな艶つやを放っている。固く閉じられた瞼まぶたと唇くちびるは、いますぐにでも開きそうな瑞みず々みずしさを湛たたえていた。


    　どくんと汐せ摘つ心なの心臓が高鳴る。無意識の奥底から、何かがゆっくりと迫せり上がってくる。我知らず、熱い涙が頰ほおを流れ落ちていた。


    「ああ、……ああ。知ってる。ボクはこの人を知ってるよ」


    　汐摘心は駆かけ寄るようにして、ハリティの遺体に縋すがり、彼女の顔を覗のぞき込む。止めどなく流れ落ちる涙が、ハリティの肌はだを優しく叩たたく。


    　ああ、そうだ、と汐摘心は思い出す。二千年前の自分の一生は、この方と共にあった。この方の笑え顔がおを守り、この方を愛し、そしてこの方の幸福こそが自分の幸せだった。つらいとき、悲しいとき、絶望に打ちひしがれたとき、思い出すのは常にあの方の言葉──。


    『この世界は、つらくて悲しいことばかりかもしれない。痛くて苦しいだけかもしれない。だけど聞いて。私はあなたに生きてほしい』


    　──そう。彼女のこの言葉があったから、この想おもいがあったから、ボクは生まれようと思ったんだ。


    『あなたには名前がある。それは望まれた証あかし。私の想い。あなたの真ま名なは──アルカ。すべてのはじまりを奏かなでる名前』


    「そうだ。……アルカだ。思い出したよ。ボクは、自分が誰なのかを思い出した」


    「なぁ、人間。盛り上がっているところ悪いけどさ、名前を思い出したんでしょ？　何も起こらないみたいなんだけど？」


    　携帯電話タブレツトから不満げなフェルマーの声が届く。汐摘心は自分の涙を拭ふきながら答えた。


    「違うよ。思い出したのは斗と和わの前世の名前さ。ボクであってボクじゃない。だから、斗和が必要なんだ。斗和がアルカという名前を思い出せば、きっと」


    「……それ、マジで言ってる？　世界がこんな状況で斗和に逢あえる可能性なんて、それこそ宇宙を漂流する人間を捜すようなモノさ」


    　汐摘心はそれには応こたえず、自分の涙で汚してしまったハリティの顔を、そっと指先で拭ぬぐう。


    　彼女はまるで生きているみたいだった。指先で感じる肌はやわらかく、生命の温もりを保っている。そして、静かに上下しているハリティの胸──。


    「「まさかッ!?」」


    　汐摘心とフェルマーが叫んだのは同時だった。予想外の事実に頭が真っ白になる。


    「──ん。……んんっ」


    　その叫びに起こされるように、ハリティの眉まゆ根ねが動き、ゆっくりと彼女が目を開けた。


    「せつ……な？」


    　こちらの存在に気づいたハリティが、汐せ摘つ心なの名前を口にする。


    　酷ひどく憔しよう悴すいしきった表情で、茶色の瞳ひとみに精気はない。目覚めたばかりだからというよりは、酷くショックなことがあって心が死んでしまっているかのようだ。


    「どうして、ハリティが。死んでたはずなのに……？」


    「おそらく、あの人間の中にあったからだろうねぇ」


    　そうか、と汐摘心は理解する。ハリティの精神はごく最近まで帝みかどかりもの中にあった。おそらく彼女は、ファンタズマゴリアの世界で死んでしまったのだ。


    　通常は降こう臨りん都市に蒐しゆう集しゆうされてしまうそれは、ハリティの肉体が残っていたために、こちらに引き寄せられてしまった。精神は肉体に帰るという性質を持つ。


    「フェルマー……様？」


    　携帯電話タブレツトのディスプレイから立体映像で飛び出るフェルマーを見て、わずかにハリティが目を見開く。そして悄しよう然ぜんと呟つぶやいた。


    「……神では、ないのですね？」


    「ああ、そうさね」


    　フェルマーが申し訳なそうに答える。ハリティは表情を変えることなく、ただ両目から涙を流した。どこかで真実を知ってしまったのだ。と、そのときだ。


    「汐摘心さ～んっ！　お兄ちゃんを連れてきたよっ！」


    　一匹の魂を狩る幻想生物ソウルテイカーが部屋の中に入ってきた。鷹たかのような鉤かぎ爪づめの脚には斗と和わを抱えている。──一いち花かだ。彼女から斗和の肉体を受け取った汐摘心は、斗和がすでに息絶えていることを知る。だが一花が言うには違うらしい。


    「お兄ちゃん、まだ生きてるんだよ。確かに中身は空っぽだけど、生きてるのは絶対っ！　あとゲキシンに助けてもらって、今ね、入り口で化け物がくるのを防いでくれてるの！」


    「たぶん斗和は、神もどきと同じ情報生命体になったんだ」


    　汐摘心は即座に、その荒こう唐とう無む稽けいな可能性にたどり着く。


    「馬ば鹿かなッ！　未来の人類だって成しえなかったことなんだよ！」


    　フェルマーは信じられないと叫ぶが、人類の叡えい智ちがとうとう成しえなかったことでも、斗和なら可能だ。永遠とは無限。無限の可能性を操あやつる彼ならば造ぞう作さもない。


    　もはや肉体は斗和にとって不要なモノだ。肉体が滅ほろんだとしても斗和が死ぬことはない。だが肉体は精神と深くつながっている。肉体に呼びかければ、情報生命体となった斗和にも声が届くはずだ。


    「ハリティ。斗和はアルカの転てん生せい体たいなんだ」


    　おそらくハリティの無意識はその事実を理解していたのだろう。だから葦あし原はら第二高校でも、水族館でも百貨店でも、異能力を持たない斗と和わを異能力者だと誤ご認にんし、ファンタズマゴリアに転写したのだ。


    「……アルカ？」


    　虚うつろな表情をするハリティの目に、一瞬だけ精気が蘇よみがえるが、それはすぐに深い悲しみの色に変わる。


    「アルカは、神の子では……ない。私は穢けがされ……た」


    　汐せ摘つ心なは胸に抉えぐるような衝しよう撃げきを受ける。自分はなんて愚おろかな発言をしてしまったのだろう。


    　ハリティは神もどきの正体を、お父様と慕したい敬けい虔けんに信しん奉ぽうしていたユグラルの正体を、すでに知っている。


    　尊敬すべき相手の子だと思って身み籠ごもったのに、それが未来の人間に実験動物にされていた別の生物との間に生まれた子供だと知った彼女の絶望は計り知れない。知らない間にレイプされ、十数年後の遺い伝でん子し検査で、愛する夫以外の子だったと知らされるようなものだ。


    「斗和、斗和ッ！　君の名前はアルカ！　アルカなんだ。そして、ボクたちが愛したハリティもここにいる！　お願いだ、斗和。戻ってきて！」


    　汐摘心は必死に呼びかける。ハリティの魂たましいを救えるのは、アルカの転てん生せい体たいである斗和だけだ。


    「お兄ちゃん、起きてよッ！　一いち花かも待ってるよ。お願い、お兄ちゃん。目を覚ましてッ！」


    　斗和の肉体を通し、一花も必死に呼びかけた。


    　集合的無意識の領域の遙はるか奥底で今も戦い続ける、かつて人間だった少年に向かって──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　ガイアとの死闘は想像を絶する激しさだった。


    　精神体として人間の少女の姿で顕けん現げんしているが、その実は地球そのもの。惑星というモノが、宇宙規模の存在が、いかに壮大なスケールを持っているかを理解する。


    　本当に生命なんてモノは、ちっぽけな存在なのだ。それなのに人は誤解する。増大した自じ我がは、地球は自分たちのモノだと、壮大な自うぬ惚ぼれを抱いだいてしまう。


    「まこと、しぶといのう」


    　ガイアは無表情に言って、二つの光こう球きゆうをそれぞれ両手に出現させる。右手には地震と噴火のエネルギー、左手には嵐あらしと津波のエネルギー。次の瞬間撃ち放たれたそれは、それぞれ一度ずつ斗和を消しよう滅めつさせた。


    　地球規模の複雑な攻撃は、演算によって命中率を下げることはできない。それよりも自身を量りよう子し的な存在にしたほうが、蝶ちようの消費は少ない。


    　肉体を持ってこの場にいたら、即座に斗和は殺されていただろう。ガイアに出会うために情


    報生命体となる必然は、ガイアとの戦闘で生き残るための必然でもあったのだ。


    　永遠の少年プエル・エテルヌスの持つ《不敗神話》。それが発動している限り、斗と和わに敗北はない。だがその《不敗神話》は無数の蝶ちようを消費して実現している。つまり蝶の生せい成せいが追いつかず、蝶がすべて消えてしまった時点で、斗和は敗北してしまうのだ。


    「蝶の羽ばたきは小惑星を招来させるバタフライ・エフエクト・メテオストライク！」


    　増大した斗和の力は宇宙にまで届き、小惑星を地球にぶつけるほどになった。斗和の攻撃を受けたガイアは、壮絶に吹き飛ばされる。無論、これが物質界アツシヤーならば、この程度のエフェクトでは済まない。集合精神界アツイルトという情報の世界では、視覚的なダメージよりも数値的なダメージのほうが現実なのだ。


    「まさか、妾わらわにこれほどのダメージを与えるとはな」


    　床ゆかを覆おおう水の中から立ち上がったガイアが、水が滴したたる前髪を搔かき分けながら言う。


    「今のは、地球上の生命が絶ぜつ滅めつするレベルなんだけど……。地球ってのは本当に頑丈なんだな」


    　斗和は素直に驚きよう愕がくしていた。自分が生命として途と轍てつもないレベルに達したことは理解しているが、宇宙に比べるとまだまだ小さい。そのときだ。


    〝斗和、聞こえる？　斗和〟


    　誰かの自分を呼ぶ声が聞こえた。ずっとずっと遠いところから直接頭に届いてくる。
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    「これは……汐せ摘つ心な？」


    『そうだね、斗と和わ。彼は今、君の残した肉体に向かって呼びかけている』


    　師匠が補足する。そうか、汐せ摘つ心なは生きているのか、と斗和は思った。だが斗和の心はなんの感かん慨がいも抱いだかない。もはや、あの世界に未練はなかった。新世界こそ自分がいるべき場所だ。


    〝お兄ちゃん〟


    　一いち花かの声も聞こえた。シュレディンガーに殺されたと思っていたが違った。あのときの精神状態では気づかなかったが、憑ひよう依いした化け物の肉体が滅ほろんでも一花は健在なのだ。


    〝斗和、君の名前はアルカだ〟


    　鋭するどい何かが精神の奥を貫つらぬいていく。まるで無意識の領域からロケットが打ち上げられるようにして、前世の自分を思い出した。


    （そうか、汐摘心の真ま名なは──）


    　同時に、汐摘心の名前も思い出す。だけどもう、すべてが手遅れだ。今更あの世界に戻ったところでなんになる？


    〝ハリティもいるよ。ハリティは生きているんだ。彼女は、かりもだったんだよ〟


    　再び、汐摘心の声。必然的に、斗和はその事実を理解する。ハリティとかりもは同一人物。前世で愛し、現世で愛した何よりも大切な人。彼女は今も、あの世界に生きているのだ。


    　──────。


    　何かが、心の奥底でざわついたような気がする。人としての想おもいが、斗和の後ろ髪を引っ張っている。


    「どうしたのじゃ？　人間？」


    　不意にガイアが呼びかけてきた。戦闘の最中に呆ぼう然ぜんとなっていた事実に気づき、斗和は気を引き締める。


    　何を迷っているのだろう、と思った。あの世界に愛する人が残っていたとして、それになんの意味がある？　この危機を脱しても、人類はいずれ滅ほろびるのだ。ならば自分が新世界を築き、永遠に人が死なない世界を創り上げるべきだ。


    〝斗和。お願いだよ、戻ってきて〟


    〝お兄ちゃん、お兄ちゃんっ！〟


    　悲痛な汐摘心と一花の叫び。そして──。


    〝斗和……くん。好きになった人を、大切にしてあげ……て〟


    〝キミって馬ば鹿かなの？　迷う必要なんて何もないじゃないッ！〟


    　寧ね々ね音ねと銀ぎん河がの声も頭に響く。どうして彼女たちが？　二人は死んだはずだ。いや──。


    「なんじゃ？　これは？」


    　ガイアが戸惑ったように周囲を見回す。


    　床ゆかを覆おおう水の中から、無数の綿毛のようなモノが浮かび上がってきた。手のひらサイズのそれは、赤あか紫むらさき色の空に覆われた薄暗い世界を儚はかない明かりのように照らし出す。


    『これは、降こう臨りん都市に蒐しゆう集しゆうされた人間たちの精神だよ。いや、魂たましいと言ったほうが正確かもしれない』


    　師匠が説明してくれる。


    〝斗と和わさん。絶望なんかに負けないでください〟


    　これは真ま湖この声。水族館で死んだはずの彼女の精神は、かりもが死ぬと同時に降臨都市の中に取り込まれていたのだ。


    〝斗和先輩！　なんて様ざまです。情けないです恥ずかしいです！〟


    　今度は霜しも月つきの声。彼女は現実世界で死んだはずだ。それなのになぜ？


    『何も不思議はないよ、斗和。死んだ人間の精神は集合精神界アツイルトに刻まれる。ここは降臨都市の中であると共に、集合精神界アツイルトでもあるんだ』


    　さらに自分を呼ぶ声が聞こえる。摩ま響ゆらに弥生やよい、操みさおに卓たく二じ、萌も由ゆ里りに笠かさ根ね木ぎ。ほかにも多くの人たちが、自分の名前を呼んでくれる。自分に戻ってきてほしいと切に願っている。


    〝斗和、斗和くん、斗和先輩、お兄ちゃん、斗和さん、斗和ッ！〟


    　何か熱いモノが込み上げてきた。心が優しい痛みに疼うずいている。


    　──斗和は泣いていた。まだ自分には戻るべき場所があることを知った。なのにどうして自分は、そこを破壊しようとしていたのか。


    「師匠、俺おれはどうしたらいい？」


    『それは自分で決めることだよ、斗和。永遠を極めて人ならざる者として生きるか。瞬しゆん刻こくを手に入れ、寿じゆ命みようを持つ人間として生きるか。それは君が決めるんだ。この世界は、あらゆる生命の判断によって創られる。それが、〝彼女〟の夢見る世界の本質さ。どんな強大な力を持っていても、君はその中の一つの命でしかない』


    　師匠が〝彼女〟と呼ぶ存在。師匠の正体を知っていれば、自おのずとその正体は判明する。


    　斗和は静かに頷うなずくと、その決断を下す。永遠の想おもいと瞬刻の命を持つ存在。それが人だ。だから汐せ摘つ心なの真の名前を思い出す必要があった。汐摘心は二千年前にアルカの精神から切り離された、もう一つの自分自身。それが命を持った存在だ。すなわち──。


    「再び俺と一つとなれ！　俺の異能力──〈生命の希望トウーマイ〉！」


    



    「……やっと思い出してくれたんだね、斗和」


    　目の前には、霊れい体たいとなって漂ただよう汐摘心の姿。感極まった表情のまま必死に笑え顔がおをつくろうとしている。ここはどこでもない世界。集合精神界アツイルトと物質界アツシヤーの境界。まるで海中にいるようで、半透明になった斗和と汐摘心の裸ら体たいの中を波紋が通り過ぎていく。


    「寂しい思いをさせて、すまなかった。あのときはあれが最善に思えたんだ。──俺ともう一度、一つになってくれるか？」


    「うん。もちろんだよ、斗和」


    　そして、斗と和わと汐せ摘つ心なは抱き合うようにして一つとなる。その瞬間、斗和は人間となり、アルカに戻った。アルカの異能力──〈生命の希望トウーマイ〉。その能力は、この世界に異能力を実現させること。異能力という現象は、アルカ斗和と共にあったのだ。


    　しかし、その異能力が切り離されてしまったため、アルカの肉体が滅ほろんでも、世界から異能力が消えることはなかった。集合精神界アツイルトと物質界アツシヤーの境界線は曖あい昧まいとなり、ありとあらゆる神秘や不ふ可か思し議ぎな現象が、現実の出来事として起こるようになったのだ。


    　汐摘心と再び一つとなった斗和は、その事実を理解する。ならば、この世界の混乱を止める術すべは一つしかない。


    「一いち花か、ごめん。俺おれはすべての異能力を回収しなければならない」


    　一花も汐摘心と同じように、半透明の裸ら体たいとなってこの空間に漂ただよっていた。


    「うん、いいよ。一花はもう死んでるしね。お兄ちゃんが必要だって思うのなら、いいよ」


    　異能力を回収すれば、〈奔放なる無垢スカイクラツド〉で生き延びていた一花も消えてしまう。それなのに彼女はなんでもないことのように、にへへと笑った。そんな一花を優しく抱き締めると、斗和はこの世界に存在する、すべての異能力を回収した──。
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    「ハリティ。ただいま」


    　斗和は寝台に横たわるハリティの手を取ると、優しく語りかけた。ここは汎ハン夢ム簾ス殿デンの地下、ハリティの遺体が保管してあった場所だ。


    「斗……和？」


    　ハリティが力なく呟つぶやく。神が存在しないことを知った彼女の心の傷は深い。


    「そうだ。そして今はアルカでもある。あなたの子で、あなたの夫でもあった」


    「ごめんなさい。私はあなたを神の子だと……。それなのに」


    「何を謝ることがあるんだ。俺はこうしてここにいる。たとえあなたが騙だまされていたとしても、俺が存在することになんら変わりはない」


    「……そうですね。ですが、この世界に神はいないのです。私の魂たましいは神と共にありました。私の幸福は、お父様がくれたモノなのです。それがすべて噓うそだったなんて……」


    「意味がわかんないね。私らが神じゃなかったとしても、だからといって、あんたの人生が否定されるわけじゃないでしょ？」


    　文句を言ったのはフェルマーだ。汐摘心も一花も、もはやこの世界にはいないが、携帯電話タブレツトから飛び出すフェルマーはそのままだった。


    「フェルマーの言うとおりだ。神が本物だろうと偽にせ物ものだろうと、あなたが感じた幸福は本物なんだ」


    「ですが……」


    　ハリティの絶望は深い。信じるモノを失った喪そう失しつ感かんは、安易に埋めることは不可能だろう。


    「ハリティ。あなたに会わせたい人がいる」


    　斗と和わは手のひらを開いて見せた。そこには一匹の蝶ちよう。急速に永遠の少年プエル・エテルヌスとしての力は消えていっているが、まだしばらくは奇跡を行こう使しすることができる。


    「バタフライ・エフェクト」


    　蝶が翅はねを広げて、幻げん想そう的な鱗りん粉ぷんを撒まき散らしながら虚こ空くうに飛び立つ。


    　──そして、世界が一変した。


    　柔らかな光が包み込む世界。物質は何もなく、ただそこに斗和たちの姿があるだけだ。斗和はハリティを後ろから抱き締めるようにして座らせている。彼女の前には携帯電話タブレツトから浮かび上がるフェルマーの姿。彼女も興味津しん々しんといった表情で、その方向を見つめていた。


    『ハリティ。ハリティ』


    　優しく頼り甲が斐いのある声が響いてくる。三人が見つめる先に立つのは、背を向けた一人の青年。横向きの顔は逆光でよく見えないが、どこか懐なつかしい気持ちにさせられる。彼の足あし下もとからは七本の影。放射状にまっすぐ伸びる影の一つは、ハリティの影とつながっていた。


    「だれ？」


    　ハリティは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。彼女の本能が告げる。あの人物はただ者ではないと。


    「あはははは。まさか本当に実在していたなんてねぇ。幻げん覚かくの類たぐいだと思いたいけど、──本物みたいさね」


    　フェルマーが乾いた笑いを漏もらす。そして急に真ま面じ目めな顔になると、師匠の正体を語った。


    「大きな背中は大いなる父性の象しよう徴ちよう。顔のない横顔は隠いん者じやと賢けん者じやを表し、七つの影は元型アーキタイプの一つであることを示す。思春期の少年少女が判断に迷ったときに現れては、助言をしてくれると記述される超確率上位概がい念ねん存在、──老賢者オールド・ワイズマン。若もしくは、偉大なる父グレート・フアーザーとも呼ばれてるねぇ。私らみたいな紛まがいものじゃない、正しよう真しん正しよう銘めいほんまもんの神様さ」


    「神……様？」


    　ハリティが信じられないモノでも見るように両目を見開く。神と信じていた相手に、「神はいない」と宣言されたばかりなのだ。


    『ハリティ。神という概念は、そこの情報生命体たちが君たちに刷すり込んだモノさ。多分に誤解を含む。だけど僕や〝彼女〟がこの世界を創造し、君たちすべての生命の運命を定めているという点に関しては肯こう定ていするよ』


    「彼女？」


    「老賢者オールド・ワイズマンと対ついをなす存在なんて、一つしかいないさねぇ。太母グレート・マザー。とある心理学者によれば、この世界は〝彼女〟の見る夢なんだってさ。つまりは創造神さぁ」


    　ハリティは気がつくと、ぼろぼろと涙を流していた。神はいた。その重みは、信心深いハリティの心を温かく抱き締めるようにして救う。


    「ああ、斗と和わ。本当なのですか？　神は本当に？」


    　斗和の胸に顔を埋めるハリティは、嗚お咽えつを漏もらしながら、そう問いかける。


    「尋ねるまでもないはずだよ、ハリティ」


    　そう、〝本物〟を前にして疑うという概がい念ねんは存在しない。「師匠の言葉は常に正しい」。その確信と実感を、どうして斗和は抱いだいていたのか？　その答えは簡単。人の認識と世界は、彼女たちが創造するモノなのだ。


    　たとえばヒッグス粒りゆう子しが最近になって発見されたとしても、彼女ならその『設定』を後出しで創り出すことなど造ぞう作さもない。まるで、どんどん新設定を追加する作品の如ごとく、登場人物を通して、世界を創デザ造インしていく。


    　会えばわかる。まさにその一言が相応ふさわしい存在。故ゆえに彼らは〝神〟なのだ。


    「真の神よ。どうかお答えください。私は、神と名乗る存在に騙だまされ、アルカを産み、またこの世界を破は滅めつに導みちびいてしまいました。私は途方もない罪を犯し、それを償つぐなう方法さえわかりません。私の生きる意味はなんですか？　なぜこのような生き方をっ！　神よ──」


    　ハリティが悲痛な思いを口にする。絶叫が虚むなしく、乳白色の世界に響き渡る。


    『それは自分で考えることだよ、ハリティ』師匠が静かに言い放つ。『君はなんの罪も間違いも犯していない。この世界は幾多もの生命の生存競争の上に成り立っている。君自身も多くの命を喰くらい、騙し、自分たちの命を長らえさせることに全力を注いでいる。──それでいいんだ。情報生命体が行おこなったこともそう。ただの生存競争に過ぎない。君はこの世界に生まれ、この世界に生き、斗和と出会った。そこに意味を見み出いだすかどうかは、君自身が決めることだよ』


    「では、私に罪はないと？」


    『その概念は人がつくり出したものさ』


    「騙された私の人生は、無意味ではなかったと？」


    『意味も人がつくり出した概念。僕らが与えるモノじゃない』


    「……人類が滅ほろぶことをどう思われますか？」


    『何も。生命の絶ぜつ滅めつなんてよくあることさ。僕らは人間を特別扱いしない』


    「まあ、当然さね」口を挟んだのはフェルマーだ。「特別扱いってのは、そこに利害が発生している証しよう拠こ。本物の神に、私らが与えられるモノなんて何もない。だから逆説的に、特定の生命や特定の人間を特別扱いする存在は、絶対に神ではないと言い切れるのさ」


    　ハリティの表情は、いつの間にか穏やかなものに変わっていた。師匠との対面は、文字どおり魂たましいを浄化させる効力を持つ。


    「では、最後に一つだけ。──神様は、私たちを愛していらっしゃいますか？」


    『ああ、もちろんだよ』


    　そして世界は、元に戻る。


    



    「ありがとう、斗と和わ。私はもう大丈夫です」


    　再び汎ハン夢ム簾ス殿デンの中。寝台の上には、穏やかな笑みを浮かべるハリティの姿がある。師匠と会ったことですべての膿うみを吐き出し、魂たましいが浄化された彼女の心に迷いはない。


    「さすがは本物の神様ってとこかしらね」


    　フェルマーが肩を竦すくめて言った。


    「ハリティ。俺おれたちは最後に、やらなければならないことがある」


    「やらなければならないこと？」


    「そうだ。この世界を、俺たちにできる範囲で正常な姿に戻すこと。いまだにガイアの精神体は健在。人類滅めつ亡ぼうの危機はまだ去ってはいないんだ」


    「でも神様は、この世界は間違いではないと」


    「違うよ、ハリティ。師匠はこう言ったんだ。この世界が間違いかどうかは、俺たちが決めることだと。師匠たちにとっては、人類の滅亡も些さ細さいなことでしかない。でも俺たちは人間だ。人間の価値観で、人間の物差しで、今を判断する必要がある。……だから俺は、あなたがくれた、あなたの想おもいの結晶である、──俺が生きるレゾンデートルを消滅させる」


    　ハリティの表情が消えた。ややあって、その意味を理解した彼女の顔がくしゃりと歪ゆがむ。彼女の悲しむ心が、濁だく流りゆうとなって押し寄せてくる。


    　レゾンデートルの消滅。それはアルカという存在が、斗和という存在が、過去と未来にわたって完全に消え去ることを意味する。当然、誰の記憶にも残らない。斗和は永遠にハリティの中から消えてしまうのだ。


    「なぜですかッ！　あなたの存在が間違っていたと、あなたを産んだことが罪だと、そう言うのですかっ！」


    　ハリティが斗和の肩を激しく揺さ振ってくる。斗和は、まっすぐにハリティを見詰めたままで答えた。


    「いいや、思わないよ。あなたには感謝している。あなたの想いがあったから、あなたの行動があったから、俺という存在は生まれた。あなたに逢あえた一瞬は、あなたを愛した一瞬は、永遠と思えるほどの幸福だった。ありがとう、ハリティ。本当に感謝している」


    「だったら、なぜです！」


    「今の世界は俺が生まれたことで、集合精神界アツイルトと物質界アツシヤーの境界が曖あい昧まいになってしまった。師匠に言わせれば、それも生存競争の一つ。間違いでも過ちでも、歪いびつなことでもない。だけど俺は、一つの生命である俺は、それを元に戻したいと思う。俺のせいで奪ったモノを、俺を犠ぎ牲せいにすることで取り戻したいんだ。そう、決断した」


    「あんたの力なら、望むように新世界も創造できたはずよ」


    　フェルマーが厳しい表情で割り込んでくる。


    「そうだな。だけど、それはやらない。俺おれには新世界を築くことができるかもしれない。だけど、それは俺一人が創った世界だ。そこが俺の理想どおりの世界だったとしても、そこになんの魅力も感じない」


    「どうしてさ？　理想どおりなんでしょ？」


    「俺は、生物学が好きなんだ」


    「は？　あんた、何言って──」


    「生物の世界は醜みにくく、死があふれていて、凄せい惨さんで、どれも救いがない。だけど、そこには無限の判断がある。必死に生きようとする想おもいがあふれている。それを美しいと俺は思う。それが俺の考える、この世界の在あり方だ。俺一人じゃない、みんなが判断して、その結果によってこの世界は創られていくべきだ」


    「だからといって、斗と和わが消えなくとも！」


    「いや、違うよ。ハリティ。だからこそ、俺は消えなくちゃならない。異能力の存在は教えてくれた。あれは科学の発達がもたらす未来の現実なんだ。俺たちはいずれ、誰もが異能力という名の科学を手に入れる。想像したことが、すべて現実になるんだ。やろうと思って、やれないことは何もなくなる。永遠の命でさえ、手に入れることができるかもしれない。だからこそ、どこまでやるのかという決断をしなければならないんだ。永遠に生きるということは、永遠にほかの生命を喰くらい続けること。だから、いつかは自分の意志で、自分自身をこの世界に還かん元げんする必要がある。なんでもできるようになる未来では、『自然に任せる』なんてことはできなくなる。命の選別、善悪の区別、自分の死でさえも、すべて決断によって決まるんだ。だから俺は、俺が生きるレゾンデートルを消しよう滅めつさせる」


    「新世界を創造するほどの力があれば、自身の存在理由を消し去ることなんて、造ぞう作さもないだろうね。だけどあんたが消滅しても、あんたが生まれる直前まで世界が再構成されるだけさ。そこで同じ判断がなされれば、今とまったく同じ世界になる。いや、きっと同じになるだろうね。なんせ宇宙には《復元力》って法則が存在する。そこに意味があるのかい？」


    「意味はあるさ。みんなが決断した世界なら、それで繰り返しになろうとも、俺は素晴らしい世界だと思う」


    　斗和がきっぱりと言い放つと、フェルマーは大おお仰ぎように肩を竦すくめて、でも満足げに笑った。


    「斗和。私が嫌だと言っても、消えてしまうのですか？」


    　ハリティが懇こん願がんするように問うてくる。じくりと胸が痛んだ。できることなら、ハリティとずっと一緒にいたい。


    「ごめん、ハリティ。もう決めたことだ。人は永遠に憧あこがれながらも、瞬しゆん刻こくを生きるべきなんだ。でも、大丈夫だよ。肉体は土に還り、精神は空間に刻まれる。だけど魂たましいは、永遠にこの世界に在り続けるんだ。俺という存在が誰の記憶に残らなくとも、俺の想いは永遠に消えることはない。だから、約束するよ。俺はずっと君の傍そばにいる。仮に何度君が転てん生せいしたとしても、その子孫たちも同様に、俺おれは見守り続ける」


    「斗と和わ。……お願い、行かないで」


    　ハリティが涙を流し懇こん願がんする。だけど、もう時間がない。蝶ちようが完全に消えてしまえば、レゾンデートルを消しよう滅めつさせることができないのだ。


    「愛してるよ、ハリティ。永遠に君のことを。だから、悲しまないで」


    　そして斗和とハリティは、最後の口づけを交わした。


    「私は、決して忘れません。あなたのことを。たとえ大宇宙の法則が、あなたを私の記憶から奪い去ったとしても、この想おもいまでは消せません」


    「俺もだよ、ハリティ。だから俺に、君の決断した未来を見せてほしい」


    　斗和はすべての蝶を消費して、自分のレゾンデートルを消滅させる。ゆっくりと光の粒りゆう子しとなって消えゆく斗和の姿。


    「ばいばい、人間。なかなか楽しかったよ」


    　フェルマーの声が聞こえ、


    「斗和ぁあああああああッッッ!!」


    　ハリティの叫びが胸を穿うがつ。


    　その瞬間、斗和は消滅し、世界は二千年前のあの日から再構成された──。
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    　　　＊　＊　＊


    



    　──長い長い夢を見ていたような気がする。


    　大事な人と出会い、愛を交わし、穏やかな時間を過ごしていたような夢。幸福だった。心が満たされた、蜜みつのように甘い幸せのとき。自分の生きる意味を、知ったような気がした。


    　音が急速に戻ってくる。篝かがり火びが周囲を囲み、厳おごそかな男女の歌声が聞こえてくる。


    　ああ、そうか。と私は思った。ここは祭壇の上。これより私の中にある子を宿す卵らんに、お父様が降こう臨りんなさるのだ。


    『ハリティ』唐突に頭の中にお父様の声が響いてきた。『大丈夫か？　先ほどから反応が鈍にぶいようだが？』


    「いえ、大丈夫です。──少し、夢を見ていたようです。とても長い、幸せで少しだけ悲しい夢を。……お父様は、どうして肉体がほしいのですか？」


    『なんだと？』


    　自分でも驚いていた。どうしてそんな大それたことを問うたのか。


    『肉体を得ることは、私たちの悲願。そこに理由などない』


    「肉体がなくとも、今が幸せであるのなら、それでいいではありませんか？」


    『愚おろかなことを。私に逆らうのか？　受肉は私たちの望み。汝なんじら人は、ただ私たちの願いを叶かなえるためだけに在あればよい』


    「──違います。生命は皆、己おのれの意志で決定する権利を持って生まれてきたのです。……お父様の気持ちはよくわかるつもりです。あらゆる生命は自みずからの理想を叶えるために生きています。ですが、本当の意味でそれを叶えてしまっては駄目なのです。永遠の想おもいと共に瞬しゆん刻こくの肉体を持つ。それが正しい在り方ではないかと、そう思うのです」


    『……本気で言っているのか、ハリティ。私が与えた恩を、名も持たぬゴミであった汝に、今の地位を与えた私を、裏切るというのか』


    「いいえ。お父様の存在があって、今の私はいます。どんな理由があろうとも、〝親〟を否定すべきではありません。だからこそ受肉を諦あきらめてほしいのです。受肉を果たせば、その時点でお父様は今のお父様ではなくなってしまいます。変わってしまってはいけない境界がある。その境界を崩せば、もはやそれは別の何かです。お父様は今の自分が好きですか？　私は好きです。恩義も感じています。ですから、今のお父様を否定したくはないのです。どうか受肉を諦め、今のままでいてください。情報生命体として生まれた自らの生を、愛してください」


    『──っ!?　なぜそれをッ！』


    「私はお父様たち神を愛しています。同時に彼が見守るこの世界も愛しています。この儀式により得るモノもあれば、失うモノもある。私は今のままの世界であることを望みます」


    『後悔するぞ。私たちを敵に回したことを』


    「後悔するかどうかは、二千年後の世界を見て判断いたします。どうか受肉はお諦あきらめください」


    『訳のわからぬことをっ！　もはや、神の叡えい智ちを当てにできぬものと知れッ！』


    「覚悟の上です。明日あすがどうなるかも知れず、不安と恐怖に押し潰つぶされる日々。それは当たり前のことなのです。生きるということは、そういうことなのです」


    『愚おろかな。──残念だよ、ハリティ』


    　そしてユグラル様の声は、二度と聞こえなくなった。


    「おい、ハリティっ！」


    　祭壇の階段を、一人の少女が駆かけ上がってくる。褐かつ色しよくの肌はだにクリーム色の髪、サラスだ。


    「い、今のは!?　おい、なんで？」


    　サラスは激しく動揺していた。彼女の〈神かみ聴きき〉の才は優れている。今のお父様との会話を全部聴いていたのだろう。ほかの者たちはまったく状況を摑つかむことができず、狼狽うろたえたようにして、私の言葉を待っていた。


    「サラス。いいのです。これで、いいのですよ」


    　さらに何か言おうとするサラスを手で制し、祭壇を見上げる臣下や民に向かって、大声を張り上げる。


    「神々は邪じや悪あくなモノと戦い、長い眠りに入られた！　邪悪なモノは神の名を騙かたり、私たちに甘い言葉で囁ささやいてくるだろう。だが、決してその言葉に耳を傾けてはならぬ。神々は混乱を避けるため、二千年の眠りに入られたのだっ！」


    　神がいなくなったことを知らされた人々は狼ろう狽ばいし、不安を叫び、さめざめと嘆き崩れる。


    「だが、安心せよ。神は私たちを見捨てられた訳ではない。この世界を私たちに託されたのだ」


    　私はそこで一いつ旦たん言葉を切り、息を吸って続きを口にする。


    「神はこうおっしゃった。──自みずからの意志で判断し、自らの考えで己おのれが生きる意味を定めよ。善悪も規則も、すべては私たちが定め、この世界は私たちの判断で創り上げるべし、と。無限の想像力と取しゆ捨しや選択の判断が、私たちの未来を決めるのですッ！」


    　私の言葉を受けて、けれども多くの者は戸惑っていた。明確な指針がなければ、不安と恐怖で一歩も足を進めることができないのだ。


    　それでいい、と思った。なぜならそれは、この世に正しいことも間違っていることもないことの証明。答えがないからこそ、人は迷い、悩み、後悔をする。


    　でも、大丈夫だ。彼は約束してくれた。私と、私の子孫を永遠に見守ってくれると。


    　──だから、何も心配はいらない。未来は私たちの決断の先にある。愛によって護まもられている。自分が生きる意味は、自らの意志で定めるのだ。

  


  
    



    　　　エピローグ


    



    　──長い長い夢を見ていたような気がする。


    　そこで俺おれは違う誰かになっていて、カラフルな髪と瞳ひとみを持つ人々に囲まれ、凄せい惨さんでけれども命の意味を実感できるような、そんな体験をしていた。最近読んだ漫画の中に、そんな話があって、それが違ったかたちで夢に現れたのだろうか？


    「よう、何ぐうすか寝てんだよ？　おまえがメガ乳の授業で寝るなんて珍しいな」


    　唐突に、俺の背中に重くやわらかい肉の感触が襲おそい来る。太った体型に、どこかイラっとくる俺のクラスメイト。


    　今はチャイムが鳴ったばかりの昼休みで、ここは俺が通う高校の教室だ。


    　ちなみにメガ乳とは国語の担当教師のことで、歩くたびに揺れる彼女のグラマーな体型が、年頃の巨乳好きの男子生徒たちにほどよい集中力をもたらしてくれる。


    「あれだろ？　どうせ『ＮＯＷナウ─Ｅイー・Ｖブイ・Ｕユー』のＰＶでも遅くまで見てたんだろ？　ったく、あんな大衆アイドルのどこがいいんだよ。それよりも今は、『マユ様・ユリ様』の時代だぜ」


    　マユ様・ユリ様とは有名企業の令嬢たちで、物もの凄すごい美少女という点が一部の男性に受けており、彼らからはアイドルのように扱われている双子の現役女子高生だ。彼女たちの長い黒髪は、陽ひの加減次第では、瑠る璃り色に見えることもある。


    「おまえさ。そんな面と向かって相手の趣味を貶けなすから、友達いないんだよ」


    　俺はちょっとだけムッとなって、彼から逃げるようにして教室の外に出た。


    　すれ違うのは普通の髪と目を持った生徒たち。なぜか先ほど夢で見た、カラフルな髪と瞳を持つ生徒たちの姿を思い出した。無論、そんな非現実的な生徒はいない。一部に茶髪や金髪に髪を染めて、先生に注意されている輩やからがいる程度。あのオレンジ髪なんかもそうだ。


    「ふははははっ！　見つけたぞ、少年」


    　よく響く玲れい瓏ろうな声が聞こえてきた。俺は面倒な奴やつに会ったなぁ、と内心で溜め息をつく。


    　そこにいたのは、うちの学校で五本の指に入る容よう姿しと、もっとも残念な中身を持つ少女。彼女の隣には、竹刀しない袋ぶくろを抱えた小柄な少女もいる。


    「というわけで、少年には私の同好会に入会してもらおう。あと一人で部に昇格できるのだ」


    「何度も言ってるけど断ことわるよ。いい加減諦あきらめてくれ」


    「何でですか？」声を荒らげたのは、竹刀袋の少女のほうだ。「うちの同好会には先輩が必要なんです。先日、先輩が聞かせてくれたキリンの話とか凄かったです。雌めすを巡って争っているうちに雄おす同士が恋に落ちて、そのままに行為に及んでしまうなんて。感動です大興奮ですッ！」


    「いや、その話とそっちの同好会との関係が全然わからないんだけど」


    　俺は戸惑いつつ、偶然通りかかった担任の先生に助けを求める。癖くせっ毛の女教師だ。


    「山やま田ださん。……強引な勧誘をしたら、駄目……だよ」


    「ふっ、笑しよう止し。適材適所を見極めるのも教育者の役目だろう？　そうは思わんか？　ん？」


    「そ、そう……だよね。ちなみに、なんて同好会……なの？」


    「『殺人鬼同好会』だ。あと一人で部活に昇格する」


    「え？　駄目……だよ、そんなの。犯罪……だよ」


    「ふっ、先生は何か勘違いしていないか？　いいか、私の──」


    　山田が話に夢中になっているうちに、俺おれはひっそりと退散する。先生には申し訳ないけど。


    　売店の前に長蛇の列をつくる生徒たちの最後尾に並ぶと、スマホが震えた。妹からのメール。妹は今、中学の修学旅行で九州に行っている。頭の悪そうなピースサインをする俺の妹の隣には、大人しそうな眼鏡めがねの女の子が写っていた。適当な返事を返して、顔を上げる。


    　──そこで俺は、唐突にその存在と出会った。大勢いた生徒たちの姿は搔かき消え、世界には俺と背中を向けた横顔の青年だけが残る。


    『──やあ、久しぶりだね。〝彼女〟からのメッセージは受け取っただろう。ここがいつで、何周目かなんて関係ない。みんなで創った世界が、彼らの願いが、君の望みを叶かなえてくれた。だから、何も心配はいらないよ。あの場所へ向かうといい。君の大切な人が待っている』


    　師匠はそう言うと、まるで夢から醒さめるように、その場から搔き消えた。いつの間にか、昼時の高校の喧けん騒そうが戻ってきている。


    　心臓がバクバクと鳴っていた。喉のどが渇いたように痛い。俺は鮮明に夢の内容を思い出していた。そうだ、俺は──。


    「ちょっとキミ、危ないでしょッ！」


    　猛烈な速度で走る俺とぶつかりそうになったツインテールの少女が文句を言った。俺は「悪いッ！」とだけ叫んで、四階にある食堂のテラスへと急ぐ。あの方はいつでも、テラスから俺のことを眺めていた。その記憶が甦よみがえる。


    　そうだ、と俺は悟った。たとえ肉体は消え、精神が霧む散さんしても、その魂たましいまでが消え去ることはない。脈々と引き継がれ、世界を構成する元となる。《復元力》もその一つだろう。


    　つまり俺たちはみんな〝彼〟であり、誰もがその〝少女〟と出会う運命にあるのだ。それが『出で逢あい』という奇跡の確率の本質。


    　肩で息をしながら、テラスへたどり着くと、そこにはどこか既き視し感かんを覚える一人の少女が立っていた。長い髪を風に揺らしながら、校庭のほうを見下ろしている。


    　俺が飛び込んできた気配に気づいたのか、ぴくんと肩を揺らすと、彼女はゆっくりとこちらを振り向いてきた。俺が永遠に愛すると誓った、彼女の面影を色濃く残したままに──。


    



    　──そして時を超えた想おもいが、再び紡つむがれはじめる。

  


  
    　　　あとがき


    



    『俺おれが生きる意味レゾンデートル』の最終巻をお買い上げ頂き、ありがとうございます。この巻ですべての伏線を回収することができました。これも皆様の応援のおかげです。


    　この作品は私にとって初のシリーズでしたが、それを書き終えるにあたって、たくさんのことを学ぶことができました。本当にいろんなことを学び、いろんなことを考えました。


    　私は一人の作家として、この時代、この瞬間に生きる人々に、ほんの一瞬でも本作を楽しんで頂ければ、それで満足です。


    



    　イラストレーターのしらび様。いつも素晴らしいイラストで本作を飾って頂き、ありがとうございました。毎回キャラや服装が変わることが、どれだけ大変なのかを想像できなくて、すみません。またブログなどでも応援イラストを描いて頂けたこと、非常にうれしく思っています。次に担当の江橋さんを初め、本作に関わって頂いた多くの方に深く感謝を申し上げます。


    



    
      二〇一四　秋　赤月カケヤ

    

  


  
    赤月カケヤ（あかつき・かけや）


    



    Kakeya Akatsuki


    九州在住。『キミとは致命的なズレがある』でデビュー。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    俺が生きる意味６　新世界のレゾンデートル
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